び 


四 六 版 最美裝 

口 繪數拾 葉 

價壹圓 七 拾 f 

送料 金拾錢 

鶴 田 吾郎 洋 畫を學 ぶ 人々 の爲 めに、 親切 丁寧に 說 かれた 唯 一 の 

1、JS 洋畫手 ほどきで ある。 先づ 素描の 意義より 石膏 寫生 素描 

技巧 線描 等。 水彩畫 材料と 用法 畫法寫 生 及 注意 等。 油繪 

风 著及畫 材料と 用法 構 圖赏習 風 i 人物 靜物等 其 他 四 拾 章。 


樺 島 勝 一 


我國ぺ ン S 界の第 一 人老 にして 歐 米の 大家に 比 

すべき 著者が、 多年の 經驗を 披瀝して、 ペン 畫を 

學ぶ 人々 の爲 めに 親切 丁寧に 說 かれた 唯 一の ペン 

畫の 獨習窨 である。 

四 六 版 最美裝 

口 繪數拾 葉 

價壹圓 參拾錢 

送料 金拾錢 


S はめ 爲の々 人ぶ 擧 を畫漫 S 


漫畫 人物 描法 


四 六 版 特美製 

口 艙數拾 葉 

價壹^ 五拾錢 

送料 金拾錢 

1、 ！t 人物 肖像 漫畫の 第一人者 たる 著者 は 過去 拾數 年の 

T  M 經 驗を甚 礎と して、 人物 肖像、 似顔、 諷刺 S 等漫畫 

^  0  S 全般に 亘 つて 一 々揷瀚 を以 つて 親 © 丁 攀に說 いた 唯 

ヲ tt!Y li 一  の 漫畫手 ほどきに して 漫查 講義 錄 である。 

JJt7  a.  I 漫畫は 民衆 藝術 である。 近东 非常に 廣く 研究され 

まロ^-鳥 てね る。 玆に 著者 は初學 者に 最も 興味 多い スケ 5 チ 

平 著 4® の 本質 よら 描き 方に 就て 一 々蹄 驗を 以て 親切 丁^ 


た漫査 描き 方で ある 


四 六 版 ま，， i 

口 繪&裣 菜 

饧變歸 <i 

« 料 ^五^ 


隨碧 名^  二 3 匸 


氏 井 

著 眞 

法 巧作理 

窨形 法論 演 
で 式 をと 劇 
あ 歷要實 の 
る 史點際 中 
° を とと 心 
劇 深し を 生 
硏く て詳命 
究設柬 細 は 
者述 西に 戯 
のしの 解 曲 
必た名 剖で 
戆も戯 研 あ 
すの 曲究る 
ベで をし ° 
き最 解た 本 
名 も 剖 苦 書' 
鴛新 し 心 は 

o し ヽの戯 
き 其 著 曲 
戯 本で 創 
曲 質 戯作 
作 技 曲の 


m 四 


贰 


仲木貞 

1 氏 著 


四 六版特 上製 

價壹圓 五拾錢 

送料 金拾錢 

日本 大學 映螯 劇の 講座 を擔 任せる 著者が、 映 S 劇 

脚本 を 作る 人々 の爲 めに、 最も 平易に ssi と實 際と 

を 一 々實證 實例を 擧げて 親切 丁攀 に說 かれた もので 

初學 者に も 一 爾 して 映 S 脚本 を 害け る やうに 敎 へた 

好 著で ある。 


曲の 創作と 構想 


I 


金 田 一 京 

助 氏？ 閱 

大原外 光 

氏 著 


四. K 版 三百 頁 

價壹圓 五拾錢 

送料 金拾錢 

熱烈 火の 如き 革命 兒、 時代の 惱みを 生涯に 負 ふて 倒 

^た 天才 啄木 は單に 歌人 詩人と しての み 知られて ねる 

が 彼の 晩年の 思想 は 一大 驚異で ある。 本書 は 啄木の 總 

て を傳 へる と 同時に 新しき 日本 を 露に 愛した 彼の^ 想 

を 紹介した もので、 啄木の 無二の 友 金 田 一 氏 は 本甞を 

序^して 措し みなき 讃 辭を呈 して ゐる。 


. 菊 正 

佐 f 遭 

i 上圓 


^製 S 

裝錢 


啄木 は靑 年の 先驅 であった。 

年 二十に して 詩集 「あ 乙がれ」 

を 公に して 二十 七歲 にして 世 を 

去れる 短き 生涯 は 想像の 及ば ざ 

る變化 多き 生活であった。 若き 

時代の 作品 は 殆ど 詩の みで あつ 

た。 二十 歲 前後 時代の 啄木 を 深 

く 語る もの は の 詩集で ある。 


m 著 名大 ~ ^の說 小 譲 Ik  m 


^新 夫婦 日記 


佐 

タ 


氏 

著 


四六判 上製 

價貳圆 

送料 拾四錢 


諧謔 文 學の第 一 人 者た る 著者 は、 獨 得の 輕妙酒 脫な筆 

を 以て、 新婚の 若夫婦の 樂 しき 生活 を 描いた もので 其 

面白さに アット 叫ばし め その 諷刺と 諧謔 は 天下 獨步で 

ある。 

無爲 無職の ぐうたら お 衞が 相捧の 建築 技師、 祌經 衰弱 

の學者 ざが 全國の 人情 風俗 名所 古跡の 探究に 出て、 谷 

地で 奇想天外の 失敗 を 演じ、 その 奇警なる 觀察 は獨稃 

る o 


As  3 


たら 道中記 


菊 剁半截 上製 

全ニ箭 

價壹 K 八抬錢 

送料 拾參錢 


E 近 代 藝 術 全 殺 は 亘 つ て 

根 W. 的 修饕を 得ち^ る I 太 弒上 講堂 鼸 

四 六 版 總布製 

箱 入 五 百 頁 

價贰圓 八拾錢 

送料 金 拾九錢 

1 亡^  I 近代 藝 術に 就て 繪畫 彫刻 建築 音 樂等蕩 術 全般に 涉ら其 

一 rtM  0 の 潮流 沿革 運動の 經過を 叙述し、 伊 英獨佛 露に 跨ら 各派 

  >  1 ： ：  ；  ： し來れ るか を 藝術評 

利の 批判せ る 名著。 

つ 1 繪畫、 P 刻、 建築、 文學、 音！ r 劇 等藝術 全般に 涉 りて 流 

ffi. 脈 暢 なる 文章 を 以て 最も 通俗的に 說き、 ー讀 して 何人に も 


四 六 版 總布製 

口 繪數拾 葉 

價查圆 八拾錢 

送料 金 拾五錢 


迗價四 
料一 六 

金圓判 
七 三 

十 十 百 

錢錢頁 


四六判 最美裝 

價ぉ 五十 錢 

逡料 各四錢 

本 害 は 常識と して 必娑な 日本 美術史で ある。 各 册ロ繪 揷输を 

以て 平易 懇切に 說 かれた。 常識 日本 華、 術史 である。 

V.  f  ！、 序說及 原始時代 一 「飛鳥 Ac 凰 S. 代 三、 天平 時代 四、 弘仁 

&  C4  f^p 時代 五、 藤！ g 時代 六、 鎌 I 時代 七、 室町 時代 八、 桃. W 時代 

九、 江戸時代 十、 ^袷 大正^代 


黑 田 


武 郧の藝 術と 生涯 


秋 田 雨 雀 序 

藤 森 成吉序 

井 柬戀著 


有 島 氏 は文學 史上の 一 大 巨星で ある。 氏に 依って 生み出され 

た 藝術は 我 文 擅 大正 期に 生んだ 永遠に 偉大な 寳玉 である。 本 

書 は冇島 氏の 全生涯、 氏の 人生 社^: 宗教 女性 戀愛觀 を 思想 篇、 

藝術觀 傑作の 內容と 梗概、 作品の 硏 究を藝 術篇、 著作 年表 等 

を 精細に 紹介 枇 判した 有 島武郞 全桀 である。 


遒る め 步の村 藤 
有 所權胆 

^==3  ||e====.||  ■====>// 


印 印 

刷 刷 
所 者 


發 

行 
者 


大 

大 

正 

正 

十 

十 

五 

五 

年 

年 

七 

七 

月 

月 

十 

十 

五 

n 

著 

發 

作 

行 

者 

行 所 


東京 市日 本 橋 區下稹 町 十二 番地 

弘 文 

振替 東京 三 七 六九番 


【定 價金威 圓】 


山崎斌 

東^ 疳 日本 接^  T 捃 W  +  二番 地 

米 林 保吉 

東！ SB 京 橋 St 木 挽 S  二 丁目 ±1 一番^ 

石 上文 七郞 

東京 市 ssg 木 挽 W1 亍目+ 三！ « 地 

遠 藤 印刷所 


A 苡 上の 亵 にある * 印の 分 は、 あるひ は 合本と し、 あるひ は 選集と し、 あるひ は複刻 

本と して 出せし もの (藤 村讀 本の ごとく 少年 靑年 のために 別種の 編成に よった もの 

も ある) 

B 若菜 柒、 S 牮、 一 葉 舟、 落 梅 S (以上 詩集)、 綠葉 笾、 食後、 |> 水 彩蓰家 (以上 

短^集)、 新片 町より、 後の 新片 町より、 平和の 巴 里、 戰爭と 巴 里 (以上^ 想 &0、 

藤 村 文集 (詩 築 前後の 散文 集) — は 合本 又は 锬の複 刻 改題 等の if 由に より 絡 版と な 

つて ゐる o 

C 破戒、 ^ 家 はお. 初ほ费 出版と して 上田 屋ょ o. 發資 した ものであるが、 後に 新潮 瓧 

より W 版して 今 H に 及んで ゐる o 
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童話 集 を さな ものがた リ 

或る * の 生涯 藤 村 パンフレット 第一 稗 

一一 一  人 藤 村. ハンフ レット 笫ニ稗 

籐衬 感想 集 中 村 a 湖 編 * 

處女作 集 復^版 = 水 彩脔家 改題 * 

感想 m 淺草 だよ リ 續競" 誘 

感想 集 春 を 待ちつ 、 

伸 &支度 藤 村パ ン フレット 第一 一一 輯 

鳥 崎籐村 集 現代 小說 全集 锒九卷 * 

口 ー マ字譯 ふるさと n 本の 口  I マ字瓧 譯 

藤 村 « 本 I 卷 *  . 


同 

向 


硏究肚 

新^社 

ぎ：^  社 

人文 會發刊 


十四 年 C1 九 15) 春陽 堂 

同  * 陽 堂 

同  ア^ス 

同  新潮 社 

同  新 溜 社 

十 五 "(一九二 五) 日本の J マ 字^ 

十五 ギ 2 丸 |ー五) W 究 ％ 


童話 集 幼き ものに 

航 海 記 海  《 

小 說 樱の寶 の 熟する 時 

詩 集 愛の 詩集 (藤 村 詩集 拔萃) * 

長 篇小說 新  生 (上き 

長 篇小說 新  生 (下 卷) 

。，ェ S 藤 村 詩集 鳴海耍 吉譯 * 

童話 集 ふるさと 

感想 m 瓿 倉た ょリ 

旅行 跎 佛蘭 西紀 行 別名 「エトランゼ H」 

籐村 全集 (仝十ー ー卷) * 

fe^^Jy^p^K 千&" のス ケッラ 藤 村 集 * 

薛衬倉 竹？ ぉ黨 0 の 合本 (上下 二 卷) 


六 年 ( 一 九 一七〕 實業 之 日本 a 

七 年 C 1 九 一八) 實業 之 日本 社 

八 年 二 丸一. 3 赛 陽 堂 

同  春陽 堂 

同  * 陽 堂 

同  舂陽堂 

同  研究社 

九 年 (一 九 110) 實業之 日本 社 

同  ア^ス 

同  * 陽 堂 

十 1 年 (一九二 一) 國民圆 書 株式 會社 

十 三 年 (一九 三 5 春陽 堂 
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長 II 小說 

短篇 小說集 

小品 橥 

短篇 憨 

短篇 集 

童話^ 

感 想 m 

長 篇小說 

感想 集 

感想 集 

短篇 小說集 

钕 文集 


大正 

元 


家  ^蔭 叢 寄^;  二 編 

貪  後 

千 曲 川の スケッチ 

^ 现代 文藝谡 ^^二十 編 *  二 

^  0 綠葉巢 ^題  一 

0  綠礤载 敦^ 四 編  N 

0  0 愛子 叢書 第一 編  同 

後の 新片 酊ょリ  同 

0  代表的 名作選 集 第五 六卷 * 三 

KI. 和の 巴 里  同 

戰爭と 巴 里  四 

K,^l^ 名家 傑作^ 第 四 編  五 

冰 ぁ纏窸 朝 傲 改題 

籐村 文集， * 


E 十； 一一 年 (一九 10) 

四十 五 年 (一九二 1) 

年 (一九二 一〕 

年 ( 一 九 一 三) 


年 


九 一 四) 


年 (1 九 一 五) 

年 (一 九 ニハ) 


上 田 屋 

博 文 館 

佐久 良書 房 

春陽 堂 

薪  S  社 

賞 業 之 日本 社 

新^  針 

新潮 

佐 久良窨 房 

新  S  社 

春陽 堂 

春陽 堂 
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藤 村 著書 年代 目錄 


詩 m 

詩文 築 

詩文 集 

詩文 錫 

詩 仿1- 

長 篇小說 

短 篛小說 柒 

長 篇小說 

親 粽小說 集 

感想 集 


0 

つ く 

村 詩 

葉 集 


も 

綠 

藤 村 

新片 町より 


さ 

0 以上 四 集合 M-  * 

綠蔭 叢書 第二 編 

文截 入門 袋 蒈锒】 編 


明 S 

三 十 年 (一八 九 七) 卷陽堂 

コ 一十 5  (一 八 九 八) 春 隠 堂 

三十 一年 2 八 九. O 春陽 堂 

三十 四 年 二 九 0 一： "卷 陽 堂 

三十 七 年 (一 九 OSD 春陽 堂 

三十 九 年 二 九 05 上田屋 

四十 年 C 1 九 040 春陽 堂 

四十 一 年 (一九 0 八) 上田 屋 

四十 二 年 (】 丸 0 九) 博 文 館 

四十 11 年 (一 九 0九) 佐 久良喾 房 


氏 治 慶秦と 氏 猛津铀 
(る 成て つよに け 援の人 二の こ は 行 刊の書 叢 蔭緣） 


一 aso〜 


の 「幼年 いろは かるた」 より 


「星まで、 高く とべ。」 *n 
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を：^ るに 便^な 境地に あらしめ たもので はあった けれど。 ：： いま、 この 明朗な 境地に 這 入ら 

れた 先生に 在って は、 次の 私の 様な ものの 言葉に も、 微笑 を 見せて 下さる だら うと 期待され る。 

「もう、 こ、 まで 來た 先生 は、 機會に 祝福され て は、 敢然と 再婚の 中に も 赴かるべき ではない 

か、 しかして、 そこに 更に 自然なる、 よき 簡素の 生活 を 完成され べきで はない か。」 

先生の 家 を 中に 幼き もの は、 すべて 仲び 立った。 母親と その 生命 を 取替へ る 様に して 出て 來 

た 末の 女の子 さへ も、 旣に 早く 母の 用意に 取 か k る 程の 娘に なって ゐた。 ：： 先生 は、 昨年の 

秋の 頃から、 その子 等と 「星」 を 夜の 空に 見る こと を はじめられ たとい ふ。 

黑ぃ 夜の 空 に、 また 仄白い 星夜の 签に、 その 眼 を はなって 先生 は、 何 を 見、 何 を 思 ふ 人で あ 

らう か。 ， I それ は 兎も角、 子等の ために は、 簡單な 星座の 名 を 語り、 或は、 その 傳說を 語.^ 

つ、、 ：： 高く、 美しい 星座 を 指 ざして、 よき 「生の 跳躍」 を 暗示す る 先生の 姿 ！- 若き もの 

の 手 を 引いて 立つ 先生の 姿が そこに 思 はれる ので ある。 
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A 請 本 3-4   B 舂を 待ちつ v 167   C 文 隼往來 


妤ぃ苜 葉で はない か。 私達が 今 持って ゐる もの は 51 貧 ゃ銀货 ばかりで も、 長い 1 生の 間に は それ を 金貨 

に變 へ る こと もお 來 ると ある。』 A 

「春 を 待ちつ k」 を 開く と、 綠 雨の 言葉が 揭げて ある。 

n. 若い うち は 少し は氣 障な くら ゐ であれ。」 

と は 齋籐綠 雨の 言葉で ある。 さすがに こ の 世 を苦勞 した 人の 言 ひさうな ことで ある。』 B 

さう 言へば、 先生の 長い 友人、 柳 田 阈男氏 は、 先生の 暗かった 半生に 對 して、 こんな 言葉 を 

雷って ゐられ る。 

『私 は 友人た る 島 崎 君に、 今少し 氣輕な 平たい ありふれた 人生が 見せたかった。 JC と。 また ー 

I 『百 草 を 甞 めて 始めて 醫藥 あり. とい ふ 話 をす る 度に 思 ひ 出す の は 島 崎 君であった。 そして，：^ 

崎 君の 味 は 若かった。』 と。 

それ はお もしろ ぃ霄葉 だ。 I 勿論、 先生に あって、 その 寂寞な 生活 は、 よく 他の 見得ざる 
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春 を 待ちつ V 129 


りで もした やうに 思った。』 * 

「讀 本」 も そこに 生れた。 「いろは かるた」 も そこに 生れた。 「三 入」 も そこに 生れた。 「明日」 

も そこに 生れた。 「春 を 待ちつ &」 も そこにう まれた。 「嵐」 とい ふ 様な の も、 うまれ 樣 として 

ゐる。 更に 更に、 よき、 その 光りの 子が 先生の これからの よき 晩年の 中に 產れ て來る だら うと 

思 ふの も樂 しい ことで はない か。 

「讀 本」 を 開く と、 ギヨ ヱ テの言 葉の 引かれて ある、 樂 しい 小話が ある。 

r ある 人の 言葉に、 

「わたし もこれ で 年の 若い 時分に は、 ろくな もの を 持つ て 居ませんでした。 自分の 持って 居る もの は、 ま 

あ 銀貨 や 銅貨ば かりでした。 だんく この 世の 旅 をして まゐ ります うちに、 いろいろな 人に 逢って、 自分 

の 持って ゐた 銀貨 や 銅貨 を その 人達の 金貨と 交換して 貰 ひました o 年 をと つた 今にな つて 見ます と、 若い 

時分の 銀貨 ゃ親貨 がそつ くり 金貨に 整った やうに 見えます よ。 一 と。 
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つめて ゐ たとい ふこと も 出で 居る。 もう まもなく 六十に 手の 届かう とする ス トリ ンド ベルクに、 なほ それ 

ほど 靑春を 愛する 心が あって、 それが また 深い 印象 を與 へたと ある あたり は、 いかにも あの 詩人の 姿 を 私 

達の 眼前に 彷彿せ しめる o』* 

若者 萬歲 II 

先生 も、 また、 機 會には それ を 言 ふ 人で なからねば ならない と 私 は 思 ふ。 ：： 玆に、 先生が 

舊ぃ擧 窓 を 思 ふ 感想が ある。 それ は、 あの 明治 舉院の 校庭に 殘し植 ゑて 来た 卒業 記念樹の 楠の 

樹に關 してぐ ある。 

『風の たよりに 聞けば、 今の 舉 校の 生徒が 休みの 時間 毎に、 夏の 樹 蔭で も樂 しみに 行く 場所 は、 

私の 植 ゑて 置いた 記念樹の 周圍 であると か。 あの 樹の 古くな つたこと は、 そんな 話 を傳へ 聞い 

たばかり でも 想像 せらる、。 どうかす ると あの 樹の 枝に は 生徒が 鈴な りに 生る こと も あると い 

ふ。 生れ。 生れ。 擧生 諸君から 見れば あの 樹は舊 い 卒業生の 形見で、 私達から 見れば あの 樹は 

年と つた 自分 等 も 同じ こと だ。 私 は その 話 を 聞いた 待に、 若い 人達が 來て 自分の 捥 にぶらさが 


その 精神 は 眩い 焰を 出して * へても る 0 私の 見た と AJ ろで は、 その 簾の 話が 前の 時代よ" はもつ と 多く 輝 

しい 思想から 出て 居る。 良く 研いて ある やうに^い と共に 優しく、 陰影に 富んで、 その 苜 葉は豐 富で、 鎵 

の やうで、 熱が あって 若 々しい。 それ こそ その 反 封 者が ほんの 義 望から ((老いた る スト リン * ト ベルク)) と 

名付ける 人であった M 

これが あの 本の 中に 書かれて ある スト リンド ベルクの 老年の 姿 だ。 この 肯像 は、 いくらか 濃い 色に 出て 

居る かも 知れない が、 しかし 彼の 死後に その 若い 愛人に よって こんな 風に 描き 傳 へられた とい ふこと も、 

おもしろい o 

劇 湯の^ 念 日に、 を 一 羽 買って 來て みんなで 跺ふ晚 の^ 事 は、 あの 本の 中での 榮 しい 頁の 1 つ だ。 

方の 四時に なって 漸く その 騷ぎも 終らう とする 頃、 いよく 解散と いふ 時 は スト リンド ベルク は 改まつ 

て、 帽子 を 執って、 

「若者 萬钹」 

と 叫んだ とい ふこと なぞが 出 て ゐる。 その 箱 子 を 振 9 班した 時に、 スト 《 'ン F ベルクの 頭の 上に 懸 つて 

§ 居た « 燈の 笠に ぶっかつ たので、 彼 は顏を 攀げ、 電燈の 方 を 見つめながら、 上から 照され たま、、 うつと 

9 とした やうに ぢゥと 立って 居た とい ふこと も W て もる。 そこに 集まった 人達 は みんな その 姿 を 長い間 見 


關 する 感想, 


て來た 白い 蛇 だ。 燐の 光の 流れる とい ふ 熱帶の 船の 上に も • 並木 も噌ぃ 異鄕の 石造の 室の 中に 

、：  J 

も、 そのたぐ ろを卷 いて じっと その 腿 を 半眼に、：： 見るべき もの を 見て 通って 來た 白い 蛇 だ。 ^ 

その 隨も そこに は 朗らかに 澄み、 その 白髮 は、 いま 故鄕の 山上の 夕陽に、 その 镙きを 輝かす 白 ド 

い 蛇 だ。 それ は 永遠の 生命 を 約束され てね る 様な 白い 蛇 だ。 全く そこに、 ズ ヰデン ボルダの 所 け 

謂 「天使 は絕 へす その 靑春 期に 進みつ k ある、 斯くて 设も 老いた る 天使 は 袋 も 若く見える」 と の 

ある その 白い 蛇 だ。 II それにしても、 先生の 「生の 跳躍」 その 光と 耀 きと は、 私共に 常に 鮮 き 

らしく、 その 若々 しさ をお も はせ る ものである。  き 

著 

私 は、 こ k に、 もう 一 つ、 先生の 感想 「 蝈」 * に 出て 來る、 スト リンド ベルクの 晚年 につい ク 

ての 言葉 を 擧げて 見たい。  ァ 

『「つくづく こ の 詩人 の 膝掛けて ゐる もの を 見て ゐ ると、 |# 燈の 光が 太陽の やうに その い .E ぃ捲髮 を 照 一一 

ン 

して ゐる。 スト リンド ベルクの 弒は 最近に 前よりも 瘦 せて 來た。 昔より 立派な 樣子 になった ので ある。 態 ァ 

度 ゃ楚餾 にある 力 は 前と 養らない。 すべての 樣 子の 上に 一 の 生命が ある。 すべて 新しくな つ fc やうで ある。 
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* 仝蘿 10—465 


r お 家の 土 藏には 年 をと つた 白い 蛇 も 住んで 居りました。 その 蛇 は 土藏の 「主」 だから、 かま 

はすに 遛 けと 言って、 石 一 つ 投げつ ける もの もありませんでした。 不思議に も その 年と つた 蛇 

は 動物園に でも 居る やうに 潢順 しくして 居て つ い ぞ惡戲 をした とい ふこと を 聞きません。 父 さ 

ん はめった に その 蛇 を 見ませんで したが、 どうかす ると 日の 映った 土藏の 石垣の 間に 身體 だけ 

出しまして、 頭 も 尻尾 も隱 しながら 日向ぼっこ をして 居る の を 見かけました o』 * 

年 をと つた 白い 蛇。 I その 歆智の 瞳に、 何も 彼 を も、 靜 かに 深く 見て 來てゐ る その 眼 もい 

ま は 優しい ので はない か。 雨 も、 霧 も、 霜 も、 雪 も、 そして 嵐 もの 中に 長く 生きて 來て、 いま 

は それの 眞の 意味 を も 知った 様な、 靜 かな その 生物 はまた、 老齢、 ますく その 鱗の 銀の 耀き 

を墦 して、 いよいよ 美しく、 いよく 若い もので 有り得て ゐる もので はないだら うか。 

さあ、 私 はこ- -で言 ひたい。 —— 

「先生 も、 若い ナ ァ。」 と 

— これ はまた、 太 湯と 同じ様に、 東の 島國を も、 西の 大陸 を も、 また 南極の 方の 星 を も 見 


A 大正 十三 年 (先生 五十 三 翁） B 春 を 待ちつ v  225  (太陽の 苜葉) 


| しが 覺 えて 居る だけで も、 太陽の 齡 はこと し 五十 三 A にもなる。 その わたしの 知らない 以前の 

§ 齢 を 加へ たら あの 太陽が、 何程の 高齢な 老年で あると も、 ちょっと それ を 言って 見る こと も 出 

I 來 ない。 

人が 五十 三 もの 年頃に なれば、 衰 へない もの は 極く 稀れ だ。 髮は 年毎に 白 さを增 し、 齒も缺 

け、 視力 も衰 へ、 曾て 紅かった 頰 にも 古い 岩壁の 面の やうな 皺 を 刻みつ ける。 そこに は 附着す 

本 苔の やうな 皮膚の 斑點を さへ 留める。 多くの 親しかった もの も 次第に 死んで 行って、 思 ひが 

けない 病と、 晩年の 孤獨 とが、 人 を 待って 居る。 この わたしたちの 力 弱さに 比べたら、 太陽の 

とと は 想像 も 及ばない。 絶え間の ない あの 飛翔と、 あの 奮 躍。 夜毎の 沒落 はやが てまた 朝 紅の 

輝ぎ にと 進んで 行く あの 生氣。 まことの 老年の 豐富 さは、 太陽 を 措いて 外に はない。 それにし 

て も、 この 世で 最も 老いた ものが 最も 若い とい ふこと に は、 わたし は 心から 驚かされた OJB 

さう 言へば、 私 は、 あの 幼い 日の 先生の 思 ひ 出の 「木 曾谿」 の 中に、 不 園して 書き： S して來 

た 「白い 蛇」 のこと を、 こ-に 書きつ けたい —— 丁度 書きつ ける にい、 と 思 ふ ものである。 
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て 行って、 南から 歸 つて 來た樣 な 人 だ。 そして、 そこで 私共の 知らない^ を H< のかな たに 兒て 

來た 様な 人 だ。 そして、 それでこそ 船の 方角 を考へ 定め、 また 指して 吳れる ことの 出來る 様な 

人 だ。 

言葉より 言葉へ、 思想より 思想へ。 —— 或は 捉れ する ぎる ので はない かと、 或は 未練 氣が多 

すぎる ので はない かとまで 思 はれる ほどの 處を、 遂に は その 爲に、 却って 劇しく も、 强 くも 破 

り 去り、 破り 進んで、 玆 にまで 來られ た 先生の 行路 は多艱 にも また 遙か だ。 

I しかも 「木 曾路」 を 出て、 遠く 離れ、 また 環は歸 る、 今日の 故鄕に 近くなる まで、 噔く 

も そこに 糾ひ 巡って ゐる 憂鬱の 影に、 また 斷 綾して ゐる 太い 衝動の 陰に、 長く 細々 としてっ^- 

いて 來てゐ る 一筋の 道が あるの は樂 しい。 ：： そして、 その 一筋の 道の 上に、 先生が いま は、 

靜 かに 迎 へる こと を II 自らに それ を揭 げやう として ゐる 「太陽」 をお も ふの は樂 しい。 

「今の わたしが 想像す る 太陽と は、 もう 餘 程の 年齡の もの だ。 物心 づ いてから このかた、 わた 


(榭念 紀業卒 院學治 明) 榭楠 


r 太郞ょ お前 は 北極星の こと， を 知って ねませ う o しかし 南の 方に 同じ やうな^ の ある こと は 

知りますまい。 

赤道 を 南へ 越す と、. この 星が 見えて 来ます。 四つの 星が 南極の 方角 を 示して 居ます。 その 四 

つの 還が， すこし 斜め^ 十字形 を 描いて 居ます。 南 十字架の 星と 言 ひました。 水夫 等 は そので 

を 兌て * 船の 方角 を考へ 定める ことが 出來 るので せう。 遠い 南の 天の かなたに、 父さん も その 

美し い 光 を 放 つ 兄弟 の やうな 星 を筻ん で 來 ました o  J  * 

II これ は 「幼き ものに」 の 第 六十 四 話で あるが、 さう 言へば • 先生 は、 故阈を 北に ^發し 


/U と を 信じて ゐる 父ら しい 先生の 面影 を、 その 山上に 想像し 得られる ので もない か。 

五月に は、 鷄 二さん が、 更に この 山上の 方へ 移って 行った。 この 人 は 川端 研究所に 畫 を舉ん 

だ 人で あるが、 畫 作の かたはら 兄の 農業 を 助け やうと いふ 志に 赴いて 行った のであった。 

故鄕 は、 近くな つた。 


「苦 勞 した 創作より、 こんなの が、 案外 長く 世の中に 殘 つたり するとな ると.、 世話 ァ ありませ 

んね。 I J 

私 は、 そ：^ な へらす 口 をまで そ aj に 言 ひ 33： したので あった。 

病弱 三年。 それでも、 もう 健康 はこ- -に 全く 回復に 近くな つた 様であった。 五月に は、 末女 

の 柳 子さん を 伴れ て鄕 里の 若い 新綠 にまで 旅 をされ た 人であった。 それ は樂 しい 旅で あったら 

しい。 買って 與 へた 新ら しい 農家 は 先生の 長子 を 主人と して、 なつかしい 山上に 建って ゐた。 

その 庭に は 曾て 全 村 大火の ために 家と 共に 燒 失した と 見られて ゐた思 ひ 出の 故 家の 庭の 古い 椿 

が、 また 白い 花 をつ けた 牡丹が、 再び 芽 を 吹いて、 ：： そこに 移し 植 ゑら れ てあつた。 また、 

その 家の 中から、 西南に 開けた 空の 下に 美 濃 平野の 幼くて 見馴れた 展望が あった。 

惊懷の 心。 — 先生 を 長い 喑ぃ 半生の 中に も 耐える こと を させた 生の 肯定 は、 この 筌の 開け 

た 山上に、 早く 影響され、 育てられて ゐた 憧憬の 心 を母體 とした ものではなかった か。 さう 言 

へば、 ：： この 父 を 導いた この 自然が、 また この 子 を 新ら しい 「明日」 の 道へ も 導く であらう 


837 一 


こと は不當 であらう か。 

實行 —— さう 言へば、 , 先生 は 更に、 「幼年 いろは かるた」 の 創作に も從 つて ゐられ るの だ。 

いぬ もみち をし る (犬 も 道 を 知る) 

，c はふ かいみ づ さほ は あさいみ づ (爐は 深い 水、 棹 は淺ぃ 水) 

はなからて うちん (暴 から 提灯) 

に はとり のお はよう もさん ど (H のお 早う も 三度) 

ほしまで たかくと ぺ (星まで 高く とべ) 

とらの か はじまん (虎の 皮自馊 ) 

ちいさい ときに あった もの は お ほきくな つて-も ある (小さい 時に 有った もの は 大きくな つても ある) 

先生 は、 私に、 微笑され た。 

「島 崎が また 馬鹿な こと を やる。 I すこし、 もうろくし たか ナ、 なんて 雷 はれさう です ね o. 

r あは は、 o  — 」 

二人 は、 遂に、 高い 笑ひ聲 をまで あげて 笑った のであった。 明るい 先生の 笑 ひであった。 


* 全集 12~44S 


一 た。 

私 は、 こ、 に、 あの 「飯 倉. だより」 の 中に ある 「 ルゥヂ ンとバ ザ a フ」 に 先生が 害き つけて 

ゐる r 實行を 思 ふ藝術 家の 心、 一 」 の 問題 を 思 ひ 浮べる。 

『ロマ ン チックな 精神の 究 まった ところに、 實行を 思 ふ 心が あると 言った 人 も ある。 その あら 

はれて 来る 形式の 相違 こそ あれ、 私 はすべ ての 藝術 家が いっか は 生涯の 中に 逢着す る 重荷で は 

ないかと 思^。』 * 

私 は、 兹に 更に、 先生が r 處女 地」 に從 はう とせられた 頃に、 その 唇 を 洩れた もの だとい ふ、 

夹 の 嗟嘆 を 思 ひ 出す。 

「どうも 今日で も 未だ 女子供の ために 何事 か を企盡 する こと は、 輕視 される 傾きが ある」 

I とい ふの が、 それであった。 しかも、 先生 は 早く これ を 凌駕して 旣に その 寳 行に 從ひ、 

こ、 に はまた、 子供の 世紀に 係る この 寳行を 成された もの だと 「讀 本」 刊行 を 見る と と は不當 

であらう か。 先生 は 誤解され てゐ る、 先生 q 如き こそ 眞の 意味に 於て 民衆に^る もの だとい ふ 


»  8 [本 ゃ三卷 


• 大正 十五 年、 先生 五十 五 歳の 二月、 「 讀本」 六卷 は、 研究社から 發刊 された。 

r 少华 § より 靑 年期に うつり か はる ころの 年若き 人々 のために』 

と、 先生 は、 それ を卷 頭に 書き、 また 次の 言葉 を その 「はしがき」 に 書きつ けた。 

『大人の 設 f に はま だ 早く、 さう かと 言っても うお 伽話で もない とい ふやうな、 さう いふ 年 も 若く 心も感 

じ 易い 年^の 兒 等が 今、 私の 側に ある。 

パノ 年の^から 廣ぃ 現赏の 世界へ — もっと 適 當に言 へば、 さう いふ 二つ の ものの 混り 合った 世界の 方へ 

年若い 人達 を案內 したい 心から、 私 はこの 讀本を 用意した。 どうかして 私 は、 大人の 世界へ 行く までの 出 

來る だけの 支度 を 自分の 兒に もさせた い。 

こ、 に は 父と して の^の 書いた ものし かない。 ^の步 いた 足眯 しかない 。しかし^ はこの 讀本を 通して、 

贫て S 分の 心 を 新鮮に して 吳れた 自然の 前へ も、 曾て 自分の 懇意に したいろ くの 人達の 称へ も、 年若き 

讀者を 連れて行きた いと 思 ふ。』 * 

^ そぶ は畏ぃ 間の 述作の 中から • 皇し、 整理し、 第！ より 第 六までに、 心 を こめて 自ら その 

I 編み 變へ をした もので、 ある 意味での 自傳 でも あり、 又 小說 以外の 選集と も 首 はるべき であつ 


好きな 千兩も その 赤い 實を つけて ゐた。 ：： そして、 私 は そこに、 しばしば、 机の 上に 置かれ 

るた びに 音を立てる らしい、 ペン軸の 音 をき いて ゐた。 

II それ は、 あの 大きい、 握り 太の 萬 年 筆の 立てる 音であった。 そこに は、 言葉 を 愛する 先 

生が、 するどく、 また 今 は 優しい その 眼光 を、 鶯 茶色の St を ほどこした 自用 原稿 銑の 上に 集め 

て、 II まづ その 口の 中に ほぐれて 來る 言葉 を その 羝の 上に 展 ベて 行く 端然た る 姿が 思 はれる 

のであった。 ：： ぺ ンを撋 く、 そして その 右の 手 は 口 邊の髯 の 伸び か、 つた ものに 行く こと も 

あらう その 姿が 思 はれた。 そして、 尙 そこに は、 あの 机上の、 大型の アテナイ ンキ 瓶の 靜 かさ 

が 思 はれた。 また その インキが 染めて 行く、 肉太の こくめいな 先生の その 文字の 正し さが 思 は 

れ た。 それにしても、 この 癖の 無 ささうな 美しい文 字に、 癖 も 癖、 大變な 癖のある のも樂 しい 

と 微笑 を 思 ふ 私が そこに はあった のであった。 

：: その 眞の 「美」 を 語り、 「春」 を 語る 金 Hf の 感想 は そこに は 早く 「春 を 待ちつ- -」 の 一 卷 

をな して ゐた。 尙 「藤 村讀 本」 の 編纂に 從 はれた の も、 この 當時 のこと であった。 
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t の麵倉 片^に 移 9 住んで から 最早 足掛八 年に もな つた <* 

. 「現代 小^^ 络」 の 第丸卷 として 自分の 集 も H る ことにな つた。 その 印 我で、 撖 里の 神 K 村 乃 方に 寳 物に 

I 軤 2i 家を畏 男桷堆 のために ほ 坂る ことにした。 拔 4111 年の 辧 作の 見習 ひ を 終り かけて、 どうやら 

若い^ 夫と して 立って 行けさら に 見える <* さう いふ 自分 は 未だに 餒囊 の傻^ 住居で、 g:s® 半の 嘗伢 でも^. 

はたり ると 思 ひながら 自分の 子の fc めに 汆 住の 家 を 建てよ； T とする こと は、 我ながら 矛盾した 行 爲だ。 け 

れ ども、 これから 新 親に 百姓 生活に 入って 行か 5 とする 子に は、 小さいながら も 瘦る搽 所と、 物 を 食ふ爐 

邊と、 土 を 耕す 麈 具の 類から して 求めて あてが はなけ れぱ ならない 0 今のと こる、 それよ" 外に 自分の 執 

ろべき 方法 もない I* 

病後の 健康 は、 未だ 全く 回復し ない ので、 先生 はこの  一 二 年を靜 かに. して ゐた。 ：: 

私 は その 當 時の ある 日、 短 かいものの 執 攀に從 つて ゐられ た 時に、 先生 を 見に 行った ことがあ 

る。 すぐに 濟む處 だから、 少し 待つ 様に とい ふので、 私 は * 黑ぃ 土^ 山茶花の 若木が 花 をつ け 

てゐる 機な そわ 庭の 方の、 橡の 籐椅子に 行って， それぬ 終る め を 待った。 そ Q 庭に は * まだ 丈 

髙 粽 櫚の樹 があった。 また これ は 丈. Q^i: 瓛揭 ぬ§ギ あった o 若い 襲 もあった。 00 
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中に 書かれて あるの を 知る も樂 しい。 また、 とも すれば、 先生 を 思 ふこと に 聯想され る セザン 

ヌ に、 —— 

『私 は 毎日 進歩して ゐる、 私の 本領 は是 だ。』 * 

I とい ふ、 金口が あるの も樂 しい。 それが また、 すっかり、 先生の 心の 姿ら しく 思へ て來 

るの も樂 しい。 

それにしても、 この 「若い 日本」 の 中に、 殊に、 阈擧 的の 家に 生れ、 基督 敎的敎 養に 育ち、 

しかも 純 日本的の 詩魂 を もって 暫く 洋 詩に 傾倒し、 途に 異國の 窓に その 空氣を 呼吸し、 更に 海 

の 洗禮を 受け、 そして 故 國の懷 に 苒び歸 つて 来た 様な この 人 II 先生が、 この 明朗に して、 よ 

き 普遍なる 心境に 臨まれた の を 思 ふと、 そこにい よいよ、 期待す るに 樂 しい 先生の、 よき 免 年 

が 思 はれて 來 るので はない か。 

？ 郵便局へ 二 町。 堙筚屋 へ 二 町。 湯屋へ 三 町。 行きつ けの 宋屋へ も 五六 町 は ある。 どこへ 用達に 出掛ける 

にも 坂 を 上ったり 下ったり しなければ ならない。 慣れ て^れば それ も 不便と は 思 はずに、 芝の 櫻 川 町から 
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「三人」 は その 文字に、 完結して ゐる樣 に、 II 所謂、 「新時代」 と稱 ばれる 程の 惱 ましい、 近 

代の 處 女の 悲苦を 描いた ものであるが、 それ は 同時に、 夜明け はいつ 來 るかと 嗜く、 力 かなし 

く 待って ゐる それら 日本の 女性の 群像 を 描いた ものと も 言 ひ 得る 普遍性 を 持つ ものであった。 

卽ち、 新ら しく こ、 に展 けた 藝術 境から は、 その 單 一 に歸 つた 選ばれた る 響き を、 よき 普遍に 

まで、 II げて 行く ものが あった。 

よき 普遍 —— それ を、 私 は、 かの 芭蕉が 遂に、 到達した 句 境に 見る ものである。 そして 私 は、 

それ を rn 本文 學の 精華と する ものである。 

おもしろうて やがて 悲しき 鶴 舟 かな 

よく 兒れば 薺 花 さく かきね かな 

. I その 芭蕉の 句 境 を 思って 見ながら、 先生が 「三人」 の 境地に 到達され たこと を 思 ふと 樂 

しい。 ：： 『これ を德川 時代に 見ても、 芭蕉の やうな 眞 詩人の 天禀と 熱情 を 以てして すら T 猿 

ー设」 の 句 境に 到達す るまでに は、 多くの 年月と 努力と を 要した』 * と 先生が 「生長と 成熟」 の 
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と閗 きと、 得 子と 桃 子 は 汽茚を 離れて、 窓 側の 外のと ころに 二人 並んだ 笑餒を 見せた。 挑 子 は. a い 手套を 

はめた まゝ、 赏 子が 頸 を 出して 居る ぬ | の 下へ 來て言 つた。 

「この 手套 では、 わたし も 五味 先生に 笑 はれて しまった。 中 川さん はそんな に 手ば かり 可愛がって、 足の 

方 はどうし たんです か、 なんて。 でも、 わたし 國 に^る 蹿 分から、 足袋 を はくの が 嫌いで：： 婊 いで：：」 

この 栊 子の 弒も、 得 子の 額 も、 やがて 動き 出した。 實子を 乗せた 汽^ は 機械的な 廻 轉の響 と共にお 尻の 

停車場から 離れて 行った。 

獨 りの 旅と なって からの 赏子 は、 窓 側に 跤 掛けて、 二週間ば かり 1 緒に 墓して 見た 友達の こと や、 飯 田 

^の 停車場の 方に，！ Z 分 を 待受 はて 吴れる やうに と 手鉞で 頼んで やった 姉の こと なぞ を 思 ひ つ ぐけ た。 最早 

梅雨の 季節の 近い 山の 上の^ 氣も 直かった。 富士 見まで 乘 つて 行く と、 そこ はもう 信 州の 國獍 だった。 遠 

い 前途、 まだ 夢の やうな 新ら しい 生活 I それ を 待 受ける 寂しい 熱い 思 ひが、 眼に 映る 灰色な 高原 地の 空 

の 感じと 一緒にな つて、 赏 子の 胸 を 耐えが たくした。 やがて は 思 ひくに 手 を 分つ 日の ある 祧子ゃ 得 子の 

こ と を 思 ふさ、 货子 は 窓 側 のと ころで 深い 溜 息 を ついて、 

「互の 淚 なしに 生きられ やう か。」 

と 首って 見た。 癍 尻で 別れて 來 た^子の 白い 手套 は、 まだ 赏 子の 扱に つ いて g た。』 * 
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た。 動かない 生物 や 動かない 人物 を 好んで 描いた 査 家の 色彩まで が 變リ展 けて 行って ゐた。 そこに は 新ら 

しい シム フォー 1 ィの^ 界 があった。 深い 舞踏の 世界が あった。』 * 

と、 先生が、 それに 感慨 を 書いて ゐ たの を 思 ひ 出す。 ：： 

「いかに 言っても、 藤 村は狹 いな ァ、」 

I 斯様、 その 全禁を 兌て、 溜息に 一 一 一一 n ふ ものが、 無い と 言 はれ やう か。 さう だ、 深い けれど 

狹ぃ。 ：： しかし、 今 は、 先生 自らが セザ ンヌを 評した 前揭の その 言葉 を、 玆に 持って来 ると、 

丁度い 具合に なると 私 は 思って ゐる ものである。 

：: 色彩まで が 變り展 けて 行って 居た。 そこに は 新しい シムフ ォ-ィ の 世界が あった。 I 

私 は、 それ を 言って 見て、 「三人」 を 顧みたい。 

『得 子の 生れた 家の あると いふ 村、 そこに 得 子の 母の 住む とい ふ 村 は、 汽車の 窓から 向 ふの 山の 傾斜の 方 

に 望まれた。 往 きに 見て 來ぉ松 本 平の 駢地、 そこに ある 莓畠、 そこに ある 葡萄 畠、 それから まだ 何程の 壟 

かな 產 物が 生れて 來る かも 知れない やうな 新開の 桔梗が 原の 跡が もう 1 度 K 子の 眼に あった。 

「廢 尻」 
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て 來てゐ たもので はなかったら うか。 

『情熱 をして 靜 かに 燃えし めよ、 濕れる 松明の ごとく』 * —— 

先生の 藝術境 も、 I 綠 深い 黑髮 より、 櫛風沐 雨、 遂に こ i 銀 髮の靜 かさに 来た 様に、 — 

そこに、 靜 かにして、 衷に耀 くものと なって 來 たのではなかった か。 

I かくて、 傑作 「三人」 は 成った と 私は考 へたい。 

私は玆 に、 先生が 巴 里 郊外べ ル ラン 氏の 家に セザ ン ヌ の 遣 作 を 見に 行った 日の 紀行 を 思 ひ 出 

す。 ：. 

「いかに 言っても、 セザン ヌは狹 いな あ、」 

と、 同行の 一 人が、 ほっと 息 を 吐く やうに して 言った と 書いて あつたの を 思 ひ 出す。 

そして また、 —I 

『二階へ 上る と、 そこに はまた あの 晩年の 大作なる 「浴 女の 群」 に 達する までの 後期の 作品が 多く あつめ 

てあつた。 身 翻き の 成らない やうに 思 ひつめ た セザン ヌ の厳肅 さが 次^: にある 變化を 求め C 行った 心の 跡 

が 々々に 迪られ る。 それらの 晚 ^力作 品の 1 つと して 资 家の 內； S 生沽 の^ 1! を 語らない もの は 無 かつ 


^硗の 恢復 は、 こ k に 更に、 はかばかしくなかった。 それにしても、 この 四月 五月の 間を靜 

かに 書き留めて 來た、 「を さな ものがたり」 の 原稿が、 危く 校疋刷 となって ゐて、 この 災禍 を 免 

れ たの はこの 禍 中の 大きい 悅 びの 一 つであった。 

それ は、 四 人の子 供に 話しかける 父親の を さな ものがたりであった。 I そこに は、 深い 象 

微 があった。 靜か. な 笑 ひで 笑 ひ 出さない では 居られない 様な、 い k ュ 〜モアが あった。 また 常 

に 指し示す、 正し さがあった。 殊に、 これに は、 どんなに 深い 孤獨 のさび しさが あって、 これ 

ほどに 自然の 象徵を 見つけ、 その ュ ー モア をき k つけた かと 思 はれる 様な ものが ありながら も， 

今 は ひどく それが 朗らかな ものであるのに、 私 は 强く心 を ひかれる。 

明朗 I こ k にまで 來る ために は、 先生に あって、 この 病氣 もまた、 全く 役に立たなかった 

^ もので はない らしい。 ：： 先生の 健康！ それ は、 自ら 重い その 艱難に 耐えさせ、 生きさせた 

I. もので あつたと 同時に、 また 自ら、 そこに 深い 憂鬱 を も 持って 來て、 その 破れの 劇し さ を 寄せ 
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に聲ー つ 掛けようと もしなかった くら ゐで、 庭に 居て 家 逯 の 搐れる 音 や 物の 落ちる 昔 なぞ を拗 きながら、 

今に 止む だら うと 考 へて 居た。 私 は奧の 部屋に ある 火鉢 を 庭に 移して、 火 をい けて 居た。 そのうちに 激し 

く搖 れて來 た。 私が^いで 庭の 木戶を 開けた 頃 は、 家の もの は 多く 跣 足で 飛 出して 居た。 

お前の 知って ゐる 通り、 こ、 は 抉く 窪い 坂の下で、 周 園 は 石垣と 高い 家屋と に 取り まかれた やうな とこ 

ろ だら う。 私達 は 逃げ 揚 にこまった。 家の 前から 坂の 方へ 通 ふ 石段のと ころ は、 どっと 来た 土 崩れ や 倒れ 

た 塀で 旣に道 を 塞がれて しまった。 私達 は 東 隣の 裏庭に ある 靑 桐の 下に 笾 つて、 激しい 震戤の 通り過ぎる 

の を 待った。  』 A 

これ は、 災後 一 個 月、 鄕 里に 在る 長男に 送る 心で 書かれ I 朝日 新聞に 揭 出された 特色 ある 

震災 記の 一 節で あるが、 後に は、 遂に 氷枕に 就く ほどに 病を惡 くした 消息 も、 そこにった へら 

れてゐ る。 

『 I 震災 以来の 睡眠不足が 激しい 眩漦を 引 起した。 私の 愚圖々 々した 健康 も齒が ゆい ほどの 

もので、 實は私 はこん な 際に もっと 自分の 身 體を鍛 へる つもりで あつたが、 それが 病氣 にさ は 

つたら しい OJB 


A 子に る手弒 （バン フレット 2 — 70)   B 問 2—124 


一 325 一 


珍ら しく、 新年の 雜誌 などに 眼 を 通された 様な 日の 中に、 それ は 突然に 現 はれた 0 であった。 

「過 ま は、 やっぱり 現在なん です ね。」 

先生 は、 その 病氣 について、 さう 言って 微笑して 見せられた ことがある。 それ は 明かに 遣傳 

を、 血液 を 語られた 言葉であった。 I それまで もが、 決して、 免れ 得べき 事實 ではなかった 

ので ある。 

しかし、 それ は、 幸に も、 强く、 ひどく 現れた とい ふ ほどではなかった。 海の 靑ぃ小 田 原 海 

やま ぺ 

岸に も、 山ら しい 蛙の なく 山邊の 湯の 方に も 行って 靜 かに、 その 頭 を 休めながら、 渐く、 ぼつ 

くと 「を さな ものがたり」 を 書く ほどに 恢復して 来た。 I しかし、 まだ、 ひどく 疲れ 易く、 

油断の ならない その 豫 後であった。 

大正 十二 年 九月 一 日。 大震災。 

『 I そこへ 地 鬚 だ。 思 はず 私 は 自分の 勉強部屋から すぐ 障子の 外へ 出た。 私の 地震 ぎら ひ はお 前 もよ く 

知って^る 通リ だ。 その 私で すら、 それほど 大きな 地震が 來 たこと も 思はなかった 證據に は ftl 分の 子供 等 
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駄 にある ものはなかった と^ふ 樣な 春の 來る こと を 信ぜす に は ゐられ ないで 居る』 * 心で あら 

ねばならない。 

さう 言へば、 先生 は、 漸く 兹に、 甚だ、 朗 かな 面 を 揚げた 人の 様であった。 そして、 旣に、 

父と して、 その 長兒を 故鄕の 土に 歸し、 また その 行 を 送りながら、 亡き 妻子の 遣 骨 を 父母が 永 

g の 地なる 永昌 寺の 墓地に、 改めて、 深く これ を锂め 終った 年で もあった ので ある。 三月で あ 

つた。 楠 雄さん は 十八 歳、 故 鄕神阪 村の 土に 歸る ために、 中 舉を辭 して、 この 都會を 去って 行 

く 人であった。 また、 生来 弱かった その 人が この 故鄕の 土に 强 くなる こと を、 その 父 は 期待し 

てゐる 人であった。 

多事な 年に 亜ぐ、 多難な 年が 來た のであった。 

それ は、 先生 五十 i 一歳の 一 月に、 お-く、 長年の 勞苦 は、 病患 I. ,r 中風」 となって 現れた の 

であった。 

I 殆ど、 r 處女 地」 に 係り 通した 様な 疲勞の 後に、 漸く、 靜 かな 創作 を 思 ふ 様な 心 もあって、 
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rr 君が 園 は 花の さかりな り。』 

と 英吉利の 詩人 は その ソ ン ネットの 一 つに 歌った。 そのこ k ろ はもと より 愛する もの k 生命 

に關 して r は あるが、 私達 はこの 花の さかり を あらゆる もの k 生命に 見たい。 私達が 住む 狹ぃ 

世界の 何處 かに、 今 花の さかり だと 言へ る やう もな の を 欲しい。』 A 

『奈何なる 點に 最も： g 人の 力 を 期待す るかとの 御 尋ねです か。 

私 は淚の 力に と 答へ たいと 思 ひます o』B 

I 斯様した 正しくして、 朗 かな、 美しい 珠玉の 感想 を 集めた 「飯 倉 だより」 一 卷を 上梓 さ 

i れ たの も、 この 九月であった。 

それにしても、 この 日の 中に、 —— 花の さかり を 望み 見る 心。 それ は 遂に 絕望を しらぬ 心で 

一 ある。 すま ゥ ふ e ら る。 それ こそ は、 「^前の 喑 さも、， 幻滅の 悲しみ も、 冬の 寒さ も、 何！ つ 無 


一 322 一 


見た 新ら しい 草の 芽 も、 育ち かね、 枯れた の だと も、 ：： もともと- その 根に、 思った より 深 

い、 I 女性 自身の 內 部に、 その 深い 眠りの 源が あるので はない かと も 思 はれる かなしみ であ 

つた。 そして、 そこに は、 更に 再び、 金 だ！ と 思 はせ る樣な 淋し さがあった。 

先生 は、 そこに 深い 息をつき、 また 寂しく 微笑した 人だった らうと 思 ふ。 

「處女 地」 も 難かった。 

これ も、 耕 人が 未熟であった とい ふより、 更に 時代が より 艱 かった と 見るべき であった らう。 

II 先生 は、 これに も、 これ 以上、 共に 立って 盡 してやる 何物 もない と 思 はれる までの 情熱 を 

そこに 盡 して ゐた。 第 十號！ もう、 投 出された 一 切の 金は盡 きて ゐた。 雜誌 としての 運命 は 

行く 處 まで 行って ゐた。 ：： 艱難な 冬 を 越して、 春 を 待つ 頃に、 先生 は靜 かに これの 解散 を 同 

人に 告げた のであった。 

更に、 い- -舂の 日を靜 かに 待つ やうに、 II 先生 は そこに も、 深い 鞭撻の 言葉 を もって、 そ 

の吿 別と したので あつたと いふ。 そして、 先生 は、 そこに また 寂しい 微笑に 歸 へられた とい ふ。 
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* 雑. 逸 「逸^ 地 J の は じめ の 頁 


「處女 地」 は 同 入と 寄稿 家との 區別 を^いて 立てようと もしません。 この 雜誌 に鼙 執る もの はすべ て r 遝 

女 地」 の 姉妹と 考へ、 互に 手 を 引合って 若い 時代に 趨 きたい 考 へで チ。 唯、 S 初から この 缝 誌の 支度の た 

めに^まりまして 比較的 便 { 几な 位置に あろ 七 八 名の ものが 編 i: を 擔 任して 行きます。 

この 雜誌は ひろく 男子に 譴 んで預 きたい。 姉 や 妹の 宵いた もの を 請んで^ る 心 持で、 この 雜誌を 開いて 

頂きた い。 そして 同じ^ 代 を 歩む 婦人が 奈何に 感じ、 奈何に 考 ふる かも 知って 顶 きた い。 r 處女 地」 は その 

名の 示す ごとく 未熟で はあり ますが、 すべてに 親しみ を 持って やつ て 行きた ぃ考 へ です。』 * 

II 先生 は、 またこ^-に は パイロット として、 この ことば を その 卷 頭に 褐げて やった ので あ 

つた。 

事^ は、 事實 であった。 

思 ひ 避くべく、 避け 得べき ものではなかった。 

I その 日の 中の、 先生に、 一 つの 幻滅が 來 たかの 様であった。 

それ は、 まだ 習^ の @ りが、 まだ あまりに も 深く、 晤く、 その 日の 地の 上に は、 伸び 立つ と 


—— これ は、 當 時の 編 輯 同人の 一 人、 庭 野つ ぎ 子 氏の 「處 女地當 時の 先生」 に兒る 一 節で あ 

る o 

連れて行 くこと はま づ 自ら 立ち あがる ことで ある。 II と 私 は、 これ を 前章の 「淨 め」 の 過 

程の 場合に も 言った。 「互に 手 を 引きあって、：：」 しかも、 この 人々 を こ- - にまで 結び、 こ、 

にまで 歩ませる のに も、 先生 はた r 遠く 期待す る處に 耐えた かと 見られる 様な 暗い 日 を 送られ 

たこと であった らう。 

それにしても、 この 船大工に よって、 漸く 成った 船 は、 四月、 遂に 新ら しい 旗 を 上げて 航海 

に 向った。 

r 來 るべき 時代の 婦人の ためにと 思 ふ ものが 集まりまして、 未熟ながら その 支度 を 始めました。 「處女 地」 

に 集まる もの は、 文 藝に向 はう とする もの も あり、 哲學ゃ 宗敎に 行かう とする もの も あり、 教育に 從事ナ 

る もの もありまして、 志す ところ は 必ずしも 1 樣 ではありません。 しかし、 互に 取る 道 こそ 異なれ、 同じ 

婦人の 眼 ざめ を 期待し ます。 
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mm  車往來 


とも 忘れが たい。 

『「 處女 地」 發 行の 御 趣意 を 承りまして から、 最初の 會合 をいた しました の は、 先生が 五十 年 誕辰のお 祝 

ひ をされ た 一 年後の、 大正 十 一年 正 3- たしか 十八 日の ことでした。 其の H は 前夜から 降り出した 雪が 七 八 

寸 も^って、 肅條 とした 銀世界でした。 陽 も 明るく 射して 居ました。 私 は 朝の 支度 をす まし、 雪に 足場な 

どっけてから、 指定の 場所へ 出かけました。  . 

ごく 內輪 だけと いふ ことで 蕖 まりました の は、 辻 村 乙 未さん、 河井稻 子さん、 加應 しづ子さん、 河 野 節 

子さん、 それと 私の 五 人 ほどだった と 思 ひます。 これ 等の 方々 は 早くから 先生の 御 著作に 親しみ、 或は そ 

の 範下を 望んで ゐた 人々 の 中で も、 道頓の 上で ほんの 近 ま はりと いふ だけ の 少數な 者に 過ぎませんでした。 

先生 は、 私が 參り ました 時には 最早 坐に ついて ゐられ ました。 河 野道 子さん が 先着で 私が まゐ り、 前記の 

方々 が 追々 と 集まられた のだった と 思 ひます。 

その 日の 先生 は 和服で 端坐せられ、 言葉 少なに、 どこか 憂戀 にさへ お見受けました。 これ だけ は膨 手な 

親覺 です が あとで 私 は その 時の 先生が こ の御發 意の ために、 どれほど 熟慮 深長に ぉ考 へに なって ゐられ た 

かと 思 ひました のです。 先生 はこ の 仕事 を單に 今日の 仕事と 一 K ふば かりで なく 將來 にかけ て端緖 としてみ 

たいと もお 云 ひでした o』 * 
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* 全集 12-425 


先生 五十一 歳の 春が 来た。  • 

一 月 二十 五日 「藤 村 全集」 は、 有 島 生 馬 氏の、 粟の 垂 糠に 飾られた 美しい 裝釘 によって 刊行 

を はじめた。 そして 通卷 十二、 この 年 十二月 二十日 これ を 完了した。 

「處女 地」 創刊。 II 

『私達の 周圍 にある 筌氣は 重い、 

窓 を あけ 放て、 

自由な 筌氣を そ 、 ぎ 入れよ o』* 

I あの 當 時の、 薆鞣 にして、 また 樂 しげで もあった 先生の 額 は、 忘れが たい。 私 は 當時移 

り 住んで ゐた逗 子の 方から、 時々 先生 を 見に あの 細い 阪道を 下りて 行って、 あの 大きい 郵便 受 

筘が めっきり 多くな つたら しいさ ま， <\« な 書狀を 入れて、 重くな つて ゐ るら しいの を 感じた こ 
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* 全集 10—608 


 それ の 完成 を 見た もの だと M は 告げ て 行きたい と 思 ふ。 

先生 は、 ある 口の 私の 訪 に、 折 柄 完^ をつ げたば かりの 様な その 原稿 を 示されて.！ n つた。 

「こんな もの を番 いて 见 ました。」 

そして 1 私の 請み す V んでゐ る ある^ 所の 上に、 その 長く 太い、 白い 指 を さ V れた、 ：： 養生 園 行の 個 

所であった。 

『^士 " は 姉の 前に 手 をつ いて 御辭儀 をした。 それほど にして 勸 めた。 お げん はもう 嘆息して 仕舞って、 肉 

身の 弟が 入れと いふ ものなら、 それで はどう も 仕方がな いと 思った。 お げん は そこに 御辭俵 をした 弟の 頭 

を 一 っぴ しゃんと 擲 つて S いて、 弟の苜 ふこと に從 つた。』 * —— と、 そこに は嘗 いてあった。 

先生 は 言った。 

「どうです かね、 これ は。 II 突飛 ぢ やない かね。」 

«- アル  まな^^ 

先生 は、 微笑して ゐた。 —— 厳璐 な體驗 と、 熱心な 解析が そこにあった。 現 资に對 する 先生の 銳ぃ 眼光 

！ そこに こそ、 いささか を 狂へ るが 故に 「まことの 狂人」 なる、 ：： その デリカな、 困難な 描出に 成功 

した もの だと も 翦 添えて 行きた い。 


I らしい。 

g それが、 第 I は、 この 舊き 「家」 の 命運に 殉 じた 「ある 女の 生涯」 のお げんに、 第 一 一は、 習 

俗の 曇り もま だ 深い 過渡 時代の 「新生」 の 節 子に、 また この 後に 書かれた 「明日」 のお せんに、 

第三 は 所謂 新時代の 「三人」 の實 子に、 桃 子に、 得 子に、 悲苦 となって ゐる ものであった。 

先生 は玆 に、 I 親しくして いま は 亡い 人達の 墓の 上に も、 萠 へる 新ら しい 草の 瑞々 しいか 

^やき を 見る と は 言 ひながら に、 II 玆に 有る 彼等の 悲 苦に は 更に 胸を搏 たれる ものが あつ 

た。 全集に よって 得た 印稅 のす ベて を 投じて、 雜誌 「處女 地」 の發 行に 盡カ する 決心 をな した 

の も、 そこに 旣に 深い 意味 を胎ぃ たもので あった。 

それにしても、 「ある 女の 生涯」 は、 先生に あって 重耍 なる^ 品の 1 であると 言 ふよりも、 更に 「日本」 

の小說 として^ 界 的の 文獻 たる もので あらう。 私 は茲に 先生の 著作に 就て 長く 立 止まる 事 を 許されな いか 

ら、 こんな 調子の 高い 言葉 を揭げ なければ ならない けれど、 「新生」 に 早く 見られた 樂 しい 爇 術の 秘密 I 

單 1 なる ものの、 S- つて そこに 持 到って ゐ る複雜 さ。 孫 情の かぎり を罩 めた 沈默 の、 描出して 冇く 精緻 さ。 
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10—619  (ある 女の 生^) 


「姉さん も、 俺が 1 度 訪ねて 來た時 は 大分 落着いて 居て、 この 分なら もう そろ： 病院から 出して あげて 

もい 、と 思った よ。 惜し いこと をした。」 

「さう 雷へ ば、 煎 叔父さん はどうし ましたら う。」 とお 玉の 旦那が 言 出した。 

「あれのと ころに は 通知の 行く のが 遲か つたから ね。」 

と霄 つて 見せて、 宗太は 1 つ ある 部屋の 窓の 方へ 立って 行った o 何もかも ひっそりと 沈ま リか へ つて、 

昔 1 つ その 窓のと ころへ 傳 はって 來 なかった。 

「もう そろ 夜./^ が 明けさうな ものです な あ o」 

とお 玉の al 那も宗 太の 方へ 立つ で 行って、 1 緒に 窓の 戶を 明けて 見た。 根 岸の 家 はま だ 暗かった o』* 

「ある 女の 生涯」 は そこに 結末 を つげて ゐる。 

—— もう そろ/ \ 夜が 明けさうな ものです なァ o  - 

II 窓の 戶を 明けて 見た。 ：： 空ば まだ 嗜 かった。 

日本の 女の、 窓 は 噔ぃ。 ：： 暗かった。 まだ 噔ぃ。 夜 は 明けさう で、 まだな かく 明けない 


1  £14  


「小山さん がお 亡くなりになる 前の 日に、 頭 を 剃りたい とい ふお 話が ありました つけ、 お 家の 方で 閗 いて 

からでな くち やと 言 ひまして ね、 それだけ は弒 がお 止め. & しました o 病院に いらっしゃる 閻は、 よく^ 縫 

なぞ もな さ いました つけ。」 

と 親戚の ものに 話して きかせた。 

長い こと 遠い ところに 行って 居た お げんの 一番 目の 弟の 宗太 も、 その 頃は柬 京で、 これ もお 玉と 二人で 

急いで 來 たが、 先着の 親戚と 1 緒になる 頃 はやが て 十 1 時 過ぎであった。 

- もう 遲 いから 子供 はお 歸り。 姉さんのお 通夜 は 俺達です るから ナ。 それ はこ、 は 病院で も あるから ナ o」 

と宗 太が 年長者ら しく 言った ので、. H 次い 媞 はお げんの-枕 もとに 白い ぉ圑子 だの 水 だの を あげて 匱いて、 

子供と 一 ^に 終リの 刖れを 告げて 行った。 

親戚の 人達 は 飾り 1 つない やうな 病院 風の 部屋に 火鉢 を 園んで、 お げんの 亡き 骸の假 りに 置いて ある 側 

で、 三月の 深夜ら しい 時 を 送った。 お げんが 遺した 物と 霄 つても、 旅人の やうに 極 少なかった。 養子 は そ 

れを仕 末しながら、 

「よく それでも、 こんなと ころで 辛抱した もの だ o」 

. と 言った。 宗太も 思 出した やうに、 
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それ は、 旣刊の 舉行本 を 離れて、 著作の 年代順と 篇^ とで 全體を まとめた もの 十二 卷 であつ 

た。 そして、 先生 はこの 年の 制作に か k る われ 等 歎美の 「ある 女の 生涯」 を その 第 十卷に 編み 

込まれた。 

『三年 ほど 餒 つて、 お げんの 容體の 危篤な こと を 病院から 直 次の 家へ 傳 へられた。 お げんの 臨終に は 親戚 

の もの は 誰も 間に合はなかった。 

^生！ 1 以來、 蔭ながら 直 次 を 通して ずっと 國 から 仕送り を鑌 けて 居た 小山の 養子 も それ を簡 いて 上京し 

たが、 お げんの 臨終に は 間に合はなかった。 お げん は 根 岸の 病院の 別室で、 唯 1 人で 死ん， て 行った。 

まだ 親戚 は 誰も 集まって 來 なかった。 三年の 間お げん を 世話した 年と つた 看護婦 は 夜の 九 時 週ぎ に、 亡 

くな つて まだ 間 もない お げん を 見に 行って、 そこに 眠って 居る 樣な死 額 を 拭いて やった。 兩手も 胸の 上に 

钮 合せて やった。 その 手 は、 あだか も 生前の 女の かなしみ を掩 ふの やうに 見えた。 

お げんの 養子 は 直 次の 娘 や 子供と 連立って 十 時 頃に 急いで 來た。 年と つた 看護婦 は 部屋 を 片付けな が 

ら、 


舍の 方で 私 は そのこと に 想 ひ 到った。 

過ぐ る 二十 五 年 を 私が この 十二 卷の 著作に 費して ゐる うちに， その 月 B は 私自身の 生涯 を戀- へたば かり 

でな く、 私の 周鬧 をも變 へた。 北 村 透 谷 君、 齋藤綠 雨 君、 國木田 獮 步君、 中澤 il 川 君 I 私の 周 園に あつ 

て^を 勵 まして 吳れた それら の酱友 や 知己 は、 旣 にこの 世に 居な い 人達 だ。 惜し いと 思ん 人達の 多くが 早 

逝して しまって、 今日まで 私 なぞの どうやら 生きながら へ て來 たこと すら 不思議な やうな 氣 がする。 唯 私 

は 持って 生れた ま、 の 幼い 心 をた ょリ に、 1 筋の 鈉道 をと ぼくと 步 みつ ^けて 來た に過ぎない。 亡くな 

つた 親しい 人達の 墓の 上に は旣に 新しい 草が 生えて、 古葉に か はらう として 居る やうな み づみづ しい 生命 

のか > やきに は、 展を 催させる ものが ある。 

私の 五十と いふ 年 も 二十日ば かりのう ちに 慕れ やうと して ゐる。 どうして 私 は 年を取らう。 あの ファゥ 

ス 卜の やうな 紅 顏綠髮 の 願 ひ は 私に は 無い。 今更 若い 昔に か へらう とする やうな こと は、 私の 願 ひとす る 

ところではない。 どうかして 私 はまことの 老年に 行きたい。 おそらく 靑卷に 徹する こと を E 顷の願 ひとし 

て HI 常 刻々 の 刺激に も 最もよ く 生きよう とする やうな 年若な 人達に は、 こ の 私の 心 を 理解して 赏 へる だら 

うと 思 ふ。 私 はこの 十二 卷の 著作 を さう した 心の 記念と もしたい と 思 ふ ものである。 (大正 十 年の^ I、 麻 

布 鈑倉片 町に て) 
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遂に、 その 日に 次ぐ 日は來 つて、 I 先生 五十 歳の 大正 十 年が 來る のだった。 白髮の 五十^。 

二月、 生誕 五十 年の 祝賀 會を 催された 先生 は そこに 靜 かに 「怫蘭 西紀 行」 の 稿 をつ ^け、 また、 

畏 いこと 思 ひ 立って 居た 「透 谷 全集」 の 編 直し を 果して、 友の 遣 族に 贈り、 また 「貧しき if 學 

士」 を 草し、 また 傑作 「ある 女の 生涯」 を 成した。 

II また、 全槃 刊行 を 決し、 その 編輯に 入った の も、 この 冬の ことであった。 

『こ の 十二 卷 のった な い^ 作の どの 部分 を 開いて 見て 貰つ て も、 私が 居る。 半生 を 旅の 間に 送った 漾な私 

が 居る。 幾庶か 挫折した B、 落膽 したりした 私が 居る。 熱い 汗と、 冷い 汗と を 同時に 流し つ^けて 來 たや 

らな 涎が 居る。 僅か 一歩 か 二 歩 踏み出し たの はま だ 昨 n: のことの やうに 思 はれながら、 最早 髮の 白い 私が 

居る。 これが 私 だ、 と 言 ふより 外に 何 を 私 はこの 著作の はじめに 害き 添へ よう。 

佛蘭 西の 旅に ある 間、 私 は あの 與鄕 の.： 件 合の 方で 自分の 過去 を报り 返って 見ろ やうな 多くの 靜 かな 時 を 

持った。 詩から 散文へ と 移つ た^の 私 は、 それまでの，： n: 分の 生沾を 根から 筏して、 何 か 仝く 則の ことで も 

始めた やうな 铽 のした 時代 もあった。 後に なって 見る と、 矢お 同じ 自分が 歩いて 來 たの だ。 あの^^の 赛 
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の 編 凝に 從ひ、 その 序 を 書いた。 

§ 行く 遨は 難い。 II そして、 H トラ ンゼ ヱと して、 異鄕に は 更に その 旅の 難い その 道 を 書き 

一 殘さ うとして、 また、 この 年、 r 怫蘭 西紀 行」 の 稿 を 起し、 この 制作に 從 つた。 

『向 ふで も燈 火が 點 いた ナ。』 *  , 

夕方に は、 お 互の 窓に それ を 言つ て 見る 様な さびし さに、 なつかしい 故國を 顧る 人々 Q 群が、 

その 旅の 心が そこにあった。 

この 年、 姉 高瀬 園 子 死去す。 

I その 人 は、 「姉と いふより 母に も 似た 心で 九 歳の 上京の 當 時より その 愛育 を 受けた、」 と 

ある 人で、 その後 も 常に、 木 曾 福 島の 筌を 近く 思 はせ てゐた 人であった。 二三 年の 病褥に 淋し 

く 死んで 行った 様な 人の、 この 姉の 死 もまた、 そこに 「時代の 雞さ」 を 思 はせ る 様な もので も 

あったらう o 
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た。 先生 は、 玆に、 大作 を脫 稿した 後の 心 を、 少年 時代のお も ひ 出を桀 めて、 荒 話^ 「ふるさ 

と」 を 害いた の もこの 年の ことであった。 

「人 はいくつ に 成っても 子供の 時分に 食べた 物の 味 を 忘れない やうに、 自分の 生れた 土地の こ 

と を 忘れない ものです。』 A 

f 花 袋 君、 秋聲 君、 君 等が 五十 年の 誕辰 を 記念す るた めに、 三十 餘 人の ものが 各自 1 擎づ V の 创作を こ V 

に 持ち寄った d 同じ 時代 を 歩む もの、 君 等に 贈る こ、 ろざし として、 この 集 を 長く 君 等の 書架に 鈉 めて 髭 

いて 旲れ たまへ。 こ > に 創作 を 寄せた もの >- 中には、 君 等の 舊ぃ 友達 もま じって 居る し、 君^の 弟子 もま 

じって 居る。 この 集が 君 等の 手に と^く 日 も 最早 近いう ちの ことで あらう と 思 ふ。 君 等と 共に 步 いて 來た 

長い 年月の 間の こと を 思へば、 私は默 して ゐた いやうな 氣 がする。 それ を 自分の 感慨に かへ たいやうな 氣 

がする。 夢 は 長く、 行く 路は 雛い。 君 等の 誕辰 を 記念す る こ、 ろ は、 やがて 時代の 難 さ を 記念す る こ V ろ 

である o』 * 

大正 九 年。 先生 四十 九 歳の 飯倉片 町で、 I 先生 は、 この 二人の 友に 贈る 「現代 小說 選集」 


* 仝笾 12—518 


一 と 一 W はう。 

§  それにしても、 先生 は I その 藝 術の 上に、 默 る こと をまづ 日本より 舉び、 しゃべる こと を 

I 次に 西洋より 擧ぴ、 漸く、 言葉 尠く 語る ことに 到った 様な 人で はないだら うか。 

『^太 利 を 旅して 歸 つて 來た 一 人の 賓 家が 多くの 古畫の 寫眞を 私のと ころ へ 持って 來 て^せて 吳れ た。 そ 

の 中に 私はジ オット ォ の肇に 成った 聖フラ ン シス の 傳說の 闞 を 見つけた。 東洋 的に あ、 いふ 古い 物語 を 想 

像す ると、 あの 聖者の 前に は 一 羽の 鳥が 描いて あって ぃゝ やうな 氣 がする。 黉際、 一 木 一 草の 趣味 は 古代 

の fM 洋の藝 術に よく 见 かける もの だ。 ところが ジ オット ォの 古い 畫の寫 を 見る と あの 聖者の 前に は 無数 

の 鳥の 群が ガヤく と鈸 つて 居る ところが 描いて あった。』 * 

東西の 相違。 II 基督 敎藝 術と 怫敎藝 術と。 ：： それにして もこの 「新生」、 に 於て、 一 種の 

汎神論 的 感慨が、 幾多の 基臀敎 的の 背景の 上に ム，. 'ド となって 来たの は 意味 深い もの だ。 

ぁ&、 こ-に 來 るまで、 ：： 故鄕を 出で、 旅 を 行き、 遠く 行き、 漸く 近づき、 そして 故鄕に 

歸 つて 來 るまで。 II 先生の その 歩める 道 は 長かった。 

II ^く、 故阈の ふところに 歸 つて 來た歸 朝 者の 心 は、 卽ち 「ふるさと」 に 寄す る 心で あつ 
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* 仝 橥 


9 アリス ティ ック な 手法 に關す る 解決が 玆 にある ので はないだら うか。 

「モ ゥパ ッ サンの フ 口 オペ ルを 研究した もの k 中に もフ 口 オペ ルは あれ 程の リアリスト であり. 

ながら 一 方に は 非常に ロマ ン チックな 處が ある、 と 云 ふこと が 書いて あった。 人に 依って は、 

フ 口 オペ ルには 未だ 口 マ ン チックな 夢が 殘 つて 取れ 切れす にゐ る、 と 云 ふ 風に 見る 人 も あるか 

も 知れ な い が、 自分 は あ 、云 ふ リアリストが ロマンチック な 處を備 へて ゐ た處が 面白 いと 思 ふ。 

ぉハの 口 マ ン チックな 處 があって、 フ 口 オペ ル をして 藝術 をな さしめ たと 思 ふ。 若し あ、 云ふ嚴 

肅な、 熱心な 解 折 をのみ 押し進めて 行ったならば、 終 ひに は サイ ヱ ン スが殘 るか も 知れない が、 

藝術 は殘ら なかった かも 知れない。』 * 

I と は、 「後の 新片 町より」 のき 口 葉で あるが、 私 は、 また、 「斯様い ふ ロマ ンチ ストが、 あれ 

までに リア リス テック な 解剖に 行き 得た 處が 面白 い と 思 ふ。」 と 言 つ て も 兌た い 。 

そこに は、 洋の 東西の 問題が ある。 1 神と 汎# との 問題が ある。 .S 氣と 食物の 問題が ある。 

更に 更に、 まだ 明治 大正の 世紀 も 若い 日本人の 問題が ある。 それの 稟赏と 教養との 問題が ある 


A 全集 11— 602( バス カルの 言葉） B 寢 ごと （同前) 


へやう とした ものであった。 人生の 意味で はなしに、 人間の 「生」 そのもの を 知る 處、 ：： そ 

| こに こそ、 われ 等の 「救 ひ」 が あるので はない か。 『心 胸に は 道理に 知れない 道理が ある』 A そ 

一 のま ことの 道理への、 生活への II その 翹望、 そこに こそ、 救 ひが あるので はない か。 ：： 不 

安ながら、 靜 かに 沈んだ 人生への 翹望。 それ を 私共 は 「新生」 に 見得る 様に 思 ふので ある。 

それにしても、 先生の 創作に は、 二つの 大きい 特殊が ある。 一 つ は、 その 異常な 若 々しさ だ。 

1 つ は 世界に 於け るよ き少數 者の 創作が 左様であった 様に、 それが、 思想 的 だと 言 はれる より、 

より 血液 的 だとい ふこと だ。 

殊に、 この 作に 於て、 先生 は 『三年 も 外 國で暮 して 見た もの k 签 想から、 當 時の 私 は 詩と 散 

文の 1 致と いふ こと を考 へて ゐた o』B といって ゐる 様に、 その 手法 は、 詩から 散文へ と 移った 

當 時の 「破戒」 の 若々 しさ を 思 はせ る。 あれに 生 水晶の 透明 さが あると すれば、 これに は 紫 水 

晶の 明澄 さが ある。 尙、 この 愚かしい 言葉 を 弄する ことが 許されるなら、 「家」 に は 草 入 水晶 

の、 精緻 さが あると も 言 はう。 I しかも、 すべて 遂に 水晶で あるの が、 その 特殊に して、 重 

大 なる 問題 を 提げる ものである。 卽ち、 先生の 藝術 境地に 於け る a マ ン ティ ックな 傾向、 また 


- 305 


A 全 第 11 —— 763    B  r 良 ごと （不同 調 2—1) 


やうに.^ 味の g| い 私 海棠の 黑 ずんだ 极が 四つと も 土の 中から 轉 がって 出て 來た。 

「父さん、 奈何す るの。」 と學揆 から 早び けで 歸 つて 來た繁 が 訊いた。 

「あ ゝ左粽 だ、 お 節 ちゃんが 置いて 行つ たんだね。」 と 泉 太 も 庭へ 下りて 來て霄 つた。 

「や あ、 僕 も手傳 はう や。」 

斯うい ふ 子供 を 相手に、 岸 本 は その 根 を 深く 埋め 直して、 やがて やって来る 霜に もいた まない やうに し 

た。 節 子 はもう 岸 本の 內 部に 居る ばかりでなく、 庭の 上の 中に も 居た。』 A 

大正 八 年 九月。 大作 「新生」 はこの 言葉で 其處に 終った。  

『私達の 內に巢 喰 ふ 濃い デカダン ス。 — それ をめ がけて、 ツル 、ノ シを打 込んで 見ようと して 

出来た ものが、 あの 「新生」 だ。』 B と 先生の 言って ゐる のが、 それ だ。 そして、 先生 は玆 にも 

例によって、 半分ば か. OS を 物言 はれて ゐ るので あるが、 私共 は、 その 半分の 語られて ない 言葉 

の 中に、 —— 卽ち 創作 「新生」 より  < 生の 「救 ひ」 に對 する 暗示 を 見得る 様に 思 ふので あ 

る。 卽ち 「新生」 は 人間の 弱さと 强 さと を傳へ ようとした ものであった。 卽ち 人生の 精 髓を傳 
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そして 遠い 旅に 上る 節 子の ために、 その 好い 日和 を 祝して やった。 臺 潜の 伯父さんに 附添 ひながら、 いそ 

(- として 谷 中の 家 を 出る 旅人と しての 彼女の 姿が 岸 本の 想像に 上って 來 た。 

「婆や、 今 何時 だね え。」 と 岸 本 は その 窓の 側から 階下へ 萆を 掛けた。 

「丁度 j 時で ございます。」 と 婆や は 眼鏡 を 掛けた ま 、梯子段の 下へ 來て 答へ た。 

「臺灣 のお 客 さま は 今 東京 驛を發 つと ころ だよ o」 

と 岸 本 は 言って 見せて、 復 窓の 外 を 眺めた。 靑ぃ 明るい 空の かなたに は、 遠く 琉れる 水 蒸氣の 群まで が 

澄んで 見渡された。 彼 は 香港 や 上海へ 寄港して 来た 自分の 歸國の 航海 を 思 ひ 出し、 黑潮を 思 ひ 出し、 あの 

邊の 海の 色 を 思 ひ 出し 初めて S 臀 あた リへ踏 出して 行く 節 子の ために も 彼女の 船旅の 樂 しかれと 願った。 

ゥ 

岸 本 は その 足で 梯子段 を 下りた。 子 6 ^部^と 食堂の 間 を 通って 椽  S 力 らも J 下りた， そこに は ftt 花 を 

植 へる ぐら ゐの 僅かな 空鳙 があった。 節 子の 殘 して 置いて 行った 秋 海棠の 极が 塀の 側に 埋めて あった。 

「遠き 門出の 記念と して 君が 御手に ま ゐらす o 朝夕 培 ひし この 草に 憩 ふ 思 ひ を 汲ませた まふ や」 

こ の 節 子の 書き 殘 した 言葉が 岸 本の 氣に 成った。 引越し 早々 の 混雜の 中で、 彼 は 四つの 根 を 庭に 埋めて 

置いた が、 その 埋め 方の 不嗨货 なのが 氣に 成った。 何となく その 根の つくと、 つかない とが、 これから 先 

の 二人の 生命に 闢係 でも あるかの やうに 思 はれて 成らなかった。 試みに 堀 出して 見る と、 乇髮 でも 生えた 
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鶴 11—755 


ん 


『 I 愛宕 下の 下宿から 天文 臺の 附近に 見つけた 住居まで は、 谷底から 岡の 上へ 通 ふ ほどの 距 

離しかなかった。 岸 本 は 自分 の 住居ら しい 住居に 歸國後 兎も角 定ま つた 書齋の 置き場 所 を 見 つ 

ける ことが 出来た。 そこから 天文 臺の 建築物 は 見えな いまでも 近い。 何となく 巴 里の 天文 臺の 

近くに 三年 も暮 して 見た 旅 窓 を 思 ひ 出させる。 そこに は 二階が ある。 神 田 川の 川口に 近い 町中 

で 七 年 も 臥たり 起きたり した 以前の 小摟を 思 ひ 出させる。 子供 等 はめ づ らしが つて、 家の 周 園 

にある 木の 多い 小路 や、 谷底の 町の 方 へ續 いた 阪道 など を 走り 廻った。』 * 

麻布 區飯 倉片町 三十 三。 II それ は、 髙臺の 頂の、 そして また その 小さい 窪みの 樣なパ ：: 

石段で 降りて 行く、 その 行留 りに あった。 先生 は、 その 質素な 二階家の、 二階に 坐って、 「新生」 

を績 稿した。 

『：： 午過ぎの 日 は 新しい 住居の 二階の 部屋に 滿 ちた。 苽 北に 開けた 窓の 外に は、 ^くて しかも 勁い 俊の 

樹の 枝が 隣家の 庭の 方から 延びて 來て 居て、 もうそう く 冬支度 をす るかの やうな 常 磐樹 らしい 若葉が 荣 

い 色に 雠 いた。 幾度と なく 岸^ は その 窓へ 行った。 樫の 樹の扮 の 上の 方に 開けた 十 ； 月ら し い 空 を 望んだ。 


(町片 倉 飯） 蹐 
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* 全 築 8—333 


山茶花 

麻布 區餌 倉片町 一二 十 S  (四十. P 歳 II 五 

『生 をして 趨 くま 、に趨 かしめ よ o』 * 

—— 新片 町に 於て は、 まだ 遂に、 劇しい おも ひの 寄って ゐ たこの 言葉 も、 こ、 に は、 漸く 靜 

かなる、 まことの 思想と なって 來てゐ たのだった。 

靜 かに 移 轉の車 は 動いた。 
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A         U—700   B 仝 鬼 12~425 


世の中の 善き も惡 しき も 知れる 身の など 踏み迷 ふ 人の 正み ち』 A 

11 これが、 罪 を 罪と して 食 ふべき を 知った 人が、 その 兄 II 「節 子」 の 父に あてた 痛吿へ 

に對 する 返書であった。 彼 は、 その 心 を、 その 心と して 決して 理解され る處 のない 様な この 手 

紙の 前に も 深く 頭 を 下げた。 

正しき 人生の 記錄 にして、 またよ き 創作なる II 「新生」 は、 かくて、 憂 暗な 四月の 日 を、 

い 五月の 日 を、 窓噔き 六月の 日 を、 朝日 新聞の 紙上に、 次々 として 發 表されて 行く ので あ 

つた。 

『私達の 周圍 にある 筌 氣は 重い、 

窓 を あけ 放て、 

な签氣 を そ-ぎ 入れよ。」 B 


3 


しかし • この 述作の 形式 をと つた 先生の 痛苦 は、 早く 世間 を狹 くした 心 を 持って来 たもので 

あると 同時に、 節 子の 家 を 中心に した 親戚との 衝突 は、 全く 避けが たい ものであった。 そして、 

それ は、 しばらく 節 子に も 別れ を 告げる 時 だと 思った。 しかも、 世 を 狭く したと 思 ふ 心に も關 

らゃ、 却って 彼が 斯く 自由な 道へ 歩み 出した こと を 感じた 様な 心で、 今日まで 節 子 を 導いて 來 

た 彼女 の 生命 は 明日 も 彼女 を 導く で あらう と 信じられた ので あつ to 

i、 萬 事 休す。 われに 斷 腸の 思 ひ あり。 足下 は 自已を 懺悔す と稱 へながら、 相手方 の秦を 保？ る こ 

とに よって 不德皇 行 せんとす る 爆 ある さ I 暴な "喜 ふべ し。 S はわれ S 分す るの p"l 

す。 敢て 足下の 容喙を 許さず。 

こ、 に淚を 振って 足下 を 義絶す。 

岸^- 裟雄 

岸 本 拾吉殿 

稱、 子供 は 罪な きもの なれば、 泉 太、 繁 二子が 時々 
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大正 七 年 四月。 II それ は、 「節 子」 の 母親が 病院に 二十 二日 居て、 遂に 亡くなった 時で あつ 

た。 先生 は 愛宕 下の 方に 居て 嫂の 遺骸が 火難 場の 方へ 送られた こと を 聞いた。 そして、 それ を 

聞いた 口から 先生 は 自分の 懺悔の 稿 を 起した。  - 

『その 時に なつ て 見る と、 岸 本が 迆り 着いた 愛の 世界 は 罪過の 苦しみから 出發 したと ころから 

は 可成 遠い ものであった。 

「二人して いと も靜 かに 燃え 居れば 世の ものみな はなべ て 眼 を 過ぐ」 

これが 節 子が 最近の 心の 消息 を傳 へた 歌 だ。 彼女 は 岸 本の 一 切 を 所有し、 岸 本 はまた 彼女の 

一切 を 所有した。 しかし 二人とも 何物 を も 所有して は 居なかった。 

最早 岸 本 は 何 處に節 子 を 置いても 可い とい ふ氣 がした。 節 子の 精神が 獨り 立ちの 出來 るまで 

に 彼女 を 養 ひ 育てた とい ふ氣 もした。 若い， （*. と 思って 居た 節 子が 旣に 二十 六に も 成る。 もし 

彼女の 將來の 望みが 宗敎 生活 を 送る とい ふに あるならば、 岸 本 は 今迄 毎月 彼女 を 補助して 來た 

やうに 是 から 先 も 衣食に 事を缺 かさない やうに して、 どうかして 彼女の 望み を 遂げさせ たいと 

思った。』 * 
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とが 先の 方に 起って 來 さう にも 思 はれた。 その 先の 方に は 今 は 奈何す る こと も出來 ないで^る もの V 本 富 

の 意^の 解決が 求められ さう にも 思 はれた。 長い こと 附纏 はれた 喑ぃ 秘密 を 拾て やうと する 心 は、 まだ そ 

れを 捨て もしな い 前から、 旣 にもう 斯うした 翹望を 起させた。 その 翹^ は、 悲し い 暗い過去に ばかり 鬼 ％ 

拘泥り 滕 ちであった 岸 本の 心を驅 つて、 おの づと 先の 方に 向 はせ る やうに 成った。 もし 懺悔 を 書く 日が お 

たら。 それ を 想 ふと 彼 はも つと よく 自分の 心に 聞 い て 見なければ 戌らなかった。 

今まで 對 した ことの 無い 光が 靳樑な 風に 岸 本の 精神の 內 部へ 對 して 來 たばかりで なく、 歸國の 曰以來 m 

角 疲勞し 易かった 彼の 身體 までが 漸く その 頃に 成って 回復の 時に 向って 來 た。 寒暑、 乾濕、 風雨、 霜雪、 

n 光の 度 を 異にした 遠 い 異鄕の 方から 歸っ て來 て、 本當に 自分の 身體 に戍れ たと 思 ふまで は 彼 は 1 年の 餘 

も耍 つた。 

新しい 秋の^ 氣は旣 に 部屋の 內 まで 逝って 來てゐ た。 彼 は 漸く 故 國 に蹐り 着く ことが 出来た かの やうな 

心で もって 葉と 葉との 奥に 《1 の 映った 庭の 見える 緣 先へ 行った。 熱い、 寂しい 感じの する 百：：： 紅な ども さ 

かりに 咲く 時であった。 その 花の 色まで が 妙に 彼の 跟に しみた。 そして 自分 s 國の 方の ものら しい 親しみ 

を 感じさせた。』 * 
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誰が、 弱くない ものが あるか、 誰が、 迷 はない ものが あるか。 I た^ 長い 努力、 た^ 熱い 

努力、 一切 を 捨てる 努力、 一切 を享 ける 努力：： 私 は、 そこに、 先生が 遠く 待 受けて 來た夜 明 

が、 何もそう 遠い ところから 白んで 來る でもな く、 自分の 直ぐ 足 許から 開けて 行き さう に 見え 

た。 血から 解き放され、 肉から 解き放されて 行く こと を 感知す る 度に、 喑 かった 彼の 心 も 次第 

に 明るい 方へ と 出て 行く 思 ひ をした * ので あらう と 考察す る。 

『まだ 岸 本 は 一 切 を そこ へ 曝け 出して しま ふ 程の 決心 もつ きかね て 居た が、 自分の 苦い 出發 的に 遡って 根 

本から 考 へ 直して 掛 らうと する に は、 どうしても その 心の 聲を 否む ことが 出來 なか つた。 それ をす るに は、 

いろくな 人が 镄侮を 書いた 例に 傚って、 自分 も 愚かしい 著作の 形で それ を 世間に 公に しゃう と考 へる や 

うに 成った。 あの 事實を 書いたら。 そんな こと は 以前の 彼に は考 へられ もしなかった のみ か、 成るべく あ 

の 事に は斶れ まいとして 節 子から 来た 手 羝は燒 拾て ると か 引裂いて 捨てる とかした 以前の 彼の 限から 見た 

ら、 まるで 狂氣の 沙汰であった。 斯樣 なと ころへ 岸 本 を 導いた もの は 節 子に 對 する 深 い 愛情 だ。 

«| 侮ヽ。 学 本 はどうして 斯豫な 心に 成れたら うと 時々 自分な がらび つく リ する こ-とも 有った。 彼の 心， 力 

その 方に 句 はう とした 丈で も、 s となく 彼の 歩いて 行く 路には 新ら しい 未來が 感じられて 來 た。 種々 のこ 
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「自分の 國を 思へば こそ 左様 だよ。 ^淡な ものなら、 呪ふ氣 にもなら ない。 隱遞 もしない。 僕に！ 一：；" はせ る 

と、 左漾 いふ 人達 こそ^ 貸の 愛阈者 だ。」 

「でも、 君、 愛國心 なんても の は疫言 だと 思って 歸る 人が 多い ぜ。」 

「君に は國が 無い のかね。」 

「行く先が 僕の 國さ —— 到る ところが 僕の 國さ —— だから、 僕 は 君に 訊いて るぢ やない か。 僕 は 冷い かつ 

て 雷って るぢ やない か。 疑ぐ つて 霄 ふ譯ぢ やない が、 君 は 僕 を 顼 いとで も 思って 來た のか い。」 

「君 もまた 妙な こと を 霄 ふ ね え o」 

「試みに 僕から 離れて 見 給へ。 それが 君に 出來 たらえ らい。 君 は 僕から 離れた つもりで も、 僕 はも-つ 絕ぇ 

ず 君に 働いて 居る。 一日 一海の 洗蹬を 受けた ものが、 どうして 心に 革命 を 引 起さないで 濟む もの か。』 A 

ともしび  ， ， ， 

汝 自ら を 汝の燈 火と なし、 熱心に 努力して、 途に 賢者と なる がい かくして、 けがれ を は 

ら ひのけ、 過失 を 離れるならば、 再び、 誕生より 老衰への 惱 ましい 輪廻に 入る こと は ない の 

だ。 * I これ は、 私が こ、 に 提げて 来た 釋， ® の 「法 句經」 の 一 句で あるが、 これ を 所謂 東洋 

風の 解釋に 委せて はならない。 
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た。 

I 『古い 寺院に でも 見る 樣な靑 苔の 生えて 庭の 奥まった ところに ある 離鏖 敷に 行って 着いた 人達 は、 

早く 屆 いた 荷物と 1 緖に岸 本 を 待って ゐた。 岸 本 は朿と 北との 開けた 古風な 平屋 造りの 建物の 中に 新ら し 

い^ 所 を 見つけた。 二 間あって、 一方 を 自分の 書齋 に、 一方 を 子供 等の 部屋に 宛てる ことが 出來 た。』 * 

先生 は、 II その 書齋の 机の 上に、 高 輪の 方で 旣に 書き出して ゐた、 航海 記 「海へ」 の 執筆 

を續 けた。 

『「僕 は 冷い かねえ。」 

と 「海」 が 言 出した。 

「別に 君が 冷い とも 思 はな い。」 私 は 他に 言ひ樣 がなかった。 

「僕 はこれ で 大分 君の 國の 人達に^ 4 た。 海から 歸 つて 行く 君の 國の 人で、 左 筏 話の 合 はない やうな 人 は 

なかった。 一 體、 君の 國 の 人 は あまり 自分 を 知らな すぎる。 海へ 出て 來て 皆腽を 開けて 歸る。 見 給へ、 そ 

^  の 證據に は 一 人と して 滿 足して 歸っ たもの は 無い。 綞 望して 自分の 國を呪 ふか、 あきらめて 蚨 つてし まふ 

か、 さもなければ もう 何^も 爲る氣 がなくて 隱迺 する か だ。」 


* も笾 11—554 


あた k かさに 癒され はじまらなければ ならなかった。 そして 淨化！ それが、 た r 前途 も晤ぃ 

g 所謂 世の中の 道の 末 遠くと ぼる 一 點の燈 火であった。 

I 最後まで 忍ぶ もの は 救 はるべし。 

『：： 岸 本 は あの 古い ソル ボ ン ヌ の踡萍 堂な どに 結びつけて 見て 來た 旅の 印象 を 忘れる ことが 出來 なかつ 

た。 不思議に も 死んだ 物語が 彼の 胸に 活 きて 來た。 あの ぺェ ル* ラセ H ズの 墓地で 見て 來た 古い 御堂の 內 

に 枕 を 並べ て 眠つ て 居た 佾 侶と 尼僧との 羧 像が 物 を 言 ふやう に 成った。 この 二人 は 終生 變る ことの 無い 精 

神 的な 愛情 を か はした とした 文句の 彫りつ けて 揭げ てあつた 白 い 大理石 なぞ はま だ 皮の 眼に あった。 彼 は 

あの 御堂の 周阇を 廻りに 廻って 立 去る に 忍びない 思 ひ をして 來た その 旅の 心 を 節 子に 話した。 あの 御堂 を 

園 繞く鏺 栅の內 に は 秋 海棠に 似た 草花が 咲き 胤れ て 居た こと なぞ を も 話した。』 * 

もう^ 庭と いふ ものに 未練の ない 先生 は、 II 高 輪の 家に 集って 子供の 面倒 を 見て くれた 人 

達の 都合 も あつ て 解散の 餘儀な い の を 見る と、 一 曆、 簡^な 自分 だけの 栖家を 下宿の 樣な處 に 

求めて、 I 子 を 連れた 旅人の やうな 方針に 向って 動かう とした。 そして、 もう 異 阈 の 旅から 

歸 つて 追々 一年と いふ 様な、 五月の 半ば過ぎに、 芝の 西 久保櫻 川 町 二の 風榔 館と いふに 引 移つ 
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た 人です。 

ぉ釋迦 さまが 11ん 燈火 をつ けたら、 そこに も、 こ  >  にも、 燈火 がっく やうに なりました 。印度 や、 支那 

や、 朝鮮ば かりで なく、 日本 S- に燈火 がっく やうに なりな した。 

まち、 お前 達 はお 釋迦 さまが 奈何な 燈火 をつ けたら うと 思 ひます。 ぉ釋迦 さま は 印 rta の 方の 若い 王子で. 

した。 その 人が 燈火 をつ けて 步 くやう になり ました。 ぉ釋迦 さまの 燈火は 提灯の 燈火 でもな く、 洋 燈の燈 

火で もな く、 電 燈の燈 火で もぁリ ません。 ぉ釋迦 さま は 人の 心の奥に 美しい 燈火 をつ けて 步ぃ たのです。 

ぉ釋， 1 さまの 燈火 は、 高い 塔の 燈^ の やうに、 消えさう でな かく 涫 えません。 父さんが 思 ふに、 ぉ釋 

迦 さま は 今でも 燈火 をつ けて 歩いて おいでな さる だら うと 思 ひます。 お前 達 も その美し ぃ燈 火が 欲し けれ 

i ぉ釋, p さま は必 とつけ に來て 下さる だら うと 思 ひます。 

^^て 行かう とする 心 は、 自ら 立 上る 心であった。 燈 火を揭 げやう とい ふ 心 は、 隣人 を も 照 

したい 、、"ひあった。 I 先生 は、 半ば 死ん^ ゐ るかの 様に 不幸な 娃を、 まづ 連れて行か うと、 

立 上らなくて は ゐられ なかった。 そして 所謂 痴情！ そこに も 救 ひが あると いふ 哀しい 眞理 を、 

お现 としない では ゐられ なかった。 傷き 衰 へた 小羊の その 傷口 は、 只に 羊 飼 ふ 者の、 その 唇の 
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幼き ものの こと を 思 ひ 出す 度に、 書いて、 送りたい と 思った 様な 話 II 「幼き ものに」 を箐き 

はじめた。 

『太郞 も次郞 もお となし くお 留守居して 居ました か。 父さん はお 土產を 出します よ。 父さんの 

飽 を御覽 なさい。 いろ，/ \ な 紙が 貼付けて ありませ う。 これ は 遠い く國を 旅して 來 たしる し 

です。 飽の 中から 何が 出て 來 るか：：』 A 

If それ は、 本當に 遠くく 人生の かなしい 旅 を も 行った 人の 心からの、 幼き ものへの 贈物 

であった。 心 を こめた 贈物であった。 この 七十 七篇の 小話の ために も、 これ 丈の 話 を揭げ 出す 

ために も、 先人の 長い 日の 艱難が 必要な の だとい ふこと を 思 はせ る 様な 作であった。 本當 にど 

れ ほどの 深い 孤獨が そこにあって、 こ、 に 生れて 來 たかと いふ 様な 腐の ュ ー モアが そこに あつ 

た。 また、 どれ 程に、 後より 來る もの を 誘導し やう か、 正しく 觀る こと を舉 ばせ 樣 かとい ふ 熱 

い 情熱が そこにあった。 また、 そこに 生れて くる 美しい 詩が あった。 

一一 一一 ぉ釋迦 さまの 燈火 B 

太郎 よ、 次郞 よ、 お前 達 はお 釋迦 さまの 話 を 聞いた ことがあります か。 ぉ釋； i さま は d 火 をつ けて 歩い 
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く、 その 命運 を 正しく 見る ことに 近い 人であった。 

I 彼 はもう 以前の 彼ではなかった。 『獨身 を 一 種の 復 響と 考 へる ほど、 それほど 女性 を 厭 ひ 

惡む ものではなかった。 二度と 同じ やうな 結婚 生活 を 繰 返すまい とし、 妻の 殘 した 家庭 を 全く 

M の 意味の ものに 變 へやう とし、 際涯 無く 寂寞の 續く 人生の 砂漠の 中に 自然に 逆って まで も自 

分 勝手の 道 を 行かう とした 樣な、 さう した 以前の 岸 本で は 無かった。 彼 は 神 戸に 着く 晚は 眠る 

まいと 思 ふ ほどの 心で もつ て 遠くから 故 國の燈 火 を 望みながら 歸 つて 來 たもの だ。 陸の 上に 倒 

れ 伏し、 懷 しい 土に 接吻したい とさ へ 思 ふ ほどの 心で もって 長い 旅から 草臥れて 歸っ て來 たも 

の だ o』*  . 

その 心から、 彼 は 彼のす ぐ 隣り にある 不幸の 人の 上に、 深い 哀憐 を 感じた。 I そして、 そ 

れは、 彼女 を 救 はう とする ばかりでなく、 彼 自身 を も 救 はう とする 様な ものであった。 

先生 は、 九月の はじめから、 家の 近くに 二 間 ある 二階 を 借りて、 そこ を假の 害齋 として、 そ 

こで 朝日 新開の ために 感想 「故國 におり て」 を 寄き、 異！ g の噔ぃ 窓の 方で、 故 ほに^し て^た 
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歸 つて 來 ました。 I そこに は、 避けた くても、 どうしても 見なければ ならない 人達の 顔が 

あった。 眼が あった。 

『-岸 i4 は 誰も 家の人の 居ない ところへ 行って、 頫 りで 自分の 右の 手 を 出して 見た。 そして 自分に 問 ひ、 自 

分に i<3 へた。 

「矢 張、 金の 問題が 附 いて 廻る II どうも 仕方ない。」 

岸 本 は あだか も 手相 を觀る 占者の 前にで も 出して i せる やうな 手 付 をして、 自分で 自分の 手 を 眺めた。 

その 手 を 他から 出された 手の やうに して 出し 直して 見た。 實際、 それ は 誰の 手で も 無かった。 自分の 罪過. 

そ の ものが 何處 から 出す ともなく 出して よこす 喑 い 手 だ。 

岸 本 はもう 一 度 その 手 を 出し 直して 見た。 誰に も 知れない やうな 自分の 罪過 を 葬らう として 居る やうな 

人間の^ 敢 なさ をよ く 知る もので なければ、 どうして そんな 手の ある こと を 感じ 得られよう。 それ は 押 頂 

いても 足りない ほど 感謝すべき 手 だ。 しかし 褂 引の 强ぃ手 だ。 自分の 弱 點を搌 つて 居る やうな 手 だ。 岸 本 

はつく^. 自分の 手 を 眺めて、 非常に 喑ぃ氣 持が した。』 * 

喑ぃ手 11 それ は喑ぃ 命運の 手 だ。 憂^の 手 だ。 そして 艱難の 手 だ。 ：： しかし、 彼 は、 漸 
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その 心の 重たい 足で そこの 土 を 踏んで 見て、 今更の 様に 遠く 旅して 歸 つて 來 たこと を、 この 寂 

しい 入京 は、 おの づと 頭の 下る やうな 自分の 長旅の 終りに 適 はしい とも 思った。  

『喘ぎく 阪を 登って 行った 車夫 は 高 輪の 岡の 上まで 出る と 急に 元氣づ いた。 成るべく 遲 くと 

注文したい ほどに 思って ゐる 客を乘 せて、 車 はぐん く 動いて 行った。 ある 横町に 折 曲る と、 

その 角に 煙草屋が ある。 ふと 岸 本 は その 邊に 遊んで 居る 男の子の 後 姿を兒 かけて、 それが 自分 

の 二番目の 子供で はない かと 思った。 

r 繁 ちゃん ぢ やない か。」 

^はす 彼 は 車の 上から 聲を褂 け て 見た。 

见違 へる ほど 大きくな つた 綮は 左樣言 つて 聲を 掛けられ たの を 何と 思った のか、 日 除の 揭っ 

た 車の 方 を もよ く 兌ないで、 

_ 「父さん はま だ歸ら ない よ。」 

| と 言 ひ 捨てながら、 何 か 嬉し さうな IK を 揚げて^ に 家の 方へ 驅 出して 行った。 そこ はもう 留 

I 守 宅の 格子戸の 見える ほど 近かった。』 * 
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町々 が 左様お。 一 寺院の 建築が 左樣 だ。 一家 族の 食阜 からして 左漾 だ。 そこに ある 一切の もの は 不^議に 

も ある 中心に 向って 集合し、 結晶す る 性質 を帶 びて 居る。 ある 幾つかの 小さな 石塊より して 成る 水^の 大 

きな 塊 を 心に 描いて 見るならば、 一都 會 としての 巴虽の 設計 を も、 1 寺院と しての ノオト ル • ダムの^ 築 

を も、 略 想像す る ことが 出來 ようと 思 ふ。 私の 淺ぃ： ft 聞に よると、 今日まで 吾阈に 有り 來っ たもの は丁毖 

その 反對に 出て 行って 居る。 一 つの 大きな 美術館の か はりに 、個々 の秘籙 せらる \ 傑作が ある。 一つの. K 

きな 公阖 のか はリ に、 奥床しく すぐれた 多くの 個人の 蛏 園が あ^。 私 はこ \ に 一 々束 西の 相違 を 比較して 

見る やうな 煩 はし さを鐽 けよう。 唯 私 はこの 文物の 大きな コ ン トラスト を 一 神 的な 歐糴 巴の 宗敎 と、 ベ 1 

ガ ン の 深さ を 有する 東洋の 宗教の 相遴 にまで 持って行って 見たい やうな 氣も する 。兎 も あれ、 外人が 吾國を 

知る 困難 は、 吾 儕が 欧羅巴 を 知らう とする & 難の 比で は 無い。 吾 儕の 國 にあって は 好い もの は 必ずしも ある 

中心に 向って 集って は 居ない の だから 。よしんば 單 なる 旅行者と しての 觀 察の 便宜 を 比較し ぁ昆た 丈で も。 

こ の 見地から 私 は歐龌 巴が 都市に 於いて 膨リ、 吾 儕の 國が 田舍に 於いて 勝る こと を 思った。』 * 

夜汽車で 西 京の 方を發 つた 先生 は 翌日の 午後に なって 品 川の 停車場 を 望んだ。 かねて、 東京 

に 着く 日 取 も わざと 知らせなかった その $ 場に は 彼 を出迎 へる 人の 影 もなかった。 先生 は、 
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に 巴 里を辭 し、 五月に 人って 倫敎を 發 つて 來た 先生 は， 漸く 七 ：！： の はじめに なって、 故國 の、 

思 ひ 出 も 深い 神 戸の 港に 迪 りついた 人であった。 

何よりも、 この 旅から 歸 つた 人の 願 ひは樂 しい 休息であった。 國を 出て 三年の 間、 彼 は殆ん 

ど 歩 きづめに 歩いて 休息ら しい 休息 も 知らない 旅人の やうな もので 有った。 それ は、 贅澤は 言 

はない、 せめて 日本の 疊の 上で 思 ふさ まこの 身 體を潢 にして 見たい と 思 ふこと であった。 —— 

その 壘が今 は 自分の 眼前に ある。 窒 内の 絍 立の すべてに 木で 出来た 線と 質との 柔 かさが ある。 

敷居 を 滑る 伊豫 錢の 明るさが ある。 緣 側の 外に は 夾竹桃の 花 も 盛りな 時であった。 ：： あ、 極 

樂、 極樂、 この 旅人 は 部屋の 内 を ごろく 轉 がって 歩いても 足りない 程の 氣樂さ を、 その 旅館 

の疊の 上に まづ、 味って ゐる のだった。 

『神戶 の 港に 歸 り^くから その 夕方まで、 自分の a や 耳に 觸れ たこと を 纏めて 來 ると、 自然と 私の 心 は 巴 

里の 旅 窓に あって 望^で 來た 幾多の 事物との 比較に 落ちて 行った。 あの 羅甸の 文明 を I 欧羅巴に ある ク 

ラ^ックの 文明 を 形造る もの は、 その 性質に 於て はすべ て笾中 的で ある。 ー國の 都市が 左樣 だ。 一都^の 


(雄 楠 • 助 蓊* 二 鵜 • 生 先り よ 左） て I こ 島 福^ 木 
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窓 

芝 ニ本稷 及び 櫻 川 町 時代 (四十 五 歳 I 四十 六 歳) 

「還る のを赦 される の だ。」 I 

一 靈 夜に 三百 十五 六 浬 を馳る 快い 速力で、 先生 を乘 せた 船はド バァの 海峡 を 通り越して 行つ 

た。 航. 海の 五日 目に は 英吉利 沿岸の 白く 光る 崖 も 遠く 彼方に なった。 早 や 何方 を 向いても 陸 と 

いふ もの を 見る ことの 無い やうな、 靑ぃ 深い 大海の 眞 中に 出て 行った。 *   

遠く、 南 亞弗利 加の 梁 を 廻り、 赤道 を 二度 も 越した I 五十 五日の 長い 船旅の-後、 四月の 末 


であらう o ：: 

かくて I 先生 は、 遂に 歸國の 旅の 船に 上った。 ：： 淚の樣 な、 五月雨が 濁った 波の 上へ 落 

ちて 来た。 


― 284 ~ 


* 仝 集 11—382 


ての 思 ひ を 遂げる 時が 來てゐ た。 そこで 彼 は 髭 を 落しに 掛 つた。 部屋に は 壁に 寄せて 造りつ けた 右の 洗面 

臺が ある。 その上に 姿見が ある。 彼 は その 前に 立って 自分で 剃刀 を 執った。 惜氣 もな く 剃刀 を 動かす 度に 

もう 幾年と なく 鼻の 下に 蓄 へて 置いた やつが 曲め た 彼の 癍を潸 り 落ちた。 好く も 切れない 剃刀で、 彼 は 周 

園の 腫れ 上る ほど 力を入れて 剃った。 

曾て 國の 方で 人を敎 へた こと も ある 自分の 姿の か はりに、 ずっと 以前の 書生 時代に でも 歸 つて 行った 樣 

な 自分の 姿が そこ へ顯 れて來 た。 最後に 姿見の 方へ 行って 剃立ての 顏を 眺めた 時、 今まで 髭に 隱れ t 居た 

鼻の 下 あたりが 靑々 として 見えた。 ところ^ \ から は 血 も籙み 出た。』 * 

I せつない、 駭 憂に 噔ぃ 道。 ：： その 避けが たい 命 蓮の 様な 一 筋の 道 を 行き 行く 旅人の 姿 

は 憾み 深い。 ：： 若く して その 濃い 綠髮を 剃り 丸める までの 劇し さ を 持って ゐた 憂鬱の この 道 

は、 そこに 夜の 海の 「死」 の 岸にまで 繽 いて ゐた。 そして、 先に はまた、 めぐりに めぐる 半生 

の 艱難と 憂 鰺と に閉ぢ られた その 道が、 途に 異國の 戰の塹 濠に 埋める その 「死」 を 思 はせ る ま 

での 恐ろしい 道に 續 いて ゐた。 I かくて、 そこに 霜の 白 さ を 持って来た 様な その 人の 髭 毛 は、 

再び 更生 をお も ふその 手に、 劇しく 剃り捨てられる 處に、 まこと、 血の 慘む おも ひも 深かった 
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三年の 月 S の 間に、 よく そこ へ 旅の 蔓さを 忘れに 來た處 であった 。『故 鄕 なしに は 生きられない 

ほど 國の 方に ある 一 切の もの 、戀 しかった 時。 一 日 二日の 絕食を 思 ふ ほど 旅費 も 乏しく 心もう 

ら 悲しかった 時。 行ける 丈の 旅 を 行き 盡 して、 一番 最後に 呼んで 見たい もの は、 十二 年 も 連 添 

つた 亡き 妻の 名で もな く、 何と 言つ て も 濁り 氣の なく 感じ 易い 靑年 時代に 知った 最初の 情人の 

名であった ほど、 それほど 旅の 心の 閉ぢ 塞がって しまった 時。 左様い ふ 時に 彼が 見に 来たの は 

この 水 だ OJ*  I さらば、 セ ヱ ヌ  石橋の 下の 方へ 渦卷き 流れて 行く 淸ぃセ ェ ヌ の^を 見 

る 眼で、 遲 くも 二月 か 二月 半ば かりの 後に、 あの 隅 田 川 を 再び 見る ことが 出来る かと 考 へた 時 

は噓の やうな 氣 がする のであった。 

『かねて 岸 本に はこ の 旅の 終る 顷に爲 し 遂げたい と考 へ て ^ いた ことが^った。 巴 里 を 引 揚げる 頃が 來た 

ら 自分の 髭 を 剃 落して しま はう、 そして 録國 の途に 上ら- ゥと^ へて 居 か. * 不思議と 霄 へば 不思 譏、 突飛と 

言へば 突飛な 考 へで はあった が、 心に 編 笠 を 冠る 思 ひ をして 陶を 出て 來た岸 本に は 別に それが 不思議で も 

なく 突飛で もなかった。 何 か 彼 は 現^の 自分の 心 を^ 際に. H 分の 身に 现 はしたかった。 

しばらく、 岸 本 は 部^の 羧 S に膊 掛けて 自分が. S 分の 爲る こと を 制止め やうと して 兑た。 しかし、 かね 


「一 一度と 斯うい ふ 旅 をし やうと は 思 ひません ね。」 

—— また、 先生 は 嘆息 をして、 それ を 言って 見せた。 そして 、この 歸國の 容易で ない こと を、 

そこに 緞 なからぬ 精神の 勇氣を 要する こと を も 思 ひ 見る のであった。 

最早 先生 は 巴 里に ぢっ として ゐる 在留 者で はなく して 歸國 の途に 上り かけて 居る 旅行者で あ 

つた。 ソルボン ヌの 大舉に 近い 旅館に 移って から、 毎日の やうに 用達に 出歩いた。 歸國の 手. 絞 

をす るた めに。 また 國の 方への 志ば かりの 土 產を搮 すため に。 また 日頃 懇意に した 家に 別離 を 

づげ るた めに。 ：： 何の 街 を 歩いて 見ても、 何の 家 を 叩いて 見ても、 そこに 戰時 らしい 心 持 を 

起させない 處 はなかった。 戰死、 行衞 不明、 負傷、 ：： その 戰に は、 シャ アル たへ キイ を はじ 

め、 名 を 知られた 筆 取る 人々 の戰 死の 數 だけで も數十 名に 上って ゐた。 

先生 は、 また、 そこに セ ヱ ヌ への 最終の 訪問に 行って 見た。 すこし 曇った 日で、 四月ら しい 

明るい 日 あたり を 見る こと は 出来なかった。 しかし、 河岸の 中で も、 この オステル リッツの 橋 

の畔 から 古い ノオト ル • ダム の 寺院の 見える 中の 島の あたり へ かけて、 先生の 好んで、 過ぐ る 
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る ことなら お前の 胸の 底に 隱し 有つ 苦馑 そのものまで も。』 A 

顽な、 人の 心に も 漸く ある 轉 機が 萌した。 II もし、 もう 再び 國を 見ない ことに 方針 を 決め 

て、 義勇兵に 加 はっても 知らない 人の 中へ 行かう とするならば、 無理に も 行く 道が 無いで はな 

かった。 けれど、 彼 も、 是 以上 深 人して、 國の 方に 殘 して 置いて 来た 子供 等 を 苦しめる に は 忍 

びなかった。 そこまで 行って 彼に は 漸く 歸國の 決心が ついた。 

『三年^、/ ョ 日が 異 翁の 旅の 間に 過ぎた。 遠い 島に でも 流された 人の やうに 自分の 境涯 をよ く譬へ て 見た 

t 本 は、 Q 分で 自分の 手绽を 解き 腰繩を 解く 思 ひ をして、 佗しい 自資の 生活から 離れ やうと して 居た。 

歸國の 日 も 近づいて 来た。 降誕 祭の 前に は 旣に來 る 答であった その 日 も、 半年 ほど 延びて、 旅で 迎 へる 

三度 目の あの 祭と、 翌年の 正月と を も 岸 本 は 巴 里の 下宿の 方で 玆 つた。 あの 佛^ 汽船で マルセ H ュ の 港に 

迪り 着き、 初めて 佛繭 西の 土 を 踏んで 見た 頃から 數へ ると、 最早 足褂 SI 年に も 成る：：』 B 

g  r 國の 方で は 奈何い ふ ものが 僕 等 を 待って ゐ て吳れ ます かサ」 — 友達の 顏を 見る度に 先生 は 

それ を |!ー2 はすに は 居られなかった o 


「生きたい と 思 はない もの は 無い。」 I 

j 日 は 1 日より 先生の 旅の 心 は 濃くな つ て 來た。 ：： 窓 側の 壁に 掛けて ある 佛蘭 西の 1? は漸 

く 春の 來る こと を 語って ゐた。 家 を 出て セ ヱ ヌの 岸に 立って 見る と、 そこの マ & 一一  ヱ の 並木 も 

芽ぐんで 來て 居た。 

II 先生 は 旅人ら しく 自分の 周圍を 見廻す と、 來る べき 時代の ために せ つせ と 準備し て 居る 

やうな もの、 あるのに 氣が ついた。 彼の 眼に は、 どう 見ても それ は 芽 だ。 間斷 なく 怠りなく 支 

度して 居る やうな 芽 だ。 それ は 可成もう 長い こと 萠 して 來 たもので あると も 言へ る。 けれども 

何人の 骨髓 にまで も 浸み 渡る 様な 歐羅 巴の 寒い 戰爭が 来て、 一 曆 その 發芽カ を 刺激され たやう 

にも 兑 える。 左様した ものが 彼の 周圍 にあった。 そして その 芽の 一 つと して、 曾て 一度 は額廢 

した もの，^ 再生で ない ものはなかった o  ：: その 芽が 先生に さ，. やいた。 

r お^も 支度したら 可いで はない か。 澱み 果てた 生活の 底から 身 を 起して 來 たとい ふお 前 自身 

を その ま、 新しい ものに 更 へたら 可いで はない か o お前の 倦怠 を も、 お前の 疲勞を も I 出来 
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つて 地べたに 額 を 塊め て なりと も 心の 苦痛 を訴 へたい と 思 ふ 人 は 父であった o』 A 

「拾 吉、 拾吉」 

と 子 佻の 時に 聞いた 父の 聲 がもう 一度 先生の 耳に 聞え て來る やうに 思 はれた。 そして、 先生 

はこの 父の 前に 自分の 旅の 身 を 持って行った。 一 晴夜に 港 を 離れ 行く 沸 蘭 西 船の 甲板 に^れ 

を吿 げた 時 は、 實は あの 祌戶も 兌 納めの つもりであった この 旅 も、 玆に、 これから 先の 方針 を 

定めねば 成らない ところまで 來てゐ た。 

『 I！ 時局 は 一 曆 彼の 旅 を 不自由に した。 折角 懇意に なった 怫蘭西 人で 國難 のために 夢中に な 

つて ゐな いもの は 無かった。 舉問 も、 藝術 も、 殆ど 一 切 休止の 姿 だ。 彼の 周 園に は戰爭 あるの 

みだ。 

岸 本 は 異鄉の 土と なる つもりで 國を 出て 來た 自分の 決心が 到底 行 はれ 難い こと を 感じて 來 

た。 國 では 彼 を 待つ 頼り無い 子供が あった。 彼 は、 あだか も 冷たく 嚴 かな 運命の 前に 首 を 垂れ 

る 人の やうに して、 斯うした 一 生の 岐路に 立た せられる より は與 へられた 生命 を 返したい とま 

で 嘆いた。 彼 は 亡き 父の 前に 自分 を 持 つて 行って、 「この 生命 を 取って 下さい 。」 とも 祈 つ た 。』B 
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：: この さびしい 異鄕の 窓に、 午後の 三時 半 頃に は#千籙 け かけて、 ー晝 夜の 大部分 は あだ 

かも 夜で あるかの やうな 巴 里の 冬が やって 來 た。 I. 先生 は、 その 窓で、 再ぴ、 故 國を思 ひ、 

また 故國 から 來た 手弒 を讀ん だ。 濃い 霧で 町の 空 も 暗い 日が 綾いた。 そして、 寒い 雨の 來る晚 

なぞ は、 先生 は 遠く離れて ゐる 友人 等の 名前 を 呼んで 見たい と 思 ふこと すら 有った。 一人の 友 

人 が繪 葉書 の はしに 書いて よこして 吳れた 「寂寞 懷， 君」 とい ふ 言葉な ど を 胸 に 浮べながら、 そ 

の 窓に 行つ て 眺めた。 

この 佗しい 冬籠りの 中で、 先生の 心 はよ く、 自分の 父親の 方へ 歸 つて 行った。 しきりに、 あ 

の 少年の 頃に 別れた 父の ことが 戀 しくな つた。 ：： 『半生 を 通して 繞 りに 繞 つた 憂 p —— 言 ふ 

こと も爲す こと も考 へる こと も 皆 そこから 起って 來てゐ るかの 様な、 あの 名のつ け やうの 無い、 

原因の 無い 憂鬱が 早く も靑年 時代の 始まる 頃から 自分の 身に やって来 たこと を 話して、 それ を 

聞いて 貰へ ると 思 ふ 人 も、 父であった。 何故と いふに、 岸 本の 半生の 惱 ましかった やうに、 父 

もまた 惱 ましい 生涯 を 送った 人であった から。 假 りに 父が 斯の 世に 生きながら へて 居て、 自分 

の 子の 遠い 旅に 上って 來た 動機 を 知ったなら 何と 一 1H ふだら う、 ：： けれども、 岸 本が： 液 後に 行 
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として 居た。 冷い 街路 を 踏んで 行く 馬の 蹄の 音まで が 耳に つ いた。 彼 は 忍った ょリ も寂荬 とした 巴 里に *5 

つて 來 たこと を 感じた。』 * 

第二の 季節が 何となく 先生に やって来 たの も、 リ モォジ ュ の 田舍へ 出掛けた 頃からで あった。 

あの 耕作と 牧畜との 地た るォ ー ト 弁 ヱ ンヌで 刺激され た 心 を もって、 もう 一 度 巴 里の 生活 を 

試みる つもりで 歸 つて 来た 先生 は、 I 置き 捨て k 行った 荷物 や 書籍の 上に 積みに 積んだ 塵埃 

の  一！" いの を そこに 見る のだった。 黑ぃ巴 里！ 一時 はこの 都 も獨逸 軍の 包 圍を覺 悟し 避難者の 

ために は あらゆる 汽車 を 開放した とか、 麵齙 など は 誰に もた r で吳れ たと 云 ふ、 多くの 市民 は 

乘る もの もな く、 皆 徒歩で 立 退いた とも、 それらの 人達が 夜の 街路に 續 いて、 明 方まで 絶へ な 

かった とい ふ 巴 里の 當時を そこに 聞く のだった。 ：： 街へ 行って 見る と、 日頃 人通りの 多 かつ 

た 虎 木 街に も、 數 へる ほどの 人に 行き 逢 ふば かりだった。 それ も 老人と 婦人と だけであった。 

I 戰死、 行方不明、 負傷、 J— そんな 戟地 ◎ 方の犍 が そこにあった。 ：： セ ェ ヌも 寂し さう に 流 

m れてゐ た。 

1 
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た。 汽車の 窓 を 通して 噔ぃ筌 に 無 數の燈 火 を 望んだ。 そこが 怫蘭西 政府と 共に 日本 大使館まで 

も 移って 來てゐ る ボル ドォ であった。 

ボル ドォ で、 先生 を 待って ゐ たもの は、 二日と も 降り 綾いた 雨であった。 しかし、 先生に は 西方 佛蘭西 

を 想像して 來た樂 しみが あり、 そこまで 動いた とい ふ樂 みがあった。 そして、 尙、 雨に 濁った ガ c  、\ ヌ が 

あった。 それ は、 先生に 取って なつかし いもの 隅 田 川 を j 番 よく 思 はせ る ものであった。 先生 は、 こ © 河 

口 を 見に も 行って 見て、 つくぐ と 鄕國を 離れて 遠く 來た こと を 思 ふ 人であった。 

十 I 月 十六 日であった。 I 『再び 巴虽を 見る の は 何時の 事 かと 思って 出て 來た あの 都の 方へ もう 一 度 

歸 つて 行く^し み を 思 ひ、 新しい 言葉の 世界が 漸く 自分の 前に 展 けて 来た 樂 しみ を 思 ひ、 ボル ドォ から 私 

は 夜汽車で 發 つた。 今度 鑤 つて 見たら 奈何い ふ 冷い 風が あの 都 を 吹き 廻して 居る だら う、 幾人の 同胞に 逢 

へる こと だら う、 と 彼 は 思 ひやった。 窓の 外は喑 し、 革 中で 眠らう としても 錄々^ られ なかった。 同室の 

乗客が ひどく 疲れた 現に 汽 の 中で 夜が 明け か- - つた。 ：： 

朝の A 時 頃に^ は 復たド ル セ H 河岸の 俘审 緞に詹 いた。 荷：： と 一 緒に 乗った 辻 馬 車の 中から^ は 右を眺 

め 左 を 眺めして 行った。 ボル * トォ の 公阖の 方で 古池の 畔に 深い 秋 を 語って 居た 黃 ばんだ 柳の 葉 を 眺め、 南 

阈 がな ュグノ リア の 生々 とした^ 綠を 眺めて 來 fc 眼に は、 町々 は 早 や 仝く の 冬 景笆 であった。 並木 も枯々 
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は 直に 私の 側へ 來 たし， ある もの はな か.. （- 用心深くて 私の 側へ 寄る のを氣 味惡 さう にして ゐるも あつ 

た o 

「みんな 好い 兒で すね。 丁度 あなた 方と 同い年ぐ らゐな 子供 を 小父さん も國の 方へ 殘 して a いて 來 ました 

よ。 こ の 小父さん はそんな に 恐い もので はぁリ ません よ。」 

と、 ^が苜 つて 見せたら 終に は その 小娘 達 は 私に 欧を かせる ほど 親しく 成った。 「パ トァ」 と稱 へ るリ 

あどけ 

モォジ ュ の 方言で 出來た 俚謠の 一 節 を それ^の 邪氣な い 子供の 唇から^ いた 時に、 思 はず^も 淚が 迫った。 

いよく リモ ォジ ュ を 去る 時が 來て 見る と、 别れを 告げて 行きたい 馴染の 子供 は あそこに もこ、、 にもと 思 

ふ ほどあった。』 * 

二月 半の 滯在は 短かった. と は 言へ、 歐羅巴 へ來 てからの ことが しっくりと 纏まって 考 へられ 

たの も そこであった。 •  弁ェ ン ヌ 河よ、 さらば。 I 旅の 次 手に、 怫國の 西部へ、 葡萄 を 魔す る 

温暖な 地方へ、 ：： と 志して 行く、 先生の 汽車の 窓に、 その 河 も 見えない 頃に は、 折からの 秋 

雨も歇 んでゐ た。 

：: 晴く なって、 ガロン ヌ河を 渡った。 平時で あったら 六 七 時間 程の 路程に 十一， 時 問 も 要つ 
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IT 私 建が リモ ォジ ュ を 去らう とした 顷に は、 十 一 月 中甸の はじめ を迎 へた。 もう 毎朝 霜が 來る やうに 戎っ 

た。 暖爐 では 薪 を 焚く やうに 成った。 ^は 葡萄の 熟する から やがて それが 酒に 酷され るまで^ て 見た。 圻 

の E 舍で 刺戟され た 心 を もって、 もう 一度 あの 巴 里の 空氣の 巾へ 行かう と 思った。 よく 行って^-を 藉ハた 

牧場に も、 赤い E 合 風の； ^极 や^ 梁 物の^な り 合った 對 岸の 町々 にも、 リモォ ジュ市 仝體を 支配す る やう 

な サン • テ チェン ヌ の 高い 寺院の 塔に も 別れ を 告げて 行かう と 思った。 二度と こんな 佛鷉 西の 田 舍へ來 て 

見る 糉會が あらう とも 思 はれなかった。 

この E 舍で 私が 旅の 心 を 慰めた ことの 一 つ は 種々 な 件 質の 子供と 懇意に 成った ことであった。 その 巾. に 

は、 マ テラ ンの 家の 前 を 通る 嫫 達が 栗 拾 ひに 行く と霄 つて 私に 萆^ 掛ける ばかりでなく、 林の 方から 拾つ 

て來た の を 私に 分けて、 

「日本人、 果を おあがり。」 

と- W つて 吳れ たもの もあった。 ^は あの 可愛らしい 娘 達に も 别れを 告げて 行かう と 思った。 あの 短 達と 

は 年齢も^ ふが、 ボン • ナフ の ^畔の 家へ 行って 私が 腰掛ける 度に 側へ 來て よく 戲れた 二三の 女の子 伪も 

ある。 私 は 小さな 菓子の 袋 を 十 文が とこ 奢った のが 始まりで その 小娘 達が 掭畔の 並木の 下に 落ちて ゐるプ 

，タ ァヌ の 葉 を 集めて は 私のと ころへ 持って 來ス ほど れた。 小娘の 性質に もい ろくあって、 ある もの 
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1 生の 失敗だった らう 。斯の 深い 感銘 は 時 と共にます /\ はっきり として 來る こと はあって も、 

薄らいで 行く やうな ものではなかった。 しかし、 一時の やうな 激しい 精神の 動搖は 次第に 彼 か 

ら 離れて 行った。 不幸の 姪に 對 する 心地の みが 殘る やうに 成って 行った。 その 時に なって 彼 は 

心靜 かに.！： n 分の 行 爲を披 返って 見た。 どうかして 生， きたいと 思 ふば かりに 犯した 罪 を 葬り 隱さ 

うとした 彼 は、 假令 いかなる 苦難 を 負 はう とも、 一 度 姪に 負 はせ た 深 傷 や 自分の 生涯に 留めた 

汚點を 奈何す る こと も 出来ない かの やうに 思って 來 た。 彼 は 自分 を 責めれば 責める ほど、 淚ぐ 

ましい やうな 氣 にさ へ 成った。』 * 

しかも、 ：： ォ ー ト た丼ヱ ン ヌの秋 は 何となく 柔 かな 新しい 心 を この 一 人の 人間に 起こさ 亡 

た。 彼 は 長い 年月の 間 ほと，/ \ 失 ひかけ て 居た 生活の 與味 をす ら同復 した。 假令 罪過 は 依然と 

して 彼の 內 部に 生きて 居る やうな もので あっても、 彼 はいくら か柔 かな 心で もって、 それに 對 

| ふこと が 出來る やうに 成って ゐ た。 

g  ：: マルヌの 戰も 敵軍の 總 返却で 終り、 巴 里 包圍の 危險も 去った。 I 下宿の 主： t も 姪 を p 

I れ てまた 巴 里の 方へ まらう として ゐ た。 
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らしい E 合の 光量で ない もの は II かった。 野浆 畠に は戰 地に ある 子 を 思ひ顏 な^ 人が 耕して ゐた。 に 

は 婦女の 手 だけで 收璲の 仕事 をし やうと する 人達が 働いて 居た。 ，ヰ ヱ ンヌ 河の 岸に 沿 ふて 高く 立つ サ ン • 

テチ-  ^ヌ 寺への 阪 道の 角に は、 十字 を^り 刻んだ 石の 迁 堂が ある。 香華 を 具へ た 聖母 マリアの 像が その 

辻堂の 中に 祠 つて ある 體 縮み 背 髓の跼 つた 老婆が 堂の 前で^ 長い 躜燭 を資 つて 居る。 その 蠟燭の 日中に 並 

び點る 火影に は、 黑ぃ 着物の ま V 石段の 上に ひざ まづ いて、 戰地 にある 人の ために 無事 を 祈らう とする や 

うな 年若な 女 も 居た。 » 

故國の 方へ 歸られ やうと も 思 はれぬ 様な 心から、 劇しい 戰揚の 方への、 從 軍の 志望 を 持ちな 

がら、 ：： 遂に それ を果 さなかった 先生 はこの 町はづ れへ來 てから、 戰 時に 際會 しての たより 

を 書いて 故國に 居て 心配す る 人達の ために 送らう とした。 ：： そして、 また、 そこに 思 ふこと 

は、 故國 のこと であった。 I そこに は、 何物 を犧牲 にしても 生きなければ ならなかった やう 

な 一 つの 魂の 半生が あった。 

『：： 夢の 様に 急いで 來た 遠い 波の 上 I 知らない 人の 中へ 行かう とのみ した 名のつ け やうの 

無  <; 悲哀 — 何とい ふ 恐ろしい 眼に 遭遇った らう。 何とい ふ 心の 狼狽 を 重ねたら う。 何とい ふ 
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その 願 ひが 叶 ひさう にも 兌え て來 た。』 A 

巴 里に まだ 殘 つて ゐた山 本 氏から は 急いで 書いたら しい 手 鈹が來 た。 それに は 旣に佛 蘭 西 政 

府は 他へ 移ったら しい。 大使館で も 昨夜 書類の 燒却 など を やって ゐ た。 昨日 午後 獨 逸の 飛行機 

が 巴 里に 六つの 爆彈を 落した。 敵の 騎兵 は 八十 キロ メ ー トルの 處 まで 來てゐ る。 ：： とい ふ 1 

な ことがあって、 「巴 里に 歸る こと を 止めら るべ し。 必す」 としてあった。 巴 里に 在留す る 三.^ 

の 美術家 は 英國へ 逃れ やうと して 不可能と なった ともして あった。 

『前途の こと は 曾 ふこと が出來 なかった。 しかし 岸 本と 牧野と は 宿の 人達の 厚意で 比較的 安全な 位置に 身 

を 置く ことが as 來た。 主婦 は 岸 本のた めに 何， M からか 机 を 借りて 來て、 それ を 二階の 部屋の 窓の 側に 置い 

て吳れ た。 蔓の 延びて 來て 居る 葡萄 榭を 越して 窓の 外に はバビ P ン 新道が 見えた。 岡の 地勢 を M した 免揚 

は その 新^まで 迫って 來て 居て、 どうかす ると 赤い 崖の 上 へ來る 牛の 鎮が 窓の 硝子に 映った o』 B 

：: 大風の 吹き 去った 後の やうな 寂し さは 斯の W 舍 にもあった。 働き盛り の 男子 は 皆 畠 や 牧場 を 去リ、 

馬 は徵發 され、 小屋 も 空しくな リ、 陶器の H 揚 も^され、 商家 も 多く 休み、 中學ゃ 商^ 學 校の 校合まで 戰 

地の 方から、 送られて 來る 負傷 兵の ための 牧容 所と なって ゐ た。 先生の 眼に 觸れる もの は 何 一 つと して 筏^ 


うと 思 立った 人であった。 一部の 旅行が 許された ので ある。 一人に つき 三十 キ a 以下と 限定 さ 

れた 手荷物 を兩 手に、 1 切 を 捨てる 心算で、 もう 秋の 签氣の 通って 來た巴 里 を、 II ドル セェ 

河岸の 停車場から 出る 汽車で 後に した。 ：： 八月 二十 七 曰であった。 

怫國ォ ー ト • ヰェン ヌ州、 リモ ォジュ 町、 バビ 口 ン 新道。 I . 

そこが、 同行した 正宗 得三郞 氏と 一 緖 にしば らくの 宿と した 處 であった。 先生 は 巴 里から 七 

時間で、 この 喇 叭 を 吹いて 新聞 を寶 りに 來る 女の ある やうな 在鄕 臭い 町 はづれ へ來て 居た。 

『國を 出て 早 や 十五 ヶ月 ほどに 成った。 五ケ 月と は 言つ て も 岸 本に 取って は隨分 長い 月 rn であ 

つた。 過ぐ る 十五 ヶ月 は 三年に も 四 年に も當る やうに 思 はれた。 彼 はもう 可成 長い 月日の 間、 

故國を 見す に暮 したやう に 思った。 その 間、 日頃 親しかった 人々 の 誰の 顔 を a る こと も出來 す、 

誰の 聲を 聞く こと も出來 すに 暮 したや うに 思った。 彼 は 歩 きづめに 歩いて、 まだ 宿屋に 迎り着 

くことの 出来ない 旅人の やうに 自分の 身を考 へた。 この 佛蘭 西の 田 舍へは 彼 は 心から 多くの 希 

望 を かけて 來た。 何よりも 彼の 願 ひ は、 たまし ひを萍 着けたい と 思 ふこと であった。 どうやら 
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の 御 便りが 無事に 故 國に屆 くこと を 祈ります。』 

「蓮 命 は 何處ま で 自分 を 連れ 行く つもり だ らう」 

I. それ は 旅の 身に、 いよいよ 艱難な 道であった。 

『宵の 明虽の 姿が 窓の 空に あった。 時々 その ー點の 星の 光 を 見やう として 窓 側に 立つ と、 凄まじい 群集の 

佛繭西 國欲を 歌って 通る 聲が 街路の 方に 起った。 夜の 九 時と い へば 町々 は早寢 して、 燈 火の 数 も 減り、 俄 

へた 犬の 鳴聲が 何となく 彼の 耳に つ いた。 この 都 會に殘 つて 居る. 人達 は 奈何なる だら う、 婦女 は奈樣 なほ 

に 逢 ふだら う、 それ を 思 ふと 普 佛戰爭 の 當時巴 里の 籠 域 をした 人達 は喑ぃ 穴蔵の やうな 地下室に 隱れて 鼠 

まで 殺して 食った と 言 はれて ゐ るが、 それと 同じ や 5 な 日が 復た來 る だら うかと は、 考 へたば かリ でも 恐 

ろしい ことであった o』 B 

到頭、 先生 も、 一 年 餘の巴 里 を 離れたい と 思 ひ 立つ やうに 成った。 I この 巴 里で は、 もう 

何事 も 手に つかなかった。 英國の 方へ 戰亂を 避け やうと する 友人 を 停車場の 方 へ 送りながら、 

先生 は、 下宿の 人達に 誘 はれて 主婦の 鄕 里の 方へ：： 乙れ を 機 會に佛 蘭 西の 田舍 をも^ て來ょ 
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くこと も出來 なかった のみならず、 郵便物が 發 送され る や 否や さへ 氣遣 はれました。 

斯の六 《1 ばかりの 間、 私共 は 事赏に 於て 巴 里の 籠城に 等しい 思 を 致しました。 何故と いふに 佛 蘭西以 外 

の國 から 來た 爲替の 支拂は 一 切 禁止され、 朮 民 は いづれ も爭 つて 食料品の 貯萏を 用意す る ほど 急激な 渦の 

中に 立った からです。 1 切の 乘 八！：，！ =: 励^ は 動 具の ために 徵發 せられ、 時には 電車の 絕 える nr さへ ありまし 

た。 呰佛 戰爭で 苦い. i 驗 を^め た 巴 里 市民 はま さに 來 らうと する 大きな 戰 爭を豫 想して 悲壯な 感じに 打た 

れ ました。 兎も角も 私共 は 臨時の 日本人 會を耝 熾し 萬 一 の 場合に 備 へる こと、 致しました。 ：：』 * 

八月 八日、 それが、 この r 怫蘭西 だより」 の日附 であった。 ：： それに は、 また、 こんな 言 

葉が 書きつ けられて、 慌 しく 結ばれて あるので あった。 

『斯 の出來 事に つけても、 私は戰 地の 方へ 行って 見たい と 思 ふ 心が 動かないでも ありま せんが、 

自分の 身 を 苦しめる ことのみ 多くて、 思 はしい 通信 を 書く こと も出來 なから うと 存じます。 そ 

れ よりも 周圍の 事情の 許す かぎり は 斯の藝 術の 都に 踏み 留まらう と 存じます。 

測り 知り 難いの は 今後の 形勢です。 あるひ は故國 との 交通の 途が 一 時 全く 絶える やうな 日が 

來 ない とも 限. CS ません。 種々 中 上げたい こと も 御座いま すが、 只今 は 取 急ぎ 認めます。 私は浙 


大正 三年 七月 末。 先生が ァ ウス トリ ァ對 セル ビヤの 宣戰の 布告 を讀ん だの は、 とも すれば 前 

途の思 ひに 胸 を 塞がれる 様な 初夏の 日 を 送った 下宿の 机の 上で、 「櫻の 實の 熟する 時」 の勞 作に 

取掛 つて 居る 時であった。 一 日 は 一 日より 何となく 街々 の 様子が おだやかで なくなつ てきた。 

來 るべ き 大きな 出來 事の 破裂 を噔 示す る やうな 不安な 签氣の 中に 先生 は、 故國の 方に 待 たれて 

ゐる その 仕事 を 急がなければ ならなかった。 

『偷 敦^ 纽 その他に て 容易なら ぬ當 地の 形勢 は旣 にく 御 承知の こと \ 存じます。 北の 停車場へ 人 を 送り 

に 行って 獨逸^ 境と の 交通が 絶 へ たこと を 知った のは^ 月 1 日の 午後でした。 ァ ウス トリ ャ對 セルビア 宣 

戰 の：：： から 數 へて 僅に 一 週間の 後です。 fS 伯 利亞餒 由と した 郵便^が 仝く 私共の 許へ 來 なくなつ たの も 其 

顷 です。 翌日 (二日) は旣に 動員令 下り、 巴 里に は 戒嚴令 布 かれ、 壯 丁と いふ 壯丁は 綾々 國 境に 向 ひつ、 

あります。 

^  斯く 形勢が 迫った HZ から 一 度 iaS 地の 檬子を 御知らせ したいと は 思 ひながら、 取り あへ ず 在留の 日本人 一 

nr か 大使館に 集る とか、 各自 警察 翳へ 出頭す ると か、 その他 名状し がた き^ 亂の 中に あって 斯の数 信 を 喾 
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の をせ めても の樂 しみと した。 

『：： 湯 沸の 湯が 煮立った。 國 から 持って来た 薄手の 煎茶 茶碗 も、 一 つ 破れ、 二つ 破れして、 

白地に 藍の 蘭の 模樣 のつ いたのが 唯一 つ だけ 殘 つて 居た。 一 年 近く 旅する うちに、 I： から 餞別 

に 貰って 來た 盆の 漆 も 巴 里の 签氣に 乾いて、 ところ. <\剝 て 取れて 來た。 風土の 相違 はこん な 

お茶 道具 一 つの 上に も あら はれて ゐ た。』 * 

「今日まで 自分 を 導い て 來たカ は、 明日 も 自分 を 導いて 吳れる だら うと 思 ふ —— そんなに 心配 

して くれ 給 ふな。」：： 東京の 方の ある 友人に 宛て 、書いた この 言葉が、 そこに は 想 ひ 出られた。 

出来る ことなら 彼 はこの 旅先で 適當な 職業 を 見つけた いと 願って 居た。 出来る ことなら 國の方 

に殘 して 置いて 來た 子供 等まで も 引取って 異鄕に 長く 暮 したいと 願って 居た。 それに は、 もつ 

とこの 國のー I 一一 II 葉を舉 ばなければ、 とも^って ゐた。 しかし、 や k もす ると、 彼 は、 そこに 眼前 

の 旅さへ 困難と しなければ ならなかった。 

「運命 は何處 まで 自分 を 連れて行く つもり だら う」 1 こうした 疑問 は、 流石に 先生の 胸 を も 

騷 がせない では 居なかった。 しかも、 あの 歐洲戰 亂は來 た！ 
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ブラ タァ ヌも 芽から 葉へ と 急いで、 一 日 は 一 日より その 葉が 開き 形 も 大きく 色 も 濃くな つて 行 

くう ちに、 早 や 町に は 若葉の 世界であった。 人の 家の 石垣 越しな どに 紫 や 白に 密集って 咬く 丁 

香 花 もさ かりの 時に 成って 來た。 この 好い 季節 は 先生の 心 を活 きかへ る やうに した。 しかも、 

そこに は 何故か、 妙に 落着き を 失った 様な 心 持の 日が 續 いて ゐた。 どうか もす ると 居ても 起つ 

て も 居られな いやうな 日が 來 たり、 また、 時の 送り やうの 無い 様な 日 も 來てゐ た。 先生 は、 そ 

こに、 兎 も すれば、 あてもなく 若葉の 間 を 歩き 廻って は、 疲れた からだ を 悄然と 下宿の 窓 側に 

寄せて 見る のであった。 

『 — 曾て 信浪の 山の 上で 望んだ と 同じ 白い 糠の やうな 雲 を 遠い 空に 見つけた。 その 春先の 雲が 後 風に 吹 

かれて 絡へ ず 形を變 へる の を 望んだ。 親しい友達の 一 人 も 今 は 彼の 側に 居なかった。 國 から 持って 來た仕 

事 も 兎角 手に 着かなかった。 その 中で も 彼 は 東京の 留居 宅へ の 仕送り をして 遼く 子供 を 養 ふこと を 忘れる 

こと は出來 なかった。 そろそろ 自分 も懐鄕 病に 罹った のか、 それ を考 へた 時 は 貸に 忌々 しかった。 どうか 

すると 彼の 部屋の 板 敷の 床の 上へ 自分の 額 を 押 宛て Y 泣いても 足りない ほどの 旅の 苦痛 を 感じた。』 * 

— その 苦し さの 後に、 先生 はよ く， 獨 りで その 窒の 中に 國の 方から 到来した 茶 を 煮て 呑む 
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旅の空に も、 クリスマスが 來 た。 I 羅 馬舊敎 國の靜 かなこの 質素な 祭日 を 送る と、 屠蘇 も 

雜煮 もない 正月が 來た。 そして、 先生 は激 寒を豫 想して ゐ たに は 少し 意外な、 割合に 温暖な 日 

の 多い 二月 を迎 へた。 

『何 かにつ けて 私 は國の 方の こと を 思 ひ 出す やうに 成った。 私の 下宿から 近い 天文 臺 前の 廣 場のと ころで 

四方から 摸いた 並木の 街路が 落 合 ふ 辻の 一 角に は、 丁度 「り ラ」 の珈珠 店の 前 あたりに、 花 を資る 婆さん 

の屋 毫 があった。 語學の 敎師の 家から 歸リ がけに、 私 は その 婆さんの 店から 室 咲の オイ H 1 を 買って、 そ 

れを 提げながら 戾 つて 来た。 涅 暧ぃ 雨の 中 を 歩いて 旅の 外套が 濡れた の も 嬉しかった。 私 は 濁りで 徒然な 

時の 慰みに する つもりで、 買って 來た花 を 部屋の 暖熥の 上に 置いて 見た。 I オイ ュ I の 花 1 は 變リ疾 の 

朝镇で その 牡丹 種に 似て 居る。 白い うちに 淡 紅を帶 びた の は 殊に 可憐な 風情が ある。 椿の やうな 甘い 香 を 

も 持つ て 居る。』 * 

やがて、 また、 —— 巴 里の 最も 樂 しい 時が 來る のだった。 同じ 街路樹で も、 眞先 にこの 古め 

かしい 都へ 靑々 とした 新しい 生氣を 注ぎ入れる もの は マ 口  II ェ であった が、 後れて 萠ぇ 出した 


ところに は、 「セ ザンヌ 夫人の 肖像」 が掛 つて 居た。 藍が かった 灰色の 畫で 僅に 夫人の 頰の あた 

りに 林檎の やうな 紅 味 を 見せて 居た。 セザ ンヌの 作品の 中で も、 私 は その 夫人の 肖像の 畫を最 

も 好ましい ものの 一 つに 思った。 

二階へ 上る と、 そこに は あの 畫 家の 晩年の 大作なる 「浴 女の 群」 に 達する までの 後期の 作品 

が 多く あつめて あった。 身動きの 成らない やうに 思 ひつめ たセザ ン ヌ の sif さが 次第に ある 變 

化 を 求めに 行った 心の 跡が 部屋々々 に 迎られ る。 それらの 晩年の 作品に は 一 つと して 畫 家が 內 

的 生活の 變遷を 語らない もの は 無かった。 動かない 生物 や 動かない 人物 を 好んで 描いた 畫 家の 

色彩まで が 變り展 けて 行って 居た。 そこに は 新しい シム フォー ーィの 世界が あった。 深い 舞踏の 

世界が あった。 畫 中の 草 も 木 も 躍って 居た。 そして、 それらの 作者が ペル ラン 氏の 居間ら しい 

部屋に も、 寢窒の 壁の 上に も掛 つて 居た。 おそらく その 家の 主人 は 寢臺の 上に 横にな りながら 

一 でも セザ ンヌを 見る ことが 出來 たで あらう。 

g 「いかに 言っても、 セザン ヌは狹 いな あ、」 

と 山 本 君 は 其 二階 を 降りてから、 ほっと 息 を 吐く やうに して II！ 一口った。』 * 
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やうな 機會も 多くな つ て ゐた。 

先生 はもう、 宿に 近い ル ュ キ サン ブ ウルの 公園に も 馴れて ゐた。 ジ ョォジ *サ ン の 石像の ある 

ところに 近い 靜 かな 小ル ュ キ サン ブ ウルの 草地 を も 知って ゐた。 r セ ェ ヌは女 だ、 底 は 知れな 

いけれ ども 美しい」 とモ ォパッ サンの 謂った 靜 かな 河の 蒸瀛 まで モ レル 氏の 「よき 怫蘭 西の^ 

庭」 を も 見て 來てゐ た。 また、 ゾラの 墓の ある パ ン テオンに シ ャヴァ ン ヌ の 壁畫を 見に 行つ て 

ゐた。 そこに は 淡い 黄ばんだ 月に 對 つて 立って 居る 思 ひ 深い 晚 年の 尼さん の畫 もあった。 また 

小山 內 氏に 誘 はれて シャンゼリゼ H の 劇場 を も、 また セ I ヌ に 近い シャ トレ M の 劇場 を も 見て 

ゐた。 モ ン マル トルのお 茶 ものんで 居た。 異鄕に 初めて 迎 へる 共和 祭の 騷が しさに も 遭って ゐ 

た。 また、 ポオ ドレ H ルゃ モウ パッ サンが 永眠の 地なる モ ンパ ル ナツ スの 墓地の 方へ^、 また 

山 本 氏 等 を 見る ために 場末の 様な シティ、 フ アル ギヱ ー ルの 方へ も 出かけて 行った ゐた。 そし 

て、 この 旅 仲間に 新ら しく 加 はった 小 杉未醒 氏の 歸國の 日 も 近づいた 頃に は、 小 杉 氏の 外に 山 

本、 滿谷氏 等 を 加 へて 郊外の 方に ペル ラン 氏の 住宅に セ ザンヌ の 遣畫を 見に も 出かけた。 

『：： 私達 は 更にい ろ，/ \ な 額の 掛 つた 壁に 添うて 二階に 通 ふ 階段 を 昇った。 その 壁の 横手の 
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窓に は ブラ タァヌ の 並木の 靑 葉が、 近く 茂って 居た。 その 並木の 靑 葉が 巴 里に 着いた ばかり 

の 頃から 兌る と 早 ゃ綠も 濃く、 花と も寶 ともつ かない 小さな 栗の ィガの やうな ものが 靑ぃ毬 を 

見る やうに 葉 蔭から 垂下った。 I 先生 は その 窓へ 行つ て、：： 故國の 方から 來 たなつ かしい、 

また 心の 騷ぐ 様な 手紙 を讀 返した。 そして、 深い 溜 息をついた。 

ま づ異鄕 に 一 J 一口 葉の 勉强を はじめた 先生 も、 その 頃に なって、 漸く、 この 國の 日夜に 馴れて 來 

てゐ た。 II 日が な 一 曰 立ちつ r け て^も 暮 して 居る やうな 氣 ばかりして、 時には 子供の やう 

に 泣きた くなる こと すらあった ほどの 慣れない 椅子に もす こし 慣れて、 どうやら 腰掛けて 暮せ 

るまでに 成って ゐた。 

そこに は 漸く 故國の 方へ 約束して 來た 通信 * を も 送り はじめて ゐた。 そして、 その 仕事に 勵 

まされる 心 をした。 I また 巴 里で めぐりあった 同胞 も、 同宿の 大寺 氏、 芝居 を 見に 來た 小山 

內氏、 また シ モネ ュの 下宿に 來た澤 木 梢 氏、 また 同氏の 紹介で 知った 畫 家の 山 本 鼎 氏、 そして 

山 本 氏 を 通して 巴 里に 在留す る. 同醚、 殊に 美家衢 仲間と いふ 様に その 旅人ら しい 面 を 合せ あ ふ 


全 m 12-43 


た。 そして、 それから 四日 目の 朝に は、 巴 里の 一 つの 停車場 ガ ー ル ，ド* リヨ ンに 降り 立って ね 

た。 朝の 辻 馬車 は そこから 先生 を 旅の 荷物と 一 緖に乘 せて、 初めて セ H ヌ河を 渡った。 まだ 町 

々 の 響 も 喧しくない 五月 下句の 朝の 街路に プ ラタ ァヌの 並木 はや はら かい 若葉 をつ けて ゐた。 

巴 里の 天文 臺に 近い 並木 街の 1 角 II ボ オル •  口 ワイ， アル 町の 下宿が、 先生 を 待って ゐた。 

：: 先生 は七曆 ばかり ある 建築物の 內の第 一 階の 戸口のと ころで、 年と つた 壯健 さうな 婦の赤 

黑ぃ 朝の 寢 衣の ま-で 出て 迎へ るのに 逢った。 その 人が 下宿の 主婦であった。 彼女 は、 霄 葉の 

通じない この 旅人の 方に、 早朝の 寢衣を 着て ゐる こと を 謝しながら、 歡迎の 意味 を も 通 はせ て、 

兩手を 彼の 方 へ ひろげて 見せた。 

『私 はボ オル •  口 ワイ アル の 通り を 隔て 古い 建築物の 雜と對 ひ 合った やうな 位置に その 部屋 

を 見つけた。 大寺 君の 話で、 その 古い 建築物が 巴 里の 産科 醫院 だとい ふこと を 知った。 一 つ あ 

る 窓の 側へ も 行って 見た。 圓ぃ 行燈の やうな 塔が その 窓から 見えた。 それが 巴 里の 天文 裏の 塔 

だとい ふこと も 知った。 國の 方で 見慣れた ものと、 今 この 旅 窓で 望む ものと、 その 間に は 何の 

關 係が あり 何の 連絡が あると 思 はれる ほど 一 切が 隔絶れ て 居た。』 * 
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々 とした 燈火 のみが 望まれた o』 * 

I 遠い 前途の 思 ひが、 今更に 先生の 胸に 塞 まった。 ：： 

かなしい、 さびしい 日本の 燈火も 遂に、 遠く 消へ て 行った。 とも すれば 馴れない フランス 船 

の I？ 床に 腕 組 をす る 様な 日夜が 通った。 海は黑 すんだ 藍色から、 次第に 黄に 濁った 色に 變 つて 

來た。 船 は搖れ た。 しかも、 その 船の 中に、 彼 は 波に 搖られ て 居る こと も 忘れて しま ふ ほどの、 

：: 切ない 1 つの 手紙 を 書かなければ ならなかった。 それ は、 兄に あて、、 彼女 I 姪のから 

だ をた のむ 手紙であった。 彼 は、 圓ぃ 船窓に 映る 波の 反射の 靜 かな 中に、 それ を 書いた。 ：： 

. ほ 分 は 遠い 異鄕に 去って、 激しい 自分の 運命 を哭 したいと 思 ふ、 とも 害いた。 

船 は 更に 海深く 動いて 行った。 II 初めて 見る 熱帶 らしい 口 光が、 もう 先生の 眼に あった。 

先生 は 甲板の 片隅に 置いた 長い 籐椅子から 身 を 起して、 何となく 喑ぃ 紫色に 變 つて 來た、 畏ろ 

しい 感じの する 海 を 眺めて、 思 はす ホット 息をした。 

三十 七日の 船旅の 後で、 先生のから だは、 眼 ざして 來 たフラ ンス Q、 マルセ ヱュ Q 港に 着い 


街; レ アイ タ 口  •；! /オボ 


E 里 ポオ ル •  a ワイ アル 町 (四十 二 8 1 四十 五 歳) 

海は晴 かった。 I 

『エルネスト • シ乇 ンが 錯を拔 いたの は、 夜の 十 1 時 頃であった。 もう 1 度 私が E. 板の 上 へ 出 

てみ た 頃 は、 船 は勳き はじめて 居た。 その 時 は 全く 獨り になった。 故國を 辭し 去る 心が 激しく 

胸に 浮んで 來た。 喑ぃ夜 は 海 をつ， -ん で、 何もかも 隱れ 潜んで 居た。 別れて 來た 海岸の 棧掭も 

浩の 町に も、 碗：^ する 船舶の かたち さへ も 見る ことが 出來 なかった。 唯 海上の 筌氣を 通して 點 
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不朽の 書、 「千 曲 M スケッチ」 を 上梓して、 吉村樹 氏に 贈り、 また、 綠蔭 叢書 锒三 編と して 日本の タク 

シックた る 「家」 を 公刊し、 尙、 その 第 四 編と して 短篇 集 「微風」 その他 を 出版し、 また 父 正 樹の爲 に 通 

稿欧集 S が 枝 を 編んだ め も、 この 苦しい 年月の 間の ことであった。 


A 仝 集 11 一 1(H   B 全集 (新片 町よ リ ） 


：: そこまで、 この 人 は 行 詰って 行って、 遂に、 そこに j 逍の 活路 を^ 出した o 心 を 起さう と 思 は マ ま 

g  づ身を 起せ o  I 、『 j 切 を 拾て、 海の 外へ 出て 行かう。 仝く 知らな ぃ國 へ、 仝く 知らな い 人の 中へ 行かう o 

そこ へ 行って 恥 かしい 自分 を隱 さう。 斯うした 心 持 は、 自ら 進んで 苦難 を受 くる ことによ つ て 節 子 を も 救 

ひたいと いふ 心 持と 一 緒に 成って 起って 來ぉ o』A 

男の 厄年と 言 はれる 四十！ 一歳の 春であった。 ……： 急に 白髮が 多くな つたと いふ 風に 言 はれる 

言葉に 苦しく 笑 ひながら * 遠い 別離 を 思 ひながら、 柳の 蔭に 「河」 を 見に 行く先 生であった。 

『ある 人々 に 取って は、 河 は 一 定の 形と 色 を 有する 水の 流で ある。 ある 人に 取って は、 一 定し 

た 形 もな く、 一 定 した 色 もな く、 流動して 際涯の 無い やうな ものである。 斯うい ふ 人の 眼に は 

赤い 焰の やうな 色の 河と いふ もの も ある。 ：…… JB 

火焰の 河、 火 焰の家 II それ は、 その 罪の ために 身 を もって、 そこから 僅に 逃れて 行かう と 

する 人 を 追 ひ 立てた。 ……： まづ、 その 留守宅 を 芝 二 本援に 移した 先生 は、 四月、 言葉 も 通じな 

ぃ怫國 船の H ネル スト • シモ ン號に 淋しい 身心 を 載せて 貰って、 遠い フランスの 旅の空へ 向つ 

たのであった。 
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淡黄色の 壁に 向って 横にな りながら、 先生 は、 その 腰骨に、 針 醫の針 を 深く お 込んで 貰った 

りしながら 溜息 をした。 

「どうかして 生きたい！」  ， 

I さう 言へば、 先生 ほどに この 悲壯な 生の 肯定に すがって、 並なら ぬ 艱難の 上に 生きて 來 

た 人 は 多く はないだ らう。 そして、 また 先生 程に、 幼い 頃から 他人の 中に 暮 して 來て、 頭 を 低 

く、 ぉ辭儀 をして 來 ながら、 內 心に は、 これほどに 人に 頭 を 下げる ことの 嫌いであった 人も尠 

いらし い。 ……： しかも、 先生が、 玆に 出つ 喰した 様な 事實 は、 この 現世のお きて に 於て、 どん 

なに 羞ぢ て、 どんなに 深く 頭 を 下げても、 到頭 許され 相な ものではなかった。 

『「どうも 仕方な ぃ0 最早 是迄だ o」 

£ が 本は攛 りで それ を！ I 目って 見た。 人から 貴め られ るまで もな く、 彼 は 自分から 資め やうと した o  ::«x 

は、 空しく^れて 行った o 夕：：： は 二階の 部屋に 滿 ちて 來た。 壁 も、 障子 も、 硝子 戶も、 何もかも 深い 色に 

It いて 來た o 岸 本の 心 は 货に喑 かった。 日顷 彼の^ 貧と して、 心 を 決する こと は 行 ふこと に 等しかった 0 

泉 太繁の 兄弟の 子供 の^も 最早 彼の 耳に は 入らなかった。 唯、 心 を 決する ことのみ が 彼 を 待って ゐ た。』 * 


た。』 * 

「過誤」 とい ふより は， 「狂」。 「狂」 とい ふより は 「痳」 の 勢 ひだと も I 曰って 見たい。 

三年の 不自由な r 獨身」 の 叙 父の 家 を 見る ために、 若い 盛りの 一 人の 姪 は、 その 家の 中に 這 

入って 來てゐ た。 ……： 「家」 とい ふ もの、 生活で 結び付けられた 人々 の、 微妙な 陰影の 多い、 

言 ふに 言 はれぬ 深い 關係、 義理 ある 兄と 妹、 義理 ある 姉と 弟、 叔父と 姪と ……： 殊に、 この場合 

に は傳統 的の、 また 鄕土 的の 「木 曾谿の もの i 濃 情」 があった。 叔父と 姪と は、 狂して、 お 互 

の 疳の勢 ひに 追 立てられて、 〜〜 怖し い 悲劇の 結枭を 受けなければ ならなかった ので あらう。 

白げ しに 羽 もぐ 蝶の 形見 かな。 

芭蕉 は 哀しい 詩人 だ。 

「あんまり 坐り 過ぎて 居る 故 かもしれ ません が、 私の 腰 は 腐つ てし まひ さう です。」 
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* 仝 築 11-45 


W 婚  そのことば はやが て 先生の 身 體の內 外に 聲 となって ゐた。 しかも、 『兩性 を 相剌す 

る やうな 家庭 は 彼 を 懲りさせた。』 * そして 謂 ふなら ば、 莨の 意味から 女 運の なかった 人 は、 い 

ま は 愛する こと を すら 恐れて ゐた。 愛の 經驗は それ ぼ どに も 彼 を 傷け て、 この 人に r 獨身」 の 

新ら しい 生活 を 思想 させて ゐた。 しかも • 彼 は、 結婚して からの 自分で、 決して 結婚し ない 前 

の 自分で はない とい ふ事實 についても II 妻が 北海道へ 歸 省して ゐた當 時の、 西大久 保の ある 

夜の 記憶 を 忘れ 得る ものではなかった。 

『深い 静かな 晚だ o 射し 入る 月の 光 は、 緣 側のと ころへ 腰掛けた 三 吉の膝 を 照らした。 お 俊 は、 從 姉妹の 

側へ 寢に 行った が、 眼が 冴えて 了って 眠られな いと 言って、 白い 寢衣 のま ゝで復 た 叔父の 側へ 來 た。 

急に 犬の 群が 竹の 恒を潸 つて、 庭の 中へ 突進して 來 た。 互に 嚼 合ったり、 尻尾 を 振ったり して、 植木の 

周 圍を馳 けず リ 廻って 戯れた。 ふと、 往來の 方で 仲間の 吠える ©r か 起った。 それ を 聞いて、 一 匹の 犬が 馳 

出して 行った o 他の 犬 も 後 を 追って、 復た 一 緖に馳 出して 行った。 互に 鳴き 合 ふ聲が 夜更けた 空に 聞え た o 

「眞 货 に 1 寢 て 仕舞 ふの は 可惜い やうな 晚ね え。」 

と 言って、 考へ 沈んだ 蛭の 側に は、 叔父が 腰掛けて、 犬の 鳴 聲を閗 いて 居た o 叔父 は 犬 の やうに 震へ 
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* 全集 11  一 48 


かも、 そこに、 眼覺 めた ばかりの 樣な ：…… 懕 へれば 壓 へる ほどに、 遂に は 疼き 出す とい ふ 風な 

1 種の 濃い 鬱薆 を殆 して 置いて。 

「あ-. -、 あ X、  」 

この 妻の 死！ 先生 は そこに、 本當に 溜息 をした。 複雜な 複雜な 溜息で あったら うこと は 察 

する に 難くない。 それ は、 何でも やはり、 兩國の 川 開の その 日と か、 その 明る 日だった とかで、 

街の 賑やか さに 對 して、 殊に 靜 かな 家の 中であった とい ふ。 そして、 或は 餘り にも 情 を 嬌 めて 

居る 者の やうに さ へ 誤解され 相な- 冷靜な 先生が そこに 坐って ゐ たの だとい ふ。 

しかし、 幼" 子供 を殘 して 妻に 逝かれて 仕舞った 先生 は、 いま は、 『雛鳥の ために 餌 を 探す 雄 

,鵄 であるば かりで なく、 同時に また あらゆる 危害から 幼い もの を 獲ら うとして 一寸した 物音に 

も 羽翅を ひろげ やうと する 母鷄の 役目 を も 一 身に 引受けねば ならなかった。』 * 

. 先生 は、 そこに 〜〜 石灰と 粘土と で 淡黄色に 塗った 壁 を 見つめ はじめた。 心 を 腐らす 様な 返 

屈と、 不思議な 身內 の疲勞 とが、 そとに あった。 


* 全集 11-60 


歩き 通った の も 岸 本の 現に 眼前に 見る そ の 同じ 部屋の 內だ C 長い こと 妻 を 導かう 導かう とのみ 焦心した 彼 

は、 その 頃に 成って、 初めて 何が 園 子の 心を悅 ばせ るか を 知った o 彼 は 自分の 妻 も 亦、 下手に 鏝儀 深く 尊 

敬され るより は、 荒く 抱 愛される こと を 願 ふ 女の 一人で ある こと を 知った b 

それから 岸^の 身體は 眼を覺 ます やうに 成って 行った。 髮も 眼が 覺 めた o  H. も 眼が 覺 めた o 皮 W も 眼が 

覺 めた o 眼 も 眼が 覺 めた o 其 他 身體の あらゆる 部分が 眼を覺 ました。 彼 は 今迄 知らなかった 自分の 妻の 铵 

に 居る こと を 知る やうに なった。 彼が 妻の 懐に 啜 泣しても 足 S ない ほどの 遣瀨 ない 心 を 持ち、 ある^は 蕩 

子戯女 S 痴情に も 近い 多くの 憐れ さを考 へたの も それ は 皆、 何事 も 知らずに よく 眠って 居る やうな 自分の 

妻の 俊に 見つけた 悲しい 孤躅 から 起って 來 たこと であった 。岸 本の 心の 毒 は 貸に その 孤獨に 胚胎した OJ  * 

「父さん、 私 を 信じて 下さい。  ネ、 〜：： 私 を 信じて 下さる でせ う ：…… 」 

さう 言って、 奥さんが 先生の 腕に 額 を 埋めて 泣いた の も、 その 當時 のこと であった。 かたく 

な、 先生 は その 妻の 言葉 を 聞く までに 十二 年も掛 つた。 そして、 嬉しく かなしく、 その 啜 泣 を 

きくこと が出來 たと 思った 頃に は、 奥さん はもう、 この 地上から 亡くなって しまった。 II し 
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て 來てゐ る。 甥の 細君が 居る。 女學生 時代の 輝 子が 居る o 鄕 里の 方から 東京へ 出て 來た ばかりの 節 子 も 姉 

に 連れられて 來てゐ る o 白い 扇子 をバ チパ チ霄 はせ ながら、 「世が 世なら 博 馬の 一 艘も 借りて 神 出す のにな 

あ」 と 嘆息す る 甥の 太 1 が 居る o まだ 幼少な 泉 太 は 着物 を 着更へ させられて、 それらの 人達の 閊を 嬉し さ 

うに 步き 廻って 居る。 昝を歡 待 さう とする 母親に 抱かれて、 乳房 を 吸って 居る 繁も そこに 居る o 兩國の 方 

では そろ く 晚の 花火の あがる 音が する —— 

これ は 園 子が まだ 達者で 居た 頃の 下座 敷の 光景 だ o 岸 本 は その 頃の さかりの 園 子 を、 女らしく 好く 發達 

した 彼女 を、 堅 肥りに 肥っても 柔軟な 姿 を 失 はない 彼女の 體格 を、 記憶で まだ ありあ リと 見る ことが 出來 

た o 岸 本 はまた その 頃の 記憶 を 階下から 自分の 書齋へ 持って来る， こと も 出来た o  |g りで 二階に 閉 籠つ て 机 

に 向って ゐる彼 身が ある o どうかす ると その 彼の 背後へ 來て、 彼 を 羽 翅で抱 締める やうに して、 親しげ 

に顏を 寄せる ものが ある o それが 彼の 妻 だ。 

園 子 は その 顷 から 夫の 書齋を 恐れなかった、 蜜 家の アトリエと いふより は^ろ 科學 者の 货驗 室の やうに 

冷く 厳肅な ものと して e いた 書齋の 中に、 左樣 して 馴々 しく 居られる こと を 彼女 は 夢の やうに すら 樂 しく 

思 ふらしかった。 庠 本が 彼女に 忸々 しく 仕向けた こと は、 必 とその 同じ 仕向けで もって、 ^女 は それ を 夫 

に 酬いた o 時には 彼女 は 夫の 身體を 自分の 背中に 乗せて、 そこに ある 書架の 前 あたり を m  n, (しながら 


一 249 ~ 


* 仝 集 6-665 


は 深い 打撃であった。 妻が 亡くなつ たの も それから 間もなくで、 私が この 作の 後篇 を 着手す る 

頃に は 最早 一 一人と もこの 世に 居ない 人達であった。 . 甥 は 三十 七 歳。 妻 は 三十 三 歲で沒 した。』 * 

打擊に 次ぐ 打繫 であった。 

「今年 は 私 も 三十 三の 厄年です。 ……： ひょっとすると 今度のお 產 では、 正 太さん の 後 を 追 ふか 

も 知れない、 〜：： 」 

心細 さう に 言って、 奥さん は、 その 家 を 興す とい ふ 様な こと を 筌 想して 東京から 名 古 屋の方 

にまで 動いて 行って 遂に そこで 倒れた 先生の 愛 甥に 燈明を 上げ、 また 亡くなった 三人の 娘の 位 

牌に も 掌 を 合せた の だとい ふ。 —— それが、 悲しみ をな して、 奥さん は 四 女 柳 子さん とその 生 

命 を 取 代へ た樣 にして、 三枚 も 四 枚 も 單衣を 零 の やうに した ほどの 劇しい 產 後の 出血で 死んで 

逝って 仕舞った のであった。 

『貔が ある o 圑 扇が ある o 馳走ぶ りの 冷麥 なぞが 取 寄せて 出して ある o 親戚の もの は 花火 を 見ながら 集つ 
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¥：  ^ごと C 不同 調 2-1) 


BT 家」 を 書いた 時に、 私 は 文章で 建築で もす る やうに あの 長い 小說を 作る こと を 心掛けた。 

それに は 屋外で 起った 事 を 一 切ヌキ にして、 すべて を 屋內の 光景に のみ 限らう とした。 ^所 か 

ら 書き、 玄關 から 書き、 夜から 書きして 見た。 川の 音の 聞え る 部屋まで 行って、 はじめて その 

川の こと を 書いて 見た。 そんな 風に して 「家」 をう ち 建て やうと した。 なにしろ 上下 二 卷に苴 

つて 二十 年からの 長い 「家」 の 歷史を さう いふ 筆法で 押し通す とい ふこと は 容易でなかった" 

出來 上った もの を 見る と、 自分ながら 憂^な 作 だと 思 ふ。』 * 

「家」 は 前編 を讀寶 新聞へ 書き、 後編 を rf. 央 公論」 に揭 出した ものであった。 非常な 勞作 

を 思 はせ る もの だが、 この 憂 一 ^は、 作 そのもの よりと 言 ふよりも， 先生の 「家」 に 受けと る も 

の 0 錢蘧 でもあった らう。  かし、 それにしても * よく その ム ー ドを、 その 陰影 を、 その 

血脈の 色 をまでに じまして 立體 となした 傑作であった。 

n, 家」 は 私に 取って、 いろくな 意味で 思 ひ 出の 深い 作で ある。 私が 三十 代 を 終り かける 頃 

に 書いた の もこの 作で あるし、 亡き 甥 や 亡き 妻 を 記念す る ものと して 殘 つたの もこの 作で ある： 

この 稿 Q 半ばで、 私 は 甥の 訃に 接した。 甥と いふより は 弟の やうな 親しい 人の 死 は 私に 取って 
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を 掛けたり、 障子 を 二重 張に したりして 見た が、 この 二重 锒は思 はしくない o 煤けて、 喑 くなる o で、 今 

度 は 矢 張 普通の 1 重に 改める ことにした。 今日は 半日、 障子 張 リで暮 した o 

X 月 XB 

け ふ は 口 曜だ o 親戚の ものが 集って 来た。 甥の 留守宅 を 見舞 ふ爲 めに、 家の 者 は 子供 を 連れて、 親戚の 

娘 達と 1 緒に 出掛ける とい ふ o 皆 行け o 自分？ | りで 留守居す る o そして、 ノン キ にやる o 斯う 言って、 鼋 

車に 乘 りたがる 子供^ を 送り出して 置いて、 表の 戶を 閉めた o 急に 家の 中が シン 力 ン として 來た。 

皆 下に は 誰も 居なかった。 訪ねて 來る人 もなかった。 隣家の かみさんが 眛疃を 置いて 行った のと、 郵便 

lg 達 夫が 呼んだ のと、 自分の 蹇寢 (休息？) を 妨げる もの は それより 外になかった。 寢轉ん で、 七月の 雑 

誌 を髖む D 

「早 稻 a 文學」 に は 田 山 君が 「妻に 就いて」 の 談話な ども 出て 居る o 午後から 叠 つた 空 はや はら かな 灰色 

がかった 光線 を 部屋の 內へ 導く o それが また 妙に 肅 散な 感想 を 起させる：：』 * 

それ は、 當 時の 先生の 日記の 1 節 だ。 その 生活 だ。 — そして、 先生 はまた、 その 日の 中に 

傑作 「家」 に 着手して ゐた。 * 
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をした で 人あった。 そして 若い 頭 を 剃って 靑 坊主にまで なった 事の ある 人であった。 

^  『幸 か、 不幸 か、 スト リンド ベルクに は それほど 女 運の なかった ばかりに、 女の 僙 値と いふ ものが 低くな 

一 ら ないで、 晚 年に 到る まで それ を 重く 視 つ^けて 行った 人の やうに も 思 はれる o これ は 作家と して、 また 

人と しての 彼 を 知る 上に、 かなり デリカな ことで あらう と 思 ふ。 何故かなら、 女 を 知れば 知る ほど 女の 俊 

値 力 切くなる とい ふの は 多くの 人の 場合で あらう から o』 * 

とれ は， ファン 一一 ィ. ファルク ネルの r 靑ぃ 塔の 中の スト リンドベルグ」 に i する 感想の 中 

にある 先生の 一一 一 in 葉 だが、 先生 も當 時、 從 つて 或は、 重苦しく 視 すぎられた かちの 苦悩の 倍加で 

はなかったら うか。 — それ は、 兎に角、 先生の、 女に 對 する 厭 生が、 〜：： 或は、 異性に 對す 

る 情熱の 激し さ を 持つ が 故に 、いよいよ 呪 はれた 樣な狀 態な のではなかった かと は 憶測され る 

のであった。 

『X 月 xn 

二階 は 南 向で、 光 を 遮るべき 樹木 もない 町中の こと だから、 日が 射し 過ぎる、 餘 儀な く廂の ところへ 簾 
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先生 は、 戸外から 歸 つて 來 ると、 家の 內部を 見廻した。 ……： 『入口の 庭の 隅に は、 かば か 

りの 木が 植 へて ある。 中で も、 八手 だけ は 勢が 好い。 明るい 新綠は 雨に 濡れて 透き 徹る やうに 

光る。 靑々 とした 葉が 障子の 玻璃に 映って、 何となく 部屋の 內を靜 かにして 見せた。 その 靜か 

さは、 あだか も 蛇が 住む 穴の 內の やうな 靜 かさであった。』 *- 1 この 家 根の 下に この 男女 は最 

早 離れる こと も 奈何す る こと も出來 ない ものに なって ゐた。 先生 は、 丁度、 杯の 滔を餘 つた 瀝 

まで 飮盡 せる やうな 心地で 奥さん を I - 奥さんの 身 體をも 見る 様になった。 女 は 男の 扠隸で * 

男 は 女の 奴隸 であった。 

I それ はまた、 あの 山の 上の 新ら しい 生活の 中にまで も 這 入って ゐて， また， この 街の 中 

の 生活にまで も 持 運んで 來た樣 な 先生の 妻に 對 する 惱 みであった。 〜〜 奥さん は、 不用意に も 

この 若く して 頑くな 先生の 前に、 人の 世に にがい ものの 「嫉妬」 を 思 はせ る 様な もの を 持って 

婚 嫁して 來 たのであった。 悲劇 はむしろ 先生の 性格に あった。 禀質に あった。 また 或は 當 時の 

思想に あった。 とにかく、 深い 苦惱 であった。 言 ふなら ば、 先生 も、 やはり 女 運が 無かった の 

である。 深く 考へ すぎて は、 愛された 人に 背 を！^ せ、 かたくなり すぎて は、 愛人と 切ない 別離 


先生が、 後に なって 、「昔話」 だと 書かれて ゐる 様な、 その 當 時が 其處 にあった。 ……： そして、 

S 先生 達 は， その 水 浚の 家に、 更に 三男 蓊 助さん を 生んで ゐた。 そして、 先生の 文鹽的 位置と い 

一 ふ 様な もの も そこに は 自ら 定 つて ゐた。 友人の 柳 田 氏 等の 言った 「すこし は 得意に なっても よ 

いのに と、 思 ふ樣な 幽鬱の 日」 が そこにあった。 

先生 は、 その 曰までに 書いて 来た 短篇、 芽 生、 弟子、 並木、 黄昏、 河岸の 家 等 十六 編 を 集め 

た 「藤 村 集」 を 博 文 館より • 感想 集 「新 片 町より」 を 佐久 良書 房より 上梓した。 先生 はまた、 

そこに は • 相場 を やって ゐる 甥に 誘 はれたり、 誘ったり して、 上方 唄な ど を 唄って きかせる 女 

を 見に 水邊の 料亭の 方に 行ったり、 またうまい 喰 物 を 食 はして くれる 橋 詰の 家に 行ったり する 

のであった。 そして T 相場師の 祌經 質と 嫉妬 心と 来たら、 恐らく 藝術家 以上で せう」 とい ふ 甥 

の 一一 一一 i に 微笑したり、 「河の 香から して 變 つて 来た o むかしの 隅 田 川で は 無い ネ」 とい ふ 樣に言 

つて 見せ- また 「何だか、 僕 は ……： 女 を 見る と 苦しく 成って 来る」 と 言って 見せて、 川に 深く 

眺め 入ったり したので あった o 
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中で 寢た o 

復た ザァと 降って 來た o』A 

II この 「春」 の 結末 を 終りつ X、 先生 もまた、 深い 溜息 を 吐く 人であった らう。 どうかし 

て 生きたい T  仙 棗 行と た r 時處を 異にした ばかりの 様な 艱苦 や 不安が やはり この 水 邊の家 

にも 來てゐ たので もあった らう。 —— 

十月、 綠蔭 叢書 第二 篇 として、 この 「春」 は 春陽 堂から 上梓され た。 

「私の 「春」 が 東京 朝日 紙上に 連載され た 後で、 1 册の單 行 本と して 世に出た 頃の ことで あつ 

た。 あの 作が 家の もの- 1 女舉校 時代の 友達の 囀 さに も 上った かして、 さう いふ 奮い 馴染の 家庭 

を 見に 行って 歸 つて 來る 度に、 いろく 友達から 冷 かされた こと だの、 「お 冬さん も隨分 人が 好 

い、 あの 本の 中に ある やうな こと を 書かれて、 默 つて ゐる 細君が ある もの か」 と 言 はれた こと 

だの、 それ を 家の ものが 私に 話して 見せた。 でも、 さう いふ 八 は 私の 書いた ものが 舊ぃ 友達の 

傅 さに 上る とい ふだけ にも 滿 足して、 に はかに 自分の 夫 を 見直す やうな 顏 付であった に は、 私 

も 心苦しかった。 しかし， それ ももう 昔話 だ。』 B 
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陽 は、 部屋の 货 ばんだ 壁に も あたった〕 それ を 眺めて 居る と， 仕事、 仕事と 言って、 先生が ァ 

クセ ク して 居る こと は、 唯 身內の 者の 爲に 苦勞 して 居る に過ぎない かと も 思 はれて 來 るので あ 

つた。 

しかも、 「春」 はこの 事情の 下に も、 漸く、 朝日 新聞の 羝 上に 回 を 重ねて ゐた。 苦勞 だった。 

本當の 意味で 詩から 散文に 移らう として、 — あの 「破戒」 に まだ 殘 つて ゐた 調子の 高さ を壓 

へやう として、 また、 リアリズムと B マン ティ シズム との. よき 合致 を 思 ふ處に 疲れる ので あつ 

た。 それ も、 新聞紙 上への 日々 の 執筆であった。 時には 額から ねとく とした 冷汗が にじんで 

來た。 ニ男鷄 二さん がその 中に 生れた。 ：： そして、 遂に 先生 三十 七 歳の 夏に 近く、 傑作 「春」 

は 成った のであった。 

『「 あ、、 自分の やうな もので も、 どうかして 生きたい o」 

斯う 思って、 深いく 溜息 を 吐いた o 玻璃 窓の 外に は、 灰色の 空、 濡れて 光る 草木、 水煙、 それ か、 しシ 

3 ン ボリと 農家の 軒下に 立つ 鑼の群 なぞが 映ったり 消えたり した O 人々 は 雨中の 旅に 倦んで、 多く 汽車の 
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ん てこと も、 椟 端まで 行 くんで せう：： 何璲か 斯う 正 太さん は 彼の 宗 七に 似た やうな 人です。 正 太さん を 

見る度に、 私 はよ く 左樣思 ひくし ます。 —— 」 

「彼の 阿 爺が 宗七だ —— 彼 は宗七 第二 世 だ o」 兄弟 は 笑 ひ 出した o』 * 

正 太と か 太 一 とか 書かれて 先生の 創作の 中に 出て 來る 甥、 I 木 曾の 姉の 子の 事で も 先生 は 

よく 兄姉 等と その 心配 を頒 たなければ ならなかった。 しかし、 意見！ そんな こと を頓 まれな 

がら も、 先生 は そこに やつば り 後め でたい 心 をした。 そして. 「溺死す るな。」 た^そん な 心 を 通 

はせ た 水 天宮の 護符 を、 その 愛する 甥の もとに 郵便に してやる 様な 先生の 一 日 もあった ので あ 

つた。 

また、 性病からの 廢疾 で、 漸く 肉 身の 情に 生きて ゐる樣 な 血族 も そこに はあった。 先生 は あ 

る 日に はこの 人の ために も 金 を 求めて 歩き、 また ある 日に は、 所謂 事業と いふ 様な 事に、 空し 

くな つて 行く 兪を， 他の 兄の 爲に 工面して 歩く のであった。 

仕事 は、 とも すれば 手に つかなかった。 先生 は その 中で 溜息 七した。 午後 を さし 込んで 來る 
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當に 先生の 半生の 苦勞 が、 その 憂鬱が、 或は その 過失まで が、 この 「家」 の 血に つながる 宿命 

なのではなかった らう か。 ：• ..... そして 先生の 父 もさう であった。 兄姉 も， その 甥 姪 も、 或は、 

實 にさう であった のではなかった らう か。 

r 「女の 方の 病氣 さへ なければ、 橋 本 父子に 霄 ふこと は 無い。 1 - それが 彼の 人達の 根本の 考へ 方です。 だ 

から、 彼樣 して 女との ことば かり 苦にして ゐ る。 まだ 他に 心配して 可い ことが 有り やしま せんか o 達 雄 さ 

んが 女に 弱くて、 それで 家 を 捨てる やうに なった。 . I 左樣 一 圆に 彼の 人達 は 思 ひ 込んで 了 ふから 困る。」 

兒は、 弟が 來 て" 一 體 誰に 意見 を 始めた のか、 とい ふ 眼 付 をした。 

「しかし、」 と三吉 はすこし 萎れて、 「正 太さん も 仕事 を するとい ふ 質の 人で は 無い かも 知れません ナ o」 

「彼が 相場で 儲けたら、 俺 は 御 目に 懸リ たいよ o」 

「ホラ、 去年の 夏、 近 松の 研究が 有りました ぁネ。 丁度 盆の 芝居でした サ。 あの 時 は、 正 太さん も 行き、 

俊 も延も 行きました レ博多 小 女郎 浪枕。 ^は あの 芝居 を 見物して 歸 つて 來て、 復た猙 瑠璃 本 を 開けて 見 ま 

した。 宗 七と いふ 男が 出て 來 ます。 優美 慇^な 彼の 時代の 浪華 趣味 を 解す る やうな 人なん です o それで ゐ 

て、 猛烈な 感情家. てす。 長 崎まで も 行って 商賣 をし やうと いふ 胃 險な氣 風を帶 びた 男で サ。 物に 溺れるな 


あの 悲痛な 郊外の 生活に も、 とも すれば 這 入って 行った もので あつたが、 さあ、 斯様 近くな つ 

て 見る と、 それ は 更に そこに 憂鬱な 日 を 持つ て來る ものであった。 

それ はかなし ぃ集圑 II 「家」 とい ふ もの、 憂鬱であった。 維新と いふ 様な 改革 や、 開化と 

いふ 様な 改造 は、 舊 家と いふ 様な もの- -心を 破った。 そして 遂に、 その 立って ゐる處 の 地盤 を 

ゆるぎ 崩した。 

「これで はならぬ。」 

「こうして は ゐられ ぬ」 

しかも、 かなしい もの は、 その 「家」 に 血續く 血液であった。 禀質であった。 新 都へ、 新 都 

へと、 その 新ら しい 活動の 中に 熱情 は 寄せながら も、 この 氣質 は、 た r に 彼等 を 疲らし 惱 ます 

丈の ものであった。 彼等 は、 夢想と 激情と 更に 厄介な、 祖先の 幽靈を 背負って は 遂に あえぎ 倒 

I れる ばかりであった。 そこに は從 つて 暗い 「家」 があった。 II しかも、 先生の 「家」 の 場合 

§ に 於て は 所謂、 木 翁 谷の 男女の 濃 情の 重荷 を それに 追加し ない わけに はいかなかった" 

先生 は、 いっか、 「親譲りの 憂鬆」 とい ふ 曾 葉 をつ かって^せられ た ことがある。 さう だ、 本 
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にあった。 田舍 から 來た 下婢が 「この 邊 では、 荒物屋の 內 儀さん まで 三味線 を 引いて 居ます」 

と 言つ て 眼 を圆 くす る樣な 風俗が そこにあった。 

I 先生 は、 そこの 二階に、 ：…… 山の 上から 運んで 來て、 西大久 保の 方で も、 その上で あの 

苦勞な 制作 を 終った その 机 を 置いて、 また， 新ら しい 長い 仕事の ために 坐り はじめた。 

『私が 今 居る 淺 草の 町 は、 丁度 小 諸で 苜 へば 馬 揚衷 に似て 居る。 一 方に は絃 敬の^ を聽 くやうな 場所で、 

I 方に は 古い 江戸 風の 町に 籙 いて 居る o 英 1 蝶の 子孫、 是 虞の 遣 族、 それから 音曲の 家元 だと か 師匠 だと 

かいふ やうな 人達が 近所に 住んで 居る。 斯うい ふ 町中で、 私 は 小 諸に 居た 時と 同じ やうな 田舍 生活 を 送 BN 

つ \ ある。 都 は 今、 莢豌豆 を 資 りに 来る 時節 だ o 信 濃に ある 友の 家から はゥ マい 味噌 を 貰った Q  ^の 家で 

は、 今夜 も 莢豌豆 の 味皤汁 だ。』 * 

簡素 を 愛する I そこに は、 先生の 家ら しい 生活が、 この 水邊の 街の 中に も 始まった ので あ 

つた。 しかし、 殆ど この 先生の 家 を 中心とした 様に して 川の 周圍に 集った 親類 緣者 は、 I つに 

はたの しく も 面白く も 眺められる 様な もの^-、 また、 問 題 の 多. S 生活の 波 を 打よ せて 來る もの 

であった。 二十と いふ 様な 頃から 先生 を喑 くした 様な さう した 艱苦 は、 乏しい 生活の 小 諸に も 
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ら大 川端へ かけて は、 私が 少年 時代より 青年時代への 種々 な 記憶の あると ころで、 日本 撟濱町 

の 不動 新道に は 恩人 吉村 氏の 故 家 もあった。 

こんな 緣故も 深かった 上に、 手狭で はあった が 住 心地の 好い 二階が 私の 心 を 新たに させた。 

私 は あの 水邊に 近い 町中の 空の 見える 新居に 移つ て來 たばかりの 時の めづ らしい 心で もって、 

新片 町の 往来に 面した 二階の 障子 も 何となく 氣分を 改めさせる ところで、 この 「舂」 を 書いた 

I もとく 私が 西大 久^の 郊外 を 去らう と 思 ひ 立った の も、 一 年の 間に 三人まで 女の 兒を 

失った その 屋根の 下に は 長く 暮 しかねた ので。』 (仝 集 第 四卷の 後に) „*" 

九月であった。 

「斯様い ふところで、 田舍 風の 生活 をして 見る の も 面白 いぢ やない か。」 

先生 は、 その 新ら しく 越して 来た 街の 中の 家で、 臭さん に 言って 見せた。 

靜 かな 郊外に 住 慣れた 耳に は、 俄に、 種々 な 物音が ひ r いて 来た。 家の 前 を 通る 女の人の 髮 

の 形も變 つた。 紅 II 靑 n 黄と  一 口に 言って 仕舞へ ない 様な さま. <\ な 都會の 火の 色が そこ 


(端 右最例 後） 子 冬 妻 


淺草區 新片町 時代 (一一 一十 五歲 I 四十 二 歳) 

r 明治 二十 九 年の 秋、 私 は 西大久 保から 淺 草新片 町の 方に 住居 を 移した 0「 破戒」 を 書き終る 頃 

から、 私の 心に は 「舂」 の 作意が 芽ぐんで 來てゐ た。 そこで 新居に 移って から 第二の 長 篇に取 

りか X つた T 舂」 は 最初、 單行 本と して 公に する つもりで あつたが、 後に は 東京 朝日 新聞の た 

めに 毎日 肇を 執って この 小 說を辔 き 終った。 

淺 草新片 町の 住居 は 隅 田 川に 近く、 家の 前 を 右に 取れば 淺草 橋の 畔へ 出られ、 左に 取れば 柳 

橋の 畔に 出られて、 横町 一 つ 隔て-神 W 川の 水に 添 ふやうな 位 S にあった。 あの 舊兩國 附近 か 
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西大久 保に は 私 は 一 年になる ほどし か 住まなかった。 しかし 短い 月 曰の 割合に、 そこに は @ 

* な樂 しい 記憶 をも殘 した。 戸川 秋 骨 君が 山 口の 方から 家 を 擧げて 移って 來 たの も、 昔 馴染の 

二人の ものが 互に 近く 住む やうに なった の も、 あの 頃であった。 戰 地から 歸 つて 來た田 山 君 * 

単 町の 方に 住んで ゐた蒲 原 君、 毎月 一 回 はき まって 加賀 町の 家に 友達 を會 した 話 好きな 柳 K 君、 

私 は あの 西大久 保の 方で もう 一 度舊ぃ 交遊 を 温める 樂 しい 時 を 持つ こと も 出来た。 若い 有 島 生 

馬 君が 私の 家に 記念の スケッチ を 留めて 置いて、 遠く 以太 利の 空へ と 旅立 たれた の も、 あの 西 

大久 保の 時代であった。』 * 

最初の 長篇、 先生の 散文に 於け る處女 作と 言っても い- 、「破戒」 の 上梓 を 成した の もこの 西 

大久 保に 於け る 大きい 記憶で なからねば ならない。 先生 は、 これ を函舘 にある 秦慶治 氏と 1 信 

濃に ある 神津猛 君に さ、 げた。 それにしても、 上田 屋 からこれ が 出版され て、 配本の 運びに な 

つた 日に は、 先生 は その 箱 車の 後 を 押す までの 悅び をし、 その 若い 店員 を ねぎらう 爲に、 ；大 丼 

か 親子丼 か をお ごったと いふ 榇な淚 ぐ ましい 純情 を も そこに 見せた のであった。 


* 芽 生より （全集 5-213) 


「山から 持って 來た^ の 仕事が 意外な 反響 を 世間に 傳 へる 顷、 私の 家で は 最も 慘悛 たる 01 を 送った。 ある 

g  朝、 私 は 新聞 を 懐に して、 界嗞へ 散歩に 出掛けた o  丁度 日曜 附錄 のつ く 日で、 ぶらく それ を讀 みながら 

步 いて 行く ふ、 中に 麴 町の 方に ゐる、 友達の 寄稿した ものが あった。 メレ ヂコ ウス キイの トルストイ 講の 

中から、 あの 露西亜 人^ 面白， い 話が 引いて あった.〕 それ は 芽 生 を 摘んだら、 親木が 餘計 成長す る だら うと 思 

つて、 芽 生 を 楠み くす るう ちに、 親木が 枯れて 來 たとい ふ 話で、 ひどく 私 は 身に つまされた。 どし く 

新ら しい 家 厘の 建って 行く 郊外の 光景 は 私の 眼前に 展 けて 居た o 私 は 何のた めに、 山から 妻子 を 連れて、 

この 新開地へ 引 移って 來 たか、 と 思って 見た o つく）^ 私 は 努力の 爲 すなく、 事業の 空しき を 感じた。 は 

め 入りながら、 ((芽 生 は 枯れた、 親木 も 1 緒に 枯れ か、 つて 來 た：：)) 斯樣私 は 思 ふやう に 成った o」* 

明治 三十 九 年の 春から 初夏へ かけての 間に、 私 は 西大久 保の 郊外の 家で 二つの 短篇 を 作った。 

「家畜」 は 私が 初めて 「中央 公論」 のために 書いた 短篇で あつたが、 あの 時 私と 一 緖 にある 友 

人の 手紙 を 寄稿した 國木田 獨歩君 も、 「二百十日」 とい ふ もの を 出した 夏 目 漱石氏 も、 今 はもう 

故人と なって しまった。 丁度、 上田 敏君 や、 馬場 孤蝶 君 なぞが 新 雑誌 r 藝苑」 を計畫 した 頃で 

私 も 以前の 「文 擧界」 時代からの 親しみから 「朝飯」 一 篇を君 等の 新しい 雜 誌に 寄せた。 
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私 も 行く 氣が 無いで はなかった" 幾度 か 長 光寺の 傍まで 行き かけて は 見る が、 何時でも 止し 

て戾 つて 來た。 何となく 眩暈が して、 そこへ 倒れさうな 氣 がして ならなかった o』 * 

先生 は、 その 中に、 氣 でも 狂 ふので はない かと 思 ふ 様な 物惱 まし さに 襲 はれる のだった。 な 

つかしい、 山の 方へ 逃げ 歸る 心で、 碓氷 川の 水聲を きくことの 出来る 磯部 溫 泉の 方へ 小さな 旅 

を^ ひ 立った の も その 當 時であった。 

尙、 先生 は、 その 當 時の 心 持 を、 全集 第三 卷の卷 末にし るして ゐる。 I 

『私が 七 年の 小 諸 を 辭し、 半ば 書き かけた 「破戒」 の 稿 を 抱いて 東京へ 出た 頃 は、 まだ 戰爭は 

纘 いて 居た。 つく，^ 私 は 戰爭の 悲酸を 思 ひ 知った。 私 はまた 當 時の 著作者が 奈何に 戰爭 のた 

めに 困難し たかを 目擊 した。 

「破戒」 「家畜」 「朝飯」 (仝 S 第三 卷) 

—— これらの 著作に 從 事した 間 は實に 私に 取って 多事な 月日であった。 私の 小さな 生命 は、 

i 全く 經驗 のない 新 生涯に 移らう とする 不安の ために 動搖 しつ ビ けた。 私が 信 州の 山の 上から 引 

一 連れて行った 三人の 女の 兒を 失った の も、 あの 西大久 保の 郊外に 移って からであった。 
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j の 今日まで 彼女 は 彼女の 生き 得る かぎり を 生きた ものであると いふ ことであった。 

| 少女 はもう、 氣の 狂った 少女の 様に 惱亂 して ゐた。 先生 は、 その ベットの 傍に、 夜の 上野の 

I 鐘 をき いた。 

『「我 もまた、 何時まで か あるべき ：…… 」 

斯う 私 は 繰返して 見た。 

分ち 與 へた 髮、 瞳、 口唇 —— さう いふ もの は 最早 二度と 見る ことが 出来ない かと 思 はれた。 

無 際 無限の 斯の 宇宙の 間に、 私 は 唯 茫然自失 する 人であった。』 * 

そして、 入院して 二週間、 終に この 子の 頰は、 永遠に 蒼 ざめ てし まった。 やがて、 人々 はこ 

の 悲痛の 家に 集って 来た。 しかも. そこに は- やはり 絶大な 意力 を 以て この 悲歎 を も 仰へ よう 

として ゐる 先生が ゐ た。 しかし、 先生の 様な 人の 悲しみ は、 それ だから、 一 脣に 切ない。 柳 田 

國男 氏な ど は， それ を T 殆ど 畏 ろしい 程の 修養であった。」 II と、 氣の 毒な ことに 言って ゐる。 

rr 父さん は 薄情 だ —— 子供の 墓 へ ぉ參り もしな いで。」 

よく 家の もの は それ を 一 一ー！  口った。 
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と 私 は 言つ て 見た，， Ml  * 

初夏が 来た。 木犀の 若葉 もがぐ やいた。 ……： しかも、 いま は * あの 淺 間の 麓から 連れて来た 

女の子の 最後の 一人 I 長女 ：綠 の身體 にも 何となく 異狀が 起って 來た。 不思議な 熱の さし 引 

があった。 

先生 は、 怖れて、 大學 病院の 小兒 科に 入院 させた。 その 三日 目の 夜 深であった。 

「父さん、 私 はもう ダメ よ。」 

— 熱の 譫言と も 聞えなかった。 また 七 歳の 子の 言葉と も 思 はれなかった。 先生 は、 その 晚 

は 碌に 眠らなかった。 

病狀 は、 重る ばかりの 様であった。 日夜 を 分たぬ 看病と 心勞 と、 病兒の あげる 烈しい 苦痛の 

聲とは 先生 を黉 め嘖ん だ。 そとに は、 千の 親と して 搔き くどきたい 程の 悲歎 をも感 する 入で あ 

つた。 そして その 悲慘 に悶き 苦しんで、 そこに 夫婦が ひそかに 接吻 を 交す ほどの 悲しみ をす る 

人であった。 

遂に、 こ Q 最後の 娘に も 死が 来る のであった。 醫師は それ を 言った。 腦膜炎 I それ は七歲 
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つたと 言って 自分の ことの 様に 悅んで くれる 信 州の 友人の 手紙 も 米て ゐた。 

しかも， この 木犀の 家に は、 第三の 打璣が 打よ せて 來てゐ た。 

I 次女 孝子の 死であった。 

病名 は 消化不良と いふ ことであった。 この 急激な 身 體の變 化 は 多分 夏 密柑の 中毒で あらう. V 

言 はれた。 大舉 病院へ 行って， 二 時間し かこの 子供 は 生きて 居なかった。 

『お 菊が 生前の 遊び 友達 は、 小さな 下駄の 音 を させて、 朝に 晚に 家の 前 を 通った o 家内 は 窓の 格子に と， 

ついて、 さう いふ 子供の 姿 を 眺める 度に、 お 菊の こと を 思 ひ 出して ゐた o 

「菊 ちゃんが 死ん ぢ やつたん では、 眞 赏にッ マラない o」 

斯樣 家內は 口癖の やうに 嘆息した。 

^も、 散々 仕事で 疲れた 揚句で、 急に お 菊が 居 なくなった 家の 內に 坐って 見た 時 は、 暴風に でも 浚 は. 4 

て 持って行かれ たやうな 氣 がした o 山 を 下りてから、 私に は 安い 思 をした とい ふ 日 ^少なかった o 私 OA 

命は极 から ゆすぶられ 通し だ o 

「ナ - 一 、 まだお 房が 居る o」 
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その 日の 中に、 第二の 打 擊が來 た。 

それ は、 奥さんの 眼に、 俗にい ふ 「鳥目」 が やって来た のであった。 滋養物 を 取らなければ 

いけない。 働きす ぎて はいけ ない、 眼科 醫は それ を 彼女に 言った。 

PT1 つ は 粗食した 結果 だ。」 

斯の考 へが 私の 胸に 浮んだ。 ^は 信 州に ある 友達の 厚意 を 思つ て 成るべく 斯の 仕事 をす る 間 

は、 質素に、 質素に、 と 心掛けた が • それ を 通り越して 苛酷であった、 と は 其 時まで 自分で も 

氣が 着かなかった。』 * 

I その 先生の 1 家の 艱苦 を 見せた 様な 眼病 も、 二月 あまり を 惱んで 癒へ て 行った。 そして 

翌年の 三月に は、 四 番目の 子供 も產 れてゐ た。 はじめての 男で、 楠 雄と 名づ けられた。 そして、 

また そこに は、 長い間 I 殆ど 二 年 も その 艱難の 中を續 けて 來た 仕事 を 完成した のであった。 

長 篇小說 「破戒」 III 綠蔭 叢書 第 一 編と して 出版され たも のが それであった。 

g ほんと に、 漸く、 この 稿 を そこに 終って は、 その 歡ば しさと、 激しい 疲勞 とに、 先生 は 自分 

_ の 窒の內 を ごろぐ 轉げ 廻りたい やうな 心 をした とい ふ。 そこに は、 一緒に 心配した 5. 斐がぁ 
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|| 然し、 ロ說 いて なぞ 居る 場合でなかった。 診斷 書、 届出、 墓地 I 先生 は その 殆どす ベ て を 

g 自分で 始末した。 棺も、 小 諸から 本 を 入れて 来た 茶箱 を 削って 貰った。 そして、 兎の 巾着 や * 

li 帽子 や、 五月の 花 を 入れた その 棺を、 日が 暮れてから、 植木屋の 主人と 二人で、 鐵 道の 線路に 

近い， 長 光寺と いふ 寺の 墓地へ 提げて 行った。 

「お 縫が 死んで 奨れ て、 大に 有難かった。」 

—— その後に は， 串戯 半分に、 斯様な こと を 言って 見る 先生が あった" 何 を 犠牲に しても！ 

行ける ところまで 行って 見ようと する 先生の 心が そこにあった。 

庭の 隅に は 枝の 細長い 木犀の 樹 があった。 まばらな 影が、 僅に そこに 落ちて ゐた。 ：：•：• 奥 さ 

んは、 その 樹の 蔭に 來て、 熱い 土の いきれ の 中で 張 物 をしたり、 洗濯 をした。 そして 苦し さう 

な S づかひ をした。 高く 前 掛をメ めて は 居た が、 最早 醜く 成り かけた 身 體の形 は そこに は隱さ 

れす. にあった。 * 

先生 は * また、 さびしい 花の 百日紅に 眼 を やったり しながら、 机に 坐りつ けて ゐた。 


靴の 音が 起った。 カァ キイ 色の 軍隊 は 窓の 側 を 通った。 金目 垣 一 つ 隔てた 外 は 直ぐ 往来で、 

曙い 土 塵が 家の 內ま でも 入つ て 来た。 

二十 五圆。 

親子 冗 人の、 月々 のく らしに、 た 丈 これ 丈の 心當が ある 丈であった。 それ も、 仕事の 出來上 

るまで、 ……： その 爲に、 友人の 一 人が 用意して 吳れる その 金であった。 いま は、 早く その 落つ 

かない 家の 中に も、 机に 坐り はじめた 先生であった。 

しかも、 上京して 一週間、 その 八日に は、 末の 女の子 縫 子の 死を迎 へなくて はならなかった。 

まだ 「うま、 うま」 位し か 言へ ない 彼女 は、 その 混雜の 中に その 苦痛 を それと 訴 へる 術 を しら 

なかった のであった。 どうかす ると、 その 小さな 胸 を 突出す やうに して 見せた の も、 この 心身 

の 苦しい 親等に、 その 意味 を傳 へる ことが 出來 なかった。 II 異常な 狀 態に 驚いた 先生が、 い 

-小兒 科 醫を頓 んで來 た 頃に は、 その子 は 最早 床の 上に 冷たくな つて 居た。 

「あ、、 〜〜 」 
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ら 持って来た 苦勞な 仕事、 また 不安な 仕事 を 完成す る ことにの み 心 を あつめて ゐ た。 

1 蒲 照 有 明 氏の 思 出に よると， その 家の 有様 は 斯様で ある。 

r ：…… 家 は 極く 普通の 四窒 ぐら ゐ のさ、 やか さで あつたが、 書 齋と言 はるべき 一 室が 主人公の 

意匠の 加った もので、 まづ 類のない ものであった。 素より 月並な 文化的 装飾の あらう はす もな 

く- た オリ ー ブ 色に 染めさせた 木綿の 壁 かけやう の ものが 自慢であった もの 1、 大體 部屋 を 

地 床に おとして あつたの がめ づ らしい ので ある。 それで 他窒 から は 一 尺 以上 も 下って ゐ たので 

そこに 座って ゐ ると 穴 倉め いて、 書齋 とい ふよりも 仕事 揚と いふかた ちであった。」 

これ は、 四月、 この 家の 豫 約と 同時に 注文 をつ けられた ものだった らう。 ……： さまぐな 思 

ひ をして、 やっと 上京 I て來 たこの 東京の 家 は、 それにしても あまりに 狭かった。 天候 も惡く 

壁 もま だ 乾かない とい ふ 様な、 建具 もばら くな 家の 中に 立って 見て、 先生 は 奥さんに 笑って 

見せた。 

「家賃 を考 へて 御覽 な。」 

ザ ック、 ザ ック、 ザ ック、 サック，  


東京 市外 西 大久保 四 〇 五 (一一 一十 四 歳 I 一一 一十 五 歳) 

五月 一日- 先生の 一家 は 上京した。 

東京が、 郊外の 方へ 開け はじめる 頃であった。 

市外 西 大久保 四 〇 五 II それ は 鬼 王 神社に 近い、 植木屋の 地內、 往来に 沿うて 新築され た 小 

さい 平屋 建の 家であった。 

仕事 揭 I 先生の 心 は、 この 家に 對 しても それ 丈であった。 先生 は此處 にもた ビ、 山の 上 か 


す 死て に 院病學 大緣女 長 


g の 様な 心で、 子供 を 相手に して 遊んだ 0 

1 

明治 三十 八 年 五月 一 日。 I さう して、 先生の 一 家 は 上京した。 仕事の 出來 上る まで は， 質 

素に して 暮 さなければ ならない と 言 ふので、 子供に 馴れた 下女に も 暇 を 出して、 五つ、 三つ、 

二つと いふ 三人の 女の子 を つれて。 ：…… 
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到頭、 養 は 言 はず 仕舞 ひに 牧野の 家の 門 を 出た。 そして、 制へ がたい 落 膽と戰 ひつ、、 元来た 雪道 を 

錄 つて 行った。 一時間 あまり 乗合馬車の 立 湯で 待った が、 そこに は 車夫が 多勢 集って 話したり 笑ったり し 

て 居た。 思 はず 響 も 喪心した 人の やうに 笑った。 やがて 馬車が 出た。 沈んだ 曰 光 は 塞い 車の 上から 彼の 

眼に 映った o 林の 間 は 黄に 輝いた o 彼 は 眺め、 且つ 震へ た o』 * 

.& 生 は、 その 浼、 II 遂に 長い 手羝を その 友達に あて、 書いた。 〜：： 希望 は、 遂げられた 

四月の 始 になって、 先生 は 家 を 探しに 上京した。 潞谷， 新 宿 II その 邊を 探し あるいて， 途 

大久保 Q 方 三 宅 克已 氏 QS 直に 行った ことから、 一軒、 西 大久保 S 木 需地內 に 

新築 中の 平屋が あるの を見當 てた。 まだ 壁の 下 塗 もして ない 位で、 少し 狹 いと は 思 はれた が、 

いかにも 周 園 がよ かった ので、 出来 上る の を 待つ とい ふ 約束で 借りる ことにした。 

| 漸く 春が 來た。 家 根の 雪が 雨垂れと なるとい ふ 様な 日で • 家の もの は 先生の 歸りを 待ち かね 

一 てゐ た。 II 東京の 話 は 家 Q もで 心 を f した。 先生 は、 そ IQ 中で ほんとうに 久しぶり 
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心 を 苦しめた 結 菜 • 志賀 村に 居る 友達 II 神津猛 氏に 相談して 見る より 外に 道の 無くなった 

の を 知った。 〜〜 その 眼前に は 行く 人 も 稀れ な喑ぃ 雪の 道が あった。 先生 は、 そクを 先生 自身 

の 心の 內 部の 光景と も 思つ て 見た。 

『雪 はま だ 深く 地に あった o 馬車が 淺 間の 麓を廼 るに つれて、 乗客 は 互に 膝 を 突 合せて 震へ た。 j 里ば か 

9 乘 つた o 馬車 を 下りて、 それから 猶山 深く 入る 前に、 三吉は ある 休 茶屋の 爐邊で 凍えた 身體 を？，！ めずに 

は 居られなかった。 1 里 半ば かりの 間、 往來 する 人 も 稀だった。 谷々 の汎濫 した 跡は眞 白に 覆 はれて 居た 

訪ねて 行った 友達 は 牧野と！ IB つて、 邊 鄙な 山村に 住んで 居た。 ふとした ことから 三 吉は斯 の 若い 大地 主 

と 深く 知る やうに 成った ので ある。 そこ へ 訪ねて 行く 度に 斯の 友達の 靜 かな 書 齋ゃ、 樹木の 多い 庭園 や、 

好く 整理され た 耕地な ど II それ を 見る の を 三 吉は樂 しみに して 居た が、 其 日に 限って 心 も 落着かな かつ 

た。 主人 を 始め 細君 や 子供まで 集って、 廣ぃ 古風な 奥座敷で 話した。 斯の溫 い 家庭の 空氣の 中で、 唯 三士 a 

は 前途の こと を 思 ひ 煩った o 事情 を 打明けて、 話して 見やう と 思 ひながら、 翌日に 成っても つ いそれ を 首 

出す^ 合が 見當ら なかった。 


ある o 私 は あの 戰爭の 接いた 年の 冬に、 馬場 裏の 草屋根の 下で 「破戒」 の 稿 を 綾け た當 時の こと を 忘れ か 

ねる o 

戸の 外へ も 早 や 深い 雪が 來た。 桑 畠 も、 水車小屋の 屋根 も 白く 埋れ た。 そこいら は 一面に 覆 ひかぶ さ 

つた やうに なった。 新の 降り 稷 つた 雪の 中で、 今夜 は戰 勝の 祝 ひが ある。 酸漿 提灯 をつ けて 小學 校の 廣 

庭に 集まらう とする 町の 人達が 家の 横、 を 通る。 私 は 南向きの 雨戶を 開けて 見た。 喑ぃ 雪に つ、 まれた 相 

生 町の 通りの 方に は 紅い 灯が いくつ もく 動いて 見えた 、雪に 籠った 「萬 歳 I 萬 歳」 の 叫び 萆を私 は 

自分の 部屋の 方に 坐りながら 聞いた o  (突貫) A 

^が 最初の 畏篇の 試みと もい ふべき 作の 前半 はこん な 空氣の 中で 生れた。 B 

漸く 長い 冬 を 漕き 拔 ける ことが 出來 た。 〜〜 先生 はしば らく 床 場へ も 行かない と 思って ゐる 

うちに、 頭の 髮は 鷲の やうに 成って ゐ たとい ふ。 しかも * まだ この 長い 仕事 は渐 くその 前半 を 

| 終った ばかりであった。 一方に 擧校を 持って ゐる こと は、 やはり そこに 精一杯 を 出し きれな か 

m つた。 しかし、 この 仕事 を 持って 東京へ 出た とした 處が * これから 先の 妻子との 生活 を どうし 

1 よう。 ……： 貧しい 藝術 家の 机の 傍に は、 早く そんな 心配と 焦慮と が 迫って 來てゐ た。 


A 仝籙 8 — 76 參照 B 仝 集 3^493 
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最初の 長 篇の稿 を 起した o 田 山 花 袋 君が 從 軍記 者と して 出掛けた の も、 その 頃であった。 私 は ある 友人が 

戰地 の 方へ 出發 する 前によ こして 吳れた 別れの 手紙 を 讚んで、 自分 もま， た從 軍したい とい ふ 心 を 動かさな 

いではなかった。 そこで もこ、 でも 絡えない 戰爭 の嚓、 每 曰の やうに 馳 けて 通る 號 外資の 呼萆、 そんな も 

のが、 小 雜馬搽 裏の 草屋根の 下に 居ても 私の 心を靜 かにして 髭 かな いば かりではなかった。 昨 n は 自分の 

教 へた 舊ぃ 生徒の 一 人が 入瞀 前の 別れ を 家の 門口へ 告げて 來る、 今日は 同僚の よしみ の ある 體操 敎師 まで 

召集に 應 じて 出 發 するとい ふ 度に、 ^は 小 諸の 停車 镊 まで 見送りに 出掛けて、 悲しい 壯んな 生命 掛けの 叫 

び 聲を閗 いて 歸 つて 来た o 私 は あの 戰爭を 外に 見て、 全く 自分の 創作に 耽る ほどの 靜 かな 氣 分に は 成れな 

かった。 こんなに 自分の 心が 戰爭 の空氣 のために 刺激され 易くて 困る くら ゐ なら、 いっそ 自分 もまた 玄人 

の あと を 追って 戰 地の 方に 身 を 置きたい とも 頤 つたので ある o しかし それ は果 さなかった C 「人生 は 大きな 

戰場だ o 自分 もまた その 從軍 記者 だ」 そんな こと を霄 つて 自分 を 慰め 勵 ましながら、 復た 机に むかって 見 

た 顷の私 は、 當 時の 田 山 君と 同じ やうに 未だ 血氣 のさかん な 年頃であった。 

戰爭が 長び けば 長び く ほど、 私の 周鬨 にあった 町の 空 氣はシ —ン とした ものと 成って 行った o 私 は開戰 

赏 時の 熱狂と 混 雜とを 見たり いたりす るに も 勝って、 】 厣 胸 を 打 たれる ことが 多かった。 大きい 戰爭の 

影轡は 私達の 日常生活にまで 深刻に 浸って 來て、 それ を 自分の 身に ひしく と 感ずる やうに 成った からで 
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「 —— 人種の 偏執と いふ ことが 無い ものなら * キシ ネフで 殺される 猶太 人 もなから うし * 西洋 

で 言 ひ はやす 黄禍 Q 說も. なから う …：… 』 * 

先生 は、 机に 對 つて、 復た 鉛筆の 尖端 を 削った。 (先生 はこの 長篇を 書く のに は、 本 町の 紙 店 

で 幅廣な 方の 覉 の 入った 洋鉞を 買つ て 来て、 堅い 鉛筆で それに 記しつ ける ことにして ゐ たいふ) 

—— やがて、 雪が 來た。 先生 はまた、 油の やうに 流れて 行く 千 曲 川の 下流の 水に 降り 罩 めて 行 

く 白い 雪 を 眼前に 思って は、 その 眼に ある こと を 紙に 寫 して 行く。 ：…… それ は 丑 松 を 置いて ゐ 

る 飯 山の 方の 自然 だ。 

r 今 だに 私の 忘れられないで 居る こと は、 二 年と 績 いた 長い 8 露 戰爭の 中で 「被 戒」 の 稿 を 接け たこと で 

あった。 私に は、 あの 大きな 戰爭の 記憶と、 最初の 長 篇に筆 を 執って 居た 頃の こと V、 それ を 引離して は 

考 へ られ ない くら ゐ だ。 おそらく あの 日露 戰爭 から 受けた 印象 は 一 生 私から 離れまい かと 思 ふ o 

私が 信 州 小 諸から 東京 西大久 保の 方へ 小さな 家族と 共に 引 移った の は.、 明治 三十 八 年の ことて あった 0 

丁^ それより j 年ば かり 前に、 私 は 小 諸の 馬場 裏 8 住居の 方に；^ て、 日^ 戰^ の 始まり かける 空氣の 巾で 


* 破^  (仝 集 3 15) 
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『時々、 凄まじい 叫び 聲が 起った。 私 は それ を 停車場の 方で 聞く のか， 自分の 頭 腦の內 部で 聞 

くの か、 解らない 様な 氣が した。』 * I と は 先生が 著作の 中に 語って ゐら れる當 時の ことで も 

あらう。 ：…… 夏 休が 來た。 先生 は、 その 時の 不安な 海 を 渡って 函舘の 方に、 自費出版の 料 を 得 

るた めに 旅 を 行った。 

『 — 長らく 山の 上に 引 箱って ばかり 居た 私 は、 こ ゝへ來 て、 廣濶 とした 海國の 人の 氣 象に 觸れた o それ 

ばか リで なく、 わざく こ V まで やつ て來た 旅の 目的 を も果す ことが 出来た 。「自分で 書いた もの を 出版す 

ると いふの も 1 種の 貸 業 だ。 耍 ると いふ 時に 電報 1 つ 打って よこせ、 金 は 直ぐ 送らう」 函 館の 阿 爺 はいか 

にも 堅い 商人ら しい 調子で 私の 望み を 容れて 吳れた o  . 

末廣 町に は 阿 爺の 懇意な 陶器 屋が ある o そこの 旦那に 誘 はれて 養育 院を 見に 行った。 私 は 貧しい 子供 を 

前に 置いて、 小さな お伽話 を 1 つした o  丁度 その 話 を 聞かせて ゐる 最中に、 尋常なら ぬ 屋外の 樣 子で、 敵 

の 蜣隊が 津輕海 抉 を 通り過ぎ たこと を 知った。 私 は 三日ば かり 早く 函 館へ 著いて 好かった o』 * 

先生が、 〜〜 、 この 山 を 下る とい ふ 決心 を 持って ゐる とい ふこと は、 漸く 塾の 同僚の 中に 知 

れて來 た。 I そごに はもう、 黄ばんだ 秋の 末の 日が 先生の 眼に あった。 


^ 全集 8-74 
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* 佥巢 3— 1( 破戒） 


「龍 華 寺で は 下宿 を 兼ねて ゐた。 瀨川丑 松が 急に 轉宿を 思 ひ 立って、 借りる ことにした 部屋と 

いふの は、 其 庫裏つ r きに ある 二階の 角のと ころ だ。  』* 

I そこに は 千 曲 川下 流の 寂しい 街の 姿が あった。 その 背景 を もとめて 行った 小さい 旅の 日 

の 思 ひ 出が あった。 ほんと に、 先生 は、 あの 蜜蜂が、 蜜 を、 花粉 を、 蠟を、 水 をと 運び 貯 へる 

かの 様に して、 用意して 来た 半生の 體験 を、 記憶 を、 觀察 を、 一切の 色彩 をして、 これ を粲ら 

うとした のであった。 

「文學 者の 生涯に 處女作 を 出す 時 ほど 美しく、 樂 しく 又 心 S な もの はない。」 と は、 先生の 常の 

官葉 であるが、 その 羞恥と 熱意と は、 あの 激しい 雪の 中に も、 どんなに 先生 を勵 まし 起た しめ 

たもので あったらう。 それにしても、 この 仕事 は ひどく 骨が折れた ものである らしい。 

殊に その 日の 中に、 & シァ との 大きい 戰爭が 起って 來た。 ……： 戰爭 以來、 郡から 塾への 補助 

は絕 へた。 町からの 支出され る 金 も餘程 削られた。 先生 達 は 乏しい 俸給の 中 を、 尙 それ^-に 

受ける 分 を 少なく されなければ ならない のだった。 生活 上の 艱難 も 迫って 来た。 

II 戰爭 は、 この 寂しい 锊 にも さま， <\ な騷 がし さ を 持って来て ゐ た。 
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* 全 翁 8-62 


先生 は、 また、 その 日の 中に、 斯樣な 思想 を 抱く 様になって ゐた。 I* 

『今日まで 私 は 酷 だ 都合の 好い こと を考へ て 居た。 自分の 目的 は 目的と して 置いて、 衣食の 道 

は 別にす る やうな 方針 を 取つ て來 た。 それが 自分の 目的に 一 番 適った こと だと 信じて 來た。 

しかし 私 は 斯の考 への 間遠って ゐる こと を 悟った。 私の 敎員 生活 も 久しい もの だ。 斯様な 風 

にして する くに 暮 して 行く 月日に は 全く 果 しが 無い。 私 は 今日までの 中途半端な 生活 を极か 

ら覆 して、 遠から す 新規な もの を 始めたい と 思 ふ。 私 は 他人に 依って 衣食す る 腰掛の 人間で な 

くて、 自ら 額に 汗す る勞働 者で なければ 成らない OJ* 

I その、 新ら しい 仕事、 それ は 長 篇小說 「破戒」 であった ので ある。 先生 は， 今 は その 完 

成 を 待って、 この 山 を 下らう として ゐ た。 

三十 三 歳。 II その 年に は 次女 孝子 も 生れて ゐた。 そして、 また 、奥さんの おなか は その 次の 

芽 生の ために 大きくな つて ゐ た- ：…… 先生 は、 その 屋根の 下で、 苦勞な 長い 仕事の 、「破戒」 の 

稿 を 起した のであった。 
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* 春 を 待ちつ V  —198 


た。 

f 小 諸の 町から 岩 村 田 町の 方向へ 向って 蒭ぃ 街道 を 行きます と、 蛇 堀川と いふ 川 を 隔てた 處に 部落の 1 つ 

が ありました。 其. M へ もよ く 步き廼 りに 行って、 そこで 行き 逯ふ男 や 年寄 りや子 供 なぞの 間に 時 を 送って 

みたば かりで なく、 通 稱彌衛 門と いふ 部お のお 頭の 家 を 訪ねて 見る 機會が ありました o この 彌衞 門と いふ 

人に 逢った とい ふこと が、 自分の 「破戒」 を 書かう とい ふ 氣持を 固めさせ、 安心して ああい ふ もの を 書か 

せる 氣持を 私に 與 へたので した。 それほど 私 は 深い、 好い 印敛を その 人から 受けた のです。 私 は 作 中の 人 

物に その 人を寫 さう と はしなかった が、 然し 部落民 生活に 關 した ことで 多少な りと も 自分が 「破戒」 の 中 

に 書 入 4. たこと は、 その 彌衛 I： とい ふお 頭から 敎 へられた ことが 多い のです。 あの 山國に 住んで ゐる 部落 

民が 他と 異 つた 家族の 組立て 方 や、 信 州 上田 在 秋 葉 村に は 最も 古い 歴. おの ある 部落民の 家族が 住んで ゐる 

事 や、 そのほか 部落民の に殘 つて ゐる親 I！ に 就ての 傳說、 そんな 事 を 色々 と 私に 話して くれたの も その 

人でした G 

それから 私の ゐた小 諸から 見る と 烏帽子 山麓の 方へ 寄った 方に 住む 部^民の 方 へ も 尋ねて 行って 麻衷を 

作る こと を戸银 に副滎 として ゐる 人達の 間 へ も 入って 見た ことがあ リ ました 0』 * 
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風俗 壌亂 とい ふので 發賫を 禁止され た。 そして これ は尙、 木 村 氏 を モデルに した もの だとい ふ 

ので デリ ケ ー トな 人の 心の 瞳 を 見なければ ならなかった。 次いで 「藁 草履」 を窨 いた。 これ は 

野邊 山が 原の 自然 を 背景に、 毎日 通 ふ 道に ある 踏切^の 話に 暗示 を 得た 様な もので あつたが、 

先生 はこれ にも 創造と 寫實 との 問^ | に惱 まなければ ならなかった。 心 は 暗かった。 

しかし、 先生 は、 その 中に 在って、 ある 噔 示に 導かれて 一 つの 長い 勞 作に 從 はう として 更に 

用意 を 始めた のであった。 —— 先生 は、 その 當時、 ダル ヰ ンを讀 んでゐ た。 また、 その 眼前に 

置かれて ゐる 田園の 生活 は、 やはり 先生に 鮮 らしい 剌 戟を與 へないで は濟 まなかった。 そして 

ツル ゲ 一一 ュフの 「獵 人の 日記」 と共に これ は 田園 及び 都市に 於け る社會 問題の 種々 相に 對 する 

先生の 觸言を 尖らせた。 

それ は、 その 制作の 素因の 上に も 影響して 行った。 II それ は、 一人の 部落民 出の 敎育 者の 

話、 〜：： その 人の 悲慘な 運命 を傳へ 聞いた ことが、 動機であった そして 先生 はこの 小 諸 生活 

の 間に 部落お の 生活と いふ もの を 出 來る丈 多く 知らう と 心がけ、 そして、 その 無智から 生れて 

來る 悲劇と * そこに 眼 醜め たもの X 悲しみと を 描く こと を 制作と したい 思想.^ 抱いた ので あつ 
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^ 消息 （文章 往來 1-4) 


I. 數 多くの スケッチ は 成った。 ：…… しかし、 新ら しく、 散文の 創作に 行かう として は 再び 

心 は 疲れた。 

「 ：…… 詩から 散文に 移らう として 三年ば かり 全く 默 つて 暮 した あの 小 諸の 馬場 裏 時代 は、 隨分 

わびし いものであった こと を覺 えて ゐる。 私 も旣に 結婚して から 三年 目の 頃で、 最初の 女の 兒 

も 生れて ゐ たが、 家の もの なぞ は そろそろ 單 調な 田 舍 生活に 飽 いて 来て、 とんな ことで いつ 芽 

が 出る かとい ふやうな 顔 付で あつたし、 それに 私の 家で は 質素な 小 諸 だから あれで やって 行け 

たと 思 ふ ほどの 切り詰めた 暮し をして ゐ たから * さう いふ 不自由 さと も戰 はねば ならなかった 

し、 毎年 十 一 月から 翌年の 三月へ かけて 五ケ 月 もの 長さに 百 一る 山の 上の 寒さと も戰 はねば なら 

なかった。 一度 降ったら 春まで 溶けす にある 雪の 積り に 積った 庭に 向った 部屋で、 寒さの ため 

に 凍み 裂ける 恐 しげな 家の 注の 音 なぞ を 聞きながら * 夜遲 くまで 獨 りで 机に むかって ゐた 時の 

心 持 は 忘れられない OJ* 

三十 四 年、 先生 三十 1 歲 II 先生 は小說 としての 試作 「舊 主人」 を 雜誌新 小說に 寄せた が、 
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不思議な 生物の 世界 は、 活氣づ いた 感 « を 通して、 時々 私達の 心へ 傳 はって 來る o 

近顷 S の 家で は 牛乳屋 を 始めた。 可成 大きな 百姓で 父 も 兄 も 土地で は 人望が ある。 斯うい ふ 田 舍へ來 る 

と 七 人 や 八 人の 家族 を 見る こと はめ づ らしくない。 十 人、 十五 人の 大きな 家 埃 さへ ある。 S の 家で は 年寄 

から 子供まで、 田舍 風に 慇 殺な 家族の 人達が 私の 心を惹 いた 。君 は 農家 を 訪れた ことがあ るか。 人口の 庭 

が廣く 取って あって、 騫 所の 側から 直ぐ 袅ロ へ 通り 拔 けられる o 家の 建物の 前に、 幾何 かの 土間の ある こ 

とも、 農家の 特色 だ o 斯の 家の 土間 は 葡萄棚な どに 接いて、 その 横に 牛小屋が 作って ある o 三 頭ば かりの 

% 午が 飼 はれて 居る。 S の 兄 は 大きな バケツ を 提げて、 牛小屋の 方から 出て 來 た。 戸口のと ころに は、 S 

が 母と 二人で 膝 を 曲め て、 新鮮な 牛乳 を罎 詰に する 支度 をした o 暂時、 私 は 立って 眺めて 居た。 

やがて 私 は 牛小屋の 前で、 S の 兄から 種々 な 話 を 聞いた o 牛の 性質に よって 涅頫 しく 乳 を榨ら せる の も 

あれば、 それ を 惜しむ の も ある。 ァ バレル やつ、 沈着いた やう、 いろく ある。 牛 は 又、 非常に 銳敏な 耳 

を 持つ もので、 足音で 主人 を 判別す る。 斯様な 話が 出た 後で 私 は 斯うい ふ 乳牛 を 休養させる 爲に 西の 入牧 

& なぞが 設けて ある こと を 聞いた o 

晚の乳 を酖 達する 用意が 出來 た。 S の 兄 は 小諳を 指して 出掛けた o 

—— 「千 曲 川 スケッチ」 より * —— 
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靑年 だ。 學 校の 日課が 濟 むと、 彼等 は 各 白の 家路 を 指して、 松林の 間 を 通り 鐵 道の 線路に 添 ひ、 あるひ は 

千 曲 川の 岸に 隨 いて、 娃の萆 など を簡 きながら 歸 つて 行く。 山 浦、 大久 保は對 岸に ある 村 々だ。 牛蒡、 人 

蔘 などの 好い 野菜 を 出す 土地 だ 0 滋野は 北 佐久の 領分で なく、 小 諸の 傾斜に ある 農村で、 その 附近の 村々 

から 通って 來る學 生 も 多い。 

こ、 では 男女が 烈しく 勞働 する o 君の やうに 都會で 學んで 居る 人 は、 養 霞 休みな どと いふ こ. V を 知る ま 

い。 外 國の田 合に も、 小 麥の產 地な どで は、 學 校の 收葰休 みとい ふ ものが あると か、 何 かの 本で そんな こ 

と を 讀んだ ことがあった。 私達の 養蠶 休み は、 それに 似た やうな もの だら ぅリ 多忙し い 時季が 來 ると、 學 

生で も 家の 手傳ひ をし なければ 成らない。 彼等 は 又、 少年の 時から 左檬 いふ 勞俲の 手助けに よく 慣らされ 

てゐる o  S とい ふ 學生は 小 原 村から 通って 來 る。 ある 曰、 私 は S の 家 を 訪ねる こと を 約束した。 ^は 小 原 

の やうな 村が 好きだ。 そこに は 生々 とした 樹影 バ 多い から、 それに、 小 諸から その 村へ 通 ふ 畠の 間の 平 か 

な 道 も 好きだ o 

私 は 盛んな 靑麥の 香 を 嗅ぎながら 出掛けて 行った o 右に も 左に も麥 畠が ある。 風が 來 ると、 錄の 波の や 

うに 動搖. wo。 その 間に は、 麥の穗 の 白く 光る のが 見える o 新う いふ 田 会 遨を步 いて 行きながら、 深い 谷 

底の 方で 起る 蛙の 犛を閗 くと、 妙に 私は壓 しつけられる やうな 心地に 成る。 可佈 しい 繁殖の 驛 o 知らない 
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* 小 諸 城 趾今は 公 園 兹に藤 村 詩碑 あ り 


學 生の 家 

吉村樹 君 

私 は 今、 小 諸に 近いと ころの 學 校で、 君と 同年 位な 學生 を敎 へて ゐる o 君は斯 ふい ふ 山の 上へ の 春が 奈 

何に 待 たれて、 そして 奈何に 短 かいもの であると 思 ふ。 四月の 二十日 頃に 成らなければ、 花が^ かない 0 

梅 も 櫻 も 李 も殮ど 同時に 開く o 城址の 懐古 II に は 二十 五日に 祭が あるが、 その 頃が 花の 盛り だ o すると、 

每年 きまりの やうに 風雨が やって 來て、 一時にす ベての 花^ 浚って 行って 了 ふ。 ^達の 敎室は 八重 櫻の 樹 

で鬧繞 されて 居て、 三 週 問ば かリ 前に は、 丁度 花束の やうに 密集した やつが 敎 室の 窓に 近く^き 亂 れたリ 

休みの 時間に 出て 見る と、 濃い 花の 影が 私達の 籙 にまで 映った o 學生等 は その 下 を 遊び 廻って 戯れた o 珠 

に小學 校から 來 たとの 若い 生徒と 來 たら、 あっちの 樹 に隱れ たリ、 こっちの 枝に つかまったり、 まるで 小 

烏の やうに o どう だら う、 それが 最早す つかり 初夏の 光景に i! つて 了った。 1 週間 前、 私 は 螯の辨 當を食 

つた 後、 四 五 人の 學 生と 1 緒に 懐古 n  * へ 行って 見た 。荒馁 した、 高い 石垣の 間 は、 新綠で 埋れて 居た。 

私の 敎 へて 居る 生徒 は 小 諸 町の 靑年 ばかりで は 無い o 平原、 小 原、 山 浦、 大久 保、 西 原、 滋野、 其 他 小 

|g 附近に 散在す る 村落から、 1 里 も 二 里 も あると ころ を 歩いて 通って 來る o 斯うい ふ 小 學生は 多く 農家の 
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岸の 波な に を か 答 ふ 

!a し 世を靜 かに 思へ 

百年 もき の ふ の ごとし 

千 曲 川柳 靄み て 

春淺く 水流れ たり 

た V ひとり 岩 を めぐりて 

こ の 岸に 愁を 繋ぐ 

II この 前者 は、 大正 十五 年、 この 小 諸なる 古い 城阯の 石垣の 間に 高村豐 周、 有 島 生 馬 二 氏 

の 意匠に よって 置かれた 「詩碑」 に 先生の 書きつ けた 詩で ある。 ：…… 先生の 詩 はこ、 まで 來た。 

そして， 先生 は • こ i に 更に、 デリカな 物の 動き、 心の 動き を 適確に 展 ベたい 要求に よって、 

漸く 散文に 移らう と 用意した。 卽ち、 先生 は 暇 さへ あれば、 野に 行き、 山に 行った。 II 千 曲 

川 沿岸の 地方が そこにあった。 


濁^^れる 飮 みて 

草枕し ばし 慰む 

昨日 また かくて ありけ J» 

今 a もまた かくて ありな む 

こ の 命な に を あくせく 

明 m を の み 思 ひわ づ らふ 

いくたび か 榮枯の 夢の 

消え 殘る 谷に 下りて 

河 波の いざよ ふ 見れば 

砂 まじり 水 卷き歸 る 

鴨 呼 古城な と を か 語 P 


綠 なす i は萠 えず 

若草 も藉 くによし なし 

しろがねの 衾の 岡邊 

日に 溶けて 淡雪 流る 

あた  >- かき 光 は あれ ど 

野に 滿 つる 香 も 知らず 

淺く のみ 春 は 霞みて 

麥の 色はづ かに 靑し 

旅人の 群 はいくつ か 

畠 中の 道 を 急ぎぬ 

甚れ 行けば 淺間も 見えず 

歌 哀し 佐 久の荜 笛 

岸 近き 家に のぼりつ 


『九月 十 1 日の 朝、 東の 空に 浮べる 細 雲 を 絜 めば、 赤き はさながら 長き 帶を 引く がごと く、 さし 登る 秋の 

M 日の 光に 照され て雲綠 は弒隈 かと 見え たれ ど、 や はら かにして 美しき こと 言 はん 方な かりき o この 朝、 雲 

色の 變 化する さま を 上の ごとく 認めた。 

先生の — この 自然に 向 ふ 心 は、 餓 へたる もの i 食に 着く 思 ひに も 勝る ものが あったらう。 

仙臺 にき X つけた 耳 はこ- ^に 澄み、 そこに 見初めた 瞳 は、 今 は 漸く 徹する 迄 を 見ん として また 

そこに は 先づ、 日本に 於け る、 二十世紀 初頭の 新ら しい a マン チック 時代 を 代表した る 詩集 

「落 梅 集」 の 詩篇 を 創作し、 漸く、 習作 「千 曲 川の スケッチ」 によって リアリスティックの 道 

に 進もうと 成って 來 たのであった C それ は 現實の 問題であった。 體驗の 問題であった。 ……： 

しかし、 私共 は、 その 前に、 渾 然として 澄み 織った、 先生の その 「詩」 を 見なければ ならない o 

千 曲 川 旅情の 耿 

小 諸なる 古城の ほと WN 

雲 白く 遊子 悲しむ 
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先生の 小 諸 義塾に 於け る 授業の 受持 は、 1 遇 二十 八 時間に 苴る こと も 多かった が、 その 以外 

は 馬場 裏の 方に ゐ て- 詩作に 從ひ、 また 畑 を 耕し、 また ラスキンの 苦心に 勵 まされて 「雲」 の 研究 

を 思 ひ 立 たれた の もこの 當 時であった。 

「小 諸 は 千 曲 川に 添へ る 北佐久 郡に ありて、 雲 を 見る に 五つの 利 あり。 春より 秋へ かけて 雨す 

くな きこと 一 つ、 海面 を拔く 三十 尺、 殆ど 筑 波の 嶺と 同じ 高さなる こと】 つなり、 東北の 間 は 

淺間 一 帶の 山腹に 倚る こと 1 つ、 .S 氣は淸 澄なる こと 1 つ、 高原の 上に て 天の 廣沏 なること 1 

つなり』 * と は 「雲」 に關 する 先生の 手記に しるされて ある もので、 次に ある もの もまた その 

一節で ある。 


これ は眞 東に 見た る翊雲 なれ ど、 南と 北と に は 灰色に 紫色の まじりた る も 

あ りき 


^ 仝 集 2-166 
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* 全 第 2- 


受けた。. F 

!- これ は 先生の 重要なる 著作 「千 ゆ 川の スケッチ」 に 於け る 自序の 言葉で ある。 ま ことに 

感化 もまた 愛なくて はかな はぬ こと だ。 

小 諸 時代 —— 結婚 前 は無髯 であ つた 先生 も、 その 頃に は 濃い ロ髯 を貯 へられて ゐ たとい ふ。 

先生に 親しく 塾の 方で 敎を 受けた とい ふ 山 浦瑞州 氏が 何 かで、 そのこと を 書いて ゐられ たの を 

見た。 「顋髯 はいつ も靑々 と 剃って、 頭 髮は油 をつ かって 漆黑な その 太い 毛 を 分け、 藩 物 は 溢い 

無地 もので、 態とら しい 短い 裾 を 穿いて、 着物の 裾 を 五寸も 出して ゐ ると いふの だから 丁度 坊 

さんの 效裟の やうだった」 とい ふこと、 「先生の 忘つ ぼい 事 は 有名な もので * 例へば 鈴が 鳴って 

敎窒に 出て 來 るのに 敎科霄 を 忘れて 來て、 また 悠々 と 取りに 行く とい ふ 様な こと は 珍ら しくな 

かった。 さう 言へば あの 鐡 線の 近眼鏡 を 掛けて、 書物 を 裸の ま \ 小脇に か-えて ノソノ ソと舉 

校に 通って 来られた 姿 は、 まだ 今 も、 眼の 先に ある」 とい ふ 虱な ことであった。 


い。 ふるさと 信 州 s: 部の 山上の 影響 は、 いま、 こ i に 信 州 北部の 山上の 生活に 著しい 反響 を 呼 

ばないで は搁 かないの であった。 I こ. - もまた 石垣 を 築いて 山の 傾斜に 棲む 村落であった。 

そして また、 北國 锊 道の 驛路に 常る 小驛 であった。 

「もっと 自分 を 新鮮に、 そして 簡素に する こと はない か』 

これ は 私が 都會の 筌 氣の 中から 脫け 出して、 あの 山國へ 行った 時の 心であった。 私 は 信 州の 

百姓の 中へ 行って 種々 な こと を學ん だ。 田 舍敎師 としての 私 は、 小 諸 義塾で 町の 商人 や^ 士族 

や、 それから 百姓の 子弟 を敎 へる のが 勤めであった けれど、 一方から 言へば 私 は、 擧 校の 小 使 

から も、 生徒から も， 生徒の 父兄から も舉ん だ。 到頭 七 年の 長い 年月 を あの 山の 上で 送った。 

私の 心 は 詩から 小説の 形式 を 擇ぶ樣 になった。 斯の 書の 主なる 土薹 となった もの は 三 四 年 11 ば 

かり 地^に 默 して 居た 時の 印象で ある。 

しかし、 七 年間の 小 諸 生活 は 私に 取って 1 生 忘れる ことの 出来ない もの だ。 今でも 私 は 千 曲 

§ 川の 川上から 川下まで を 生々 と 眼の 前に 見る ことが 出來 る。 あの 淺 間の 麓の 岩石の 多い 傾斜の 

I ところに 身を镫 く 樣な氣 がする。 あの 土のに ほひ を かぐ 樣な氣 がする。 あそこから 深い 感化 を 
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「奥さん， 徇 精が 出ます ネ。」 と 音 吉は笑 ひながら 聲を 掛けて、 髙瀨の 堀 起した 畠 を 見た。 サクの 切り方が 

淺 かった o 音 吉 は高瀨 から 銥を 受取って、 もっと 深く 切って 見せた o 

『この 邊は、 まるで 燒 石と 砂ば かりの やうな もので ごわす。 上 州迻と 違って 硗な 野菜 も出來 やせん o」 

と 音 吉が霄 つた o 

彼 は 持って来た 馬 鈴薯の 種を植 ゑて 見せ、 铤、 葱 苗の 植ゑ 方まで 敎 へた。 

斯の 高瀬が 僅かば りの 野菜 を植ゑ 試みよう とした 畠から は、 薪 地つ V きに 商家の 白壁な ど を 望み、 一 方 

の淺ぃ 谷の 方に は 水車小屋の 屋极も 見えた。 細い 流で 近所の 鳴らす 鍋の 音が 町亵 らしく 閗 えて 來る ところ 

だ o 激しく 男女の 勞働 する 火山の 裾の 地方に、 高瀨は S 分と 妻と を 見出した。』 .X-. 

— 先生の この 描出 は樂 しさう だ。 そこに は、 居るべき 處に 安んじた やうな、 人の 姿が 想像 

される。 岩石の 間！ それ も樂 しい。 激しい 勞働！ それ も樂 しい。 ……： 猛共 は、 その 心 を、 

先生に 於け る 深い 鄕土 性と、 愛鄕の 熱情との 中に き i つける ので ある。 先生 は 遂に 鄕土信 州 的 

の 風韻に 起つ 人 だと 謂 はれて ゐる。 然 らば それ は 早く、 簡素 を 愛し、 素朴に してよ く 働いた 母 

親に、 また 母なる 木 曾谿に その 影響 を 1 つけなくて はなるまい。 愛なくて は 影響され る處 はな 
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に、 塾 を 愛する が 故に 薄給に 堪 へて 働く とい ふ 様な 人々 であった。 

『斯の 半ば 家庭の やうな 學 校から、 高瀨は 自分の 家の 方へ 歸 つて 行く と、 頼んで 铤 いた 鍬が 届いて 居た • 

塾で 體搡の 教師 をして ゐる 小山が 届けて 旲れた o 小山の 家 は 町の 鋇冶屋 だ。 チヨ ン欝を 結った 阿 爺さんが 

®f つて 吳れ たの だ o 高瀬 は その 鐡の 目方の 可成 ある ガッ シリ とした 柄の つ いた 锹を 提げて、 家の 裏に 借リ 

て 度いた 白 H の 方へ 行った o 

不思議な 風體の 百姓が 出來 上った o 高 瀨は頰 冠リ、 尻 端折りで、 胶引も 穿いて 居ない。 それに 素足 だ 0槺 

の 外 を 行く 人 は タスく 笑って 通った o と は 言へ 高 瀨は關 はず 働き 始めた o 堀 起した 土の 中から はどう か 

すると 可憐な 贝割 葉が 李の 種に ついて 出て 来る。 彼 は 地から^ 接に 身 體へ傳 はる 言 ひ 難い 快感 を覺 えた 。時 

に は 畠の 土 を 取って、 それ を S 分の 脚の 弱い 皮 腐に 擦り 著け た。 

塾の 小 使 も 高瀬に は 先生だった。 音吉は 見 週り に來 て、 鍬の 持ち 方から 敎 へた。 

毎 31 の やうに 高瀨は 塾の 受 持の 時間 を濟 まして 置いて、 家へ 歸れば こ の 畠へ 出た。 ある 日、 瞀吉が 馬 鈴 

薯の 一 種 を 籠に 入れて 持って 來て 見る と、 漸く 高溆は 畠の 地なら しを濟 ましたと ころだった。 彼の 妻 — 

お 島 はまお 新婚して 間 もない 髮を 手拭で 包み、 弒ぃ 色の 腰卷 など を 見せ、 土 掘りの 手傳 ひに は 似合 はない 

都會 風な 風俗で、 土の ついた 雜 草の根 だの 石塊な ど を 運んで 居た o 
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は その 流れに 毎朝の 顏を洗 ふこと を考 へた。 そ t にも 牛： のま k の 刺戟 を 見つけた。 そして、 先 

生 は 自ら 土 を 堀る 爲に、 その 廣ぃ 庭の 外に、 すこしば かりの 畠の 地所 を附 けて こ、 を 借りる こ 

と- -し たのであった。 

塾の 小 使が 來て 11; 尺 四方ば かりの 爐を 新規に 築き上げて 吳れ た。 I そして、 粗末ながら、 

先生の ために 一 つの 新ら しい 住居が 出來 た。 

……： そこで、 先生 は その 月末に、 北海道 函舘の 人、 秦冬 子と 結婚した。 

塾 Q 空氣は 塾長が、 米國に 二十 年 も遊學 して ゐた マスタ ー ォブ、 ァ ー ッで、 宗敎 家で、 また 

渡米 前に は 故 田 口 鼎 軒と いふ 様な 漢舉の 人に 親しかった とい ふ 下地の 人であった から 謂 は^ 洋 

風の 寺小屋と 云った 樣な處 があった と は、 當時を 知って ゐる 人の 話で あるが、 職員 も從 つて 特 

異な 人 を 集めて ゐ たらしく、 これ も 溪院に 學んだ ことの ある 畫 家の 三 宅 克己 氏と か、 酒の ため 

に 新 潟 中舉を 失敗して 來 たとい ふ帝大 第一 回 卒業生の 理擧士 とか、 小 諸 藩の 漢擧 者と か、 町^ 

身の 休職 憲兵 大尉と かいふ 様な 人々 であった。 II そして、 それ はこの 經營の 困難な 塾の ため 
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「島 崎さん は 一 二 年と いふ 御敎 練で、 私共の 塾へ 來て 下さいました^ 

木 村 塾長 は、 こんな 風に 先生 を 塾の 方 へ も 紹介した。 I そこに は 塾の 敎師 としての 先生の 

生活 も 同時に 始まった のであった。 

『：：. へく 柬 京で 年月 を 送って 來た 高瀬に は、 塾の 周圍 だけで も 眼に 映る ものが 多かった。 庭に ある 櫻の 花 は 

いて 見る と 八重で 花束の やうに 密集った やつが 教室の 窓に 近く^き 亂れ た。 澳ぃ 花の 影 は 休み の 時 問に 

散步 する 敎師 等の 額に も 映り、 建物の 白い 壁に も 映った。 學生等 は 幹に 隱れ、 校に つかまり、 まるで 小鳥 

かなん どの やうに 其 下に 遊び 廻って 戯れた。』 * 

先生 はまた、 案内され て、 これから を 住むべき 家の 方 を 見に 行った。 — そこ は 塾から 五六 

町距 つた 本 町の 襄 手に 續 いた 一 區 域で、 馬場 裏と いふ 花柳 街の 外れに あった。 ……： 落葉松の 垣 

に菌 はれた 草葺 屋根の 士族 屋敷ら しい 建物であった。 何でも 近くまで 汁 粉屋が 借りて 居た とか 

で、 古い 穴の あいた 襖、 煤けた 壁、 炬鐽を 切った あたり は 疊も燒 け 焦げて 紙 を 貼りつ けて ある 

とい ふ 住 ふ 荒した 跡であった。 でも、 庭は廣 く、 また そこに は 山の 方から 下りて 來る 細い 流れ 

があって、 その 家の 裏の 石の 間 を 落ちて ゐた。 また 南の II 下に は 水車小屋 があった。 .：：： 先生 
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湖 を 誘った o 

先生の 周闥は 半ば 農家の さまだった o 裏庭に は田舍 風な 物置が める。 下水の 溜が ある。 野菜畑 も 造って 

ある。 綠 側に 近く、 大きな 鳥篛 が^せて あって、 その 浚に は鷄が 遊んで 居る。 今度の 奥さん には子 供 衆 も 

あるが、 鄱會 育ちの 色の 白い 子供な どと 違って、 「坊ちゃん」 と 言っても 强壯 さう に 日に 燒 けて ゐた』 メ 

先生 は、 その 部屋で —— 一 間 ほど 隔て i 寄宿す る 生徒 等の 何 か ゴトく 言 はせ る窒 で、 それ 

が靜 まると 今度 は 鼠が ガタ くと さわぎ 出す 窒で、 自分の ために 心配して ゐて くれる 人達の 方 

へ 手紙 を 書いた- 思 ふこと も 多くて、 寢 についても、 よく 眠られなかった。 

『朝早く 高^ は 屋外に 出て 山 を 望んだ o 遠い 山々 に はま だ 白雪の 玆 つたと ころも 有つ. たが、 淺間 あたり は 

最早す つかり 溶けて、 牙齒の やうな 山續 きから、 陰影の 多い 谷々、 高 い 崩壊の 跡な どま ど 顯れて 居た o 朝 

の 光を帶 びた、 淡い 煙の やうな 雲 も 山 凝のと ころに 浮んで 居た。 都 食から 疲れて 來た 高瀬に は、 山 その も 

のが 先 づ活氣 と 刺激と を與 へて 突れ た。 彼 は 消い 鋭い 山の 空 氣を餾 えた 肺の 底まで も 呼吸した。』 n 

— かくて、 先生の 「小 諸 時代」 は はじまった のであった。 先生 二十 八 歳の 春で ある。 
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そこ は 火山の ぎ斜の 上に 建ち I んだ樣 な 街であった。 四 園に は 紫色に 寒い 山々 があった。 波 

昔 を 立て k 流れ 下って ゐる 大きい 川が あった。 〜：： そして、 塾 は、 その 傾斜が あだか も 人工で 

堀 割られた やうに 深い 谷と なって その 川の 方に 及んで ゐる處 にある 穴 城 II 小 諸 城趾の 脇に あ 

つた。 〜：： それ を、 先生 は、 少年 時代から 見馴れた 父と も師 ともい ふべき 木 村 熊 二 氏の 傍に 見 

つけたの であった。 II まづ 共立 擧 校の 方で 語擧を 受け、 更に 高 輪 臺町敎 舎で は 牧師と しての 

この 人の 手に 基督 敎の 洗禮を 受け、 また 明治 舉院 時代に はしば らくの 間 を 寄寓まで して 來たそ 

の 人が 塾長と して 働いて ゐる舉 校の 窓に .：：：• それ を 見つけた のであった。 

『淺 間が 燒 けて ますよ OJ 

と 先生 は 上 州の 空の 方へ 靡いた 堙を 高瀨に 指して 見せた o 見资 えの ある 淺間 一 帶の 山脈 は、 旅で 通り 過 

ぎた 時と は^って、 1 曆 ハツ キリと 高瀨の 眼に 映って 来た o 

先生 の 主 居に 近づく と、 一 軒 手前に ある 古い 屋敷 風の 門のと ころ は 塾の 生徒が 出たり 入ったり して ゐた o 

寄宿す る 靑年達 だ。 いづれ も 農 荥の干 弟お。 その 家の 1 H: を 借りて 高瀨 はさし あたり 腰掛に 荷物 を 俘き、 

食事 だけ は 先生の 家族と I 緒に する ことにした リ 横手の 永戶を 押して、 先生 は 自分の 屋敷の 裏^の 方へ 高 
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自分ら しい 生活。 それ を 思 ふ處に は、 まだ 生活の 諸問題の 上から は、 或は 早い とも 思 はれる 

「結婚」 に 就いて、 頸 を タテに 振った の も、 自分に は 自分 だけの 新ら しい 粗末な 家た 作らう と 

思った からであった。 

『三吉 は 兄に 金 を 費 はせ る こと を 心苦しく 思った o 結婚の 準備 も 成るべく 簡單 にしたい、 借金して まで 體 

裁 をつ くられる 必耍は 無い、 と 思った。 小 泉赏は それで は濟、 されなかった。 

お 俊 も 小 學抆の 卒橥に 間近く 成って、 是 から 何虡の 高等 女學 校へ 人れ たら 可から うな ど V 相談の 初 まる 頃 

に は、 三吉の 前に も 二つの 途が展 けて 居た o 1 つ は 西 京の 方に 敎師の 口が 有った。 1 つ は 往時 英語 を學ん 

だ 先生から 自分の 學 校へ 出て 吳れ ないかとの 手紙で、 是方は 寂しい 田舍 では ぁリ、 月給 も少 かった o しか 

し コ1 吉は 後の方 を 擇んだ o』 * 

信 州の 北部、 小 諸 町と. いふ 小さい 町の 町立 「小 諸 義塾」 とい ふの が、 その後 者であった。 I 

先生 は 春の 新擧 期から、 固 語の 敎師 として、 こ-に 赴 住された のであった。 


A 仝 第 6-88 
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土 

長 野 驟北住 久都小 諸 町 馬場 裏 (一一 十八 歳 —一二 十四 歲) 


土に 歸れ。 —— 

先生 は、 あの 母親 を 東京に 喪った 後に 於て、 却って 「土」 を 憶 ふ 心 を 起された 人の 樣 であつ 

た。 「土」 II そこに は 一 切が 成った。 山上 そこに は I 切が 自らの 手に 作られて ゐた。 ……： 

「もっと、 自分 を 新鮮に、 そして 簡素に する こと は 無 い か o」 ：…… 先生 は 棲み 惡ぃ 身邊 にある 虑 

偽の 生活 I 都會の 签 氣 I 甲斐 も 無 い 反抗と 心勞 とから * そ の 他 あらゆる ものから 遁れ 出さ 

うとして 思ふ處 は、 そ c 事であった。 


日し リ 在に 諸 小 
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しかし、 ……： 先生 は、 その 锊 の 中の 住みに くい 家の 中で も， まづ 「詩」 となって 開けて 來たそ 

の 道 を 踏みつ^け やうと して ゐた T 舂ゃ いづこに」 「白 硫 瓶の 賦」 その他 詩文 集 「1 葉 集」 の 諸 

篇が 生れて 来た。 

蒸 暑い 夏が 來る。 II その 頃に は、 姉 高 瀨氏ひ 木曾鼷 島の 家の 方へ 一 夏 を 送りに 行った。 谷 

の 深 翳が、 そこにあった。 「新潮」 「晩春の 別離」 その他 詩集 「夏草」 の 全部が 成った。 ：…… 先 

生の 心 は、 渐く喑 い 悲慘な 過去 の 追想から 離れ かけて ゐた。 

そして、 二十 八 歳の 先生に は 、「結婚」 とい ふ 様な、 新ら しい 前途が、 ……： 周圍の 考慮の 中 に 

開かれて 來 やうと して ゐ るので あった。 


* 仝 集 1  一 33i 


母の 病 氣はコ レラ であった 。そして、 そこに は 1 晝 夜の 激しい 苦しみで 早く 冷たい 死が 來 てね 

た。 ：…… 先生 は、 本 所の 避病院の 方で、 漸く その 死顏 I 左の 眼の 上の 黑ぃ墨 子が 無かったら、 

とれが 母 かと 迷 ふ 程に 面瘦 せの した 母の 死 顔 を 見つけた のだった。 

母 は 『十八の 年に 吾 家へ 緣附 いて、 1 生處 女の やうな 快活な 心であった といつ でも 人に 言 は 

れる。 情の 深い 淚 もろいた ちで はあった が、 泣いた あと は 直ぐに 心の 筌 が 晴れて、 沈み 勝な 嫂 

を 慰めて • 立 働く のを樂 しみに して ゐ た。』 氺 I とい ふ 様な 人で、 先生 もこの 母の 傍に、 幾度、 

勵 めら れ * 勵 されて 藝術 をした ふ 心に 立歸 つた かもしれ ない のであった。 

II そ Q 死 は、 勿論 積極的な 意味で、 先生に 物 を 思 はせ た 様であった。 明治 三十 年、 ：…… そ 

の 頃に は 長兄 も、 長い 苦難から 免れて 湯 島の 方に 家 を 持って ゐた。 先生 は、 そこに 1 年の 柬北 

| 擧院 を辭 して 歸 京した。 そして、 仙臺で 書いた 詩稿 を 整理して、 詩集 「若菜 集」 を 春陽 堂から 

§ 出版した のであった。 

I 「文 擧界」 廢刊。 
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A 佥 集 1  一 I】 集 1 一 


卷と はなれり。 われ は 今、 靑春 の鈀 念と して、 か、 るお も ひでの 联ぐ さかき あつめ、 友と する 人々 のまへ 

に 捧げん と はするな り OJA 

II 」 れは、 明治 二 1 ャ六 牛に， 仙 KS-^Q 「若水 来！  ^おに」 3 「1 IT 小 "1.3 じ 威リレ 

「夏草」 小 諸にての 「落 梅 集」 を 合本した 「藤 村 詩集」 の 自序の 言葉で ある。 まことに、 「新し 

きき n 葉 はすな はち 新ら し 生涯な り」 —— である。 しかも、 この 新しき に 入らむ こと を 願ふ處 に、 

多くの 寂しく 喑き 月日 を堪 へて また 處に、 遂に 新聲は 叫び 出された ので はあった けれど、 とこ 

に は、 これまで 辛酸 を 共に して 來た、 愛する 母 縫 子 を 失 はなければ ならなかった ので ある。 

明治 一 一十 九 年 十月 一 一十 四日。 II 秋風が 赤くな つた 柿の 樹の葉 を 吹いて、 庭に 栗の 落ちる と 

いふ 様な 日に、 先生 は、 母 危篤の 電報 を 受取らなければ ならなかった。 先生の 心 は、 この 不幸 

に 震へ た。 それ は 不幸に つぐに 不幸と いふ 様な 過去に おび へ つ e けた 様な 震 へであった。 『自分 

の 心 は 玻璃の 小 窓に 醫 へて 見よう、 少しの 氣息を 吹き かける と、 山 も 川も綠 つてし まって 淺ら 

す 見えなくなる』 —— 先生 は、 それ を、 その 夜汽車の 白 毛布に くるまりながら 思って ゐた。 
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^らしき うたび との 群の 多， は、 た^ 朴貨 なる 靑年 なりき。 その 藝術は 幼 糨なリ き、 不完全な りき、 さ 

れ どまた 僞りも 飾り もなかり き。 靑 春の いのち はかれら の 口唇に あふれ、 感激の 淚 はかれら の頰 をった ひ 

しなり。 こ  >- ろみに 思へ、 消 新 横溢なる 思潮 は 幾多の 靑年 をして 殆ど >盒 を 忘れ しめたる を。 また 思へ、 

近代の 悲哀と 煩悶と は 幾多の 靑年 をして 狂せ しめたる を。 

われ も 拙き 身 を 忘れて、 この 新ら しきうた びとの 聲に 和し ぬ。 

詩歌 は靜 かなる ところに て 思 ひ 越した る 感動な リと かや o けに わが 欲 ぞぉぞ き 苦闘の 告白なる。 

なげきと、 ゎづら ひとは、 わが 歌に 殘 りぬ。 思へば、 言ふぞ よき。 ためら はずして 言 ふぞ よき。 いさ、 

か 々 る 活動に 勵 まされて われ も 身と 心と を 救 ひしな り o 

誰か 蒭き 生涯に 安ん ぜむ とする も のぞ o おのが じじ 新しき を 開かん と 思 へ るぞ、 若き 人々 のっとめ なる o 

生命 は 力なり、 カは聲 なり。 ^は霄 葉な り。 新しき 霄葉 はすな はち 新ら しき 生涯な り。 

われ もこ の 新しき に 入らむ こと を顋 ひて、 多く の 寂しく 喑き月 HI を 過し ぬ o 

藝術 はわが 願 ひなり。 され ど われ は藝術 を輕く 見たり き o むしみ われ は 藝術を 第二の 人生と 見たり き 0 

また 第二の 自然と も 見たり き o 

あ、 詩歌 はわれに とりて 自ら 資む るの 鞭に て ありき o わが 若き 胸 は 溢れて、 花 も 香 もな き 极無草 四つの 
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行く 喾なの だ。 その 旅/ J そ は、 その 流轉 こそ は その 革命 こそ は悲壯 だ。 創造の 惱み も、 惱 みと 

言 はれる ほどの ものなら、 こ の 位に 苦しまる べきが 本當 なの だ。 

先生が、 こ-. -に來 るまでの、 長い 間 の 作品の すべて を 破り 去った とい ふこと は- いかに、 先 

生が 此處に 初めて、 尠くとも 自分ら しい 言葉 —— 道 を 見 出られた こと を 語って ゐる ものである。 

そして、 同時に、 その 單 なる 摸 傚とまで も 言 はれた ものに こそ、 ：…… そこに 歪められ、 壓 しす 

くめら れ てはいよ いよ 强く、 しつ ッ こい 先生、 やにつ こい 先生が ひそんで ゐる だら うこと が、 

思 はれて 來 るので はない か。 

『遂に、 新ら しき 詩欧の 時は來 りぬ o 

そ はう つくしき 曙の ごとくな りき o ある もの は 古の 預言者の 如く 叫び、 ある もの は 西の 詩人の ごとく 呼 

ば はリ、 いづれ も 叫 光と 新聲と 空想と に醉 { るが ごとくな りき。 

うらわ かき 想像 は 長き 眠りよ リ^め て、 民俗の 墓 を 飾れ リ o 

傳說 はふた たびよ みが へ りぬ。 自然 はふた たび 新しき 色を帶 びぬ o 

S: 光 はまの あたりなる 生と 死と を 照せ リ、 過去の 壯大と 衰^と を^せ り o 
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よ ろづ のな み を 

よびあつめ 

ときみ ちくれば 

うら V かに 

とほく きこ ゆる 

はるの しほの ね 

ときみ ちくれば —— そこに は、 先生の 靜 かな 微笑 を^る ことが 出 來る樣 である。 术當に それ 

は、 待 たれ 待 たれた 時で あつ 、た。 長い間、 ……： 自分ら しい ものが 書かれなかった 先生、 摸 傚 だ 

と 嘲られなければ ならなかった 先生、 II しかし、 それ は 器用な からで はない、 かぶれ 易い か 

ら ではない。 勿論 * 自分 を 持たない からな ので はない。 それ どと ろか、 それ は あまりに 自分 を 

知って ゐ るから だ、 重んじて ゐ るから だ。 そして、 どうしたら、 どんな 形に したなら * 肖 分が 

m せる かと 迷って 歩く からだ。 本當の 自分の 言葉 を 探して 廻る からだ。 それでこそ、 先人の 跡 

に 一旦 寄って 見なければ ならない の だ。 しかも、 そこに は當然 失望す る蒈 なの だ。 また、 動いて 
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らしい 生の 肯定 を 同時に 思 ひ 見ないで は 居られない。 かくて こそ、 固い 殻 も 破れた。 厚い 壁 も 

破れた。 そして、 あの 透 谷が、 漸くに 文字に までして 見せた 處の 「g!K を 言葉に し、 詩と し、 

生氣 としたの であった。 それ は、 同時に、 —— 先生の 「曙」 を 父と した、 日本 詩壇の 「曙」 で 

もあった ので ある。 

それにしても、 先生が、 常に、 水 — 水邊に 到って は、 強く I が へられる のは樂 しい。 ：.：：. か 

くて、 先生 は、 この 「新生」 の鮮 らしい 心 を、 名 影 町の 客舍 に、 また 廣瀨 川の 小亭の 二階に 置 

いて、 今 はしき リに、 自分 等の 雜誌 「文 擧界」 へ、 その 詩稿 を 送り 績 けたので あった。 

潮 昔 * 

、 

わきて ながる V 

や ほじ ほの 

そこに いざよ ふ 

うみの 琴 

しらべ も ふかし、 

も V か はの 
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また 白雪の 镇れ ども 

若 茱の萌 えて 色靑き 

こ 、ち こそ すれ 砂の 上に 

* 逢に 高き 大巖の 

う へ にの ぼり てお が むれば 

春 やまぬ らん 東雲の 

潮の 音 遠き 朝 ほらけ。 「生の あけぼの」 い A 

『その 頃の 詩の 領分 は 非常に 不自由な もので、 自分 等の 思 ふやうな 詩 はま だく 遠い 先の 方に 

待って ゐる やうな 氣 がした が、 兎に角 先縱を 離れ やう、 詩と いふ もの を もっとく 自分 等の 心 

| に 近づけ やうと 試みた。』 B I と は 先生が 全集 「第 1 卷の 終に」 の 中に、 當時を 語って ゐられ る 

m 處 であるが、 本當に * 當 時に 於け る 「言葉」 の惱 みは どんなに 重い ものであった らう。 — ^ 

1 かも、 先蹤を 離れて、 〜〜 この 創造の 惱 みに、 先生が 遂に 耐えた とい ふこと に は、 先生の すば 
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轧れて 熱き 吾 身に は ， 

B 蔭 も 薄く 苹 枯れて 

荒れた る 野 こそうれ しけれ 

ひとり さびしき 晋耳は 

^く 北風 を 琴と 聽き 

悲み 深き 吾 目に は 

色彩な き 石 も 花と 見き 

『  げ にわが 歌ぞ、 ぉぞき 苦闘の 吿 白なる。 —— なげきと、 ゎづら ひとは、 わが 歌に 殘 りぬ 

思へば、 一 w ふぞ よき。 ためら はすして 言 ふぞ よき。 いささかなる 活動に 勵 まされて われ も 身と 

心と を 救 ひしな り。』 A —— 思へば 言ふぞ よき、 ためら はすして 言ふぞ よき o   遂に 先生 は そ 

こまで、 自ら 言 ふ 言葉 勵 まされて 來 たのであった。 心の 春 は、 そこに 近よ つて 来たので あった。 

春き にけ らし 春よ 春 
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あしたの 雨の 風と なる 

されば 落 薬と 身 をな して 

風に 吹かれて 飄り 

朝の 黃 雲に ともな はれ 

夜 白 河 を 越えて けり 

道な き 今の 身 なれば か 

われ は 道な き 野 を 慕 ひ 

思 ひ亂れ てみ ちの くの 

宮城 i? にまで 迷 ひきぬ 

I 一生の 曙 はこん な 風に して 開けて 來た。 沈默 しきって ゐた 先生の 口唇 は ほどけて 來た。 


心の 宿の 営 域 野よ 
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われ も それ かや うれ ひか 咿 

野末に 山に 谷 蔭に 

見る よし もな き 朝夕の 

光 もなくて 秋^れぬ 

想 も 薄く 身 も 暗く 

殘れる 秋の 花 を 見て 

行く へ もしらず 流れ 行く 

水に 淚の 落つ るかな 

身 を 朝 雲に たと ふれば 

ゆ ふべ の 雲の 雨と な n- 

身 を 夕 雨に たと ふれば 


若き 心の 1 筋に 

なぐさめ も なくなげ きわび 

胸の 氷の むすばれて 

とけて 淚 となりに けり 

蘆 葉 を 洗 ふ 白波の 

流れて 殿 を 出づる ごと 

思 ひ あまりて 草枕 

まくらの かずの^' いくつ 

かなしい かな や 人の 身の 

なき なぐさめ を 尋ね 沱び 

道な き 森に 分け 人り て 

などな き 道 を もとむ らん 
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一 もの は、 君、 死んで 居た やうな ものだった からね。 考 へて 見る と、 僕の やうな 人間が よく、 こ 

g  -- まで 生きて 來 たやうな もの さ o』A  (. 

|  II とい ふやうな 仙臺が そこにあった。 そこの 自然 も- 東北 擧院の 鬪書窒 も- この 疲れ 傷い 

て來た 先生 を 慰め 勵 まさないで 置かなかった。 

水， ；…… そして、 そこに は 水が あった。 市锊の はづれ 1 れ 下る 美しい 廣瀨 川が あった。 ま 

た そのな がれの 末に は、 碧い みちの くの 海が あった。 先生 は その 川畔に 立ち、 また その 海岸の 

厳に 倚って 溜息 をした。 —— 長い、 深い 溜 窗 を。 

夕 波く らく 啼く 千鳥、  B 

I 先生の 溜息 は、 そこに、 兎に角に 言葉と なって 来た。 さう だ、 こ ふから、 出て 行かう！ 

と 思 はれて 来た。 ：…… 先生の 深く 繫 屈した パ ッシ ヨン は 漸く そ こ に 流れ出した。 

われ は 千鳥に あらね ども、 

心の 羽 をう ち ふりて 

さみしき かたに 飛べる かな 
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すな」 と 車夫に 言 はれる 様な 着物と 書籍と も 詰めた 行李と 一 緒に 上野 驛に 向った。 そして * 東北 

の 空の 下へ と 汽車に 乘 込んだ。 I 煙 は、 その 日の 雨の ために 使く 臥て、 暗く 車窓の 前 を 通り 

過ぎた。 

『汽車が 白 河 を 通 a 越した 頃に は、 岸 本 は 最早 遠く 都 を 離れた やうな 氣 がした o 寂しい 降雨の 音を閗 きな 

がら、 何時 來る とも 知れない やうな 空想の 世界 を 夢み つ-"、 彼 は 頭 を 窓のと ころに 押 付けて 考 へた。 

「あ、、 自分の やうな もので も、 どうかして 生きたい G」 

斯う 思って、 深いく 溜息 を 吐いた。 玻璃 窓の 外に は、 灰色の 空、 篛れて 光る 草木、 水煃、 それから シ 

3 ンボ りと^ 家の 軒下に 立つ 鵜の 群 なぞが 映ったり 消えた リ した o 人々 は 雨中の 旅に 港んで、 多く 汽車の 

中で 寢た。 

復た ザァと 降って 來た oi* 

^ビ ：」、 二，： - 

m 『仙臺 は 好かった よ。 葡萄 en は ある、 梨 畑 は ある ……： 讀 みたい と 思 ふ 寄籍 は、 舉 校の 方から 何 

程で も 借りて 來られ る ……： 彼麁へ 行って 僕 も 夜が 明けた やうな 氣 がした サ 〜〜 あれまでと いふ 
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—— 彼 を そこに 待って ゐ ると いふ 話 をき いた。 

出 稼 I それ は 彼の 望む 處 であった。 旅 も 出来る。 心 持 を も轉換 する ことが 出来る。 そして 

多少 家への 仕 sa り も出來 る。 先生の 心 は そこに 思 ふまで もな， して ゐた。 

11 明 は、 遂に 來 るかの 様であった。 さうな ると、 思 ひがけない 手 銑が 旅に 在る 二番目の 兄 か 

らも 屆 いた。 留守宅の 生活費 は そちらから も 助けて くれる とい ふので ある。 また、 不幸な 兄の 

上吿も 聞かれた。 そして、 すべて はこ こに、 前途 を 開かれて 行く かの 様であった。 I 先生 は、 

そこに 漸く、 仙臺の 方へ 落ちて 行く ことが 出来る の を 思 ふので あった。 

先生 は、 その 留守宅 を 本 鄕森川 町の 小さい 家の 方へ 移した。 二 間ば かりの 平屋で、 勝手の い 

破家であった。 旅の 荷物 も、 その 家の 中に、 纏まって 行った。 •：•：： 先生 は、 その 騷 ぎの 中で、 

た ^長くな つて 眠って ばかり ゐた。 せめて 1 日 ゆっくり 寢て 行きたい、 これより 外に はこの 痠 

れ きった 人に 願 ひ は 無かった。 それほど 1 先生 は 疲れて ゐ たのであった。 

づで 

それ は， 八月の 末で、 毎年の 洪水 を 思 はせ^ g な 季節の 雨の 日であった。 「恐し く 重い 行李で 
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つた 。『彼 は 兎に角、 签 想を實 行しょう として、 事 を 始めて 見る 男で ：：：： 』 J あった。 さうた 

週れば せながら も 友達の 後 を 追って 大 舉の專 科に 入らう かと 思想した の も その 當時 のこと であ 

つた。 その 願 は 聞かれなかった。 そして、 遂に、 こ i まで やって 來た — こ乂 にも、 先生 は、 

激しい 幻滅 を 味 はなければ ならなかった。 1 日で やめた。 ：…… さて、 それからが、 如何なら う 


『到頭 岸 本 は 陪 下の 座敷へ 寢床を 敷いて 貰って、 其 上へ 锊れる やうに 成った。 傲岸な 彼 は、 未だ それでも 

自分の 坆北を 認めようと はしなかった。 「我 は 敗北 者な り」 などと は 小^に も 出したくなかった。 斯うい 

ふ 負 昔み の 強い、 自分 を 知る ことの 少ぃ、 盲と 啞と 聾と を 兼ねた やうな 靑 年が、 人生と は何ぞ やとい ふ 疑 4 

問に 逢^しながら、 その 解決に 苦んで 寢 床の 上に 震へ て 居る 光量 は I. 丁度 深 傷 を 負へ て 職場の 草の 中に m 

倒れながら、 まだ それでも 抵抗す る 氣ゃゐ る 兵 4- の やうで ある。』 B  B 

7 

〜：： 絕望 は、 先生 を 不思議な 決心に 導いた。 先生 は 三度、 一切 を 捨て & 「旅」 に 行く こと を ^ 

0^0 そして、 そこに 自ら を 救 ふこと によって 孝道 を 起て やうと した。 愛着の 藏 書を黉 つて m 

み 

その 旅費と しゃう とした。 ： …； その 時に、 先生 は、 仙 臺の擧 校の 方に 敎へ に來て 欲しい とい ふ A 
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の 眼前に は 未だ 開拓され て 居ない 領分が ある I 廣ぃ 洞い 領分が ある I 靑木は その 一 部分 を 

かんが (  たねます r- 

開拓しょう として、 未完成な 事業 を殘 して 死んだ。 斯の 思想に 勵 まれて、 岸 本 は 彼の 播種 者が 

骨 を 埋めた 處に 立って、 コ ッ くその 事業 を糂績 して 見たい と 思った。. f 

それ は 情熱 —— と. S ふことば 一 つ を 言 ひ 出す ために 慘 苦の 1 生 を かけた 様な 透 谷の さびしい 

道で もあった。  

先生 は 遂に 麴 町の 舉校を やめた。 I 專心 製作に 從ふ 決心で。 

二月ば かり は 夢の 様に 過ぎた。 II 漠然とした 恐怖 は絕 えす 彼の 胸 を 往来した。 そして 急に 

身體が 震へ たり， 淚が 流れたり して、 矢 張 仕事 は出來 なかった。 ……： 梅雨の あがらう とする 頃 

Jti は、 先生 はもう 全く 別の 職業の 中に 埋れて 了 ふ 積り で、 築地の 方の ある 陶器 畫を專 門と する 

仕事場へ 歩いて ねた。 

繪螯を 愛する の は 先生の 天性に 近かった。 I そこに 筌 想が あった。 迷 ひに 迷って ゐる 若い 

かしがへ 

藝術 家が、 陶器の 畫ェ になら うとい ふ 思想に 落ちて 行く までに は 種々 な こと を筌 想した ので あ 
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河の 中へ 落ち、 1 つ は 河まで 行かずに 手前で 止った。 結局 奈何して 可い か 解らなかった o』* 

その 暗い 年 も 暮れた。 先生 はこ-に 二十 五 歳であった。 .：：..- 池の 端の 下宿 方に ゐる 友達 も 二 

十ヒ になり、 また 二十 四に 成って ゐた。 若い 芽 は、 そこに は 早く 思 ひお も ひの 方へ 向けて 仲び 

かけて ゐた" しかも、 先生 はま だ そこに 默 つて 頭 を 垂れてば かり ゐ た。 その 蒼白い 額に は、 一 

度 剃られた とい ふ 髮が復 た 長く 延びて 垂下って ゐた。 先生 はもう， 友達に 逢っても 樂 しまれな 

かった。 

「もうす こしから ッ とした 事 は 有りません かねえ。」 

I こんな 言葉 を 言 ひ 出す 様な 一葉 女史の 家に 行っても" 先生 は默 つて ゐ たとい ふ。 〜〜 そ 

して、 おはり、 梅 は 梅、 柳 は 柳と 言 ふ 様に、 やがて は 友達と も 別れ/ \ にならなければ ならな 

I いの だと 考 へる 様になって ゐ た。 

m 「製作、 製作。」 — 

先生 は、 大拫 畠の 二階に 籠って、 自分 は 自分 だけの 道路 を 進みたい と 思った。 II 『自分 等 
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1 つと して 自由に 表白せ る もの は 無かった。』 

創造の 惱み。 —— その 惱 まし さは、 この 若い 日の 先生 を， そこにい よく 喑 くしたら うこと 

が 想像 せられる。 ：…… それ は どんな 人に 在っても、 時代に 在っても、 乾く 時の ない 惱 みだ。 し 

かも、 明治 も 若い、 その 當 時の 情熱 を 言葉と すべく、 文字と するべく、 その 時代の 我國の 言葉 

が、 文字が， ：…… & 前に、 われ 等の 言葉と して、 その 情熱 を 語り 出し 得ない とい ふ 様な 時代 だ 

つたので ある。 II その 惱 みは 迷 ひ ともなった。 

どうしゃう、 ：.：：. その 迷 ひ を， ころげ 落ちて 行く、 石塊に 訊ねて 見やう  と 思 ふ 程の 迷 ひ 

が、 この 若い、 先生の 胸に 來た。 

『その 年の 十二月、 脚氣で 弱って ゐる姉 を 連れて、 岸 本 は 上^の 方へ 旅行した o 撗濱 から 便船で 富 津へ藩 

いて、 小久 保と いふ 漁村に 姉を殘 して 置いて、 房 州小湊 にある 日蓮の 生地 を 見る 爲に鹿 野 山 えた。 石 

塊の 多い 山道で、 崖の 下に は 谷川の 流れが あった。 其 時、 彼 は 路傍の 石塊 を 拾って、 崖の 上から 落して や 

つた。 其樣な ことで 自分の 一 生の 方向 を 卜 はう とした こ. ともあった。 もし 石塊が 河の 中 へ 落ちる やう マ あ 

つたら、 ゃ藝の 道路 を 進まう。 途中で 止まる やうで あったら、 全く 方向 を變へ て、 他の 職業の 中に 埤沒れ 

て 了 はう。 斯う 思 ひ 迷った。 石塊 は ごろく 搏 つて 落ちて 行った が、 一つ は 河 を 越して 向へ 落ち、 一つ は 
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か <9  «\ ぺ fc たか 

くな つた か、 奈何して 亡くなつ たかと は、 確め かねた ので ある。 その 歸途に は 地が 隆く持 上つ 

たり、 {4! が 黄色く 成ったり、 そこいらに 在る 物の 象が グラ く徭 いて 見えたり した。』 * 

しかも、 この 驚きと 歎き は、 まだ 秋の 舉報を 手に 取る まで は、 夢と も 思 はれて 信じられ なか 

つた。 II 攀報 は、 その 夢 を 破って 仕舞った。 

「八月 十三 日、 午前 七 時半、  」 

舉報は 彼女が、 夫の 傍に、  水 眠した、 この 事實を 確實に 載せて ゐた。 ことに 病 氣も、 產 

前の 劇しい 悪阻の 爲に 心臓病 を 引 起した の だとし るされ てあつた。 

可 長し ぃ打擎  靑年 はもう そこに は、 働く 氣も 何にも なくなって 了 ふば かりだった。 た 

K その 身逡と 母、 姉、 幼い 姪 —— 彼が 働かなければ、 食 ふに すら 困る この 不幸な 人々 を 見る 

事に よって、 心 を 取 直した。 兩 手で 自分の 顔 を 赤く する ほど 摩って、 そして 漸くに 立 上った。 

は 『ますく 岸 本 は 無口な 人になる ばかりで 有った。 口で 言へ ない こと はせ めて 文章に 書いて 表 

白 さう とした。 彼 は 種々 な 文體を 試みた。 小說、 戯曲、 論文、 それから 新體 詩まで も 試みた。 
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途中で ある。』 A 

湯 島 新 花町、 I 先生 達の 移り 住んだ 新居 は 俗に 大根 畠と 呼ばれて ゐる そこに 有った T 大根 熥 

は麴の 香の する 町で、 上麴、 白米と 記した 表 障子、 日 あたりの 好い 往来の 側に 乾 並べた 桶、 軒 

下に 積 重ねた 枯薪 などの 見られる 場處 である。 そこ は 湯 島 四 丁目の 淺ぃ谷 をへ だて^-、 神 田 明 

神の 杜を 望む やうな 位置に』 B あって、 靜 かな 二階が 】 間 ある 家であった。 先生 は そこ を 自分 

の 部屋に して、 そこに 机 を 置いた。 二十 八 年の 十一月であった。 

苦い 一年、 可 恐し い 一年、 ：…… それ を • 先生 は その 二階の 上で、 溜息と した。 

勝 子の 死！ 

—— それ も、 その 夏の 八月の ほじめ のこと であった。 〜：： しかも、 先生 は それ を 九 近く 

なって 漸くに 知った のだった。 學 校の 舍監が 種々 の 人の 嗨を する 序^い ふ 風で、 「安井 勝 子さん 

とい ふ 生徒が 御座いまし たらう —— あの人 も 亡くなりました よ」 ……： と 言 ひ 出した のであった。 

『 —— S はす 岸 本 も 紅くな つた。 他の 生徒と は 違って、 妙に 勝 子の こと は 尋ねに くい。 何日 亡 
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三輪の 家の 方に も 艱難が っ^-いた。 II その 日の 中に 先生の 母親 は 乳癌 を 煩って、 病院へ 入 

つた。 手術 をして 間もなく 癒った が、 先生 を 養った 乳房 は そのために 袋 ごと 拔き 取られて、 母 

親の 胸の 處に はもう その 片方し か 垂れて 居なかった。 姉 は脚氣 になった。 そして そこ へ 男の子 

を 生んだ が、 姉の 病氣 の^を のんだ とやら で 生れる 間もなく その 兒は 亡くなった。 〜：： そんな 

さわぎば かりで はない 差 押 へられた 財產は いつまでも 張羝 のま \ で はゐ なかった。 

—1. 斯様して 兄の 家 は 到頭 破產 した。 

『：： 土の 上に は 影が 動いて ゐる。 日 は阪の 上の空 氣と 塵埃と を 照して 居る。 勝手の 道具 や、 柳行李 や、 

それから 大きな 風呂敷 包な ど を 積み 載せた 荷車の 後に 隨 いて、 丁度 上野の 方から 阪へか \ つた 人力車が あ 

る。 荷車 は 右へ とり 左へ とりし 乍ら、 本 鄕臺へ 向って 上って 行った o 人力車 も徐々 隨 いて 上った。 車の 上 

の 人 は萬感 こも- <\ 胸に せまる とい ふ 風で、 人目 も 憚らず 男泣きに 泣いて、 谤へ來 て 何 か手附 をして 見せ 

た 立 ン坊の あるに も氣が 着かずに 居た。 

この 男が 岸 本で ある。 彼 は 今、 三輪 を 引拂 つて、 湯 鳥に 見つけて 置いた 新し い 住居の 方 へ 移らう とする 
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れ ながら も 亡友の ために、 その 暗い 家に 晚 くまで 起きて ゐて 「透 谷 集」 を 編む ことに 從 つた。 

明治 二十 七 年 九月。 —— それ は柬 洋の大 機と いふ やうな 時であった。 その 月の 十三 日に は最 

早大 本 營は廣 島に あった。 平 壞の戰 は 旣に戰 はれて ゐた。 文筆に 從事 する 人々、 畫 家な ども 多 

く從 軍した のであった。 ……： 勝 子の 出發は その 月の 下旬で、 彼女 は 1 旦鄕 里の 方へ 歸り、 それ 

から 許婚の 人の 方へ 津輕 海峡 を 渡る ことにな つて ゐ た。  . 

先生 は、 ふと 圖書窒 の戶 口のと ころで * 思 ひも かけぬ 彼女に 出逢った。 それ は 暇 乞 ひの ため 

に舉 校まで 彼女が 出て 來てゐ た 日であった。 

『勝 子 は 岸 本が 自分の 前へ 來 るまで 遠慮して 立って 居た。 圖書窒 の 机のと ころに は 四 五 人の 生 

徒が あった。 

「先生、 いろく 御世 話 様に 成りました  」 

斯う 言って、 勝 子 は 紅く 泣 腫れた 顔 を 上げた。 彼女 はま だ 何 か 言 はう としたが、 それ を 言 ふ 

とと は出來 なかった。 

岸 本は默 つて 御辭饞 をして、 別れた。 J  * 
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彼が 久しぶりで 母 や 姉と 一 緒に 住まう とした 頃 は、 やがて 可 怖し い 激しい 波濤が 家庭の 

內 部へ 押 寄せて 來た。 兄の 民 助 は 最早 家に 居なかった。 これ は 民 助が 日頃 信用して ゐた 男に 欺 

かれて、 過って 偽造の 公愤證 書 を 使用した 爲に、 鍛治撟 の 未決監へ 送られる ことに 成った から 

で』 *  I と 「春」 に 書かれて ある 様な 先生の 艱難が 起ったら しいので あった。 さあ、 斯様なる 

と， 家の 內の混 雜は浪 打つ やうで ある。 忽ち 先生 も その 浪の 中に 祷込 まれない では 居られな か 

つた。 

失望に 次ぐ にこの 艱難 は 先生の 心 を ゆすぶりた てないで は 置かなかった。 暗かった。 そして 

その 日の 中に 曰淸戰 爭は戰 はれる やうと して ゐ たので もあった。 

母親 は その子の 無罪 放免 を 願 ふために 白い 足 を 腫ら してお 百度 を 踏み、 鹽 だち をして 祈った。 

先生 は 未決監の 方に 面會、 差 入れの ために 通った。 しかも、 不幸 は單獨 では 来ない。 商人と し 

ての 憒務 とい ふ 様な ものまで が 差 押へ- 差 押へ とい ふ 様な 喑ぃ 波と なって うちよせて 來た。 

I 先生 は、 再び 靆 町の 舉 校へ 通 ふこと にして， この 破れた 家の 家計 を 助け やうと 思 ひ 立つ 

た。 三輪から 麴 町まで" 歩いて 通 ふその 道 はかなり に 遠かった。 ！ 先生 は、 その 長い 路に疲 
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られ なかった らしい。 — 庭の 靑 葉の かげで、 彼 は 縊れて 死んだ のであった。 

透 谷の 死の 後に も、 友達 は 集って は 亡くなった 友達の こと を はなした o「 II 見 給へ、 ペンキ 

塗の 家 も あれば、 煉瓦造り も ある、 昔風の 日本 造り も ある、 今の 時代 は 物質的の 革命で 某 精神 

を 奪 はれつ k ある。 外部の 刺戟に 動かされた 文明で ある、 革命ではなくて 移動で ある。」 〜…- さ 

うした その 友達の 言葉 も そこに は 語り 出される のであった。 それにしても * 連中に 取って 透 谷 

の 死 は 大きな 打擊 であった。 友達 は皆考 へた。 しかし、 仲間の 中から 一 人の 戰 死者 を 出した a 

いふ ことが、 反って 深い 剌戟に 成って、 各自 志す 方へ 突進 まう としたの であった。 平 田 禿 木、 

戸川 秋 骨、 馬場 孤蝶、 星 野天 知の 諸氏. それに この頃に は 連中に なって ゐた柳 村、 上田 敏 氏な 

ぞの 書いた もの は、 漸く 「文 舉界」 を 賑 はした のであった。 

六月の 四日に 透 谷の 追悼 會 があった。 丁度 その 曰 は 彼の 三七日の 忌日に 當 つて ゐた。 —— そ 

の顷 から 先生 は、 大 川端の 家 を 出て >  兄 や 母の ゐる 三輪の 家に 移って 行って ゐた。 
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いかに 深く わが 心の 奧に蓉 きしょ。 ねが はくば、 これ を 1 生の しるべと なさむ o」. これが、 その 手紙の 主な 

文句で、 また 最後の 別離の 言葉であった。 猶、 勝 子 はせ めても う 1 度 文通 を 許せと いふ 意味 を 書 添へ て 寄 

したが、 今と なって 其 をす る 必耍は 無い、 斯う 岸 本は考 へ て、 斷然 その 返事 は 出さない ことにした o』 A 

靑年 は、 日に 幾度と なく， 井戶 端へ 出て 行った。 そし 冷たい 眼の 覺 める やうな 水の 中へ 燃え 

る やうな 頭 を 突 浸す のであった。 

その、 五月の 十六 日の 晚は 好い 月夜であった。 I 先生の よき 友、 北 村 透 谷 は 芝 公園の 方 0 

家で 自殺した のであった。 

「門 太郞 こと 昨夜 死去つ かまつ り 候。 とりいそぎお しらせまで 申入 候。 何卒 皆様へ も 御 傅へ 下 

され 度 候。 十七 日、 朝」 B 

II 先生 は、 その 通信 を 折抦、 訪ねて 行った 戸川 氏の 下宿で 受取った。 嚴肅な 悲痛な、 名の 

§ つけ 様の ない 身ぶ るい を 感じながら 二人 は、 その 家の 方へ 33 かけて 行った。 

：…… 白晝の 様に 明るかった 月の 光の 靜か さは • 彼の 魂 を 誘ったら しい。 彼 は 生の 荒 菝に堪 へ 
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た。 そして、 彼女 は r II しかし- 私 は 貴方の 言 ふ 通りに 成ります。」 と 許嫁の 人に 言った とい 

ふこと であった。 〜〜 そして、 彼 文 は 急遽、 國の 方へ 連れ 歸られ る ことになる だら うとい ふの 

であった。 

五月であった。 菖蒲湯が あった。 先生 は、 その 湯の 中に 身體を 洗って、 サッ パリと した 心地 

になって 机に 向った。 健 氣な勝 子の 決心 は、 深く、 青年の 心 を 動かして ゐた。 ：…… 

r I 其晚 ほど、 彼 は 自分の i 生の こと を考 へた ことがなかった。 彼 は 勝 子に 對 つて ブッ キラ 

ボウな 手紙ば かり 書いた もので、 また 其 を 以て 男性ら しいと して 居た ものである。 其 夜、 彼 は 

始めて 自分の 心に 近い 手弒を 書いた。 しかも * その 心 は 捨てた と 書いた。 彼 は 最早 勝チを 慕つ 

てゐる もので はない とい ふ 事 を 書いた。 今迄の 自分 は 唯 彼女 を 欺いて ゐ たので あると 害いた。 

そして、 決心の 籠った 調子で、 許嫁の 人の 許へ 行く やうに、 親の 心 を 安す る やうに、 斯う 一 氣 

に 書 下した。』 *  | 

勝 子からの 返事が 來た。 II  ^ 

『「君 はわが 心 を 知りた ま はずとの み 思 ひしに、 今にして その あやまれる をお も ひしり ぬ、 たま はりし ふみ * 
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は^ 違へ る ほど 成人して 居て， これが 苦兒 かと 半信半疑で 居る 位であった o 錄 々挨拶 をせ ずに、 母親 は 岸 

本 と ー緖 に^に 乘 せられた。 何 處 かの 若い 人と 一 轼に乘 つた、 斯う 母親 はま だ 疑って 居た。 岸 本が 束 京の 

夜の 市街 を 指して 見せて、 「母親さん」 と 言った 言葉に 驚かされて、 はじめて 「捨吉 だった か」 と 思った と 

いふ o この 事 を 母親が 後で 話して 大笑 ひした。 長い こと 別れて 居た 親子 は 斯樣な 風に して 1 緖 になつ 

た。』 * 

母親 や 兄 達 は、 もう 三輪の 方で 暮 して ゐ たが、 先生 はま だ吉 村の 家に 止まって 朝晩の 手傳ひ 

をして ゐた。 そして、 その 日の 中に 友人の 同情から、 —— その 友 建の 下宿の 方で 勝 子に 逢 ふこ 

とが 出來、 また 手紙 を 受ける ことが 出来た。 …：： しかし、 また そこに は 花の 時節に も 近づいて 

勝 子の 卒業 も 迫って 來てゐ た。 そして、 それ はやが て、 許嫁の 人との 結婚に 近づく ことで あつ 

た。 靑 年と 處 女と は、 隔てられて ゐて 各々 の 深い 溜息 を 日記 や、 手紙に 書いた。 

遂に、 卒業式が 來た。 そして、 先生 は 友 を 通じて、 彼女が、 最後の 決心に 落ちて 行ったら し 

いの をき いた。 それ は、 彼女が 許嫁の 人 Q 前に 一 切 を 吿 白して 了ったら しいと いふ ことで あつ 
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「人間の 力に は 限りが 有る ネ、 I 僕 は 世 を 破る 積り で 居て、 反って 肖 分の 心 を 波って 了つ と" 

非常に それが 殘念 だ。」 彼 はそんな こと を 話して 歸 つて 行った。 先生 は、 そこに、 彼に よって 窨 

かれて ゐた 文章 を 思 ひ 浮べた。 ……： 「文士の 前に ある ま 場 は、 一 局部の 原野に あらす、 廣大な 

る 原野な り。 彼 は 事業 を 齎し歸 らんと して 戰 場に 赴かす。 必死 を 期し、 原頭の 露と なる を覺悟 

して 家 を出づ るな り —— 」 * 

その 頃、 透 谷 は、 京 橋 彌左衞 門 町の、 母の 煙草 店の 二階に 居た。 そして、 #< は.' もう そこで 

自殺 を 計って、 短刀で 咽喉 を 傷け た ほどに 心の 傷に 患んで ゐる 人であった。 

十二月、 鄕 里の 母 は、 いよ^. 國を 出て、 大 川端の 兄の 棲む 様になった 下 谷 三輪 町の 方へ 移 

つて 来たので あった。 

U  ！ 母親、 姉、 姉の 娘、 それから 供の 人、 斯う 四 人、 日が 暮れてから 新橋の 停車場に 着いた。 母親 は 男 

の 澄る やうな 黑 羅紗の 鳶 合羽、 姉 は 厚ぼったい 肩 掛に身 を 包んで、 いかにも 塞い 山國 から 來た 旅人と いふ 

風に 見えた。 停車場の 雜沓の 中で は、 人々 は あまり 霄葉も 交す 事が 出來 なかった 0 母親の 眼に 映った 厣本 
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「 1 證、 如何い ふ 量 見で そんなに 長く 遠方へ 行って 居たん だね。」 

この^ K ん 母の 問 は、 誰も 聞いて E たいと 思 ふこと であった。 

『岸 本 は無苜 である。 彼が 無言な の は、 霄 へ て 言 はな い ので はな い、 言 へ なくて 言 はな いので ある。 漂泊 

の そ もく は 民 助に 告げた 通り、 彼が 勝手に 逢って から、 激しい 精神の 動搖を 感じて 來 たの は？ だ 。自 

分の 家が Is 家で なくなって も 雲 だ。 物の II れ た 意味$ へる T に 成った の も事實 だ。 

洪水が 溢れて 來た T に 押お されて 行った の も事箕 だ。 彼が 其 曰まで？ 來 たこと はすべ て、 遽に 起った 

「I」 の 光景で ある。 何の 具が あって、 其檬な長旅を した かと 問 を 詰められても、 それ は 口に も 言へ 

ず、 目に も 見えない o』 * 

その 曰から、 先生 はまた 吉 村の 家の 書生に 歸 つた。 そ して、 むかしからの 習慣で 跣 足に なり 

. 尻 端折 をして、 庭 I いた。 また、 病人 Q ために 藥 f 立てる とい ふので 井戶 端へ 出て 水 汲 も 

_ した。 十 一 月の 末であった。 そんな 處に、 最早 世の 戰 ひに 疲れて、 力 屈した とい ふ 様な 北 村 透 

g 谷が 訪ねて 來た。 

1 I 彼 はもう、 幾晚か 不眠の 狀憨に 在った 。學 校の 方 も 病 氣屆を 出して 休んで 居る と 言った。 
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が、 それから や 年に 成って 再發 した。 この 事 箕を民 助 は 思 ひ 浮べた。 そして、 この 年齢と いふから、 ある 

ひ は 弟と 同じ やうな 動機で、 ： . 斯樣な 風に 想像して 見た o』* 

手 I その 親譲りの 憂欝 は どんなに 深く 嗜 かった か。 有り 餘る 程の 懐 ひ、 ありあまる 程の 思 

想、 〜〜 それが、 溢れ、 流れ、 ひらかれて 行かれない としたならば" 氣も狂 はう。 それにして 

も、 曙の 前に は、 常に * いよく 濃い 色の 闇 を 待ち 耐えねば ならない のであった。 

やがて、 その 恩人の 許へ 歸る 日が 來た。 I 靑年 は、 兄に ついて 行く とい ふより、 引 すられ 

て 行く とい ふ 風で、 一歩 も 躊躇す る ことが 出来なかった。 大 川端の 交番の あると ころまで 行く 

と、 柳の 樹の 下に 肥滿 つた 人が しゃがんで、 釣 をして 居た。 その 人が 吉 村の 叔父であった。 

「ォ ヽ、 よく 歸 つて 來 た。」 

靑年 は、 その 坊主頭 を 深く 下げた。 II それから、 この 小 父に 連れられて なつかしい 家の 下 

にも 頭 を 下げて 行った。 大病だった 叔母 も" 床の 上に 起きられる 程に なって ゐた。 
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た 程の 骨格であった から、 大きさ は 比較に 成らな いが、 弟の 手 は 父の を 若く したと いふ 迄で、 形ば かりで 

なく、 蒼白い^ 情まで も實 によく 似て 居た。 それ を 見る と、 十七の 歳から^ 代 を 任されて、 親孝行と 言 は 

れた 丈に 苦勞 をしつ^ けた、 その 自分の 過去が 彼の 胸に 浮んだ o 民 助の 眼で 見る と、 維新の 際に は^ 王の 

說を唱 へたり、 諸國を 遍歴す る やら、 志士に 交 を 結ぶ やらして、 殆ど 家の ことな ど を 顧みなかった 人の 手 

がそれ だ。 どうかす ると 默っ t 家 を 出て 了って、 二月 も 三月 も歸ら ないから、 其 度に 峙の爺 なぞ を 賴んで 

連れて 來て 貰った 人の 手が それ だ。 平素は まことに 好、 阿 爺で、 家の 者に も 親切、 故鄕の 人々 にも 親切で、 

1 村の 父の やうに 慕 はれて 居た が、 すこし 疳癀が 起って 氣に 入らない ことが 有る と、 弓の 折れで 民 助 を 打 

擲 した 人の 手が それ だ o 國學ゃ 神道に 凝り 過ぎた ともい ふが、 深い 山里に 埋れ て、 一 生 を 煩悶し、 到頭 氣 

が變に 成った 人の 手が それ だ。 「阿 爺さん、 子が 親 を 縛る とい ふこと は 無い 答です が、 御病氣 ですから 勘忍 

して 下さい o」 斯う 民 助が 言って、 御辭儀 をして、 それから 後手に 括し 上げた 人の 手が それ だ。 ありあまる 

程の 懐 ひ を 抱き 乍ら、 是 とい ふ專業 も殘 さず、 終に は 座敷牢の 格子に 摑 まって、 悲 壯な辭 世の 歌 を 請んだ 

人の 手が それ だ G 

「捨吉 も 年頃 だ。 そろく 坷 爺が 出て 來 たん ぢ やない か o」 

^う 民 助 は 心を慯 めた o 何でも、 父が 二十の 年齢と かに、 初めて 病 氣が發 つて、 其 時 は 癒る に は 癒った 
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我慢しながら * なつかしい 大 川端の 方へ 歸 つて 行く のであった。 

r ォ 、、 お前 か、」 

と、 兄 は 弟 を 見て 言って、 コ ンく繽 け ざまに 咳 をした。 靑年は その 前に 首 を 垂れた。 —— 

彼の 坊主頭と 墨染の 法衣と は 千？ c の辨 解に も 勝って、 過る 月日の こと を 語る かの 様に 見えた。 

『 I 民 助 は， 圓 滑い 調子の 人と して 通って 居た が >  弟に 對 して は、 寧ろ 厳格な 方であった。 

その コ ハ い 人の 前で、 岸 本 は 旅に 出た 理由 を 說 明ん なければ ならない やうな ことに 立 到った。 

斯うい ふ 秘密 を 兄弟の 前に 暴露す る ほど、 岸 本の 身に 取って 可羞 しい こと はな か つた。 彼 は 

精神から 冷い 汗 を 流したり、 額 を 紅く したりして 話した。』， * 

兄の 憤激 は 哀憐に 變 つて 來た。 「へえ、 貴様の やうな ボ タネン 人に も、 そんな 洒落 氣が 有る の 

かい。」 と 言った 眼 付 をした。 そして 言った。 「何 かい 許嫁の ある 人な のかい。 緣の 無い もの は、 

こり や 仕方が無い。」 

『其 時、 長火鉢に 摄し C ゐる岸 本. 手が 妙，；： 民 助の 眼に^い た。 不恰好で、 指先が 短くて、 靑 筋が 太く 刻 

んだ やうに 顯れ たと ころ は、 どう 見ても 亡くなった 父の 手に ソッ タリであった。 父 は 足袋 も圆 無し を 穿い 
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かんがへ 

それにしても • どうしゃう II 若い 先生 は" 1 途を おも ふこと に 惑った。 そして その 思想 を 纏 

め： なた めに 密柑畑 ひ 方へ 出て 行った。 ……： 二つ 三つ 袂に 人れ て、 其 を 喰 ひながら 先生 は 谷の 間 

を 歩いた。 『枯れた 草の 上に 寢て、 眺めて 居る と、 生きたい と 思 ふ もの は 彼ば かりで は ない や 

うに 兒 えた。 樂 しい 日の 光！ 樹の 葉と いふ 樹の葉 はみ な爭 つて 其 を享け やうと して ゐる。 果 

寅 は朵實 で， その 爲に 色づ いて 居る。』 A —— また、 そこに 土の 臭 ひもして 來 る。 ……： と、 彼 は 

親兄弟が 戀 しくな つて 來た。 

『旅で 死なう とまで 考 へ て 家出 をした 彼 はもう 一 度 「世の中」 へ歸 らうと 思 ひ 直した o 兎に角、 大體の 決心 

は そこに 在った o そんなら 何 處へ歸 る、 とい ふこと になる と、 道 は 左程 容易く 見 常ら な い。 恩人 の 家 —— 

頋 序から 言へば そこへ 歸る のが 至當 である。 しかし、 默 つて 出た つきり 文通 もせず、 叔母が 危篤と いふ 電 

報 を 兄から 受取 つ た 時に も 返事 をせ ず、 しかも 其 電報が 三度 も か 、 つ て來た の に 到頭 强情を 張り 通して、 

今では 病人の 生死す らも 解らずに 居る やうな ところ へ、 もう I 度歸 つて 行く とい ふこと は 容易 でな かつ 

しかし， ：…… 先生 も 心 を： ^した。 そして、 漸く 三度 目に • 恩人の 家 を 指して、 ッラ S 思 ひ を 
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r 此 世の中に は 自分の 知らない ことが 澤山 ある。 II 今 こ-で 死んでも ッ マラない。」 

靑年 は浪打 際で 踏み止まって、 そこから、 もう 一 度 引返して 來 た。 II そこに は、 旣に 先生 

に 於け る悲壯 なる 生の 肯定が 來てゐ たのであった。 

— 先生 は その 心で、 ：…… それとも 知らす にす ぐ 近くにまで 來てゐ た 透 谷の 前 川 村 へ たどり 

ついた。 —— このよき 友 は、 1 度 は * そこに 驚いて 見せながら もまた、 この 若い 友達 を勵 ます 

様に 言 ふので あった。 

「 I なんでも 一度 破って 出た ところ を復た 破って 出 るんだ ね。 畢竟、 破り，/.. \ して 進んで 行 

くんだ ね。」 


斯う 思って 起ち 上った 頃 は、 最早 海 も 暮れ か- ^つて 來た。 蓊茫 として 彼の 眼前に： ^けた 光景 

は 永遠 偉大な 自然の 繪畫 でもなければ、 ^祕な 力の 籠った 言葉で も 無い。 海 はた^ 彼の 墳墓で 

ある — 冷い、 無意味な 墳墓で ある。 不幸な 旅人 は、 今 自分で 自分の 希望、 自分の 戀- 自分の 

若い 生命 を 葬らう として、 その 墳墓の 方へ 歩いて 行く ので ある。 到頭 * 彼 は その 墳墓の 前に 面 

と 向って 立った。 噔ぃ波 は 可 怖し い 勢で、 彼の 方に 押 寄せて 來た o』* …：… 

「夜の 海.」 は、 それほどまでに 噔く、 重かった ので ある。 —— 濃 情 * それ はなつ かしく も、 ま 

たお そろし いものではなかった か。 固い 心の 壁よ、 その 呪 はしい 厚さ を、 夜の 海の 重さに くら 

ベて 見やう か。 …：… 「木 曾谿」 の黑ぃ 蝶々 が こ、 にも 羽ばたいて ゐ たので はない か。 


何處 へと いふ あてもなく、 足に 任せて 歩いた。 た r 歩いた。 日暮に 近い 頃まで 食 はすに 歩い 

た。 腹 はへ つた。 そして 唯 鬼 海道 を 下って 行って ゐる とい ふこと より 外に 知る 處 もなかった リ 

I それにしても、 偶然に 左の 抉から 發見 された 十錢の 銀貨 は、 その 夜 を 丈 は 木賃宿の 一 窒に 眠ら 

せて くれた。 然し、 もう、 その^ 日の 當 はなかった。 笠 もない 怪しげな 靑 道心に は險 しい 服 を 

して 見せる もの はあって も、 一 钣を 惠んで くれる 人 もなかった。 苦み、 餓え、 疲れた、 左橡し 

た 旅の 夕 ぐれに は、 資に思 ひがけない 思想の 起って くる ものであった。 

『幾度 か 岸 本 は 橋の 上を往 つたり 來 たりした o 最後に 村の 方へ 半 町ば かり 步 いて 行って、 急に そこで 越 を 

返した。 彼の 足 は浪の 音の する 方へ 向いた。 橋の 畔 から 竹薮の やうな ところ を 通り 拔. けて、 小高い 砂山の 

あると ころへ 出る と、 一筋の 細道が 枯 草の 中に 在った o 所謂 濱 道お o それ を迎 つて 海の 方へ 行く 前に、 彼 

は先づ w 逡を 眺め 廻した。 右に 墓地が ある、 花 なぞ を 供へ た 新ら し ぃ墳が ある o 死人に 手 向けた 水 も ある o 

彼 は その 茶碇 を. 取って、 渴 いた 咽喉 を 潤した o それから 古い 石塔の 倒れた の を 見つけて、 その上に 腠を掛 

けて、 考 へ た G 

「萬 事 休 J i 
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1 夜の 行爲 I それ は 不思議な 決心 を、 この 青年に 決し させて ねた。 彼 は、 きたならしい^ 

末の 现髪 店へ 這 入った。 〜〜 

「可愛らしい、 と は 言へ 甚だ 生臭な 靑 道心が、 到頭 そこへ 出来 上った。 靑々 と 剃立てた 頭を大 

きな 鏡に 映して 見て、 岸 本 は 自分で 自分の 影に 一一 ャリと 笑った。 

「頭が 出来た。 これから 服装 だ」 

と 眩き 乍ら、 岸 本 は その 床屋 を 出た。 彼の 懷 中には • 時計 を寶 つた 金の 淺 りの 外に、 未だ 幾 

何の 持 合が ある。 鎌 倉まで 汽車に 乘 つても • 1 圓 ばかり 殘る 勘定になる。 そこで- 例の 寺へ 向 

けて 品 川を發 つた。 この 日天氣 快啧、 雲な し o』* 

その 風體 は、 鎌 倉の 寺の 住職 を 驚かした。 彼は懷 中から 羝入を 取 出し、 それ を 住職の 前に 置 

いた。 彼 は 身に 附 いた もの」 全部 を 捨てる 決心 を 示して、 法衣の 分與を 願った。 その 決心 は 住 

職の 心 を 動かした。 …：… 正式で はない が 一 種の 佾服を そこに 纏って、 十 1 時と いふに この 寺 を 

出た。 眞の 放浪、 眞の 漂泊 はこれ からだと いふ 心で。 — そしてもう、 彼 は 一 文の 金 も 持って 

はゐ ない のであった。 
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一 める 道 も 無かった。 先生 はもう 夜に 嗚く臈 の 荒い その 叫び を 友達の 下宿の 屋根の 上に きいても 

^ 靜止 して 居られない 様な 人であった。 —— そして、 遂に、 そこに あるかな しい 爆發を 持って 來 

■1 たのであった。 

靑年 は、 長い間 持續 けて 來た鐵 皮の 時計 を賫拂 つた 三圓の 金を懷 にして、 …：… 不思議な 戰慄 

に 抵抗す る こと も出來 すに 酒を飮 ます 家に 上った。 

「酒で ものんで 見たら 〜：： 、」 

しかし、 その 日に 限って、 飮ん でも 飲んでも 醉 ふこと が出來 すに 却って、 瘧を でも 煩 ふ ほど 

の戰 慄が龔 つて 來た。 ……： そこに は、 『夕方の 空 は 蒼 黑く變 つて 來た。 彼 は 自分の 生涯 も 同じ や 

うすぐら 

うに 幽喑 く變 りつ- 1 ある こと を 感じた。 そして、 怖ろ しい 勢で、 荒れ 廢れて 了 ふやうな 氣 がし 

た。 ふと、 途中で 袂を 探る と、 勝 子の 手紙と 寫眞が ある。 何と 思った のか、 岸 本 は それ を 裂い 

て 捨てた。』 * 

靑 年の 足 は、 夜の 街 を ふるへ ながら 歩いて ゐた。 彼 は その 風が 品 川の 海の 方から 吹いて 來る 

の を 知った。 
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草 は 思に 沈む めり、 

秋の 無情に 身を责 むる 

花 は愁に 色褪めぬ。 

 』A 

それ は 透 谷の 剑作 であった。 彼 は 先生 を 心配して、 訪ねて 來 ながら、 この 詩 を 唄った。 聲は 

哀しかった。 先生 はこの 友達と 一 緒に、 氣遠 ひに でもな つて 仕舞 ふので はない かと 思 ふ 様な 可 

長さ を 感じた。 そして 言った。 「北 村 君、 僕 なぞ は、 左様 長く 生きる 人間 ぢゃ ないやうな 氣が 

する。 二十 五と いふ 年が 来たら、 死ぬ ネ。」 

『到頭、 岸 本 は 行き 止る ところまで 行った。 第一 食 ふに 困る。 斯う 悶え 始めた 頃 は、 やがて 十 

1 月の 初めであった。』 B I 最早 寺に もグズ して は 居られなかった。 前途 は 非常に 喑 か 

つた。 しかも、 た^ 怖ろ しい 勢で 押出されて 行く 人の 様に、 再び、 東京に 向けて 鎌 倉 を 立った。 

愛人 は 死ぬ かもしれ ない。 II 斯様い ふ 焦燥と 悲哀と に 熱くな つて ゐる 先生 を、 友人 達 も 慰 
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そこへ、 八 戸へ 行っても 一 週間と は居附 か. & つたと いふ 先生が 歸 つて 來た。 顔 を 見合せ るよ 

り 仕方ない 様な 顔 を I 1 人 は そこに 見合せ たのであった。 先生 は 頭 を かいた。 

また 鎌 食の 禪 寺に 先生 は歸 つて 行った。 II 古い、 閑 かな 寺の 中に ゐて、 靑年は 次第に 前後 

を 顧みない 様な 心と なって 行った。 終に は 愛人の 住む 家の 方へ 直接に 手紙 を 送る とい ふ 程に も 

無謀に なって 來た。 彼女 もまた そこに 純 直な 可憐の 胸 を 開けて 見せた。 それに は、 淸ぃ 交際 も 

績け 難い ものと か 聞いて ゐ るが、 君の 心 を 力に して、 自分 も 女らしい 道 を 歩いたい、 とも、 あ 

1, わが 身 はすで に 死せ るな り、 殘る はた^ 君 を 慕 ふ 心の み * とも 書いて あった。 

—— 本堂の 側に ある 明るい 部屋の、 日の 射す 齄の 上に 横にな つて、 よく 青年 は假寢 をした。 

そして， そこに、 この 愛人に もまた 彼と 同じ 様な 堪 へがたい 宜 貞の惱 みのあるら しいの を 思つ 

て 貝た のだった。 

f ひとつの 枝に 雙 つの 蝶、 

羽を牧 めて やすら へ リ。 

露の ま. 荷に 下垂る V 


^ 全集 4~85 


八戶へ 立つ とい ふ 日の 前に は、 途に その 人と 逢 はれる とい ふ 様な 曰 も 來てゐ た o 

「勝 子 は 人力車で やって 來た。 前後の 場合 を考へ ると、 許されて 逢 ひに 來た 人で はない らしい。 

目立たない もの を 著て、 其 頃の 若い 人が 結った 様に 髮を 束ねて、 花も揷 さすに 居る。 岸 本 は 洗 

ひ洒 しの 白い 單 衣に 角 帶を捲 付け、 可 恥し いほ ど^ 窄 しい 風 をしながら 勝 子 を迎へ た。 つく 

ぐ 彼 は 身の 落魄 を 感じた。』 * 

II その 日から、 彼の 胸は餘 計に 苦しくな つて 來た。 親の 定めた 許婚の 人が あると いふ こと 

を， そこに はいよ/ \ はっきり とした その 曰と なって、 靑年 は、 今 は 却って その 人が 欲しくな 

つて 來た のであった。 

早く 遠い ところ へ 行け — そして 先生 は 八 戶行を 決行した。 〜：： その 頃に は 透 谷 は 國府津 在 

の 前 川 村の 方へ 移って. Q た。 そして 彼 は そこに 靜 かに 居ながら も 怖ろ しい 身內の 異狀を 漸くに 

して 感じ 出した とい ふ 頃であった。 若い 夫婦 は慘 として 相對 する やうな 日を迗 つて ゐ たので あ 

つた。 
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『紅く 泣 醺れた 岸 本の 頸 は先づ 三人の 心 を 動かした o 彼の 粗く 剛ぃ 髮、 大きな 鼻、 體軀の 割合に 幅の 虡ぃ 

肩 なぞ は、 寒い 山國の 生れと いふ こと を 示して 居る。 傲^で あると 同時に 柔弱な、 過激で あると 同時に 臆 

病な、 感じ 易い と 同時に 愚阖々 々した o  — 斯うい ふ憐む 可き 性質 は、 彼の 容貌 を 沈鬱に して 見せた o』* 

親しい友達 同志 は 七月の 夜の 明ける の も 知らない 位に 話した。 

「オヤ」 と 友達の 一 人が 1| 目 ひ 出した。 「君 は 煙草 を樊み 出した ね o」 

たばこ II 吉 野の 旅から 吸 ひだした それ も、 先生に とって、 この 苦しい 旅の 記念の もので あ 

つた。 

八月の 上旬まで * 芦の 湖の 方に、 ^つて 居た 先生 も、 兎に角、 山 を 下らなければ ならない と 

S つた。 しかし、 先生に は、 今更に 歸 るべき 家 も 無かった。 尙、 噔ぃ旗 をつ e ける 心で、 兎に 

角、 鎌 倉の ある 寺院の 一 窒に引 籠って 行った。 困った。 I そこで、 透 谷に す.， めら れて 八戶 

に 行く こ とに した。 その 途上 を 京 橋の 家に 戸川 氏 を 訪ねた そして、 友の 溫 情に 力 を 得て 始めて 

隳 子へ 宛てた 手羝を 書いた。 


A  「めがね は 75   B 1t% 


< 刀 を 打って 來た 彼の 老人の 餌 を 見たり 聲を 聞いた 9 する ばかり. でも、 何となく 安心させる やうな 人で 

した。 身に は 美々 しい 着物 も 着けず、 胸に は 動 章 も 飾らず、 一 寸見 たと ころで はお 百姓 か 何 かの やうな 粗 

末な 服装 をして 拗 いて 居ました が、 しかし 逢って 話 をして 見る と 一 生 忘れる ことの 出來 ないやうな 力の あ 

る 人でした o』 * 

茶 丈に 夏が 近づ いて 來た。 その 家のお かみさん や 娘の 張る 螢饉 の數が 漸く 增 えて 来た 頃 東京 

の 方の 友達から 手 羝が來 た。 それに は 『岸 本 君、 七月 二十 二日に 東海道 — 吉 原まで 來 給へ。 

其 日 を S して 東西から 富士 Q もとに 會 する こと- * しゃう。 君の 都合 も あると 思 ふから 爲替で 旅 

費 を 送る』 B とい ふ 意味が 認められ てあつた。 

— そこに は- もう 東京の 空 も 近 か-. つた。 自分な がらに 不思議な 心 持 を 汽車に 乘 せて， 再 

| ぴ 東へ 歸 つて 行く先 生が そこにあった。 

g  t4 平 田、 戸川の 三人 は吉 原の 宿に 待って ゐた。 そこ へ 先生 は 久留米 飛白の^ 衣に 角帶を 

一 捲 附け、 夏 1 子、 脚絆、 尻 端折と いふ 風體 で、 他に 檜 笠を携 へて、 〜〜 到着した，」 
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むべき 發心 者の やうに 見られた いと 願った のであった。 

先生 は J# 日 旅 を つ^けた C 與津 の潢见 寺に 詣り、 富 士の裾 を 行き、 またと ころ- <\. 汽苹 にも 乗って 熱 田 

に 出、 船で 四日 市に 度り、 龜 山で 1 泊して、 これから 深い 寂しい 山路 を步 いて 芭蕉の 生れた 伊賀から、 a 

江の 阈境を 越した o そして 草津へ 出、 靑ぃ 琵琶湖 を 見て 大 滓に 入った 時 は 白い 綿の やうな^ が、 佗しい こ 

の 旅の 荷物に 降り か 、り、 また その 若い さかりの 足 を 燃えさせ た。 

^しい、 かなしい 旅 はっ^いた o 神 戸の 方に 星 野 兄妹から 結 介され た 友達 を 訪ねた 先生 は、 更に 高 知の 

方に 馬場 孤蝶 氏 を 訪ねた。 黑 ずんだ 草色の やうな 木綿の 羽綠を 着て、 大和の 檜 木 笠を携 へたと いふ 先生 は、 

そこにまで， g に 摇られ て 行って 旅の 草鞋 を 解いた。 

しかも、 その 旅 は 尙！！ いた o 再び 草津の 犮逮の 家に 歸り、 更に 1： 行の 舊跡を たづね て 苦 野に 行き、 そし 

てこ V に は 花から 若葉の 頃まで を 止った o 東京から 訪ねて 来た 星 野 氏に 出會 つたの もこ V で、 更に 蛙の 鳴 

き W す 頃に は、 1U 度 琵琶 湖畔に 歸 つて 石山の 茶 丈に 漸く 旅に こやけ た^ 體を 横へ た。 こ、 では、 堀江 來助 

と いふ 刀鍛 治の 名人に 錄 つた。 こ の 素朴に して 正し い 老人の 心 は、 先生の その 旅の 心に も 深い 影 春 を 持つ 

て 來た樣 であつ fco 

f — 丁度、 來助 爺さん は あの ケサ ンの やうな 安心 を與 へる 人て した。 六十い くつに な るまで チン ト ， ン 
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A  「奥の 細道」 よ リ B 仝 集 9 一 641 參照 


雨具、 墨、 肇の たぐ ひ • ある はさ リが たき はなむけな どした る は、 さすがに 打 捨てが たく、 路次の 煩 ひと 

なる こそ わりな けれ o』A 

海に 近い こと を 思 はせ る やうな 古い 街道の 松 並木が 行く先に あった。 先生 は 路傍に ある 石 Q 

1 つに 腰掛けて 休んだ。 そして 周圍を 見廻した。 眼前に は、 唯！ 筋の 道路と、 正月ら しく 映つ 

て來て 居る 日の 光と が あるば かりであった。 彼 は 恩人から も • 身內の ものから も、 友達から も、 

自分の 職業から も 離れて 來た 自分 獨 りの 旅の すがた を 見つけた。 日頃 親しい 人達 は 誰 一 人 傍に 

居なかった。 彼 は 石 ^腰かけながら， 肩から 下した 風呂敷 包 を その 石の 側に 置いて、 熱い 淚を 

流した。 B 

遠く 行く に從 つて、 先生の 心 を 苦しく して 來 たこと は、 大 川端の 方に 殘 して 来た 忘恩の 行爲 

であった。 それ は 遂に は 一種の 恐怖に さへ もな つて、 逃れ 行く 自分 を捉 へに 來る樣 であった し 

靑年は その 苦痛に いよ，/, \ 旅 の足を 早めながら， 一 切 I て& こ- - まで 來た 自分の 家出が、 單 

なる 忘恩の 行爲 でな しに • 父母から 背き 去り 墨染の 衣に 身 を やつしても f 向に 道 を 急ぐ あの 憐 
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1 霧盖量 は、 la.  iif!i 

し 力った。 實に、 一切 を捨 で來 て， 初めて 章 はそん I しい 一 I を 聞く ととが；^ 

あった。 それ をき けば、 もう 澤山 だと さへ 思 はれた。  を來 たのて 

っ秦、 f し illf  くれた。 If 

^ 囊 つたいに 平坦 逢の 方へ 出て 行った。 I もう 東海道であった。 ：：：： " 

つて 來 るの は-あの I 詩人の 「道の  3 

-CI C  -  ：  V,  -  蜀ョ に 死ぬ る こと を 常に 期して ゐ 

た樣な その 人の かなしい 旅の 言葉であった。  S て^ 

「 t つま じき かぎり は 宵より つど (て、 5MJ. き - 1 

S/,  レて かに 乗りて 通る。 千 住と いふ 處 にて 船 を あがれ は 前途 孝 里 

のぎ 胸に ふさがりて、 幻の 巷に 離別の 汨をそ さ。  ； i 三千 里 

冇春ゃ 鳥 は啼き 魚の 目 は 目 

是を矢 立の 初めと して 行遒 なほす vtf、  v^tkr  , 

なるべし。. -  r 人々 は 途中に 立ちなら びて、 後 かげ S ゆるまで はと 見送る 


瘦 骨の 肩に か、 れる もの 先づ 苦しむ。 只、 身す がらに と 出立ち 侍る を、？ 一 衣 はま 防ぎ、 
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彼 は それ を 拒む ことの 出来ない やうな 氣 がして 居た。 その 心から、 岡 君に たづね て 見た。」 

「僕の 足を^: つ いて 居る やうに 見え ませう か。」 

「どうして、 そんな 風に は 少しも 見えない。 如何なる 場合で も 君 は靜か だ。 極く 靜 かに 君 はこ 

の 世の中 を 歩いて 行く やうな 人 だ。」 

この 岡 君の 一 11ーロ 葉に、 捨吉 はいくら か 心 を 安んじた。』 * 

朝が 来た" 先生 は、 そこに 起立って、 禮を 述べ、 別れ を 告げて 旅の 脚胖 をつ けた。 麴 町の 生 

徒に 贈られた 羽織 を 着、 大 川端から 着て 來た 羽織 >  僅かの 着更 へ、 本 二 冊、 紙筆 なぞ は 凉子か 

ら 贈られた 袋と 共に 一 纆 にして、 肩に かける と、 自分ながら、 旅人ら しい 心 持が 浮んで 來た。 

:::: 草鞋で 砂 まじりの 土 を 踏んで 友達の 刖莊を 離れ 様と した 頃、 そこまで 一 緒に 出て 來た 友達 

は 言った。 

「ぢ や、 まあ 御機嫌よう。 お 勝さん の 方へ は、 妹から 君の こと を 通じさせる ことにして 置き ま 

した。」 
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— と 書いた。 切な ぃ戀 のために は 彼 は 敎會を さへ 捨て、 m て 行く 氣 になった o』A 

舉 校を辭 した 先生 は. 冬 休らし い 顔 付で 恩人の 家の 方へ 歸 つて 行った。 そして 大きくな つた 

その 家の 息子 や、 お婆さん ゃ濱の 方から 歸 つてく る 姉さんの 傍に、 折からの 樂 しいら しい 正月 

を迎 へながら も、 そこに は 冷たい.^ 汗 を 密かに 流して ゐ なければ ならなかった。 

本 二 冊、 それに 僅かな 着更 への 衣類 を 風呂敷 包に して、 先生 は、 遂に ある 夕方の 燈 火の 點く 

頃、 默っ てこの 大 川端の 家 を 出た。 I 先生 二十 二 歳の 一 月であった。 

「眼に 見る ことの 出來 ない 大きな 力に でも 押出される やうに して、  』 B 先生 は 東京から 離 

れて 行った。 鎌 倉に 星 野 氏 を 訪れる 頃に は、 もはや 身 は 漂泊の さか ひに あった。 星 野 氏 は 前途 

を 思 ひやって、 さしあたりの 路用 を 作って くれ、 妹の 凉子は 餞別 だと 言って 茶色の 切地で 作つ 

た 旅行 用の 袋 を 取 出した。 そして、 先生 は そこに また 思 ひがけぬ 麴 町の 擧 校の 生徒からの 贈り 

も の I 仕 立 卸し の 綿 入 羽镟を 受取 つ た。 

「前途の 不安 は 年の 若い 捨吉の 胸に 迫って 來た。 「お前 は氣 でも 狂った のか」 と 他に 言 はれても 


る 彼に 殘 して 行かう とした 爲 であった。 透 谷 はこの 志 を 快く 受けた。 そして 彼に も 妻子が 無い 

ならばと いふ 様な ことまで 行って その 行 を 慰めて 吳れた o 先生 は、 そこに- 行く く はこの 友 

の敎へ 子と しての 勝 子 を 思 ふこと に、 せめて 心 やり を 感じながら、 この 友の 家を辭 した。 

『麴 町の 學 校へ も 捨吉は 最終の 授業の 日 を 送りに 行った。 彼 は 平素と すこしも 變 つた 容 子の 無い 勝 子 を 同 

じ 組の 他の 生徒の 內に 見た。 十二月の 末ら しい 日の 光 は、 二階の 教場の 窓^ 子 を 通して 黑 板の 上まで 對し 

て來て 居た。 彼 は 新しい 白墨の 1 つ を 取り、 その 黑 板に 心 覺 えの 詩の 句 を 書きつ け、 それに 寄せて 生徒に 

別離 を 告げた。 若くて 貧しい 捨吉は 何 一 つ 自分の 思慕の しるしと して 勝 子に 殘 して 行く やうな もの を も 有 

たなかった。 ゎづ かに、 その 年齢まで 護り つ^けて 來た 幼い 「童貞」 を 除いて は。 

：: 淚 一滴 流れなかった。 それほど 捨吉は 張りつ めた 心で 勝 子から 離れて 來 た。 牛 込の 下宿に 鎵 ると、 

彼は麵 町の 敎會 II もう 1 度 その 空氣の 方へ 近づかう として 高 輪の 方から 稗 を 移して 來てゐ た II 敎會の 

執事に 宛て V 退 會の屆 を 認めた o 

W  御屆 

私儀 感ずる ところ 有 之、 今回 教會莨 としての 籍を 退きた く、 何卒 御 除名 下された く 候 
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| 『それほどまで 彼が 沈默を 守りつ ^けたの も、 愛する こと を 粗末に したくな いと 考 へたからで、 

m のみなら す、 默 つて 行き 默 つて 歸 る敎師 としての 勤め を 一 暦 苦しく 不安に した もの は- どうや 

i ら 彼が 擧 問の 資本の 盡 きさう に 成って 來 たこと であった。 不慣れな 彼 は、 あまりに 熱心に 生徒 

を敎へ 過ぎて、 一 年 足らす の 間に 僅かな 擧問を 皆 出しき つてし まった。 それ 以上、 敎 へる 資本 

も 無い かの やうに 自分ながら 危ぶまれて 來た。 有附 いた 職業 も、 それ を投 出す より 外に 仕方が 

ない ほど、 敎師 としても 行 塞った o』 * 

先生の 二十 1 とい ふ歲も 一 1 週間ば かりのう ちに 盡き やうと する 頃であった。 麴 町の 擧校も 第 

二 舉期を 終り かけて ゐた" II その 日の 中に、 先生 は、 あの 芭蕉の 「奥の 細道」 を 開けて 見、 

聲に. N て- -讀ん でゐる 中に、 ：…… 遂に ある 悲しい 決心 を摑ん だのであった。 

「古人 も 多く 旅に 死せ る あり。」  

先生 は、 そこに 一 切 を 捨てて 旅に 赴く 心 を、 その 昔の 人に 導かれ 出された のであった。 先生 

は その 決心 を もって 芝 公園の 家の 方に 透 谷 を 訪ねて 行った。 I 擧饺の 方の 仕事 を、 妻子の あ 


一 \43 ― 


* 仝 集 9~630 


摹雜 誌の 分身と して 出して 米て 居た 「文 擧界」 を 新ら しく 大きく して 創刊し やうと， S ふ 計^ を 

立て i 居た。 透 谷 も、 先生 も それに は 加 はらう として ゐた。 年若ながら 兄 達の 仕事と 同情の あ 

る 星 野 兄弟の その 妹 を はじめ、 魏 町の 擧 校の 方に ある 人達 を 背景に 有つ ことが 一 暦 この 勢 ひ を 

促して ゐた。 それ は、 何となく 若い もの 丈の 世界が そこ へ出來 かけて、 そこに も， こ、 にも 點 

いた 燈 火が 見えて 來た 様であった。 

r 何 一 っ樂 しいと 思った こ ともなく、 寂しい く 月日 を獨 りで こっく 迎 つて 來た 様な 彼 も、 

今 こそ 若い 日の 幸福 を I 長い間、 自分の 心に 求めて 居た もの を 見つけた やうに 思って 來 た。 

その 寂しい 月日が 長かった だけ、 心 を 苦しめる ことが 多かった だけ、 それだけ 胸に 滿 ちる 歎 喜 

も 大きな もの-様に 思って 來て 居た。』 * 

しかし、 先生が、 漸くに して その 歡喜を 感じ 得る 樣に 成って 来た 頃 は、 やがて 何等の 目的 も 

ない、 かなしい 旅に 上らう として 居る 時であった。 

—— 彼 は 波の やうに 踊り 騷ぐ 自分の 胸 を 押へ て、 勝 子 を 見る にも 堪 へられな くな つて 來た。 
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一 生徒 だ、 とい ふこと を 思 ふと 苦しかった。 靑年は 人を敎 へる とい ふ 勤めの 辛 さ を 味った。 どう 

g かして 自分の 熱い 切ない 情 を傳 へたい と は 思っても， それ を 思へば 思 ふ ほど、 餘 計に 自分 を 制 

j へて しまった。 彼女の こと を 知りたい、 と は 思っても • その 撵會の 前に、 最早 自分の 顏を 紅め 

てし まった。 

『 I 眠りが たい 夜が 纊 いた。 どうかす ると ニ晚も 三晚も 全く 眠らなかった。 例の 小 座敷に 置 

いた 机の 上に は、 生徒から 預 つた 作文が 載せて あった。 その 中には、 最近に 勝 子の 書いた 文章 

も 入って 居た。 讀んで 見る と 面白く も を かしく もない 文章が、 何事 も 知らない 鳩の 様な 胸から 

唯 やすらかに 流れて 來てゐ る。 捨吉は その 作文が 眞 赤になる ほど 直して 見て、 獨 りで 默 つて 居 

る 心 を 耐えた。』 * 

そこに はまた- II 俄かに 友達 同志の 交遊が 擴 がって 来た。 透 谷 は 野 氏 等に 逢 ひ、 また 先 

生 は 新ら しく 平 田 禿 木 氏 等と 近づいた。 そこに は靑 年ら しい 悲しみ を 持って ゐな いもの は 無 か 

つた。 それが また 彼等 を 更に 親しく 相 寄らせた のであった。 星 野 兄弟と 平 田 氏 等 はこれ まで 女 
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分の 內 部に 眼 を さました やうな 怪しい 情熱が 何處へ 自分 を 連れて行く のかと 思った。 言 ひ あら S 

はし 難い 恐怖 を さへ 感じて 來た。 浮いた 心からと も 自分ながら 思 はれなかった。』 A  g 

仝 

勝 子 B ——  C 

勝 子 は、 先生の 敎 へて ゐた 二つ ある 組の 下 殺の 生徒で、 先生と 同年ぐ らゐの 年頃に^ えた。 闳 

r 處女 のさ かり を 思 はせ る やうな その 束ねた 髮と 1 柔 かで しかも 豐 かな 肩の あたりの 後 姿と は ^ 

雷 ひ あら はしが たい 女らし さ を 彼女に 與 へた。 ー舉 明の 間の 成績から 押して 見る と、 いかなる & 

蔡ほも 人に 劣るまい とする 樣な氣 象の 勝った 生徒で はない らしかった。 どちら かと 言へば 舉問 W 

は出來 ない 方 だ。 女と しての 末賴 母し さと * 無器用と が" 彼女に は 殆んど 同時にあった。』 C と f 

されて ゐる のが、 それであった。 人の 面影 II 頑に、 獨り 秘かに 耐え やうと すれば する 丈、 そ f 

の戀の 意識 は 深くな つて 行く のだった。 勝 子 はもう， 靑 年の 內 にも 外に も 居る 様になった。 〜. W 

〜どうかす ると • 彼女の 大きく 見開いた やうな 女らしい 眼が、 時には 姉さんら しい 溫 みのある W 

表情で、 時には あまえる 妹の やうな 娘ら しさで、 彼の 身に 近く 來る のであった。  § 

怖れて ゐ たこと は 遂に 来たので あった。 I そして， それ も、 靑年は 敎師だ • そして 勝 子 は A 


たやうな もので は 無かった o 祌は 知らざる ところな く、 能 はざる ところな く、 宇宙 を 創造し 攝理を 左右し 

g て餘り ある ほどの 大きな 力の 發現 であると は 富へ、 左樣 した 神の 本質 は 先入主と なった 極く 幼稚な 知^ か 

| ら首 へる のみで、 捨 古の 心の底に あった 信仰の 封 象 は 必ずしも 基督の 身に I に 露され、 SS 人格に 

合致した f ものではなかった。 有 體に霄 へば、 M ホズ 神と は あの？ 代で 十字架に か、 つたと いふ 甚 

としょ 9 

督ょリ ももつ と 老年で、 年の 顷 およそ 五十ぐ らゐ で、 親しい 先生 の やうで も あれば 可畏ぃ 親父の やうで も 

ある 肉 S (へた 神であった。 半分は 人で £s 祌 である？ 斯の心 f  、 捨 I 襲 的な 人物に 想像せ 

らる 、 やうな 風貌 を 賦與て ぼ o 例へば 、アブラハム の 素朴、 モォゼ の 胺肅。 斯の エホバ の 神が 長 い こと 

捨 古の 心の底に 住んで ゐ たと 閗 いたら、 笑 ふ 人 も ある だら うが o 货際 他界の ことに かけて は- 拾吉は 少年 

時代からの 先 なった^ なま 考へ 方£酣 されて 居て、 まるで 子供 S やうに そ Q 曰 ま. i して & 

たので あ つ た o 

I 隱れ たと ころ を も 見る とい ふ斯の 神の 前に 捨吉は 跪いた。 おごそかな エホバの 祌 のか は 

りに、 自分 Q 生徒の 姿が 腐った 眼前に あら はれて 來た。 若々 しい 血潮の さして 来て 居る その 額、 

かに やいた その 眸 • 白い 頸、 女らしい その 手。 …：… 

淚ぐ ましい 夕方が 来た。 靑 年は獨 りで 自分の 部屋 を 歩いて、 勝 子の 名 を 呼んで 見た。 彼は自 


wy  his  cockle  liat  and  stafl* 

And  his  sandal  shoon. 

we  is  dead  and  gone,  lady. 

He  is  dea<i  and  ^olle;  

甚 へが ヒぃ 寂し さに、 獨り 耐え やうと して、 四月 以來 起きたり 臥たり した 自分の 下宿の.^ 座 

敷の 中 を 歩きながら * 不圖 として 唄 ひ 出されて 來る もの は. 口吟み なれた 聖ぃ 讃美歌で はなく 

て、 この 可憐な オフ エリヤの 歌に 變 つて ゐた。 1. 鎌 倉の 方で 聞いて 來 たさかん な^の 聲 はま 

だ 耳の g にあった" あの 終宵 伴侶 を 呼ぶ やうな * 耳に ついた 聲は、 怪しく 胸騒ぎの する までに 

先生の 當 時の 心 を 憂欝 にした。 

| 『ある 日、 捨 吉は麴 町の 舉 校から 下宿へ 戾 つて 來た。 彼 は 自分の 部屋の 疊へ額 を 押 宛てる やう 

g にして， 獨 りで 神の 前に 跪いた。 .：.：： 

舎吉が 幼い 心の底に ある 神と は、 多くの 牧鲥 ゃ傳道 者に よって 說 かるる 父と 子と 精靈の 三位 をー體 とし 
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として ゐる ことが 想像され た。』 * 

不思議の 變 化が 先生の 內 部に 起って 来たので あった) I それ は その 一 舉 期が 濟んで 暑中 休 

暇が 來 ると いふ 頃であった。 先生 は、 その 言 ひ 表しが たい 心 を 制へ やうと して 一 夏の 間 を 星 野 

氏の 隱栖の ある 鎌 倉の 方の ある 農家の 1 間 を 借りて 暮 した。 そこで、 この 友人が 編輯す る文學 

界 (以前の) 秋 朋附錄 のために 一 つの 文章 を も 書いた。 が、 そこに は 未だ 曾て 經驗 した こと も 無 

いほ どの 寂しい 思 ひ をした。 

II 自分に 妹の 一 人 もあった なら、 〜〜 星 野 氏と そのよい 妹と に 別れて 牛 込の 方に 歸 りなが 

ら * 先生 はこの 様な 想念 を 抱いた ことに 驚いた。 それ は- 五 人 も ある 姉弟の 1 番 末の 弟に 生れ 

た 先生に は 今までに つ ひ、 思っても 見た ことのない 樣な 想念であった。 

IICW  p}-ou-d  I  your  true  love  Jsnow 

i"rom  another  one? 
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る やうな 氣 がした o」* I そこに は 北 村 透 谷が ある。 こ、 に 戶川秋 骨が ある、 馬 * 孤搽が ある 

と數 へる ことが W 來、 また、 同 じ學 校を敎 へて ゐる Bii 野天 知と いふ やうな 人まで、 先生の 眼界 

にあら はれて 來 た。 1 日 は 1 日より 狭い 彼の 心が 押し ひろげられて 行く 樣 にも 感じられ るので 

あった。 

If その 土手 © 上の 小 悝で、 捨吉に 自分の 通って 行く |« 町の 學校を S に 描いて 見る こと もあった。 彼 は 

吉 本さん の？ 28 を 通して、 咚 あの^お を 自分の S に 浮べる ことが 出来， 0 やうに 思った。 «s の 中に 出て 來 

る こと も、 いろ，^ だ o 1 方に は プロテスタントの 精 赫の鼓 が あ 9、 一方に は 睫い 中せ 紀の 武道と いふ 

やうた もの v« 介が ある o 1 方に は «SJ と S 春の 事業が R きす V めら れ、 * 兒と 白痴の 教有ゃ 救済が 叫ば 

れて B るかと 思へば 一 方に はまた R 前の 事象に 相闥 しない « な WI8 的な 文字が 重 ぺられ て g る。 丁 K あ 0 

雄； S の 中に 現 はれて 居た もの は、 そ c ま、 學 au 方に も. s はめて 兑る ことが ^ 来た。 新う した 意お a の！ « 

ぃ雜 R た學 Re 中が、 捨吉 cas に 浮んで 來る <« 町 c 學 校だった。 すべてが 弒み だ。 そして、 それが また et  ^ 

時に 於け る * も 進んだ 女 CHS をす る！ 5C 1 つで あつ fco およそ 女性の な善 と As とに 益が あると 思 は は 

トる や- ゥな ことなら、 ほ 今い かなる^ 代と いかなる S との 康* と を R はず、 それ を 育に 試み や 5 箭 


た 本に して * 多くの 像 0 靑 年が まだ義 が. 5 で 專.： SRW して 居る やう 年頃から に * 

こんな 職 案に も <K は& ければ &ら& い 0だ* と 思 ひ 決めた のであった • 

しかし， AJQ 沈んだ心 に IB える • 事藝へ Q 思慕 は、 先生 をして 19Q こと を 忘れさせた • 

I 自分の 力 km 来る だけ Q こと をして • その 傍、 no で畢 ばう と 志した。 「そ 0 ために は 年長 

の 生徒で も 甸 でも 長れ. WB せす 敎へ やうと した。 敎 へる * 手 Q 生徒が いづれ も 若い 女で あると 

は 言へ. それが 何 だ。 J  * と 先生 は 思った。 そして 先生 は • 始めて 恩人 Q 家 を 離れて、 牛 込 C 方 

の 下宿 21 た 座敷の 一 つに， 小さいながら も 自分の 奚を 見つけた 0 であった 3 

「 牛 込の 下宿から 龜 町の 擧 校まで は， 歩いて 通 ふと 丁度い、 程 GsiM にあった。 病壞 された 見 

附 CH らしい 古い 石垣に «E て •  »5 土手 Q 上に 登る と、 芝草 £8 に 長く 蟹いた 小徑が 見出さ 

れ る。 そ 0小« は *： 吉む 好きな 通路であった。 そこに は樂 しい 松り agl が參 かった。 小高い 位 

s にある 鍵郭ん 名 《 から 濠 を 越して ft: ふに 免え る »木. の 多い 市 谷 〇 地勢 oi: さ 一 好 その 通 R 

を樂 しくした。 あわた r しい 春の あゆみ は 早 や 花より 若葉へ と 念ぎ つ、 ある 時だった。 捨吉は 

151 に 望み 見る^ 葉の * 具 を， やがて 自分 C 心の 鱟色 として R めながら 歩いて 行く こと も 出来 
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先生の 身 を 寄せて ゐる恩 入の、 家の さびしい 留守宅の 庭 も、 I 『庭の 樹木 も、 一 度 あの 白 

い 綿 C 様な 雪で 埋められ たかと 思 ふと、 一 晚 のうちに ，それが 溶けて 行って" 新しい 生命の 芽が 

餘^ に その後へ あら はれて 來た。 おっつけもう その 庭 も 花と 若葉の 世界に 變 らうと して ゐた時 

だ。 時々 屋根の 下 を 通り過ぎる 溫暖ぃ 雨の 音 を 聞きながら、 ……： 』* 先生 は 四月の 來 るの を 待 

つた。 

それ は、 先生が 巖本 氏の 經營 する 私立 明治 女舉 校に、 英語と 英文 學の 初歩 を敎 へる 様になつ 

たこと であった。 HI 吉 村の 祖母さん は そのために 新ら しく 袴 や 羽織 を 用意して くれた。 そし 

て 首った。 

「女の子 を敎 へる とい ふの が、 あたい は 少し 氣に 入らない o」 

11 それ は * 先生に も氣 になる 言葉だった。 〜〜 忘れ やうと して 忘れる ことの 出来ない 羞恥 

と 苦痛と 疑惑と 悲哀と は靑 年男 女の 交際から 起った のではなかった か。 しかし、 『彼が 自分 を延 

して 行く とい ふことの 爲に は、 先づ 糊口から 考へ て掛ら ねばならなかった。 そのために は 僅か 
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た。 II 二人の 深い 交り は， この 日に 始まった。 

先生 は、 大 川端の、 吉村 氏の 留守宅の 方に 机 を 置いて、 透 谷の 居る 東漸 寺に 行き、 また 築 塊 

の 方に ゐる戶 川 氏. 本 鄕にゐ る 馬場 氏 等と 互に 柱來 した。 しかし、 若い もの を 惠む樣 な、 暖ぃ 

光 はま だ 何處 から も 射して 來 なかった- 殊に、 早く 世帶を 持ち 子 を 持った とい ふ 様な 透 谷に は 

艱難な 日が 迫って ゐた 様であった。 彼 は、 しかし、 側に ある 刻^ 草の 袋 を 引 寄せ、 それ を 鉈豆 

の 煙管に つめて 喫み， （-、 元氣 よく 話した。 

I そんな 時に、 先生に は、 齷齪と した 自分 を 嘲り笑 ひたい やうな 心が 起って 來 るので あつ 

た。 もっと 自ら を 出しき つたなら、 とい ふ 心が 起って 來 るので あった。 そして、 何 か 斯う 酒の 

^氣 でも 嗅いで 見たら とい ふ 心さへ 起って 來 たのであった。 I 戸川 氏と ある 薔麥屋 の 部屋の 

片隅に、 五 勺の 酒 を 註文して 笑 はれながら、 はじめて 酒と いふ もの を飮ん だの もこの 當時 のこ 

とであった。 しかし、 そこに も 先生の 沈んだ心 は、 酒に よって 更に 深く 沈んで 行く 樣な もので 

あった。 
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f 延びよう くと しても まだ 延びられな い、 自分の 內 部から 芽ぐんで 來る もの V ために 胸を壓 される や 5 

な 心 持で、 捨吉 はよ く吉 本さん の 家の 方へ 飜譯の 仕事 を 分けて 賞 ひに 通って 行った。 その 日まで 彼が 心に 

寺 受け、 また 待 受けつ  >- ある ものと、 現に 一 步蹯 出して 見た この 世の中と は、 何程の 隔 りの ものと も 測り 

知る ことが 出来なかった。 何時 来る とも 知れない 漾な 先の 方に ある 春。 唯 それ を翹^ する 心から、 せっせ 

と 怠らず 支度し つ V あった 彼の やうな 靑 年に 取って は、 ほんとうに 自分の 生命の 延びて 行かれる 日が 待 遠 

しかった o』 ホ 

II その 心から， 先生 は 自分の 關 係し 始めた 雜 誌の 中に 北 村 透 谷 を 見つけた。 その 心から 先 

生 は、 堅い 地べた を 破って 出て 來 たこの 人の 若々 しさ を 尊い ものに 思った。 —— そして、 厳 本 

氏の 紹介で、 此時、 高 輪 東漸 寺の 境內に 住んで ゐた その 人に 逢った のだった。 當時 先生 は、 近 

視 眼の ため も徵兵 檢亮に 乙種 國 民兵に 編入され た 二十 一 歳。 透 谷 はもう そこに 長女 英子を 持つ 

とい ふ 機な 二十 五 歳であった。 

先生 は、 そこに 彼の 眼 を 見た。 その 深い 瞳の 底に は 何 か 燃えて ゐ るかと 思 はせ る 様な 光の あ 

る懾 だ。 眉 を 見た。 そこに はいろ くの 鹺を通 越して 來 たらしい、 その 閲歷 の複雜 さが 思 はれ 
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先生 は 帳場の 臺の 上から 恩人の 顏を 見て ー11  一口った、 そして 岩 本さん からの 手羝の 意味 を 切 出し 

た。 横濱を 去って、 自分の 小さな 生涯 を 始めて 見たい と 言 出した。 さしあたり 飜譯 の手傳 ひで 

もして 見たい と 言 出した。 それに は あの 先輩の 經營 する 雜誌 社から 月々 九圆 ほどの 報酬 を 出さ 

うと 言って 來て 居る とも 附 たして 話した。 

吉村氏 は、 さも 失望した らしい 表情 を 見せた。 しかし、 若い ものの， 若い 心 を そこに も 兌る 

とい ふ 風で、 遂に その 願 ひ を 許した のであった。 

Re: 分で 自分の 小さな 生涯 を 開拓す るた めに 初めての 仕事 を あてが はれて 行く先 生の 身に 取つ 

て は、 涯も 無く 廣々 とした 世の 方へ 出て 行かう とする その 最初の 日の やうで もあった。』 * 

I 麴 町の 住居に、 巖本氏 は 居た。 そして、 氏の 主宰す る 「女 舉雜 誌」 の爲の * 飜譯の 仕事 を 

出 して 吳れ た。 そして 先生 は、 束髮に 紅い 薔薇の 蕾を揷 して ゐる樣 な巖本 夫人 や、 「小 公子」 の 

I！ 者 若松 賤子 女史 や を そこに 見た。 


' 1 


うとす る 彼の 心 は、 勢 ひこんだ 芽の やうな ものであった が、 1 步踏 出す か蹬 出さない 、まるで 曰に 打た 

れた 若^の やうに 萎れた。 假令 僅かの 暇で も、 彼 は それ を 自分の ものと して 何 か 蘇生る やうな 思 をさせる 

時 を 欲しかった。』 X- 

i 彼 は、 そこに、 內證で 自分の 風呂敷 を 解いた。 そして、 東京から 持って来た ティンの 英 

文舉. ^を 帳場 の 机の下に 潜ませた。 

「へえ、 十六 錢の箬 箱が 一 つ。」 

よし 來た！ と， それ を 帳面に つけて 置いて は、 また それに 取つ いた。 

そ X こしても 周 園の 筌氣 は、 先生に. 不 似合な 奉公 を、 益の ない 骨折 を 思 はせ る 様な もので 

あ^た。 — 何とかして、 自分の 氣 質の 伸びて 行く こと を考 へねば ならなかった— 

求める 處に は、 その 道 も 開けて 來た。 先生 は， 遂に、 先輩、 岩 本 善 治 氏からの、 待 佗びた 手 

絨の 返事 を 受取つ た。 …：… 然し この 手紙 を そ こ に 持 出す の に は 骨が折れた。 

「小父さん、 ^は 御， ひがち ひます 。一 
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あった。 實に 勝手の 遠った その 周圍の 中に、 先生 はま づ 自分の 身の 置き 處 から 見つけて か V ら 

なければ 成らない のであった。 

「いらっしゃい I. 」 

と 力 を^め て 呼んで 見る 捨吉 は、 店頭に 並べて ある 賫 物の 鏡の 中に 自分の 姿 を 見た。 皆 角帶、 

前垂で、 お 店 者ら しく 客 を迎 へて ゐる 中で、 全く 書生の 風俗が、 卷 きつけた 兵兒帶 が" その 玻 

璃に 映って ゐた。 實に、 成って 居なかった。』 * 

：…… やがて 蒸々 とする 恐ろしい 夏の 熟が やって 來た。 疲れた。 先生 は * 店の 腰掛けの 上に と 

も すれば 死んだ 様になって 腰掛けて ゐた。 

『心の糧に もしば らく 拾 吉は有 付かなかった」 身體の いそがしい 小父さんに 帳撝を 讓られ てから、 彼は眞 

勢さん と 交代で 寶揚を 記入す る 役 廻りに 赏 つたが、 ある 品物 をい くらで 仕入れて いくらに 寶れ ば、 いくら 

儲かる とい ふやうな ことに、 ほと， （'興味 を 有て なかった。 帳 锆は捋 の やうに 造られて、 四 本の 柱の 間に 

ある 小高い 位^から 店の 入口の 方まで^ 渡す ことが 出艰 た。 生存の 不思議 さよ o あの 學窓を 離れて 來る顷 

こ、 斯うした 帳撝の 前が 彼 を^: 受けようと は 奈何して 豫 期し^られ だら う。 廣々 として 斯の 世へ 出て 行 力 


f  パ 父さんから 姉さんから 下女まで も 動いて 居る 中で、 默 つて それ を 見て ゐる 謬に は 行かなかった o 

考へを 纏める ために、 彼 は 茶の間の 緣 先から 庭へ 下りた o 學 校を濟 して 籙 つて 来て、 復た箒 を 手に しなが 

ら^ 生と しての 勤めに 服す るの も儉 快であった。 新ら しい 楓の 葉が 風に 搖れて 日に チラ くする の を 眺め 

ながら、 先づ 茶の間の 横手 あたりから 草むしり を 始めた o お母さんの 上京 以後、 兎角 彼に 氣まづ い 思 を さ 

せる 漾 になった の は 大勝の 養子の 一 件 だ o しかし 小父さん を 第二の 親の やうに 考へ、 長い間の 恩人と して 

考 へ る 彼の 心に 變り はな か つた。 自分 は 自分の 力に 出來る だけの こと をしょう、 その 考 へから、 垣根に 近 

い 乙女 椿の 根元へ 行って 蹲跼ん だ。 靑々 とした 草の 芽 は 取っても 奴っても 取り 盡せ さう も 無かった o 茶の 

問の 深い 廂の下 を 通って、 梧桐の 幹の 前へ 立った 時、 小父さん 達の 後 を 追って 手傳 ひに 行かう とい ふ 決心 

がつ いた o』 氺 

さう だ， 行かう —— その 考を お婆さんに 話す と， 先生 は ティンの 英文 擧史の 一 冊 を 風呂敷 包 

j の 中に 潜ませて、 〜〜 横濱の その 家の 方へ 出かけて 行った。 そこに は、 あたかも 彼 を 待ち受け J 

§ て 居た かの 様に、 悅ば しさう に 彼 を 見る 恩人の 顔が あった u  U 

1 『なにしろ 一 錢、 ニ錢 から 取 揚げ るんだ から。」 I それ は、 さう いふ 雜貨 店と いふ 漦な もので ^ 


- ~ 128 ― 


* 全集 9—581 


「 —— 捨吉に 言 はせ ると * 自分の 前に はお ほよ そ 二つの 道が ある。 その 1 つ は あらかじめ 定め 

られた 手本が あり、 踏んで 行けば 可い 先の 人の 足跡と いふ ものが ある。 今 一 つに は それが 無い。 

なんでも 獨 力で 開拓し なければ 成らない。 彼が 自分勝手に 歩き 出さう として ゐ るの は、 その後 

の 方の 道 だ。 言 ひがたい 恐怖 を感 する の も， それ 故 だ。』 * 

新ら しい 世界 は 自分 を 待って ゐ る。 —— さう 思って 見ながら も、 經驗 のない 靑 年の 心 は そこ 

に. 1 へた。 擧窓を 離れて 大 川端の 家に 歸 つて 見る と、 先生 は、 この 吉 村の 屋根の 下で は， 未だ 

遭遇した こと もない 様な 動きの 中に 立たなければ ならなかった。 それ は 話の あった、 橫濱の あ 

る 店 を 引受けて、 主人 も 細君 もが その 方へ 出掛け やうと して ゐ たので。 〜〜 先生 は、 その 混雜 

の 中で、 舉 校の 方から 持って 歸っ て 来た 卒業 ー證 書を士 0 村 氏に 見て 貰った のであった。 

潮で も 引いて 行った 後の 樣な靜 けさが、 この 混雜の 後に 殘 つた。 II その 留守宅の 庭に いら 

だ i しい 初夏の 草木の 色が 映って 來た。 


* 全集 11  一 698 


夜の 海 


撗濱 東京 及び . 漂泊 の 旅 時代 ( 二十 一 歳 I 一一  十一 一歳) 


『春 を 待つ 心 は、 嵐 を 待つ 心 だ d  I 』* 

これ は、 「樹木の 言葉」 の 中に 見る 言葉 だが、 ：…… あの 春に 先驅 して 來る はげしい 嵐が、 若樹 

| の 枝を搖 すぶりた てるの はいた ましい。 犒々 と 暗い {仝 を 走り ゆく の は 怖ろ しい。 1 . 先生 を、 

m あの 夜の 海の 暗儋 たる 岸 邊に、 行 詰らせて しまったの も、 その 暗 俊な 情熱の 嵐であった。 
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思 ひと を殆 したと 言って ゐられ る。 しかし、 そこに こそ、. 新生の 翅望は 常に 掲げられる 處のも 

のではなかった か" ：…… 先生 は、 この かなしい 四 年^の 記憶の 校庭の 横手に ある 草地の 一角に、 

同恣 生と 共に 新ら しい 記念樹 を植 へた。 それ は 常に 若い、 生活力の 大きい 綠の 深い 楠の木で あ 

つた。 そして 樹の 下に は 一 つの 石 を 建てた。 そして その 石に 忘るべからざる その 年 を 刻んで 置 

いて 來 たのであった。 

「明治 二十 四 年 卒業生」 


A 全集 5—530   B 全藥 


寶を 嗅いで 冕て、 お 伽噺の 情調 を 味 はった。 それ を 若い 日の 幸 輻 のしる しとい ふ 風に 想像して 

見た。』 A 

さよなら C —— 

「私 は 二ぶ 年に 明治 擧院を 卒業した。 もう その 頃 は 純然たる 豪 書生と して 進まう とい ふ考 

を抱 いて 居た。』 B しかし、 その 決心に 行く までに、 先生の 若い 日の i は どんなに 濃い もの 

であった らう o   

「白ば つくれるな い！」 

K そのに がい 嘲笑に も、 いよ/ \ト ボケた 顔 をして 見せて ゐた 程の 苦し さも、 また 思 ひ 屈 

した あまりに は、 どうかす ると 裸體で グラウンドで も卖り 廻りたい 様な 狂人 じみた 齒ま しさ 

| も、 そこにあった のではなかった か o 

1 

若い 日の かなし さ。 If 先生 は、 玆に、 さま， <\ な 空想と 幻滅と 失敗と- 後悔と、 羞 かしい 
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一 一十 歲。 I 十六 歳の 秋から 1 一十 歳の 夏まで を迎 つた 明治 舉院 の學 窓に 離れて 行く 時が 先生 

にも 來た C 荷物 や 書籍 は 旣に大 川端の 家の 方へ 送って あった。 先生 は 風呂敷 包 だけ を 抱へ て、 

岡の 上に 立つ 一群の 建築物に 刖れを 告げる のであった。 II もう、 若い 日本 も、 この 前々 年に 

憲法 を發 布し、 前年に は 最初の 帝 國議會 も 開かれて ゐ たし。 若い 文學 もこの 年に は 早 稻田文 舉 

を 創刊し、 また 國木 田獨 歩の r 武藏 野」 が發 表されて ゐた。 

r 捨吉は 表門のと ころへ 出た。 幾 株 かの 櫻の 若木が そこにあった。 その 延びた 枝、 生 ひ 茂った 

新しい 葉 は 門の 側に 住む 小 使の 家の 屋极 を掩 ふば かりに 成って 居た。 ；〜 

風が 來て 櫻の 枝 を搖る やうな 日で、 見る と 門の 外の 道路に は 可愛らしい 實が、 そこ こ、 に 落 

ちて 居た。 

r ホ、 こんなと ころに も 落ちて る。」 

と捨 吉は獨 りで 言って 見て、 一 つ 二つ を 拾 ひ 上げた。 その 昔、 鄕 里の 山村の 方で 梗 木の 實を 

拾ったり 掇鳥の 落した 羽 を 集めたり した 日の ことが 彼の 胸に 來た。 思 はす 彼 は 拾 ひ 上げた 櫻の 


A 全^  9—515   B 全 ^  5— 29( 新片 町よ り） 


I そんな 日の 中へ、 鄕 里の 方から 母が 出て 来た。 兄の 借財に ついての 用件で 急に 上京して 

來 なのであった。 r 國を 出る 時 はもう お前、 霜が 眞白」 ……： 母 は、 そんな 風に 言って 見せな が 

ら、 十 年ぶりで 漸く 見る ことが 出来た 様な わが 子の 方へ、 ……： 「どうかして 兄 もよ くやって 下 

さる 樣、 捨吉も 無事で 居ります やうに、 毎日 左様 言って 拜んで 居る」 と 言 ひ 出す 様な 人で あつ 

た。 I 哀しい 靑 年の 眼 ざめ。 『誰 一人、 目上の 人達で 捨吉の 思って ゐる心 を 知らう とする も 

の も 無かった。 ……： 何事 も 知らないで ゐる やうな お母さんに 逢って 見て、 彼 は 何時の間にか 自 

分 勝手な 道 を迎り 始めた その 恐怖 を 一 厣深 くした。』 A 

それにしても、 舉 窓と 世の中との 隔りは —— とても、 高 輪と 大河 端の 隔り どころ ではな かつ 

た。 先生 は、 その 頃に なって 漸く、 自分が この 擧 校へ 入れられ たの は、 行く行く は 亞米利 加へ 

針 製造 を 研究に 行く 爲 であって、 そして 大傳馬 町の 「勝 新」 とい ふ 針 問屋の 娘の 養子と して、 そ 

| の 店に 座らせられる ためだと いふ こと を 知った のであった o  B — 勿論、 そのこと は 弟の 獨立 

^ を 重 じて くれた 兄の 心 持に よって 破られた が >  思 ひがけなかった この こと は、 あさまし くも 先 

1 生の 頰を滦 く 染め もした のであった。 


A 全集 9-422    B 同 458 


一 吉 村の 家 は、 さまぐ の事實 で、 それ を 先生に 敎 へて 見せる とい ふ 風であった。 殊に、 小 父" 

^ さんの 眼 は、 そこによ く 物 を 言つ た 。『小父さんの 指に 光る 氽と寳 石の 輝き を 見ても 何とも 思 は 

| ないか。 捨吉、 捨吉、 どうして 貴様 は 左様 だ —— 何故、 小父さんの 後に 隨 いて 來 ないか。』 A 

先生 は、 また、 この 家の 下に 同居して ゐた吉 村の 親族の 人 を 見る ことから、 斯様い ふ 風な 心 

持 を も 引き出されて ゐた。 II 十八 歳で、 高 輪臺町 敎會の 信徒と してつ ひ、 うかくと して 受 

洗した の だと は 言っても， そして、 その 敎會 の签氣 や、 禮拜 やに は 今 は ほと- (-與 味 を 失った 

と は 言っても、 r 何時の間にか 彼 はいろ くな 基督 敎界の 先輩から 宗敎 的な 氣分を 引出された。 

その 影響 はや、 も すれば 斯の世 を 果敢なみ 避け やうと する やうな 隱遁 的な 氣分を 引出した。 そ 

の 影響 は 叉、 小父さん なぞの 汗 を 流して 奮闘して ゐる 世界に 對 して 妙に 自分 を 力の ない ものと 

したば かりで はなく、 世間に 迂 いとい ふこと が 恥辱ではなくて 反って 手柄 かなん どの やうに さ 

へ S はせ た。 斯うした 力な さは 時と すると 負惜 みに 近い やうな 悲しい 心 持 を さへ』 B I 先生 

. に 味 はせ たのであった。 


A  fem  9-453   B 同 418 


來てゐ た。 その 人が なつかしく、 その 旅の 心が かなしく 、『段々 と考 へて ゐた幸 11 の味氣 なさが 

いよく 身にしみ^. \ と 思 ひ 知られて 來た。 一 切の もの を 捨て、 自分の 行くべき 道 を 探せと い 

ふ聲が 一 曆 はっきりと 聞え て來 た。』 A 11 しかし、 この 先生の 心持ち は、 恩人の 濱 町の 家の 中 

に は 理解され やう 蒈 もない ものであった。 

—— 此處 に、 歸 つて 來 ると、 まだ 書生の 身と しての 勤め もあった。 

r 捨吉は 庭下駄 を脫ぎ 捨て、 勝手口に 近い 井戸へ 水汲みに 行った。 まだ 水道と いふ もの は 無い 

頃だった。 素足に 尻 端折で 手桶 を 提げて 表門の 內 にある 木戸から 茶の間の 橫を 通り、 平らな 庭 

石の あると ころへ 出た。 庭の 垣根に は 長 春が 燃える やうに 紅い 色の 花 を 垂れて ゐる。 捨吉が 水 

を 打つ 度に、 奥座敷に 居る 人達 は 皆 庭の 方へ 眼 を 移した。 〜：： 』 B 

書生の 仕事に、 熱い 樂 しい 汗 を 流しても、 靑 年の 心 は樂 しまなかった。 「貴様 はそんな ところ 

で 何を考 へて る」 と吉 村の 小 父に 問 はれる ことがあっても、 それ を 明かに 答へ る こと は 出來な 

かった。 

『今の 世の中 は資 業で なければ 駄目 だ ぞ。』 
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恧 はす 捨吉は 微笑んで 禧 しげに 友達の 顏を 見た o ダンテの 「神曲」 の 英譯本 だ。 捨吉は 友達 

の 前で その 黑 すんだ 綠 色の 書 紙 を 一緒に 眺めて、 扉 を 開けて 行く と 「神曲」 の^ 一  頁が そこに 

出て 來 た。 長い 詩の 句の 古典ら しく 並んだ のが 一 一人の 服 を 引いた。 

「まだ 讀んで 見な いんだが、 一 寸 開けた ばかりで も 何だか 違 ふやうな 氣 がする ね o」 と菅は 濃い 

眉 を 動かして、 「多分 君の 買った のと 同じ だら う OJ 

「表 羝の 色が 違 ふだけ だ。」 

と 捨吉は 答へ て それ を 足 立に も 見せた。 若い 額 は その 本に 集った o』 * 

また、 馬場 氏 は、 その 當 時の 先生の 机の 傍に、 西 鶴 や、 近 松 を 持って 來て a せた。 I 〇〇 

の 多い 西 鶴の 文章 を、 何とい ふ 汚れた 書 だら うと 左樣考 へた 先生が 「I 代 女」 を 引 割いて 捨て 

たとい ふ 風の 話 はこの 若い 友達 を 笑せ たりした。 ：…… そして、 先生 は^の 窓の 處に 自分の 心 を 

羞ぢて 赤くな つた。 

「ふるさと」 木曾谿 に、 幼く レて 別れて 來た 芭蕉の 句 碑 を、 再び 振 返って 見る 樣な 日が そこに 


*  ik%        新片 w よ io 


生 は、 そつ ％=■ の^の 見える 窓に 來て バイ & ンを 聞き、 また シヱ クス ビア や ギヨ テゃを 思つ 

^り。 ま t その 窓の 下で モォ レエの 「イング リツ シ. メン • ォブ. レタ ァス」 から 詩人 ゃ文舉 者の 

評 傅 を抄譯 したりした。 

「猛 が、 初めて 西洋の 詩集 を 手に入れ たの は、 ゥ オルズ ゥォ ー スの 詩集であった。 銀 趣の 十字 

屋に" in 本で 寶っ てあつた ので、 買って 來て 譲んだ。 その 當時 は、 近 松 だの、 西 鶴 だの、 それ 

からすつ と 十：： い 物語 類が、 翻刻され て 世の中へ 出る とい ふ 時世であった。」 * 

先生 は、 湖 十の 編纂した 芭蕉の 「一葉 集」 や 古本屋から 探し出して 來た西 行の 「選 桀抄」 や 

それから 兄から 貰った 小 使で 買った 其 角の 五 元 集、 支考の 俳諧 十 論な どの 古い 和本 や、 祖母の 

葬式に 一度 國へ歸 つた 祈に 父の 寄 架から 見つけて 來た黄 山 谷の 詩集 や を、 吉 村の 家の 机に 行つ 

ては讀 み、 寄宿 舍の 窓に 歸 つて は 戶川氏 等と 漸く ダンテな ど をまで 讀ん だ。 

| 『岸 本 君、 君に 見せ やうと 思って 持って 來 たよ。」 

g と 風呂敷 包の 中から 一 冊の 洋害を 取 出して 兒 せた。 

1 「買った ね。」 
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な ぃ斯の 谷間で 彼 は 堪らなく 壓迫 けられる やうな 切ない 心 を 扮ら さう とした o 沈 默し糠 屈した 胸の 苦痛 を 

そこへ 泄 しに 來た。 張り裂ける やうな 大きな 聲を 出して 叫ぶ と、 それが 淋しい 谷間の 空 氣へ響 渡って 行 

つた Q 

j 羽の 鳥が 薄明る く R 光の 射し 入った 方から 舞 ひ 出した。 彼 は そこに 小高く 持 上った 岡の 裾の やうな 坳勢 

を 見 つけた。 その 小山へ も^け 登って、 靑草を 踏み 散らしながら 復た そこで 力 1 ば い 大きな 萆を 出して 怒 

鳴 つ た o』 ネ 

そこに は u 舉 校の 方に、 日課 を 勵む心 は 失 はれて 來た。 そして 唯 自分の 好める 舉 科に のみ 

心 を 傾け、 愛されて ゐた すべての 人に 背 を 見せ、 友達の 中に も 僅かな 人と しか 口 を 利かない ほ 

どに 默し 勝に のみ 時 を 送る 様になった。 戶川秋 骨、 馬裼 孤蝶の 二 氏な どが、 その 僅かな 中の 人 

であった。 

時 は、 明治 文擧の 曙と いふ 樣な 時であった。 二葉 亭四迷 氏に よって ツル ゲュ H フの 「浮 雲」 「あ 

ひびき」 などが 譯 されて 靑 年の. g を 熱く したの もこの 頃であった。 —— 若い 隨は 舉院 のま： 架に 

も 新ら しい 本屋の 店頭に も^: いた。 そして、 當時 はもう 吉 村の 家 を 離れて 寄宿^に 來てゐ た 先 


は 炅が覺 めた。 會て彼 を 仕 合せに した 事 は ドン 底の 方へ 彼 を 突き落した。 1- 時 彼が 得意と して 

身に 着けた 服装 なぞ は 自分で 考 へても 堪らない 程 厭味な ものに なって 來た。 

良家の 子弟 を模 傲して 居た 自分 は 孔雀の 眞似 をす る 鴉 だと 思 はれて 來た。 彼が 言った 寧、 爲 

た 事* 考 へた 事 は、 すべて 皆 後悔の 種と 變 つた。』 * 

春に 先って やって来る 深い 憂欝 II それ は 少年の 日の 終り を つげる 日の 中に 破れ • 溢れて し 

まった のであった。 

『 II その 足で、 捨吉は 講堂の 前から 綾 澄な 阆に 添うて 學 校の 表門の 方に 出、 門番の 家の 側 を m り、 櫻の 

樹 かげから 學 校の 敷地に ついて 裏手の 谷間の 方へ 阪道を 下りて 行った。 一 面の 鼓で、 樹木の 間から は 朽ち 

か V つた 家の 屋极 なぞが 見える o 勝手 を 知った 捨吉は 更に 屎ぃ竹 藪に つ いて 分れた. i 道 を 下リて 行った 0 

竹 截の盡 きたと ころで 阪も盡 きて ゐる o 彼 はよ くその 邊を 歩き 週り、 林の 間に 躕る 小鳥 を 聞き、 奥底の 知 

m れ ない 方へ 流れ 落ちて 行く 谷川の 幽かな さ \ やきに 耳を澄ましたり して、 時には 御殿山の 裏手の 方へ、 時 

一 に はずつ と 遠く 目黑の 方まで 菊り で步 きに 出掛けた ことがある o 四 邊には 人も兑 へなかった o 誰の 遠慮 も 


* 全集 9—395 


116 


^ 全笾 9—394 


ゾヂ ミオ ン」 を甞 かう とさ へ 思った o』* 

11 それ は、 快活な 心であった。 そして この 靑 少年 は その 周圍に 多くの 人々 の 愛愦を あつめ 

た。 ……： 彼は舉 校で も 最も 年少な もの i 1 人で はあった が、 入擧 して 二 年ば かり 間 は^か 首席 

を 占めて ゐた。 それ も 得意だった。 そして ベての 人から 好く 思 はれ、 すべての 人から 愛さ 

れ たいと 思った 彼 は、 そこに 滿 足して、 その 胸の 上に 制服の 金釦を 光らせながら そよ， （，• と 吹 

いて 來る 心：^ よい 朝風の 中 を、 夕風の 中 を 歩き 廻つ そして、 ぞ こに はまた 長い こと 彼の 身 

內に續 いて 來てゐ た 少年ら しい 頑固な、 女と いふ ものに 對 する 無關心 を、 撫で 柔 げられ た 様な 

異性の 深切に も 心 を 誘 はれる 夕方 もあった。 そして >  彼の 足 はよ くこの 姉ら しい 人の 許に 向い 

て 行く の だった。 

しかし、 （I 『髌ぃ 夢 は ある 同窓の 擧 友の 助言から 破れて 行った。 彼 は 自分と 繋 子との 間に 

立てられて 居る 浮 名と. S ふ もの を 初めて 知った。 あられ もない 浮 名。 何故と いふに、 其 時分の 

彼の 考 へで は少 くも 基督 敎の 信徒ら しく 振舞った と 信じて 居た からで ある。 繁 子と 彼との 交際 

はやおい^ 督敎徙 の 間に 行 はる &靑 年男 女の 交際に 過ぎない と 信じて 居た からで ある。 けれど 彼 
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『 學 校へ 入った 當 一年 半 か 二 年ば かりの 間、 捨吉は 赏 に 浮々 と樂 しい 月日 を 送った。 血 氣壯ん な人逮 

の 中へ 來て 見る と、 誰も 左樣 注意 深く 彼の 行動 を 監督す る もの は 無かった。 まるで 掩 から 飛 出した 小鳥の 

やうに 好き勝手に 振舞 ふこと が出來 た。 高い 抉からで も 眺めた やうに 斯 の^々 とした 世界 を 眺めた 時 は、 

何^も，：：； 分の 爲 たいと 思 ふこと で爲 て出來 ない こと は 無い やうに 見えた。 學 窓に は、 東京ば かりで なく 地 

方からの K 家の 子弟 も 多勢 集まって 來てゐ て、 互に 學 生らし い 流行 を 競 ひ 合った。 柔ぃ ^ 羅紗の 外套の 色 

揮、 問き 惚れる やうな 軟 かな 編上げの 靴の 音 なぞ は 奈何に 彼の 好奇心 を そ、 つたら う o 何時の間にか 彼 も 

茛 家の H '弟の 風俗 を舉ん だ" 彼 は 自分の 奸み によって 造った 輕ぃ 帽子 を 冠リ、 半ズボン を 穿き、 長い 毛絲 

の 靴下 を龙 せ、 輝いた 餌付の 靑^. 等と 連立って 多勢 娘 達 の^る 文 學會に 招かれて 行き、 プログラム を 聞び 

る眘 がそ V にも こ V にも 耳に 快く 聞え る 遂に 膝掛けて、 若い 女舉生 達の 口唇 がら 英語の 暗誦 や 唱耿を 聞い 

た 時には、 1" ど 何もかも 忘れて 居た o 樂 しい 幸福 は 到る ところに 彼 を 待って ゐる 樣な氣 がした。 彼 は 若い 

男 や 女の 交際す る揚 所、 集會、 教會の 長老の 家庭な どに 出入し、 自分の 心 を 仕 合せと する やうな 可憐な 相 

手 を 探し 求めた 0 物事 は赏に 無 造作に、 a 由に、 すべ て は 意の ま \ に 造られて ある やうに 見えた。 一 足 飛 

びに 天へ 飛び 揚 らうと 思へば、 それ も 出来さう に 見えた。 あの 斿 位の 高い、 美しい 未亡人に 知られて、 1 

臞政袷 舞臺に 上った 貧しい ヂス レ イリの 生涯 なぞ は. 捨吉の 空 想 を 刺戟した。 彼 は 自分で も 行 く.， ，\ は 「H 
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r まあ 捨士ロ も 精々 勉强 しろよ。 I 今に 叔父さんが 貴様な 洋行 さして やる。』 

『左様と もサ。 洋行で もして 馬車に 乘 るく 一 らゐの M ラ い ものに 成らな け り ゃ捨吉 さん も 駄目 

だ』 A  , 

先生 は、 早く そんな 言葉 を 吉 村の 小父さん や、 お婆さんの 傍に 聞きつ けて ゐ たので ある。 

新ら しい 擧校 は、 芝 白^の 丘の 上に あった。 n その 綠の樹 に 圍 まれて、 高い 丘の 上に あると 

いふ ことまで が、 先生 を樂 しませ- 得意に した。 それ は、 まだ 柬京市 內には 電車と いふ もの も 無 

値頃であった。 學 校から 濱 町の 家まで は そ 二 里ば かり あるが、 それ 位の 道 を 歩いて 通 ふこと 

は 一書 生の 身に 取って 何でも無かった。 先生 は 『人形 町の 水 天 宮 前から 鎧 橋 を 渡り、 繁華な 町 

中の 道 を 日影 町へ と 取って 芝 公園へ 出、 赤 羽 橋へ か-り 一 二阳の 通り を 折れ まが-.』 B そして 聖 

坂へ と 取って 登って 行き、 また 歸途は 『岡つ r きの 地勢に 涉 つて 十：： い 寺 や 墓地の 澤山 にある 一二 

光町 寄の 谷間 を迂 廻す る こと も あり、 或は 高 輪の 道 を 莨^に 聖坂 へと 取って、 それから 遠く 下 

町の 方に ある 家 を 指して 降りて』 C 行く とい ふ匦 にして、 この 舉 校に 通って 來た。 
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部に 造りつ けた^ 敷牢の 格子が ある。 ： ：〜 そこが、 精神の美 しい、 正直な， 愛 國の舉 者 ！ 先 

生の 父なる 人の. 生涯の 終り を 終った 處 なのであった。 

r 「慨世 憂 國の士 を もって 發 狂の 人と なす、 豈に 悲しから す や」 と は そこで あなたの 最後に 書か 

れた霄 楚 であった とも 承 はりました。 平 田 派の 擧說に 深く 心 を 傾けられ たとい ふ あなた、 古史 

傅の 上 木の 費 ffl を 補 はれた と いふ あなた、 佛敎と い ひ 基督 敎と いひ それらの 外来の 思想 を 異端 

とせられた あなた、 「蟹の 穴 ふせぎと めすば」 の 歌 を 詠 じて 洋舉 の國を 傷く る こと を 諷された 

あなた、 —— j  * 

^生 は 後年、 航海 記 「海へ」 の 中に、 I 當 時の 父の 心 を 追想して， 呼びかけて ゐる 事實が 

それであった。 

しかも、 子の 心 も、 明治 も 若い II 時代の 心 も、 「父」 に 反逆す る筌氣 の 中に 置かれて ゐた。 

……： 十六 歳、 吉村 一 家と 共に 銀座より 日本 橋濱 町に 移る と 間 もな く、 先生 は祌 W の 共立 舉 校に 

轉じ、 叫 月に は 更に 外 國語を 深く 修める 爲に 基督 敎 主義の 、明治 舉院に 送られる 様に 成った。 
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妙な ものです ね。 毎朝お 堀ば たで 行き 逢った とい ふだけ で、 口 をき いた こ ともなく、 名前 も 知らない や 

うな 人が、 こんな 感化 を 私に 殘 して 行き ましたよ。』 * 

羡望と 崇拜と —— 柔ぃ アン ビッ シ ヨン は、 どんなに この 少年の 頰を 熱く した もので あらう。 

擧ん でも 擧ん でも， 渴ぃた 苔の 水 を 吸 ふ 様に 飽くことを知らない 當 時が そこに 有った ので あら 

う。 そして 夕 ぐれに 至る 過度の 勉强 は- 遂に 七 個 月の 餘を 患む 様な 眼病 を も 持って 來た。 故鄕 

から は 歸阈を 一一 目って 來 たが、 死す とも 勉舉 を廢 さやと いふ 様な 手 銑 を それに 書いた。 I まこ 

とに 若い 日であった。 

しかし， 此處 には子の 時代が 來 始めて ゐた樣 に、 彼 處には 父の 時代が 暗い 終末 を 持って 來て 

ゐた。 II 先生 十三 歳の 終りに は * 旣に鄕 里に 於て 父の 喑ぃ 死が あつたの である。 しかも、 少 

年の 先生に とって、 未だ この 「父」 の精祌 「父」 の 時代 を考 へて 見る 餘裕 はなかった。 少年 は > 

た^ 噔 然として 父の 逝去 を 知った。 その 事實を 知る に 止った。 そして、 その 死の 方への 歸國も 

許されなかった。 〜：： それ 程に 少年と され、 また、 少年で もあった 日の 中の 出來 事であった。 

I. 靑ぃ 深い 竹 藪が ある。 竹 藪 を^に して 古い 米倉が ある。 木 小屋が ある。 この 木 小屋の 一 
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が 少年の 心 を そ、 つて、』 A みんな は、 それ を 爭ふ樣 にして 買って 來 ると いふ 風であった。 

『僕が 二度目に 就いた 英語の 先生と いふ 人 は 字引 を こしら へ て 居た よ o 面白い 發音の 仕方で、 まるで or 本 

外史で も 讚む のを閜 いてる やう だつ け。 それでも 君、 他の 生徒が あの 先生 はな かくえ らいなん て 褒めり 

や、 自分まで 急に 有難くな つた やうな 氣 もした つけ o』 B —— それ も、 その 當時 のこと であったら う。 そし 

て、 大舉 入校の 希望 を もって まづ、 今の 錦 城 中學の 前身の 三 田英學 校に 通舉 する 樣 になった。 

『私 は 英語 や 歴史 や 地理の 本 を 小脇に か V へ て 道を步 くこと もめ づ らしい ほどの 年頃でした。 まだ そんな 

少年でした。 銀座に ある 小父さん の 家から 學校通 ひ をし ましたが、 每 朝の やうに お 堀ば たのと ころで 行き 

逢 ふ 一 人の 學 生が ありました o 私 なぞより ずっと 华 上の 學 生で、 きまりで 左の 肩 を あげ、 すこし 首 を 傾げ 

ながら、 向 ふから お 堀ば たのと ころ を步 いて 來る のでした。 

どうして 私が そんな 知らな い 人に 眼， どと めて 見る やろ になった かと 苜ひ ますに、 その 年上の^ 生 の樣子 

に は 何となく ありがた い 所があった からてす。 私 なぞの 讃 めない 本が 讀 める とい ふこと も 羡 しかった ので 

す。 そこで 私 は 、眞似 るつ もり もな くその 學 生ズ眞 似て、 自分で も 左の 肩 を あげた リ. すこし 首 を 傾げた 

りして 步 いて 見ました が、 いつの 間に か 知らない 人ん 癖が、 私に 移って しま ひました。 


A 全^  9-472   B 佥集 9—473 
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られ たもので ありまし たが， 漢舉 はむしろ あなたが 自分の 子供にまで 勸 めら れ たもので あった 

と 存じます。 小 學校を 卒 へる 頃、 私 は 他の 少年と 同じ やうに、 英語 を 修め やうと 致しました。 

私 は 早 や 自分の 意の ま k に 動き 始め やうと 致しました。 その 時の あなたの 驚き —— 私の ために 

心配して 下す つた あなたの 心 は、 私 は 子供心に も あなたから 頂いた お 手羝で それ を感 する こと 

が 出来ました。』 * —— 

私 は 早 や 自分の 意の ま- -に 動き 始め やうと 致しました。 I 若芽 は、 遂に 褐色の 苞を 破った 

のであった。 

明治 十七 年、 先生 十三 歳の^であった。 小舉校 ももう 終りに 近いと いふ その 日の 中の、 若い 

心で、 ……： そこに は その 父 も 遂に、 許して 來た洋 a. I 英吉利の 言葉 を舉び はじめた ので あつ 

た。 海軍省の 官吏 石 井其吉 氏が 最初の 教師であった。 この 敎師は 三十 錢と いふ 様な 月謝で、 先 

生に パァレ ヱの^:!: 史 あたりまで 敎 へて 吳れ た。 『初めて ナショナルの 讀 本が 輸入され て、 十字 

屋の 店頭 なぞに は， 入き な^ 板が 出る。 その 以前から： 仃 はれた ウィルソン ゃュ 二 オンの 讀 本に 比 

ベる と、 あの 贲 ばんだ 色の 表紙、 飽きない 面白い 話、 澤 山な 揷靈 * 光澤の ある 紙のに ほひまで 


新 樹 

日本 橋 區演町 及 明治 攀院 時代 (十三 歲 II 二十  一 a) 


「「父上。」 

私が 少年の 頃に 早く 御 膝下 を 離れた の も、 あなたの 御 思 召に よった ことでした。 私 は あなた 

一 から 「三 字 文」 、「勸 擧篇」 、「孝 經， r 「論語」 なぞの 素讀を 受け、 柬 京に 遊擧 する 身と 成りまして 

^ から も 数寄屋 橋 側の 小舉 校に 通 ふかた はら * あるひ は 姉の 夫から、 あるひ は 其 他の 人々 から、 

I 「孟子」 や 「詩 經」 なぞの 素讀を 受けました。 佛敎と 耶蘇 敎とは あなたの 極力 排斥し、 敵視せ 
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1 さと 自尊心と、 また 反抗 心と 野心と— それ は、 この 靑 f 吹き出す 前の 角 ぐんだ 芽の 

中に ある もの 、様に、 晴 隳な惱 ましい カを罩 めて との 黑ぃ 家の 中に 官 つたので あった o  IT 

から、 陽の 光の 射し 込む 壁の 厚い 家の 甞生 部屋の 中に Q 


* 全^  7-460 


あった。 しかし、 先生の そこに は 若い 日が 來てゐ た。 もう 曰 本に も， 銀座の 大倉 組の 角に は. 3 

い 強い 光の ァ ー ク^が 揮き、 尾 張 町の 角の 日 々新聞社の 前に は 花 瓦斯が 點き、 また 中 村 正直 氏 

譯の r ナボ レ ォ ン 小：^」 とい ふ 様た ものが、 少年の 手に 開かれる 日が 來てゐ たのであった。 I 

先生 は、 それ を 三疊の 間の、 例の 日光の さし 込む 窓の 下に 持って行って 霞みつ^-けながら、 あ 

の 人傑の 靑年 時代に 心 を 動かして は 感激の 淚を 流す 様に 成って ゐ たので ある。 

その 頃の 日の 中に * この 黑ぃ 家に は 可愛らしい 赤兒が 生れた。 そして、 土藏の 中の 部屋から 

はお 婆さんが 子供の 方へ 出て 行って、 下婢が 寢に 來る搽 になった。 I. 其 頃の 心 持 を 先 牛： は * 

斯様な 風に 語って ゐる。 

ク 『私 は 誘惑され 易い 年頃に なりました。 もし 私に 性來の 臆病と、 一種の 自尊心と が 無かったら 

| 早く 私 は 少年ら しい 好奇心の 捕虜と 成った かも 知れません。 で、 私 は 下婢が 傍へ 來て樂 しさう 

§ に 歌 ふみだらな^ 行 唄な どに 耳 を 似け て、 氣は 浮々 とさせる こと を 感じながら、 一方に は 左様 

_ いふ 女と 碌々 口 も 利かない ほど 彼等 を^み 蔑視む やうな 心 を 持って ゐま した 0』 * 
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髮を 「 散髮」 に 刈って 来たと いふ 人であった。 そして 吉 村の 奥の 二階の 靜 かな 座敷に、 旅の 毛 

布 やら 荷物 やら を 解いた。 そして、 そこに 桐の 箱に 入った 鏡 を 取 出して 自分の 容姿 を 正しくす 

ると いふ 人であった。 

『父 は隨分 奇行に 富んだ 人で 到る 處に 逸話 を殘 しました が、 しかし チ としての 私の 眼に は 面白 

いとい ふよりも 氣の 毒で- 異常な とい ふよりも 突飛に 映りました。 この 上京で 私 は それ を 感じ 

たのです。』 * I と 先生が、 その上 京に 就て 語って ゐる 様に、 その 精神の美 しさと 正直 さは 幼 

い 先生 を 不安に さへ 思 はせ る處 があった 様で ある。 ある 日 は、 先生の 友達の 家 を 訪ねて、 手 土 

_產 の 蜜柑 をッ 力く とその 家の 佛 壇へ 供へ に 行ったり、 ある 日 は- 擧 校に 近い 路上の 石 を危ぃ 

からと、 お 堀の 中に 拾て たり- とい ふ 風であった。 ……： そして、 先生 を 連れて 以前の 尾 張の 殿様 

とい ふ 人の 前に 出たり、 久しぶりの 上京と て、 舊ぃ 知人 を 訪ねたり 亡くなった 人の 墓參 をし 

たりして 間もなく 鄕 里の 方へ 戾 つて 行った のであった。 

先生 は 後に なって、 父親が この 上京に 樂 しまなかった とい ふこと をき X つけたの であった 

それ は、 愛兒の 先生が どんなに 悅 ぶかと 思って 上京した のに、 子供に は 失望した とい ふ 嘆息で 
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A 仝 集 7-446   B  ^^7— 455 


で、 ft: 分で 見た ま、 を畫 にしようと 骨折った ものでした o 小父さんに 勸 めら れて私 は左漾 いふ 小さな 製作 

の 一 つ を國の 方へ 送リ ました。 父から 來た 手銥の 中には、 「貴 樣は鏺 躉を學 ぶが 好から うと 思 ふ」 とい ふ 意 

昧 のこと を 書いて よこした こと も 有りました o』 A 

奥座敷の 緣 先に は タ 、キの 池が あった。 そして そこに は澤 山の 金魚が 居た。 先生 は、 その 水 

を 替 へ たりす る 時には 裏の 井戸から • 漸く 持て る樣 になった II 半分ば かり 水 を 入れた 手桶 を 

蓮んで 來 たり、 また、 その 狭い 裏 露路を 小鳥の 様に 歩き 廻ったり、 その 奥に ある 活版屋の 裏に 

落ち 散って ゐる 細い 活字 を、 丁度 故鄕の 山の 方で 靑ぃ 斑の ある あの 攛 鳥の 羽 を 見つけた 時の 様 

な 心 持で 拾ったり したので あった。 

父の 上京。 II 

『父が 私に 逢 ふの を樂 みに して 一度 上京し ました こと は、 私に 取って 忘れ 難い ことの 1 つです。 

何故かと 言 ひます に、 それぎ り 私 は 父に は 逢 ひません から。』 B 

父 は、 その 旅で- I 途中 名 古屋で 始めて、 長く して 紫の 紐で 結んで 下げて ゐ たとい ふ 様な 
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やん」 と 一一 一一 ロ^ 様な 友達 も 出来て、 赤 煉瓦の 舉 校の 方 も、 そこに 行く 途上 も樂 しかった。 

「お婆さん、 霜燒が 疼い。」 

^生 はま だ 夜中に そんな こと を 言って 泣き出す 程に 幼なかった。 しかし、 お婆さん は、 この 

少年に も、 行儀と いふ もの を見覺 えなければ 成らない と 言って、 種々 な 細かい 注意 を拂 ふこと 

を敎 へた。 そして、 先生に、 客 を 送迎したり、 下駄 を 直し 茶 を 運んで 行く、 少年ら しいつ とめ 

を させた。 

それにしても、 この 心の 暖ぃ 家の 空氣 は、 先生 を 自由の 才能の 方へ 仲 び^して 行った 様で あ 

る。 銀座へ 移って 二 年 目に 成る 頃に は- 先生 は柔ぃ 鉛筆と 畫舉羝 を 持って、 築地の 居留地の 方 

まで も 鉛筆 畫を 描きに 出掛けた。 —— 

『お婆さん は 私が 何 をす るかと 思って、 ある 日、 私の 行く 方へ 一 絡に 歩いて 來 ました o 私 はお 婆さん を 接 

の畔に 立た せて 铤 いて、 築地^の 景色 を寫 しました。 私 は 又、 參謀 本部の 方まで 行って、 あの 建物 を寫し 

た 鉛 を 一枚 作りました。 それ は 粗末な 子洪 らしい もので ありまし たが、 兎も^: も、 御手 本に 摅ら ない 


と 溢い 心 を：^ つけたので あった。 

黑ぃ家 I 鼈甲 屋、 時計屋な どの ある 銀座の 裏通りの 町の 中に. 黑ぃ 土蔵 造りの、 鐵 格子 を 

窓に 箝め たとい ふ 様な のが、. その 溫ぃ 心の 家な のであった。 先生 は、 この 家で 主人の こと を 叙 

父さん、 隱居 のこと をお 婆さん * 年の 若 S 細君の こと を 姉さんと 呼び 倣 ふ ほどの 親し さの 中に 

^かれた。 

往來に 面した 鐵の 窓の ある 三疊 許りの 小 部屋 I. 先生 は そこ へ鎗屋 町からの 机 を 運んで 來、 

抽斗の 附. s た 本箱 を 壁に よせて 置いた。 

r 溫良 恭謙 讓」 

「勉強」 

r 儉 約し 

I 上京の 折に 父が 綫 別に 書いて くれた 座右の銘 なぞ を その 抽斗から 取 出て、 その 窓の 下に 

^ 讀んで 見たり、 また、 その 机の 上で、 擧 校の 作文で も 書く やうに して 國 にある 父への たより を 

一 書いたり、 また、 ふるさと のこと を 一一 一一 口って 來る 父の 手紙 を 開いたり する 樣に 成った。 …：… 「六ち 
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先生の 心 は、； 自然と 屋外の 方へ 向 ふ 様になった。 そして 擧 校の 往来に 逄 ふとい ふ樣な 友達が 

急に 親しい ものに なって 來た。 そこに は 同級の 女の 友達な ど を 眺めな から、 『氣 の昂 つた 時計 

屋の 娘より、 ショゲ た 官吏の 娘の 方 を可哀 さう だと 思った』 とい ふ 様な 感情 を 起し、 また、 事 

狡から 歸 つて は >  そこに ある 大人の 姹蕩 の筌氣 を 侮蔑す る 心 持 をして 居た。 

しかも， この 色の 淺黑 い、 瘠ぎ すな * 男性的で、 それに 驚く は ど氣の 短い 性質 を 持って ゐた 

入の 傍に 1 年ば かり ゐる內 に、 先生 は、 この 人の 「早く * 早く、」 で 終に 靑く なって しまった。 

早く 煮て、 早く 食って、 早く 膳 を片附 けて 仕舞 ひたい ……： そんな 人の 癖に 追 ひ 立てられて、 生 

煮の もの も 丁度に は 喰べ られ ない 始末で。 

岡から 出て 來 てこの さま を 見た 一 一番 目の 兄 は、 この 家の 中に 先生 を殘 して 置く こと を 好まな 

かった。 そこで、 先生 は、 姉 や 兄 達の， 懇意な 同鄕の 人で、 銀座 四 丁目に 住んで ゐた吉 村 忠道氏 

の 家の 方へ 引取られて、 そこで 勉强 をつ ける 様に 成った。 それが 先生の 十一 歳の 秋 頃で あつ 

た o 

吉村氏 は、 書生 を 愛する 心の 深い 人であった。 —— そして， 先生 はこ \ に 再び、 思 はぬ 深切 
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こに その 意味 を 悟り、 また 姉の 家の 中の 氣分を 感じた のであった。 後者 は 小さな 姪の 悪戯に よ 

る ものであった。 

『ある 日、 私が 學 校から 歸っ て來て S 分の 机のと ころ へ 行って 見ます と 大事に くして 葸 いた 新し ぃ洋 S 

の 帳面に は 目茶苦茶に 何 か 書き 散して あ" ました。 新の a 暴な 行 ひ は 直に 小さな 姪の い たづら と 知れ ま 

したが、 そのために 0 分の 忿怒 を 奈何す る こと も出來 ませんで した。 私 は その 帳面 を 引裂いて 了 ひまし 

姉の 居た 家に は 力 丸 元 長と いふ 人の 親 娘が 這 入った。 そして 十 歳の 先生 はこの 秃 頭に 細い チ 

ョ ン雷を 結つ て 居た 老爺さん とその 娘の 獨 身の 姉さんと が、 「碁 會所」 の 看板 を 掛けた その 家に 

身 をよ せる ことにな つた。 —— 1 人 東京に 殘 された 少年 は、 同じ 家の 中ながら に、 そこに はも 

う 以前の やうな 注意 を拂 つて 吳れる 人 を 見る こ と は出來 なくなった。 それ を はっきりと 感 じ 

た。 そして、 この 冷淡な 周圍の 中に、 早く、 自分の 少年ら し い 感情 を隱す 様にな つたので あ 

る o 
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たり、 また ある 曰 F は 海の 見える 座敷の 方へ 連れられて 海苔の 香氣を 憶へ たの も ..：.：• この 當時 

流行の 臘 虎の 帽子 を 冠つ てゐる 義兄の 愛情に よった も； のであった。 

また、 先生 はこの 家の 中に、 素朴な 自分の 田舍と 遠った 音曲の 世界 を 見つけた。 祖母 は綺邀 

に片附 けた 下座 敷へ 琴 を 取 出し， 先生より 三つ 下の 甥 はもう 謠曲を 歌 ひ 出して ゐた。 二階 座敷 

では 賑 かな 酒宴 もあって、 そこに は俗謠 が^はれ たりした。 

しかし、 斯様した 寬濶な 家庭の 中で も、 姉 は 物の キ マリの 好い こと を悅ん で、 それ を 先生に 

話して 聞かせた。 

I かくて、 先生の 少年ら しい 性質 は、 そこに は 殆ど 忿怒と いふ もの を 知らなかった ほどに 

して 障りな く 伸びて 行った。 しかし、 その めぐまれた 年月 は 長く は 綾かなかった。 一 年餘、 ；〜• 

姉の 家族 は、 白い 髪の 祖母さん から 子供まで、 みな 買 切の 人力車に 乘 つて、 故鄕の 方へ 歸 つて 

行って 仕舞った のであった。 I 一  つの 赠ぃ 記憶と、 たった 1 つの 口惜し さ をお もった 小さい 

事件と を殘 して。 

前者 は、 姉が 先生 を、 I 店頭に 喑ぃ 暖簾 を 掛けた 家に 使に 出した ことであった〕 先生 は そ 
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a が 食事の 時に 茶桷を 胸に 當 てること は 止せと 言 ひました が、 自然に つ いた 癖 は 直さう と raa つても 容易に 

直りませんでした。 何時の間にか 私の 茶捥は 胸のと ころに 當 つて 居ました。. そこで 姉 は 一 計 を 案出し まし 

た o 四角に 切った 鐵 葉の 片に紐 を 著け まして、 食事の 度に 私に 掛けさせる ことにし たのです o 

「御 鈑！」 II とい ふ 聲を閗 くと、 私 は 客が あるか 無い か を 第！ に 思 ひました o 姉の 家の人 達 は 兎も^:、 知 

ら ない 客の 前で ブリキ を. H 分の 首に かける ほど キ マリの 惡 いこと は 有りませんでした， 全く フリキ の 前 

1 に は 私 も 弱らせられました。 でも そのお かげで、 力 チリと 茶 捥の音 がする 度に. H 分で も氣 がつ いて、 蓊 

物 を 汚す 癖 は 直つ て 行きました。」 * 

先生 は、 やがて、 この 家から 小學 校へ 通 ひ はじめた。 それ は 數寄屋 河岸に ある 赤 煉瓦の 泰明 

小擧 校と いふので あった。 そして また 家で は、 姉の 夫と いふ 人から 論語の 素讀を 受けたり した。 

I. この 人 は、 木 曾 ：1 島の 家の 方から 東京へ 出て 來て、 1 時 は大藏 省の 官吏 をして ゐ たとい ふ 

^の 高い、 立派な 威 殿の ある 人で、 ひどく 少年の 先生 を 愛して、 閑暇な 時には 東京の 町々 だの 

人、^ だり を 見せ こ こ ほた。 ，兵 式 を 冕に 行った 日 に^めて 博 柿と いふの もの を 買って 貰つ 
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めて 大きな 都^の 筌氣に 觸れ、 日頃 故鄕の 方で よく 嚼の 出る 姉と も 一 緖 になる ことが 出來 たの 

です，』 *  I. 京 橋 區鎗屋 町、 それが 姉 園 子の 夫の 家、 高瀨 氏であった。 それ は 『銀座の 裏側に 

あたる 閑靜な 町の 角に あって、 灰色な 圓 柱の 並んだ， 古風な 煉瓦造りの 一つで』 * あった" 二 

階に は 叫 問ば かりの 窒が あり、 そこの 1 窒の 硝子 窓から 町の 家 根 や 物干 やが 見へ る 所へ、 先生 

兄弟 は 一 緖に 新ら しい 机 を 並べ、 また 夜 は その 部屋に 枕 を 並べて 寢る樣 になった。 

『どう だ これが ォサシ ミ だ。』 

先生が 初めて ォサシ ミと いふ もの を 口に 入れて 見た の も その 姉の 東京の 家であった。 しかし 

先生に は、 故鄕の 方で 食べ 慣れた 鹽 辛い 鮭の 方が 口に 適 ふと 思って 見た。 先生の 柬 京の 生活 は 

さう して 深い愛情 をよ せて くれた 姉の 傍で 始まった。 そして 故 鄕のー 言葉の 「わり や」 「おれ」 を 

改めて * 都會 の^ 年の 様に 「君」 「僕」 と 言 ふ 言葉 を 言 ひ 出したり したので あった。 

『姉が 私の 爲に嵇 々と 注意して 旲れ たこと は、 次の I 例 をお 話した だけで 解ら うと 思 ひます o 子供の 時分 

鲁 

に 私 はよ く^ 液が 出ました o それ を兩 方の 袖口で 拭きました から、 何時でも 私の^ 物に は 轟 液が 于 乾び 著 

いて 光 7 て居リ ました o それば かリ でな く、 澄 物の 胸の あたり を 汚した も 0 です。 姉 は それ を 見て取って、 
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た。 三日 M 曰と 歩いた 頃に は 全く 方角 も 解ら なくなった 様な 處に 來てゐ た。 晤ぃ險 しい、 大き 

い 峠が 來た。 もう そこに は、 全く 疲れき つて 歩け なくなる こと もあった。 漸く 燈 火が 見へ た。 

そ AJ はもう 中 仙 道の 沓掛 であった。 

『何 處 から 馬車に 乘 つた かとい ふこと も、 ハツ キリ 記憶し ません。 唯， 前の 方へ 突進す る 馬 率 

と .：：：• 時々 馬丁の 吹き 鳴らす 喇叭と 馬を勵 ます 聲と ：…… 激しく 動 搖れる 私達の 身體 とが あるば 

かりでした o』 * —— 狹ぃ 車の 上で 復た 日が 暮れた。 そして 喑ぃ 夜の 道 をとの 馬車 は定 りつ r 

けて 行く のだった。 夜が 明けた。 上 州の ある 田舍 町の 中で は 「梯子 乘」 をす る 消防 夫の 姿 を 馬 

車の 中から 見て 行った〕 •：：：. そして、 七日が k りの 旅 は 終って、 II 先生 は 馬車に 乘っ たま i 

半分 夢の やうに 東京へ 這 入って 來た。 そこ は 萬 世 橋で、 その 立場の 前の 並木の 蔭で、 人々 は 馬 

車 を 下りた のであった。 

『落着く 先 は 姉の 家でした。 長兄に 引 連れられて 山の 中から 出て 來た 私達 兄弟の 少年 は • はじ 


、| 『行 ひ は 必す篤 敬』 

s  I. 云々 とい ふ樣 な、 日頃の 敎訓を 凡 帳^な 書體で 認めた ものであった。 

九月の 朝の 日光が， 村の 石垣に 映って ゐた。 先生 達 は その 驛路の 名 殘を見 せて ゐる 様な 古い 

家々 の 門に 立ち、 また 石垣の 上に 立って 見送って くれる 人々 に 別れ を つげて は， 暗い 杉の 木立 

の 側 を 通ったり、 澤を 越へ たりして 故 鄕の山 を 下りて 行く のだった。 

「送られつ 送りつ ^は 木 曾の 秋」 

この 旅の 詩人 「芭蕉」 の 句 碑の 建って ゐる村 は づれ十 曲 峠の 方 は、 そこに はいよ/ \ 遠 かつ 

た。 ……： 先生の 「旅」 もま ことに こ k に、 初 まった のであった。 

道端に は、 紫の 龍膽の 花が^い てゐ た。 初 旅の 馴れない 草履の 紐 は その 石の 多い 山路の ため 

によく 解けた。 それ はもう 木 曾 街道であった。 先生 は 小さな 飽の 中に 入れて 來た佘 米溏を その 

路の 上で も 口に 入れて は 歩きつ 5- けた。 水の 珍ら しい 少年に は、 木曾川の 流れ は靑く 大き^つ 
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先生 も， 「ふるさと」 の 山上に 仲び 立って、 そこに はもう、 火 歳の 初秋 を迎 へて ゐた。 

「束 京へ 修業に 行 くんだ』 A  、 

これ は *  . 父 のい ひつけであった。 —— そして 先生 は 次兄と 一 緖に柬 京の 方へ 遊舉 する 様にな 

つた。 次兄 は 十二 歳であった。 

「その 日 も 近づいた 頃、 銀さん は 裏の 梨の 樹の下 あたりに 腰かけて、 兄贵に 東京 行の 頭 を 刈つ 

て赏 ひました。 村に は现髮 店と いふ もの も 無い 時でした から、 兄貴が 櫸 掛けで、 掛る布 も 風呂 

敷か 何 かで 間に合せて、 銀さん の璲を 短く 剪みました。 私の 方 はま だ 一向な 子供で したから 髮 

も 長く 垂下げ たま &で 可から うと 言 はれました o』 B 

その 頃に は、 例の 玄關 の惻 にある 機に 腿 かけて， 母 は" 先生 達の ために 着物 や 帶ゃを 織って 

くれた。 そこに は 先生の 爲 にも 黄八丈の 羽織が 出來、 ョソ ィキの 角帶が 織れた。 そしてい よい 

よ 出發の 日が 來た。 「今朝 は 言 ふ、 その か はり 明日の 朝 は 言 はない。」 B そんな こと を 言って 孫 

達 を 傍に 座らせて 別離の 淚を 流す 祖母 もあった。 その 晚に は、 父の^ 院の 方へ 呼びつ けられて 

五六 枚 ほどの 短 册に螯 いた もの を 餞刖 として 贈られた りした" 


九 


- ^~  S4   . 


* 仝 m  6—15 
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十一 一歳) 


「彼奴 は 一番 舉 問の 好きな 奴 だで- 彼奴 だけに は- 俺の^ 業 を繼 がせに やならん OJ  * 

II これが、 いつ も 書籍 を 一 杯 捩 込んで 懐 を 大きく し、 白 足袋 を はいて 歩いて 居た 沈 俊な 殿肅な 

r 舉 問の 人」 の 父^が、 先生に 對 して 懐いて ゐた心 持だった とい ふ。 
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さう だ、 先生の よき 恩人 「木 曾谿ー よ。 あなた は、 本 當に、 先生の 幼き 日の 道 を、 早く、 今 

日の 輝きの 曰の ために 開いた もので こそ はあった ので ある。 

先生 は、 後年に 到って、 尙、 この 「木 曾谿」 の 中に、 また 殊に は あの 「父」 の 中に、 「父の 時代」 

の 中に、 さびしく また かなしく， 或は 苦しく、 その 必然の 道が 早く 閗 かれて ゐ たの を 知らな け 

れ ばなら なかった。 また. その 父の 手に、 その 父の 足に あまりに も 似て ゐ たとい ふ 自身 を も 知 

ら なければ ならなかった。 しかも. 「木 曾谿」 よ。 それ もまた、 窮極、 先生に あって は、 まこと 

の郯き へ の 出立の 道で はあった ので ある。 
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年蠶を 飼 ひました が、 ある 時、 私 は 婆さんの 大切に して 居る 蠶に 煙草の 脂 をな めさせました。」 

* とい ふ樣 にこの 話 は 寄き 出されて ゐる。 そして この 惡戯は 非常に 婆さん を 怒らせた。 そして 

先生 もまた その 時から、 婆さんの 家の 前 は 除け て 通る 程の 片意地 を^せ た。 それから はもう、 

婆さんの 方から 近づいて 来ても、 全く 口 を 利かなかった。 それ を 六十 日の 餘も つ^けて しまつ 

た。 到頭お 霜 婆さん は 弱って 先生の 好きな 羊 荑 を 持って 仲直りに 來 たが、 それでも 以前の 様に 

口 を 利く までに は 大分 骨が折れ たとい ふ ェビソ ，ト であった。 

それにしても、 この 「木曾^」 は 先生に とって まことに 黄汆の 様に 美しく、 水晶の 様に 純粹 

な 背景で こそ はあった らう。 

『この^: では 私たちの 生涯の 經驗 とい ふ もの は 大部分 憧れる こと、 失望す る 事で 出來 上って い 

る。 私たちの この 生活の 中で なほ 常にな つかしく 思 はせ る もの は 私たちの 據實を 失望 させな か 

つた 人ば かりで ある。 私たちの 黄金の やうに 美しい 記憶の 背景に 純白に 映って いる 人達 は 露の 

锊人 である o』 $ 
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を、 また その 雪の 中に、 新ら しい 正月が 近づいて、 杵の 音が 「ぺ つたら こ、 ベ つたら こ」 と 山 

の 中に 響く ことの 樂 しさ を * その 頃に は 袖の ない 猿の 着る 様な 「猿 羽 弒」 で 雪の 中へ 出て ゆく 

H の樂 しさ を、 更に 夏の 夕 ぐれに 山の 下から 鳴らして 來る 御嶽 詣 りの、 「チ リンく チ リン/ \」 

とい ふなつ かしい 鈴の 音 を、 また 玩具 を 費る 店 もない 山の 中の 子供 等に は、 竹 切れ も， 麥藁も 

茄子 や 南 爪の 篛も、 とい ふ 風に 種々 の 玩具が 野に も 畠に もあった とい ふこと を その 「ふるさと」 

の 鄙びた 言葉 も戀 しいと いふ 様に 「どうね き」 「わやく」 などの 一一 11 口 槃をも あげて 見せられる 様な 

愛情 を も、 ある 日に は、 あれまでの なつかし さで、 私の 前に 薦めて 下さった あの 「木 會の燒 米」 

の 青い 稻の 香ばしい 味の こと を も、 —— 私 は、 まだこ^-に 語る ことが 出來 なかった。 

先生の 片意地 II その 幼年の 時に 現れた その 1 つの 性質に ついても、 まだ 私は窨 いて ゐ なか 

つた。 

I それ は、 お 霜 婆さんと 書きつ けられて ゐる 老婆に 關 する もので あつたが、 先生 は、 この 

婆さんに ついては、 T 隨分 可愛がって は吳れ たが、 その 可愛がり 樣は. どこか 煩い やうな とこ 

ろが あった」 と、 そこに 不純な もの を：： 十く^ つけて ゐられ た 様であった。 『お 翁 婆の 家で もお 
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宋 だに 父さん は あの 時の こと を 忘れません。 母屋の 石垣の 下に ある 古い 池の 横手から、 ひつ そリ とした 

W 木 小屋の 前 を 通り、 井戶 側の 石段 を馳け 登る 樣に しまして、 祖母さん 達の 居る 方へ 急いて 歸 つて 行った 時 

の こと を 忘れません C 

それにつ けても、 父さん は ある 亞米利 加 人の 話 を 思 ひ 出します。 その 亞米利 加 人が まだ 子供の 時分に & 

の 子 を 打った 話 を 思 ひ 出します o 生れて 初めて 「惡 い」 とい ふこと を ほんとうに 知った、 自分で 惡 いと 思 ひ 

ながら 復た棒 を 振 上げく して 逸の 子 を 打つ のに 夢中に なって しまった o あんな 心 持 は 初めてお。 さう 亜 

31 加 人の 話の 中に 書いて あった こと を 思 ひ 出します o その 亞米利 加 人が 母 叙から 言 はれた 言葉 を 引いて 

あれが 自分の 「茛 心の 眼 ざめ」 だ、 自分の 一 生の 中の、 どんな 出來 事で も あんなに 深く^ 糠き のして 凝つ 

たもの はない.. とその 話に はありました つけ o』 氺 

さあ、 私 は、 此處 まで 書いて 來 たが、 まだな かくに、 先生の 「ふるさと」 に は 遠い。 私 は、 

まだ、 何は撋 け、 あの 山の 上に 來る冬 を、 また、 風 ゃ霉を ふせぐ ために 大きな 石 を 載せて ゐる 

屋极の 上に 踊って 來る雪 を、 畠 もむ く、 竹 藪も寢 たやう になる までに 降り 埋めて 行く 霉 のこと 


それに は その子 供の 泣く のに は. 强く 唇が 嚙 まれる とい ふ 風で 『恐らく 斯の 兒の强 情なと ころ 

は 私の 血から 傳 はった もので せう』 とも 書きつ けて ある。 

『ある 日の ことでした。 父さん はお 家の 裏木戸の 外 をさん，^ 遊び 廼 りまして、 木戸の 庭まで 歸 つて 來ま 

すと、 高い 枳殼の 木 の 上の 方に 卵で も產み つけよう として ゐる やうな 大きな 黑ぃ 蝶々 を 見つけました < 

いろくな 可愛らしい 蝶々 も澤山 ある 中で、 あの 大きな 黑ぃ 蝶々 ばかり は氣 味の 惡 いものです。 あれ は 

乇淼の 蝶々 だと 言 ひます o 何の 氣 なしに 父さん は その 蝶々 を 打ち落す つもりで、 木戸の 內の 方から 長い 竹 

竿 を 探して 來 ました。 ほら、 枳殼 とい ふやつ は あの 通り トゲの 出た、 枝の 込んだ 木で せう o 父さんが 蝶 を 

めがけで 竹竿 を拫る 度に、 それが 枳毂の 枝 を 打って、 靑ぃ 葉が バラ-,, \ 落ちました。 

そのうちに 蝶々 は 父さんの 竹牟 にな やまされて、 手傷 を 魚った やうで したが、 まだ それ. て も 逃げて 行か 

うと はしませんでした。 そこいらに はもう 誰も 人の 居ない 頃で、 木戸に 近いお 稻荷 さまの 小さな 社 から、 

お 家の 裏手に ある 深い 竹 藪の 方へ かけて、 何もかも、 ひっそり として 居ました o それ を 見る と、 父さん は 

その 蝶々 を 殺して しま はない うち は 安心の 出來 ないやうな 氣 がして、 手に した 竹竿で、 滅 茶々々 に 枳駁の 

枝の 方 を 打 つて 置いて、 それから 木戶 の 内 { 逃げ 込みました。 
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_T ある 晚、 私 は 遊 友 建の 問^の 子息と 喧嘩して、 遲く なって 家の 方へ 歸 つて 行きました o 叱られるな とい 

ふこと を豫 期しながら、 果して 家の 門 を 入って 田舍^ な 小 障子の はまって ゐる 出入口 の^まで 行く と、 私 

が 問 尾の 子息 を 泣かせた こと は 早 や 家の 方へ 知れて 居りました。 やかましい 問屋 の お 婆 こんが それ を言附 

けに 捩 込んで 來 たとい ふこと で L た。 で、 私は懲 しめの 爲に、 その ま、 庭に 立た せられました。 薄喑ぃ .M 

から 見る と、 玄關の 方 も 裏口 の 方も^: な 戸が 閉 つて、 唯 小 障子の 明いた ところ だけ 燈 火が 釙 して 居る。 私 

は- P- 梨の 樹の 下に 獨 りで 震へ ながら、 家の ものが 酱爐 透に 菓 つて 食事す るの を 眺めました。 日顷默 つて 居 

る 兄の 鈸 など は、 私の 仕た ことにつ いて 非常に 腹で も 立てた やうに、 餘計 に畏 しく 兌え ました o 其 晚に阪 

つて、 誰も 救 ひに 來て 吳れる ものが 有りません o 斯の 刑罰 は 子供心に も 甘んじて 受けなければ 成らない や 

5 な ものでした o 私 は 皆の 夕飯の 終る 顷 まで、 心. i  く 立ち 續 けました。 

斯うい ふ 時に、 私の 側へ 來て言 ひ 宥めたり、 皆に 御^び して 吳れ たの は、 私に 附 けられて ゐた 下婢です。 

目上の 兄 逡が奧 の 方へ 行った 後で、 その 下婢 は 私の 膳 を 燧邊へ 持って来て 旲れ ました、 ：： が、 到頭 其晚 

は 食 ひませんでした o』* 

これ は、 先生の 二番目の 子供が 七 歳になる とい ふ 頃に 筆 を とられた 作物の 中に ある もの だが 


^ 仝 集 7-^368 
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さう 言へば II 先生 は尙、 山上の 村落が、 いかに 水に 不自由な 處 であって、 それ 丈に 細い 流 

れの 谷川の 畔も、 深い 井戸の 傍も樂 しい 處で あつたか を、 水に 關 する さま， <\ な 記憶の 中に 言つ 

て、 遂に その 生涯の 中に 常に 水を兒 る こと を 欲した 影饗を 語って ゐられ るし、 廣ぃ 玄闢の 側に 

機 を 織って ゐた 母の 姿に、 また 山上の 生活に 要する おどす ベ ての こと を 手作りす る こと を 知つ 

てゐた 母の 姿に、 土藏の 前に 大きな 鍵 を 乎に して 立って ゐた 働く ことのす きな 母の 姿に、 II 

簡素 を 愛する こと をい ろ/ \ の 事で 敎 へられた とい ふ 影響 を 語って ゐられ る。 そして、 それら 

は旣に 早く 先生の 思想にまで も 這 入って 來た處 の もので も あるので あった。 

さう 言へば、 II 隣の 娘に 感じた 情熱の かなし さも、 辱 かし さも、 後年 『女の子 I それ は 

捨吉に 取つ て も 良い こと 觸れる こと を 好まなかった 問題 だ。 無關 心を繽 けて 來た 問題 だ II 無 

關心 はおろ か、 1 種の 輕蔑を もって 對 つて 来た 問題 だ。』 * と ある 處の心 持 を 遠く 發 した 出立 

ではなかった か。 

また、 そこに は、 にがい 記憶の 三 四 も 語られて あるので あった。 
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これ もまた、 敬 長の 衷に 深い愛情 を こめて ゐる 「父」 に對 する 思 ひ 出に 從 つて ゐる もので は 

ないか。 それにしても * この 「ふるさと」 に、 父 を、 母 を、 祖母 を、 下男の 老爺 を、 下婢のお 

雛 を、 石桓の 上の 家 を、 家の まわりに 見る 木々 を、 鳥獸 を- 虫 を、 喰べ もの を、 狐火 を • 遊戯 

を ……： 記憶して 來た 先生の 記憶 は 美しく 樂 しい。 木當 に- 先生 は あの 默し 勝な 唇 を も • この 「ふ 

る さと」 を 語る ことに は、 常に 開ぐ こと を 辭 じてゐ ないやう でも ある。 

『背景と いふ ものが い つで も かなり 力強く 光景の 氣 分を捉 へ て ゐる やうに 人の 環境 も その 性格 

の ある 部分 を 形造って しま ふやう である。 人となり とか 其處 から 生れる 働きと かいふ もの を 背 

景 から 切り離し たものと して 考へ 得ない。 偶然の 力 は 常に 人の 思想にまで 入り込んで ゐ る。』 

これ は Nystrom.Hagilton の 「H レン ケェ」 の 中に ある 言葉 だが、 私 は、 この 「偶然」 の 力 

を， 「自然」 の 力と して 見て、 いよいよ、 そこに 先生の よき 今日への 歸着 を、 その 出發の 中に 

於け る 「必然」 の 影響と して 見たい ので ある。 
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^年の * かなしい 眼 はさまされた のだった。 それからの 先生 は， 惡戯 好きの 舉 校の 友達な ど 

から 女との こと を ー111 口 はれたり すると， 激しい 憤り をまで 感 する ほどの 心で" 漸く * 山家の 子供 

らしい 荒 くれた 遊び を 好み * 次第に 家 を 遠く 深い 澤の 方へ、 また 寂しい 山林の 方へ 歩きに 行き 

また 竹と 半紙で、 「するめ 紙寫」 とい ふの を 手造りに して 村 は づれの 丘の 上に 持って行って 揚げ 

たり、 また、 强 さうな 木の 尖端 を 鋭く 削った r ショ クノ」 (ネ ツキ) を 田甫の 土の 中に 打 込んだ 

りして 激しく 遊び まわる 様になって 居た。 

先生 は、 もう その 頃に は小擧 校へ 通って ゐた。 それ は永昌 寺と いふ 先生の 先祖の 建立した お 

寺の 近くに あつたと いふ。 I しかし • 先生が、 その 著作の 中に も 談話に も、 この 「木 曾谿」 に 

於 て の舉校 生活に つ いて この 外に は、 殆ど 何事 を も 語 つ て ねられない の は 注意す ベ き事實 であ 

る o 

『村の 擧 校へ 通 ふ樣 になって から は、 大舉ゃ 論語の 素讀を 父から 受けました。 あの 後藤 點の栗 

色の 表紙の 本 を 抱いて、 お づ，. （-と 父の 前に 出た ものです。』 * 
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一 細長 S 廂 風の 小 座敷 I り拔 けて、 上段の 間の 横手の 坪 庭の 梨の 見える 處へ 行きました o する 

3 と 極り で、 若い 嫂が 私達 を 探しに 来ました o』A 

_ 八き 頃？ とで あらう。 —先生 は^子 供 らし" しかも 激しい 情熱 § 曰 ばかり も 苦 

めら れ たこと を覺 えて ゐる とも 言 ひ、 また、 女と いふ ものに 初めて 子供ら しい 情熱 を 感じた 樣 

な， このお 文さん を 堅く 抱 締めた こと も あると 言って ゐ る。 

『ある 气 私 はお 文さん S はれて 隣の 家 i びに 行きました o  8 の香氣 のす る 管， 拔 けて、 00 

りに なった 二階の 還へ 上って f した。 隣と はよ く 往來 をし ましたが そんなに 奥の 方まで 連れられて 行 

つたの は 私に は 初めて  >  す。 Tf こへ お 文さん の 兄さんの 道さん が やって f した，。 f ん はお 文さん 

や 私より 二つ 三つ 年長の 少年で、 村の 學校 でも 鲆 判な 好く 出來る 生徒でした。 

その 日まで 私 は 夢中で お 文さん と 遊んで 居て、 望 者と いふ もの、 有る こと を 知 I せんでした。 お 文 

さんの i で、 道さん と I 緒に なって 見て、 それが 解って 來 ました。 私 は 唯 道 さ に f れ たとい ふだけ 

で、 何となく 少年ら しい 羞恥 を憨 じました。 そ 九き リ私 はお 文さん を 離れて、 今度 は 道さん だの、 それ か 

ら他 の 男の 兒と 遊ぶ やうに 成リ まし」 -OJJ  B 
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られぶ いと 言って、 紙 を展げ て、 遲 くまで 笳 りで 物 を 書きました o その 暧燭を 持たせられる のが 私でした 

が 私 は 唯 眼くて たまりませんでした o 

斯うした 厳格な 父の 書院 を 離れて、 仲の 間の 方へ 行きます と、 そこに は 母 や 嫂が 針仕事 を ひろげて^ り 

ます o 私 は 武者 粉の 敷寫 しな どして、 勝手に 時 を 送りました o 母 達の 側に は 別に 小 机が きいであって、 r 

の 家の 娘が そこで 手 習 ひ をし ました。 お^さんと 言って、 私と 同年で、 父から 諌 書を受 はる 爲に 毎日 通つ 

て來 たのです o』 氺 

II そこに は、 漸く 少年の 日が 來てゐ た。 野 や、 田甫の 方へ も 友達と 出て 行って 地蜂の 巣 を 

晃 つけたり 、小鳥の ひどく 多い 「ふるさと」 の祭 に、 また 高い 樹木の 上の 方に 小鳥の 囀る の を聽ぃ 

たり、 馬の 尻尾で 雀 をと る羅を こしら へたり、 細い 谷川の 方へ 鳅を とりに 行ったり する の だつ 

た。 そんな 中へ、 隣の 娘のお 文さん も， 子供ら しい 淡紅色の 腰卷を 出して 加って ゐ たりした。 

しかし、 もう そこに は- 何時の間にか、 このお 文さん と 二人ぎ りで 隱れる やうな 場所 を疡づ 

樣な 先生 Q、 その 日 も 來てゐ た。 『私達 は 桑 畠の 間にある 林檎の 樹の下 を 歩き、 又は 立關 から 


一 で 手製でした。 手 習のお 手本まで、 龃 父さんの 手製でした o』 

ぬ II 先生 は、 この 小さい 子供達に 呼びかける 様な 著作 * の 中に、 「御幣 餅」 によせ て、 祖父 さ 

1 ん卽ち 先生の 敬愛の 父に 就て 斯様い ふ 風に 語って ゐる。 

『父の 書院 は亵 庭の 隅に 面して、 古い 枝ぶ りの 好い 松の 樹が 直ぐ 障子の 外に 見られる やうな 部屋でした o 

赤い^ 餽を 掛けた 机の 上に は 何時でも 父の 好きな 書籍が 載せて ぁリ ましに が、 時には 和箅の 道^な どの 置 

いて ある 乃 を 見かけた こと も： やります o 父 はよ く 肩が凝ると 言 ふ 方でして、 銀さん と 私と が 叩かせられた 

ものです 力 肩 一 つ 叩く にも 只 は 叩かせませんでした o 展 代の 年號 など を 暗誦 させました。 終に は 銀さん 

も 私 も 逃げてば かり 居た ものです から、 金米糖 を褒獒 に吳れ るから 叩け とか、 按摩 貸 を 五 厘づ、 遣る から 

轘む とか 首 ひました。 

「享 保、 元祿： ：」 

私達 は 父の 肩に つかまって、 徇經 でも あげる やうに 喑 誦しました。 

何 ぞとレ ふと ハメカ 私達に 話して^ かせる こと は、 人倫 五常の 道. てした o 私 は 子供心に も 父 を 敬 ひ、 畏れ 

ま I た。 しかし 父の 側に 居る こと は 窮屈で 堪リ ませんで した o それに 父が 持病の 疳 でも tej る 時には、 夜 眠 


* 全集 10~498〔 ふるさと） 


一 81 — 


しかし 夜の 爐邊は 先生に は樂 しかった らしい。 賑やかな 晚钣の 後に も その 爐の 中には 樂 しい 

焚火が 燃えて、 夜遲 くまで 爺 や は 大きな 百姓ら しい 乎で 薪 を 縛る 繩を ゴシく と 鈎ったり、 軟 

い 藁で 先生の 穿く 草屐 など を 手造りに して くれながら、 狢^ 化けて 來た 話、 狐火の 話、 <a の 野 

菜 を 材料に した 謎 や、 さまぐ のお 伽噺 なぞ をして 旲れ るので あった。 II 爐邊と 言へば、 晚 

秋の 朝の そこに は芋燒 餅と いふ 窬麥 粉と 白い 芋の 子と で 作った 食物が あった。 また 爐の 火で 作 

られる ものに 御幣 餅と いふの があった。 

f 木 曾の 御幣 餅と は、 平たく 握った おむすびの 小さい の を 二つ 三つ ぐら ゐづ、 *s- にさし、 胡 祧特油 を かけ 

燧の 火で 燒 いたの を 言 ひます o その 形が 似て 居る から 御幣 餅で せう o 人々 は爐邊 に^りまして、 烧 きたて 

のおい しいと こ ろ を 食べ るので す。 

お前；.^ の^ 父さん は、 この 御幣 餅が 妤き でした。 日頃 村の 人達から 「お 師匠 さま、 お 師匠 さま」 と 親し 

さう に^ばれて 居た の も、 この 御^ 餅の 好きな^ 父さんでした o 

^父さん は學問 の 人でした か ら 「三 字 文」 ど の 「辦 學篇」 だ のとい ふ もの を. G 分で 番 いて、 それ を 少^の 譲 

本の やうに して、 幼少な 時分の 父さんに 敎へ て^れました。 山の 屮に あった 父さんのお 家で は 何から 何 ま 


この 爺 や はまた、 幼い 先生の 日の 中に 掇木 の寶を 拾 ひに 行く こと を敎 へた。 それ は 屋敷の^ 

^ の 竹 藪の 後の方に あった。 風の あった 日の 翌朝と いふ 様な 時には 拾っても 拾 ひきれ ない 紅い 小 

I さな 珠の樣 な實が 落ちこぼれて ゐた。 また、 その 木の下に 樑 鳥の 靑ぃ 斑の 入った 美しい 羽の 落 

ちて ゐ るの を 拾ったり した。 柿 や 梨の ある 屋敷 を 出ても、 そこの 石垣の 處 には黃 色い 木 莓の實 

があった。 村の は づれに は 「けんぼ 梨」 とい ふ 木 もあって、 高い 杖 Q 上に 珊瑚 珠の やうな 實を 

成らせて ゐ たが、 この 實も 甘い 味が した。 山上の 筌氣は 澄んで ゐて、 木の 實は その 色 を 輝した。 

それから、 I この 峠の 村の に は * どっち を 向いても 深い 山と 林が あった。 そして、 山上 

に遲ぃ 夕日が かげって 仕舞 ふと、 たちまちに さびしい 夕闇が 迫って 來た。 リン、 リン、 リンと 

いふ 鈴の.. 音を立て- -荷を 運ぶ 馬が 歸 つて 來る。 そして その 行水が 始まる 頃に は、 蝙蝠が あの 黑 

.V ひ 

い 翼^ 飛で 出し、 村の 方から は夜朦 とい ふ 鳥が 出て 來て喑 い 穴 二に 羽音 をた てる。 そして 少年に 

は 怖ろ しい 夜が やって 來た。 ：…… 不思議な、 チラく と 燃える 靑ぃ 狐火 を遝ぃ 山の 向 ふに 望む 

の もこん な 夜の ことであった。 


で、 廣ぃ厣 敷の 內を 歩き はじめた。 まづ 椿の 木の 傍に ある 梨の 青い 實の 下に 行った。 また 柿、 

林擒 などの 桢 へて ある. CS の閗を 通り、 味噌 倉の 前 を 通り、 お 雛が よく 水汲みに 行く 大きな 井戸 

につ いて 石段 を 降る とその 下に は 暗い 米藏が あり、 それに 綾い て 薪 小屋の ある 方へ も 行つ て 見 

た。 そこに は芘吉 爺が 一 日 薪 を 割る 言 を させて ゐる こと もあった、 

『小屋に 面して 古い 池が 有" ました o 棚の 上の 葡萄の 葉 は靑く 淀んだ 水に^つ て ！a リ ました。 石垣のと こ 

ろに は 雪の下な どが 目ば たきす る やうな 白い 小さな 花 を 見せて 居りました 。そこ は 一 方の 裹木戶 へ 緩いて、 

. その外に 稻 荷が 祭って ぁリ ます。 果の樹 が 立って 居ます。 栗の 花が 权 から 垂下る 時分に は、 銀さん が 他の 

大きな 子供と 一 緖 にあの 枝から 栗蟲を 捕へ て來 たもので すが、 それ を 踏み潰す と、 綠 色の 血が 流れ出す 0 

栗焱の 身から、 銀さん t 一は 强ぃ絲 の 材料 を 取って、 魚 を 鈎 る 道具に 造リ ました。 その 原料 を 齚に浸 して、 

小屋の 前で 細長い 絲に 引延して 乾す ところ を 私 はよ く 立って 見て 居りました o 栗の 殻が 又、 大きく 口 を 開 

く^に 成リ ますと、 锦朝私 逯 は 裏の 方へ 馳附 けて 行った ものです o そして^に 落された 栗 を 拾 はう として 

TO 樹の下 を 探し 廻った ものです。 それ を 人の 知らない 中に 築めて いて、 小屋の 前で 私に 烧 いて 吳れ たり、 

母屋の 爐邊の 方まで 見せに 持って 來 て旲れ たりした の も 爺 やでした o』 ，x- 
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| 間 を 隔てん、 寬 ぎの 間と いふの も 有って、 そこが 兄の 居間に 成って 居りました。 村の 旦那衆 は 

^ よく そこへ 話しに 集りました。 仲の 間 は 明るい 光線の 射し 込む 部屋で、 母 や 嫂が 針仕事 を ひろ 

1 げたと ころでした o』* 

この 厳格な 家長に 統べられて ゐる舊 S 家の 下に も、 若い 生命 は 伸びて 行く のだった。 大きい 

石垣の 下に 若草の 芽が 仲び、 暖ぃ 日の 映った HH 圃には 蓬が 靑く なった。 (先生の 家の 慣 はしで 子 

供に I 人づ- 下婢 をつ ける 爲に雇 はれた 女 はお 雛と いふ 髮結 ひの 娘で、〕 先生 は その 娘に 連れら 

れて蓬 を 摘みに 出る 様になった。 野は靑 かった。 道に ある 草の 酸つ ばい 「いたどり」 や 「すいこ 

ぎ」 を 持って 歸 つて 鹽漬 にして 喰べ る こと を も そこに は覺 へた。 

また、 下男の 庄吉 爺さんの 働く 小屋の ある 裏の 竹 藪に も 竹の子が 伸びて ゐた。 お 雛 は、 その 

竹の子の 皮 を 三角に 疊ん で、 中に 紫蘇の 葉を溃 けたの を 入れて 先生に それ を敉 はせ た。 チュ ー 

吸 ふうちに だんだん その 酸つ ばい 汁 は 简の皮 を 赤く 染めたり した。 お 雛 はまた 庭に あった 

廣ぃ、 朴の 太の 靑ぃ 葉に 鹽握钣 を 包んで 吳れ た。 I- その 頃に は 先生 は、 もう、 その 小さい 足 


— Ty  ― 


* 全集 7-395 


ん まで 賴 まれて 來て、 若葉 を ホイ a に 掛けて 揉む 時には 男 も 一 緖 に手傳 ひました。 玄關 前の. M 

の 横手に は 古い 椿の 樹が ありまし たが、 その 赏 から 油 を も 絞りました。 私 は 母 や 嫂の 織った 着 

物 を 着、 下男の 造った 草履 を 穿いて、 少年の 時 を 送った のです。』 * I これ もまた、 そこに 

語り 次がれて ゐる思 ひ 出で ある" 

r 母が よく 腰掛けた 機の 置いて ある 板の 問 は、 一 方 は爐逡 へ續き 一 方 は 父の 書院の 方へ 績く樣 

に 成って 居ました。 斯の 板の間に 績 いて， 細長い 廂 風の 座敷が ありまして、 それで 三 間ば かり 

い 部屋 をぐ るりと 取圍 くやう に 出来て 居りました。 斯の 部屋々 々 は 以前 本陣と 言った 頃に 

役に立つ たので • 私の 覺 えてから は、 奥の 部屋な ど は 特^の 容 でも ある 時より 外に 使 はない 位 

でした。 别に 上段の 間と いふの が 有りました。 そこ は 一 段 高く 設けた 奥深い 部屋で、 白い 緣の 

疊 などが 敷いて あり、 昔 大名が 寢泊 りした ところと かで， 私が 子供の 時分に は 唯 床の間に、 古 

い 鏡ゃ掛 物が 掛けて あるば かりでした。 父 は そこ を 神殿の やうに して、 毎朝 神様 を拜 みました 

から、 私 も 眼が 覺め ると 母に 連れられて 御辭 儀に 行った ものです。 それほど 父は嚴 格な、 神 信 

心な 人でした。 髮な ども 長く して， それ を 紫の 紐で 束ねて、 後の方へ 垂れて 居ました。 上^の 
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よく 働いた 人の 樣 である。 先生 はこの 人 を 母と し、 また、 白い 髪 を 切 下げに して、 腰 はい さ X 

か は 曲りながら も、 未だ シッ カリと して 居た 様な 名門の 出の 祖母の 傍に、 大きな 家族の 末子と 

して 育ち はじめた ので ある。 

r 一 體私は 七 人の 姉弟のう ちで i 番 末の 弟で- 私の 直ぐ 上が 銀さん、 それから 上に 二人の 姉が 

あった さう です が、 斯の 人達 は 幼少に て 亡くなりました さう です。 その上に 兄が 二人あって、 

】 人 は 母の 生家の 方へ 養子に 參 りました。 一番 年長が 姉です。 姉 は 私が まだ 極 幼少い 時に 嫁に 

行きました から、 殆ど 吾 家に 居た こと を覺 えません。 長兄の 結婚 は 漸く 私が 物心 づく 頃でした。 

嫂を迎 へてから、 爐邊は 一 層賑 かで、 食事の 度に 集って 見る と 可成 大きな 家族でした。』 II と 

は、 「生 立ちの 記」 * に 語られて ある 處だ。 

この 大家族の 山上 生活で は、 殆どす ベての 生活に 要る もの を 手造りに して ゐた。 『野 茱を貯 

へ粱實 を貯 へる ことな ど は、 殆ど 年中行事の やうに 成って 居ました" 母 は 若い 嫂 を 相手と して、 

木 梨の 汁な どで 絲を よく 染めました。 茶 も 家で 造りました。 茶 滴と い へば 日頃 出入の 家の 婆 さ 
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— それが 元日の、 村の 衆への 挨拶であった』 * とい ふ。 

しかし、 この 山上の 大きい 舊ぃ 家の 方に も、 明治 當 初の 暗 驟な 焦燥と 不安の 氣は 漸く 龔ひ來 

つて 居た ので は あらう。 明治 四 年 I. 先生の 出^に 先お つ 一年に 踐藩置 縣は斷 行され、 小學校 

は設镜 され、 日本 最初の 日刊 新 W は 創刊され、 出生の 五 年に は 最初の 京濱鐵 道が 開通し、 基督 

敎會 堂が 横濱に 建立され、 一 年後の 六 年に は 岩 倉 具視 一 行が 歐 米の 風物に 眩惑され て歸 朝し、 

先生 三 歳の 七 年に は 1 般 兵役 義務の 施行と なり、 巳に 佐 賀の亂 は勃發 したので あった。 そして 

この 島國の 環海に、 船に よって 到 K3% に 迫って 來てゐ た 海外の 正體 は、 怖ろ しく もまた 不可知 

の 姿で もあった らう。 

I その 中に、 先生 は 平 田 派の 舉說に 深く 心を倾 け、 當 時の 國 情を薆 ふること 0 爲 に， 後年 

| 遂に 身 を 狂した とい ふ 風な 父、 島 崎 正 樹の四 男と して 出生した のであった。 

母 は 縫 子と 言った。 頰の 紅い、 左の 眼の 上に 墨 子の ある。 健康な 婦人であった。 それ は質實 

勇健な 氣 象の 衷に、 複雜で 濃 かな 感情 を もって ゐる信 州の 婦人で、 純粹 で、 簡素な 生活 を 愛し、 
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あり、 明るい 中の 間が あり、 一方 は 燎逡に 行き、 一方 は 父の 害院 につ ビ くまでの 幾つかの 窒と 

廊下と が あり、 『障子 を 明ける と、 細長い 坪 庭 を 隔て k 石^の 下の 方に 叔母の 家の 板屋 根が 見 

え、 そこから すっと 向 ふに は 遠い 山々、 展 けた 谷、 兌 霞む やうな 廣々 とした 平野。』 A I 美 濃 

の 平野が 遠く 繪の やうに 眺められる のであった。 薺院の 前に は靑 い、 大きい 老松、 美しい 白い 

花の 牡丹な どが あった。 

この 舊ぃ家 敷 はまた、 舊ぃ 歷史を 持って ゐた。 幾 百年 前、 その 山村 を 拓 いた ものが 實 にこの 

象の 先祖であった 0 『谷 を 耕地に 宛てた こと、 山の 傾斜 を 村落に 擇んだ こと、 村民の 爲 に藥師 

堂 を 建立した こと、 すべて 先祖の 設計に 成った ものであった。 土地の 大半 は 殆ど この 家の 所有 

と 言って 可い 位で、 それ を 住む 人に 割き 與 へて、 次第に 山村の 形 を 成した』 B もので、 先生の 

生れて ゐた 頃で すら、 『村の 者が 來て、 「旦那、 小屋 を 作る で、 林の 木 をす こしお 吳ん なんしょ 

や」 と nil 口へば 「 ォ、、 持って行け や」 とい ふ 調子で * 毎年の 元旦に は 村民 一 同 は、 この 門前に 

築って 先づ 年始 を 言 入れた ものであった。 其 時 は、 祝の 餅、 酒 を 振舞った。 斯の 餅を搗 くだけ 

にも この 家に は ニ晚も 三晚も か-つて、 出入り 者が 其 度 に 集って 來た" 「アイ、 目出度い のい。」 
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は 中央線の 落 合 川ステ H シ ヨンから 一 里ば かりの 奥に 當る) に 生れた。 B. 

それ は、 「木骨 谿曰 記」 に I 

『木 曾 は 御嶽の 大山 脈と 駒ケ嶽 山脈との 間に 挾まれて ゐる 谷で、 御嶽山 脈の 麓 を 流れて ゐ るの 

が 木曾川で ある。 木 脅の 村々 は みなこの 木曾川の 流れに 沿うて 連續 して ゐ るの だ。 丁度 自分の 

古里の 馬 籠 はこの 山脈の は づれに 常って ゐて， その 起伏した 山々 が 十 曲 峠 を 終と して 美^の 沃 

野に 落ちて ゐる』 * としる された その 地形の 中の、 山上の 舊ぃ驛 路に當 る 一 小驛な ので あつ 

た。 

山上に は、 到る 處に 大きい 岩石が あった。 そして 先生の 村 は、 その 岩 や 石 を 集めて、 城の 様 

に 石垣 を 築き上げ、 そして その 1 段づ i に 家 を 建て i ゐ ると いふ 風な 村落で、 先生の 「家」 は そ 

の 中央に あった。 そして、 その 家 は 美 濃と 信 濃との. 國 境に 近く、 街道 筋に 當 つて 昔は往 來の大 

名な ど を 泊めた 舊 本陣と いふ 樣な舊 家であった。 門の 內には 古い 椿の 樹が あり、 大きい 支關が 

あり、 廣ぃ 板の間が あり、 一段 高く 設けた 暗い 上段の 間と いふの が あり、 寬 ぎの 間と いふの 力 
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液の 力と、 次いで 乳汁の 力と、 また そこに 始まって 來る第 1 の 環境の 力との 問 蹬に考 へたい。 

そして その 出發 が、 多く その 歸着 に似て ゐる處 の ものである こと を 思って 見たい。 

成長と 成熟と、 革新と 練磨と、 反抗と 享樂 と、 願 求と 恍惚と I それ はさま，， i\ な相異 した 

時と 人との 姿 を 成す もので は あるが。 しかし、 私 はこ i に 前者 後者 を その 性格に 歸 する 前に、 

もっと 時と 人との 影響 をき- r つけて 見たい。 卽ち、 明治 當 初の 喑黑の 中に、 その 人の 中に 血液 

を 引出した 先生が、 常に 前者の 心に 近かった らしい 素因 を， また、 その 艱難な 半生 を あの 悲壯 

な 肯定の 中に 耐えて 來た ほどの 影響 を、 そして 今 は、 その後. 者に して、 先生の 所謂 「香 氣の高 

い 生の 充實」 *  I まことの 老年に 近づかれた 程の 長い 努力の 熱情 を、 その 出發 を、 その 歸着 

を- ……： 卽ち、 先生 今日の 生命の 光景 を、 その 氣分を >  いまこの 第一 の 環境、 ふるさと 「木 會 

^一  の 中に 起して、 その 背景の 前に、 新め て 先生 を こ、 に 見 始め やう、 ……： そして 次いで 「東 

^一  に 「弗 蘭 西」 に その 背景 を 置いて 見やう  と * 私 は玆に 思って 居る ので ある。 

先生 は、 明治 五 年 二月 十七 日、 長 野 縣西筑 摩 郡 神阪村 (木 曾路が 街道であった 時代の 馬 籠驛、 今 


長 野 驟西筑 摩 郡神阪 村馬篛 (出生 I 八 歳) 

r あの 山の 中も變 つた。 しかし、 子供の 時分に 飲んだ ふるさとのお 乳の 味 は、 自分の 中に 變ら 

す にある』 * 

これ は、 先生が 少年の 讀物 として 「ふるさと」 の 思 ひ 出 を しるされた 物語の 中に ある 言葉 だ。 

* つ U  ひや、 

「三歲 見の 魂、 百 歳まで も。 し 

これ は、 わが 國の あまりに も 有名な 俚言で あるが、 私 はこれ を 人の 生命に 於け る、 最初の 血 
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明けさう で 明けない 簿 闇の 下に， •：：：• その 下に、 その 中に こそ、 先生 はよ く 生きて • よき 晚 

年に 近づき 得た もの だ。 それにしても 此 處に來 るまで、 —— その 肯定の 苦 は、 かの 否定の 悩み 

にも 勝って そこに いかばかりの 悲壯を 置いた もので あらう か。 しかも、 今日の 先生の その 微笑 

の 中 Jbr 私 は、 明かに 次の 如き 言葉 を 見得る の だ。 

r 美 は 在る のです。 存在す る もの i 1 切の 中に あるので す。』 * 


― 69  


A 生 (讓 本6)   B 自然 (春 を 待ちつ ゝ） 


い 曰の 出 を 夢みながら、 故國を さして 歸 つて 來た日 を 第二の 「曙」 とも 「新生」 ともなすなら 

ば、 『ぉピ して 趨 くま-. に趨 かしめ よ』 A 11 そして、 「新生」 の眞 相に も 徹して、 いま は 漸く 

その 面 を 揚げた その 人の 生活 を こそ は 第三の 「曙」 とも 「美」 ともなすべき であらう。 そして 

そこに は、 いま は、 その 『眼前の 暗 さも * 幻滅の 悲しみ も • 冬の 寒さ も， 何 1 つ 無駄になる も 

の-なか つたと 思 ふ 様な 春』 B が來 やうと して ゐ るので はない か。 

『軍に 動物 的な ものから 限りなく 深い 精神に 充ち たものに 至る まで、 愛 は あらゆる 形相に 於い 

て猛 には崇 い。 そ はすべ て は 自然の 手の 中に あるから。』 B 

これ は 0 ダンの 言 薬と して、 先生が その 著作の 中に 舉げて ゐる言 葉 だ。 そして 先生 は、 これ 

を餘 程の 謙^の 心 持で 自然 を 見た 人で なければ、 斯う は 言へ まいと 言って ゐる。 私 はまた、 こ 

れを もって 餘 程の 苦惱の 中に 生きき つた 人で なければ、 本 常の 意味に 於て、 この 言葉 をば 舉げ 

まいと 言って 見たい。 


太陽の 言^ (春 を 待ち' 


q  r I 五ケ 月の 長い 冬の 糗く信 濃の 山の 上から も、 新開地ら しい 頃の 鬼 京の 郊外の c3 の 

^ 間から も. 日の出 を 町の 筌に 望む に 好い 隅 田 川の 岸から も —— 』 また 『紫色の 泥 かと も 見 まが 

ふ 遠い 海の 上から も、 見る からに 夢の やうな 靑ぃ憐 の 光の 流れる 熱帶 地方の 波の 間から も、 そ 

れ から 又、 石造お の 建築物 も 冷く 並木 も 黑く莴 物 は 皆 凍り 果てた やうな 寒い 異鄕の 町の 中から 

も、 ……： 』 先生が 待つ 心 をして ゐ たもの は 何であった らう か。 それ こそ は、 明けさう で 明けな 

いその 薄 闇の 中に、 待ち っ^け かねる 思 ひ をした 生の 夜明けではなかった か。 

「わたし は 三十 年の 餘も 待った。』 

先生 はつぶ やく。 そして、 今日は 『しかし >  誰でも 太陽で あり 得る。 わたしたちの 急務 はた 

e 眼の 前の 太陽 を 追 ひかけ る ことではなくて、 自分 等の 內 部に 高く 太陽 を 揭げる こと だ。 この 

考へは 年と 共に 深く、 わたしの 小さな 胸の 中に 根 を 張って 來た』 * とも、 —— 今日は 言 ひ 出さ 

れてゐ る。 

あの 仙躉の 方へ、 さびしい 旅 を 行きながら も • その 宮城 野の 北風の 中に、 色 もな き 野の 石の 

中には じめ ての 蒲 明 を 見た D を 第一の 「曙」 とするならば、 あの 並木 も黑ぃ 異國の 旅から、 逮 
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かなかった と 思 ふ。』 A 

私 はまた、 先生の 瞳が、 いま は靜 かに 斯様 も 語って ゐられ るかの 樣 なの を そこに 見つけた。 

r 眞の 慰藉なる もの は 寧ろ 噔黑 にして 且つ 慘愴 たる 分子 を 多く 含まねば ならぬ。 _ 一 新生の 眞 相と 

云 ふ 様な もの は、 其 光^の 多く は、 努力の 苦痛と 浪費の 悲哀と に滿 された もの かと 思 ふ。』 B 

もま-また、 そこに 長く 長く 坐りつ ぐけ て 来られた 様な 先生の 膝 を 見る。 常に、 その上に 置か 

來た樣 な 先生の 手 を 見る。 その 乎— その 半生の 中に、 よく その 手と 手と を 握り 合された 

様な、 靜 脈の 太い その 手 を 見る。 

そこに は、 その 『—— 長い 年月の 間の こと を 思へば、 默 して 居たい やうな 氣 がする。 それ を 

| 自分の 感慨に か へたい 樣な氣 がする』 C 

と 書きつ けられて ゐる やうな 時代の 難 さと、 「その 人」 とが 思 はれなければ ならない。 

i 


* 奐を 積む もの （春 を 待ちつ、） 


美 を 靖 む もの- - 心 もこれ に 劣るまい OJ  * 

1 この 先生の 言葉 を 知った の も、 同じ 時の その 午前 だ。 そして、 私 は、 こ X にも また 微笑し な 

がら、 その 悲壯な 言葉の 意味 を受 止めた。 

先生 はもう、 面 を 揚げて 物 を 言 はれる 人であった。 そして 先生の 本當の 微笑 はまた、 私の 様 

な もの &危 つかしい 微笑 を も 引出して ゐた。 然し、 私 は そこに 斯様 も 語って ゐる 様な 先生の 唇 

の 言葉 をき \ つ けた。 

「私 は、 舊ぃ 道德に 反抗す る ことば かり を 知って、 新ら しい 道德の 曙光 を さへ も 認める ことの 

出 來 なかった やうな、 不幸な 時代に 成長した。 私の 周圍 は、 眞に 隣人 を 愛して 見た こと もな く 

て、 たビ 抽象的に 道 德を說 く 様な 恐ろしい 聲で滿 されて 居た。 斯うした 翳 ほど 私に 反感 を 起さ 

せる ものはなかった。 私 は 他の 舉 友と 同じ やうに、 反抗に 繼 ぐに 反抗 を 以てした。 心 も 柔く感 

じ 易かった 自分の 靑年 時代 を斯の 反抗のう ちに 過した こと は- 長く 私の 生涯に 影響せ すに は 置 


* 必然性 (春 を恃 ちつ ゝ 


參 

「私 はいよ いよ 多く 事物に 於け る 必然性 を 美と して 見る こと を學 ばう と 思 ふ。」 

これが 多くの 懐疑と 苦悶と から 1 切の もの" 肯定に 移った 時の 人の 心であった とか。 好い 言 

葉 だと 思った。』 * 

この 好い 言葉 は 一一 イチ ェの雷 葉 だ、 と 1  一一 口って 先生 は 十四 年の ある 曰の 朝の、 私の 訪問に 話題 

とさ ヒ。 私 は 微笑した。 そして この 言葉の 思想す る 處は已 に、 今日の 先生の 生活に なりつ、 

ある ものな の を 感じて ゐた o 

.. お 『心 貧しき が 故に 善 を 積む o 愚かなる が 故に 善 を 積む。 悲 しみ 深き が 故に 善 を^む。 さう. 言つ 

1 て 善 を 積まう とした 人逹 もあった。 


ある 意味での 向傳 でも ある。 又 小 

^以外の 選桀 とも 言 ふべき もので 

あらう o 

病弱 三年。 この 年の 四月に 入りて 

や i 健康の 回復 を覺 ゆ。 五月、 末 

女 柳 子 を 伴 ひ て 鄕里祌 坂 村に 旅し 

長 raR 楠 雄 の 新し き 農家 を 見 る。 

「早稻 田 文舉」 七月 號に武 藤 直 治 氏 

の 「現代 作家 論」 の 一 あり、 多年の 

述作 漸く 未知の 批評家の 認 むる と 

ころと なること を 知る。 

次男 鷄ー 一は 川端 研究所の 研究生で 

あつたが 薔 作の かたはら 兄の 農業 

を 助ける ために 神 坂 村へ 赴いた の 

も， この 五月であった。 


前 へ も 年若き 讀 者 を 連れて行きた い o 

^は、 そんな 心 持から、 隨肇、 感想 諸 

消息な どの 年若い 人々 に 適し さうな も 

の を 選んで この 六卷を 編んだ OJ 

(弒 本の はしがき) 


病後の 健康 未だ 全く 回復せ す、 こ 

の 牟の後 を 殆ど 、「藤 村 譲 本」 の 編 

纂に 費した。 

五十 五 歳 

二月 二十日。 「藤 村 讀本」 六 卷を研 

究 社から 出版した。 

これ は、 「少年 期より 靑 年期に う 

つり か はる ころの 年若き 人々 のた 

めに」 これまで 喾 いて 來た宜 話、 

詩- 感想の 中から 自選し. 整理し、 

第 1 卷 から 第六卷 までに、 心 を こ 

めて 編み 變へ たもので、 これ こそ 


『私達の 讀本 もこれ で 六つの 卷を 重ね 

る o 舉ぱ うと さへ 思へば、 私達 は 誰か 

ら でも 學ぺ る。 生きて 居る 人ば かりで 

なく、 死んだ 人から も學ぺ る。 萬 人 は 

みな 私 ii の師だ U 

私 はこの 贖 本 を 通じて、 曾て 自分の 心 

を 新鮮に して くれた 自然の 前へ も、 曾 

て 自分の 懇意に したいろ く の 人達の 
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生涯、 貧しい 理 學士、 111 人、 伸 ひ 支度、 

熱 海 土產、 第二 篇、 生 ひ 立ちの 記、 W 

發、 沈蚨， 犬 岩石の 間、 孤獨、 母、 病 

院、 ^の 愛妾、 第三 篇、 芽 生、 弟子、 

奉公人、 河岸の 家、 黄昏、 伊豆の 旅、 

朝飯、 苦しき 人々、 一 夜、 家畜 o 

この 著書の 印税で、 故鄕 にある 若 

き 農夫の 長男 楠 雄の 爲に 一 軒の 農 

家 を 買ひ與 へた。 

六月、 パ ン フ レット 第三 輯 「伸び 

支度」 出づ、 收 めら れ たる もの 「仲 

び 支度」 「明日」 「熱 海 土產」 「飯 倉 

だより」 


舊小諸 義塾 同窓 會 及び 信 濃 會の發 

起で 小 諸懷古 園に 藤 村の 「千 曲 川 

旅情の 歌」 を 彫った 詩碑 を 建てる 

の議が 起^、 有 島 生 馬、 高 村豐周 

等 これの 制作 意匠に 係る。 


辭す。 


五十 四 歳 

短篇 「伸び 支度」 を 新潮に、 「明 B」 

婦人の 國に 「熱 海 土產」 女性 誌上 

に發 表す。 

三月、 感想 集 「春 を 待ちつ^-」 ァ 

ルスより 出づ。 

五月、 新潮 社 出版、 「現代 小說全 

集」 第九卷 として 自選 「藤 村 集」 出 

づ。 

牧錄 したる もの は、 第 一 瀹、 或る 女の 


詩 話會編 「明治 大正 詩選」 出づ。 

日露 藝術 家協會 設立 さる。 

築地 小 劇場に、 チェ ホフの 「櫻の 

園」 「三人 姉妹」 ハ ー ブト マ ンの 「寂 

しき 人々」 等 上演 さる。 

十 一 月、 & マ ン& ラン 生誕 六十 年 

記念と して 築地 小 劇場に 「"ラン 

の 日」 催され、 片山 敏彥譯 「愛と 

死との 戯れ」 上演 さる。 
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「三人」 出づ。 收 むる もの 「三人」 

「太陽の 首 葉」 「子に 送る 手銥」 

病後の 月日 を靜 かに 筆 を 執って、 

「伸び 支度」 その他 を 書き、 夏、 娘 柳 

子 を 連れ て 伊豆 熱 海 に 旅行した。 

中 村 星 湖 編、 「藤 村 感想 集」 人文 會ょリ 

出阪 さる o 

「淺草 だより (新片 町より、 後の 新片 

町よ リ 合本) 改版 「水 彩 甕 家」 は 「處女 

作 集」 として、 春陽 堂より 上梓 さる。 

病 氣の爲 に 文部省 國 語調 杏 委員 を 


話桀」 黎^ 吉譯 ファ ユン ィ. アルタ 

、ネルの 「靑ぃ 塔の 中の スト リンド 

ベルク」 別名 「スト リンド ベルク 

の 最後の 戀」 等 出版 さる。 

雜誌 「大 街道」 出づ。 この 年 同人 

雜誌 熾ん に 創刊 さる。 タゴ ー ル第 

二次、 ヂン バリ スト 來 朝す。 

出版界、 漸く 非常の 不況な り。 
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大正 十三 年 

(1 九 二 四) 


危く災 を 免る。 


五十  一 U 歲 

1 月 藤 村 パンフレット 第一輯 「あ 

る 女の 生涯」 新潮 社より 出づ。 

簡素な 小册 子の 著作 を 刊行す る こと は 

かねてからの 著者の 望 みであった ので 

ある。 收 むる もの 「或る 女の 生涯」 「樹 

木の 言葉」 「貧しい 理 孳士」 

同月、 宣話集 「を さな ものがたり」 

研究社より 出づ。 

六月、 藤 村 バンフ レット 第二 輯 


創 巧 


透 谷 三十 回忌。 

日本 フ H ビヤン 協會 組織され、 機 

關雜誌 「社 會 主義 研究」 出づ。 

小山 內薰、 土方 與志 等に 依って 築 

地 小 劇場 創設され、 ゴルキ ，の 「夜 

の 宿」 等 公演 さる。 

勝 峯晋風 編著 「芭蕉 俳句 定本」 「 一 

茶 旅日記」 戸川 秋 骨 隨筆集 「文鳥」 

「スト リンド ベルク 童 
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す。 

病 を、 小 田 原 海岸に も、 信 州 山^ 

の 湯に も 養 ひ、 靜養中 「を さな も 

のがたり」 を番 く。 

四月、 短篇 集 「食後」 と 「藤 村 集」 

を 「藤 村 創作 選集」 上下 一 一 卷 として 

春陽 堂より 改版 上梓す。 

大震災に は、 病身、 飯 倉片 町の 寓 

居に て 遭 ふ。 十月、 震災 記 「子に 送 

る 手紙」 を 朝日 新聞に 連載す。 

震 火災で は 多くの 著作の 紙型 を 失 

つ た 。「を さな も のがたり」 の 原稿、 


1 ベ ル 博士 小品集 鐵」 出づ。 

ケ ー ベル 博士 横濱で 逝去す。 

有 島 武郞、 輕 井澤に 自殺す。 

九月 一 HI、 關東 大震災。 

大 杉榮， 伊藤 野 枝 等 横死す。 

『實 際、 私 等 は 曝の 敵の 來 襲よりも、 

そんな 流苜に 刺激され て、 敵で もない 

ものが 眞實の 敵と なって 顯 れて來 るの 

を 恐れた。』 (子に 送る 手紙よ no 

雜誌 「文藝春秋」 菊地寬 編輯に て 


長 兒楠雄 は旣に 十八 歳の 中學 生で 

あるが この 年、 中 擧を辭 して 農業 

見習 ひの ために 故 鄕神阪 村へ 赴か 

うとした。 この 都會 から 田園に 歸 

つて 行く 子 を 送る ため、 相携 へて 

木 曾へ 旅した。 この 行 は 亡き 妻子 

等の 遣 骨 を 父母が 永眠の 地なる 永 

昌 寺の 墓地に 改葬す るた めで も あ 

つた。 


五十二 歳 

1 月、 中風 を 息 ひ、 暫く 病床に 臥 


齋藤 綠附 君、 國木 田燭步 君、 中 澤臨川 

君 —— 私の 周圍 にあって 私を勵 まして 

^れた それらの 蒭友 ゃ知已 は、 旣 にこ 

の 世に 居ない 人逵だ o 

惜しい と 思 ふ 人達の 多くが 早 逝して 仕 

舞って、 今日まで 私 なぞの どうやら 生 

きながら へ て來 たこと すら 不思議な や 

うな 氣 がする。」 

(仝 集の 序文より) 


花 袋の 「近代の 小說」 久 保勉譯 「ケ 
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卷 刊行 會 より 出版 さる。 

奢 作の 年代順 と篇 別と で 全 體をま 

とめた もので、 、通卷 十二 * 十二月 

二十日 完了した。 

四月、 全集の 印稅を 投じて、 雜誌 

r 處女 地」 の發 行に 盡 力す。 

「來 るべき 時代の、 婦人の ために 

と 思 ふ ものが 集まりまして、 未熟 

ながら その 支度 を はじめました。」 

それが、 その 發 行の 意味であった。 

九月， 感想 集 「飯 倉 だより」 をァ 

ルスより、 「佛蘭 西紀 行」 を 春陽 堂 

より 上梓す。 


論 熾ん に 論議 さる。 有 島武郞 個人 

雜誌 「泉」 創刊 

「近代劇 大系」 鏗約 出版と して 出 

づ。 大杉 榮譯、 アン リ！ ファ I ブ 

ルの 「昆蟲 記」 縻 野つ ぎの 「悲し 

き 配分」 出 づ。 

鹧外、 マル セン • ブル ウス ト等逝 

□ 

『過ぐ る 二十 五 年 を 私が この 十二 卷の 

著作に 費して 居る うちに、 その 月日 は 

私自身の 生涯 を變 へた ばかりで はな 

く、 私の 周 園 をも變 へた。 北 村 透 谷 君、 
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大正 十一 年 

(I 九 ニニ) 


の 編 直し を も 果して、 

それ を 友の 遣 族に 贈った。 

t の 四 五 年の 間、 母な き 子供 等の 

ために 多くの 時と 精力と を 費した 

二月， 詩 話會發 起に て 生誕 五十 年 

記念 祝賀 會 催され、 同會編 「現代 

詩人 選集」 を 贈られた。 

文部省 國 語調 沲 委員に 推さる。 


五十一 歳 

1 月 二十 五日 「藤 村 全集」 第】 


ケャ グラハ 連動 印度に 起る。 

ヱ& シヱン n 日本 を 追放 さる。 

小說 家協會 成る。 有 島 武郞譯 「ホ 

イット マ ン 詩集」 髙村 光太 郞譯 M 

ル ハ 1 ランの 詩集 「明るい 時」 內 

山 賢 次譯 r ゴルキ ー の 見た る トル 

ス トイ」 等 出づ。 

野 村隈畔 情人と 心中す。 


水平 社運 動 起る。 文壇に 階級 藝術 
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は、 やがて 時代の 難 さを訪 念す る こ V 

ろで ある」 

と 書きつ けた。 

十 一 一月、 常； 話 集 「ふるさと」 實業 

の 日本 社より 出づ。 

この 年、 姉 髙瀨園 子 死去す。 


五十 歳 

「佛蘭 紀行」 の 稿 を樾ぎ 、「ある 

女の 生涯」" 「貧しき 理 學士」 を 草 

した。 長い こと 思 ひ 立って 居た、 


ン ヌ」 武郞の 「惜しみな く 愛 は 奪 

ふ」 臨 川の 「正義と 自由」 髙村光 

太郞譯 「親 ロダンの 言葉」 出づ。 

中澤臨 川、 岩 野 泡 鳴、 黑岩周 六 等 

逝く。 


原 敬 横死す、 


力 ンヂ 1 等に よつ て サ 


四十 九 歳 

佛蘭 西紀 行 別名 「エトランゼ ェ」 

の 稿 を 起す。 

田 山 花 袋、 德田秋 聲兩氏 誕生 五十 

年 記念に 贈るべく， 有 島 武郞、 片 

上伸 氏と 共に 「現代 小說 選集」 を 

編む。 その 序に、 

「 II 君 等と 共に 步 いて 来た 長い 年月 

の 問の こと を 思へば、 私は默 して 居た 

いやうな 氣 がする。 夢 は 長く、 行く 路 

は 難い o 君^の 誕辰 を 記念す る こ V ろ 


花 袋、 秋 翳 生誕 五十 年 記念 祝賀 會 

開催 さる。 

トルスト ィ十 周年 記念祭 行 はる。 

日本 社會 主義 同盟 成る。 

劇作家 協會 成る。 

森戶、 帆 足 筆禍 事件 あり。 

大杉榮 によって ク & ボト キンの 

「或る 革命家の 思 ひ 出」 新 小說に 

譯載 さる。 有 島 生 馬 「回想の セザ 
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暮 の實の 熟する 時」 上梓 

大正 八 年  四十 八 歳 

1 月、 長 篇小說 「新生. 一 上卷、 春 

陽 堂より 出づ。 

九月、 同 下卷を 脫& し、 十二月 下 

卷 出版 さる。 

少年 時代のお も ひでを 子等に 語る 

竄話集 「ふるさと」 を 書き、 故國の 

ふところに 歸っ て 來た歸 朝 者の 心 

を 寄す o 


嶋村抱 月 逝く- 


ヹル サイ ュル 平和 條約 成る。 

著作家 組合 成る。 國 民文藝 協會設 

立 さる。 

長 谷川 如是 閑に より 雜誌 「我等」 

創刊 さる。 

窒生犀 星の 「抒情詩 時代」 久保勉 

譯、 「ケ ー ベ ル 博士 小品集」 出づ U 

アンドレ 1 フ、 II スタン、 ル ノア 

1 ル等 逝く。 
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外からの 土產 話で あるへ 


大正 七 年 

(】 九 1 八) 


四十 七 歳 

四月、 「新生」 上卷に 着手、 朝 B 新 

聞 紙上に 連載し はじむ。 

七月、 航海 記 「海へ」 實 業の 日本 社 

より 出づ。 

芝 櫻 川 町の 宿より、 麻布 飯 倉片町 

1ニ 十三に 移る。 


a タン、 ドガ、 ザメンホフ、 ォク 

タ ー ブ ミル ボウ 逝く。 ベルハ ー ラ 

ン鐵 道奇禍 にて 逝く。 


歐州戰 亂休戰 す、 六月 以来、 各地 

米騒動 蜂起す。 

武者 小路 實篤等 に 依って 人道主義 

唱導され、 同志、 日向に 「新ら し 

き 村」 建設の 途に 就く。 

二葉 亭 全集、 武郞の 「生れ 出づる 

惱み」 出づ。 


四十 穴歲 

芝 高 輪 一 一本 筏より 芝 西 久保樓 m 町 

二 風 柳 館に 移り、 母 亡き 兒 等に 心 

を勞 しながら、 航海 記 「海へ」 を 書 

く。 「櫻の 實の 熟する 時」 の 稿を糙 

いで 漸く 完成した の もこの 年で あ 

つた。 

四月、 「幼き もの へ」 を實 業の 日本 

社より 出版す。 子等に あてた 海の 


露西亜 「三月 革命」 起る。 次いで 

「十月革命」 あり。 

文壇 一 部の 人々 に 依って 民衆 藝術 

論唱 へらる。 

田 中純譯 クロポトキンの 「n シャ 

文舉に 於け る 理想と 現實」 抄譯出 

づ。 

土 岐善麿 歌集 「綠の 地平」 出づ。 
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末に は出發 して、 歸 朝の 途 につく。 

途中 a ン ドンに 渡り、 そこから 五 

月 九日の 日本 郵船、 熱 田 丸で 出帆、 

喜 望 峰を迂 廻して、 海上 五十 餘日 

七月 四日 神戶 着、 なつかしい 日本 

を兒 廻しながら、 芝 ニ本援 の假寓 

の ニ兒の もとに 歸る。 感想 「故國 

に歸 りて」 を 朝日 新聞に 寄す。 

竄話桀 「幼き もの へ」 を 書く。 

春陽 堂より 名家 傑作 集 第 ra 篇とし 

て 「水 彩螯 家」 出版。 牧 むる もの、 

「水 彩螯 家」 「藁 草履」 r 津輕 海峡」 

「椰子の 槳蔭」 「家畜」 


菊池寬 「屋上の 狂人」 里 見 is の 「善 

心惡 心」 ゅづ、 高 村 光太 郞譯 rn 

ダンの 言葉」 出版。 

タゴ ー ル、 バリモント 来朝す。 

夏 目漱 石、 上田 敏 ジャック •  P ン 

ドン 等 逝く。 

『西洋の 方 は 都巿に 於て 勝り、 吾擠の 

國は 田舍に 於て 滕 つて 居る、 と は 私の 

持 諭で ある。 もし 私が この 說を 押し 進 

めて 行ったら 吾 儕 日本人 は、 二 千年の 

歴史 を 有する E 舍 者で、 吾 儕の 都市 は 

大きな 村落で あると いふ 樣な 結論に 達 

する かも 知れない ゥ J 「泡へ」 より 
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大正 五 年 

( 1 丸一 六) 


それ は、 何人も 解決 を 急ぐ ことが 

出來 ない と：！ le つた 痛々 しさで あつ 

た。 その 中で、 再び 巴 里に 歸 つて 

來た， 山 本 鼎、 正宗 得 三郞氏 等と 

さびしく 暮 した。 

第二の 佛蘭西 だより r 戰爭と 巴 里」 

を 新潮 社より 上梓した。 

戰前戰 時の 旅の 間に、 石 原 純、 河 

上肇、 河 田 嗣郞、 小 泉 信 三、 澤木 

梢、 水上 瀧 太 郞氏等 を 知った。 

四十 五 歳 

友人 も尠 くな つた 巴 里 を， 四月 


さる 0 

長 塚 節、 ウィン デ ルバ ンド等 逝く。 

『開 戰 以来、 佛蘭 西の 文士で、 戰 死し 

たもの の數は 五十八 名に 上りました。 

锒 とる 自分 等に 取って、 この 損失 は 他 

事と も 思 はれません o その 中には 詩人 

シャァ ル. ベ ギィの 名 をも數 へまし 

た OJ 「戰爭 と 巴 里」 より 


日本 著作家 協會 成る 一 
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大正 四 年 

( 1 九 一 五) 


との 旅に あって、 歐 州戰亂 に際會 

し、 しばらく 巴 里の 動亂を フラン 

ス 中部 ォ ー ト， 井 H ン ヌ 州リモ モォ 

ジ ヱの 田舍 町に 避 1- たい 正宗 得 三 

郞氏 同行。 

滞留 二月 半に て 巴 里に 歸る。 歸途 

怫 國 西部 地方 を 旅行す。 

十二月、 代表 名作選 集 第五 第六卷 

として 「春」 新潮 社より 出づ。 


四十 四 歳 

戰爭が 持久 的に な つ た 様な 巴 里- 


漱 石の 「心」 出づ。 

r ボル ドォ とい ふ 港町の 旅銪 で、 g: 班 

牙の 石榴 を 買った o 四の 歐羅 巴の 空に 

生 立つ 樹木の 生命の 結晶 かと も 言 ひた 

い 驚く ばかりの 大きい 柘攛。 あまりの 

n,: 事 さに その 一 つ をば 寢臺の 枕 もとに 

瑟 いて 寢た』 「佛蘭 西紀 行」 より 


武郎 「宣言」 實篤 「その 妹」 發表 
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大正 三年 

(一 九 15 


移り、 そ/ J に 幼き もの を殘 して、 

佛蘭西 船 エルネスト • シ モン 號に 

便乘 して 神 戸より フランス への 旅 

に 上る。 巴里ボ ー ル & ワイヤ ルの 

下宿に ありて 「佛蘭 西 だより」 を 朝 

日 新 IS に 寄す。 佛語. を 擧び始 む。 


四十 一二 歲 

巴 里の 客舍 で、 長篇 「櫻の 實の熟 

する 時」 起稿。 

この 年 第 一 の 佛蘭西 だより 「平和 

の 巴 里」 新潮 社より 出版 - 


ケ ツチ (日光、 柳 並木 等)、 及び 幼き 日 

(後に 生 立ちの 記と 攻 題せ しもの) 


六月、 歐洲大 戰勃發 す。 日獨、 支 

那靑 島に 交戰 す。 

力 ー ル *ハー ゲ マン 来朝す。 

ジ ヤン. ジョレ ス 横死す。 


父 正樹の 遺稿 「松が 技」 を 編む。 


四十 一一 歲 

1 月 現代 文 藝叢害 第！ 一十 篇 として 

「朝飯」 春陽 堂より 出づ、 收 むる も 

の 「朝飯」 「家畜」 「藁 草履」 「爺」 

I 一月 愛子 叢書 第 一 篇 「眼鏡」 實業 

の 日本 社より、 四月 感想 集 「後の 

新片 町より」 及び 綠蔭 叢書 第四篇 

として 短篇 集 「微風」 を 新潮 社よ 

り 出版。 

この 年の 春、 新片 町より 芝 高 輪に 


文 藝協會 解散し、 新に 「藝術 座」 生 

れ 、「モン ナパ ンナ」 公演 さる。 

臨 川の 「トルストイ」 出づ。 

岡倉覺 三、 伢藤左 千 夫 逝く。 

短篇 集 「微風」 に牧 めら れ たる もの 

出發、 岩石の 間、 沈鴃、 突 莨、 燈火、 

足袋、 犬、 死の 床、 無；ーほ の 人、 柳粽ス 
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出す。 三兒の 死、 妻の 死の 後 をう 

けて 長篇の 制作 等に 心勞 る。 「食 

後」 は その 「返 屈」 から 生れて 來 

たものば かりだった。 

收 むる もの、 母、 船、 孤獨、 紅い 窓、 

下 仁 田の 宿屋、 鸛、 トラビス ト、 秋の 

一 夜、 少^、 刺纖、 汽船の 客、 女、 ザ 

の 愛妾、 人形、 後悔、 平和の 口、^ 饶、 

病院。 

十二月、 左久 良書 房より 「千 曲 川 

の スケッチ」 上 枠、 吉村樹 氏に 贈 

る o 


大正と 改元 さる。 

中澤臨 川譯ブ ラ ン デ ス の 「露 西亞 

印象 記」 本 問 久雄譯 ワイルドの 「獄 

中 記」 秋聲の 「黴」 節の 「土」 靑^ の 

「南 小 泉 村」 白 秋の 「思 ひ 出」 啄木の 

「悲しき 玩具」 厨 川 白 村の 「近代 文 

擧 十講」 石 川 三 四郞の 「哲人 力 ー 

ベ ンタ ー」 等 出版 さる。 

1 葉の 日記 公表 さる。 

啄木、 スト リンド ベルク 逝く。 

文 ill 協會 にて ズゥ デル マンの 「故 

鄕」 公演 さる。 
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明治 四十 四 年 

(一 九 一 1) 


明治 四十 五 年 

大正 元年 

(一九二 一) 


四十 歳 

四 女 柳 子 生る。 

妻 冬 子 痙 後の 出血の ため 逝く。 三 

十三 歲。 

「家」 脫 稿す。 上下 二 卷に亘 る 二十 

年からの 長い 「家」 の 歴史 を 彼 様し 

た if 法で 押し通す とい ふこと は容 

為でなかった。 

十一 絵 蔭 叢 誉^ 三 編と して 

「家」 上梓す。 

四十 一歳 

四月、 博文舘 より 短篇 粲 「食後」 を 


文 藝協會 とよって 第 一 回、 イブ セ 

ンの 「人形の 家」 公演 さる。 この 

頃より 婦人問題 論議 さる。 

「靑 踏」 創刊 さる。 

ネオ •  & マン テ イシ ズム の 運動 起 

り始 む。 

雨 雀 「幻影と 夜曲」 出版。 

シド 一一 ー ウエッブ 來 朝。 


七月 明治天皇 崩御 „ 


三十 九 歳 

長 篇小說 「家」 上卷に 着手した。 

『これ は 文章で 建築 をす る 心掛げ であ 

つた。 それに は 屋外で 起った こと を 1 

切ヌキ にして、 すべて を^ 内の 光景に 

のみ B らうと した o 螯 所から 書き、 玄 

關 から ^ き、 夜から. W きして 見た。 川 

の 音の 聞え る 部 M まで 行って、 はじめ 

て その 川の こと を^いて ； ..： 一た。』 

「おごと」 ょリ 

その上 卷を 「讀 資」 に 連載す。 


二葉 亭四 迷^ 部に て痫を 得、 歸朝 

の 途ト： 印度洋 上に 逝く。 

幸德 秋水 等處刑 さる。 

ハ レ， 出現 G 

日韓 併合 成立す。 

長 塚 節の 「土」 朝日 紙上に 連載 さ 

る。 獨 歩の 「喾簡 集」 啄木の 歌集 

「一 握の 砂」 牧 水の 「^離」 出づ。 

雜誌 「白樺」 「三 田 文擧」 創刊。 

文藝 委員 會 成立。 

レオ • トルストイ * ビョ ルン ソン 

山 田 美妙 齋 逝く。 
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明治 四十 二 年 

(1九〇九) 


ーーー 十八 歲 

短^^ 「膝 村镆」 博 文 館より 上梓。 

田 山 花 袋、 柳 田 國男兩 氏に 贈る。 

牧め たる もの、 ^木、 黄^、 壁、 收獲、 

一夜、 伯锊 夫人、 苦しい 人々、 旅、 靑 

年， 死、 お 子、 十： 產、 餽貸^ 、奉公人、 

河岸の 家、 芬生 o 

妝木 モデル 問 s 起る。 感想 槃 「新 

片 町より」 佐久 良書 房より 文藝入 

門 叢書 第一 編と して 出版。 

1 二 男蓊助 生る。 


花 袋の 「田 舍 敎師」 「妻」 草 平の 「煤 

8」 出づ。 

鷗 外^に よって 雜誌 「スバ ル」 創刊 

さる a 

文藝 革新 會 成り、 銃 花 等に 依って 

反. 0 然 主義 述動 起る。 

十一月、 小山 內熬等 によって c 山 

劇 楊 設立され、 有樊 座に 於て イブ 

ゼン作 鷗外譯 「ボルク マ ン」 上演 

さる。 


三十 セ歳 

一 月- 長 篇小說 「春」 を 朝日 新 問 

紙上に 揭^ し はじむ。 これ は新閱 

のために 日々 创 作の 箫を 執って 兒 

た 最初の ものである。 

二 男 幾 二 生る。 

十月、 綠驟叢 害 第二 篇 として 「春」 

上梓。 

十 一 月- W 山 花 袋、 茆原有 明、 武 

林 無想 庵 氏 等と 共に 伢豆 地に 旅行 

し、 「伊豆の 旅」 を 書いた。 

中 澤臨川 氏 等 を 知る。 


文壇 に 於て .S 然 主義 運動 熾烈と な 

る 花 袋の 「 1 兵卒」 漱 石の 「三 四郞」 

武者 小路 资 篤の 「荒野」 沼 夏 葉 

女史 譯 r チ k ホフ 傑作 桀」 出づ。 

一 ァラ ラギ」 創刊 

1 一葉 亭、 朝日 新聞社 露 都 通信 貝と 

して 乇 ス タヅ に 赴く ゥ 

國木田 獨歩茅 ケ崎南 湖院に 逝く、 

川上 眉 山 A 殺す。 
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明治 四十 年 三十 穴 歳 

( 1 んっ 七. 5 

新片 町の 住居 は 隅 田 川に 近く、 家 

の 前 を 右 に 取れ ば 淺草橋 の畔 に、 

左に 取れば 柳 橋の 畔 にて 水に 添 ふ 

位置に あった。 

靜 かな 郊外に 住 慣れた 耳に は、 種 

々の 物资 の聲が 聞え て來 た。 家の 

入口に は綠 葉の 濃い 大きい 八つ手 

があった り、 水^に 近い 町中の 筌 

の 見える 住 心 持の い X 二階が あつ 

た o 

長篇 「春」 にか、 る^ 意 をして ゐ 

た o 


獨 歩の r 濤聲」 花 袋の 「蒲 圑」 秋 

聲の 「凋落」 出で * 肖然 主義の 潮 

流 文檀に 於いて 中心^^と なる リ 

中 村 星 湖の 「少年 行」 ニ^ 亭の 「平 

凡」 小 田 賴造譯 トルストイの 「我 

等 何 をな すべき 乎」 出づ。 

有 島武郞 外遊の 途上、 a ン ドンに 

てビ ー タ！ クロポトキン を 訪ふ。 

綱島粱 川、 ユマ ー ス ン 逝く。 


一 38 一 


しかし、 その 家の 中 は噔澹 として 

ゐた。 その 頃に は、 始めての お Q 

子 楠 雄が 生れて ゐ たけれ ど， 山の 

上から 連れて来た 三人の 少女の^ 

後の 一 人、 長女 綠をも 束 大附屬 病 

院で 喪って ゐた。 つくぐ 努力の 

爲 すなく、 事 紫の 筌 しいの を 感す 

る やうな そ の 日夜 だ つ た。^ T 妻 は 

楠 雄 を 連れて 北海道に 歸^。 

九 乃、 なつかしい 隅 田 川の 水 遶を 

求めて 淺草 新片 町に 移る。 


二 ^亭の 「^ 面影」 伊藤左千夫の 

「野菊の 墓」 獨 歩の 「運命」 泣堇の 

「白 羊宮」 出版。 

長 谷川 1K 溪の 「幻滅 時代」 太陽に 

HT つ。 

五月、 イブセン は クリス チヤ ナに 

十月 セザン ヌはェ クスに 於て 逝去 

す o 
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明治 三十 九 年 

(一九 〇 六) 


月 一 日 三人の 子 を つれて 一 家 上京 

した o 

木犀の 木の ある その 家に I  二 女 縫 子 

まづ 逝き、 次女 孝子 その後 を 追つ 

た。 妻. 冬 子 その 中に 病む。 

「破戒」 脫稿。 


三十 五 * 

三月、 綠蔭 叢書 笫ー篇 として 「破 

戒」 上梓、 秦氏 及び 祌津 氏に 擦ぐ、 

意外とす るまでの 反響 を 世 問に 傳 

へた。 


トルストイの 「復活」 胡 射の 沙翁 

全桀 出づ。 

野 ロ寧齋 逝く。 


ニ镀亭 の 「^ 界語」 出で、 エスべ 

ラント 語 漸く 盛んと なる。 

「文章 世^」 創刊。 「早稻 文舉」 

再興。 文 藝協會 成る。 


三十 四 歳 

淺 間の 麓へ も 春が 近づいた。 いよ 

いよ 七 年の 山の 生活から、 苦勞な 

仕事 を 持って 東京 へ 出 やうと した 

そして その 前に、 行く 人 も 稀れ な 

雪の 道に 惱んで 友人 神 津猛氏 を 志 

賀 村に 訪ねた。 その上に 四月 犟身 

上京， 西 大久四 〇 五に 普請 中の^ 

を 借りた。 そして 仕琪揚 としての 

その 家の 壁の 乾く の を 待って、 五 


ボ ー ツマ ス條約 成り、 日露 平和 克 

復す。 

綱島粱 川の 「病 間錄」 「見神の 實驗」 

出で 反驟 高し。 

上 ffl 敏の譯 詩 「海潮音」 有 明の 「春 

鳥桀」 泣堇の 「二十 五絃」 醉茗 0 

「塔 影」 出で、 詩壇 大いに 振 ふ。 

尙 江の 「良人の 自白」 內 魯庵譯 


三十 ミ歳 

小 諸 馬場 裏にて ニ兒を 傍に、 長篇 

「破戒」 の 稿 を 起す。 時に 大戰 爭 

に 際^した。 

當は の 出版界 と 著作者と の關 係に 

安んじられな いものが あって、 自 

费 出版 を 思 ひ 立った の もこの 年で 

あった。 その 資を 得る に 苦しんで 

函舘の 泰慶治 氏を訪 ふために 不安 

な戰 時の 空氣 の 中の 津輕海 •  y を 越 

した o 

三女 縫 子が 生れた。 こ Q 縫 子 は 亡 

き ぷ^ 名に 因んだ。 


一 一月、 日露^ 交斷 絶す。 

「紅葉 全集」 木 下お 江 r 火の 柱」 長 

塚 節 「炭燒 の 娘」 子規の 「竹の^ 

人 歌桀」 出す。 

he 山 花 袋 一 露骨なる 描 3」 を 新^ 

に發 表し 棑 技巧 說を髙 i? す。 

花袋從 軍記 者と して 滿 州の 地に 渡 

る o 

ロマン •  口 1 ラン 「ジ ヤン • ク リス 

トフ」 出 はじむ。  ♦ 

「新潮」 暑さる。 

小 泉 八 雲、 齋藤綠 雨 死す。 

チ ェ ホフ 逝く、 
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明治 三十 六 年 

(1*0 三) 


近郊の 農夫の 中に 行き、 また 部落 

民 の^に 話 をき、 に 行つ た。 「破 

戒」 の ヒント を もこの §1 に 得た。 

「若菜^」 「一葉 舟」 「夏 草」 「落 梅 

桀」 を 合本した 「藤 村 詩集」 を舂 

陽 堂から 九月 一 日 上梓した。 

「思 へば、 言 ふぞよ き、 ためら は 

やして 一 一  一一 n ふぞ よき いささかなる 活 

動に 勵 まされて われも^と 心と を 

救 ひしな り」 とその 「自序」 に窨き 

つけた。 

次女 孝子が 生れた。 


小舉 校令改 正され 國定敎 科 書 制定 

さる a 

幸德 秋水、 堺利彥 等に 依って 「平 

民 社」 成り、 日刊 I. 平民 新聞」 創 

刊 さる。 

幸德 秋水の 「社會 主義 神隨」 有 明 

の詩槳 「獨弦 哀歌」 出づ。 

短歌 雜誌 「馬醉 木」 根 岸 短歌 食よ 

り 创刊。 

尾 崎 紅葉、 市川國 十郞、 フ ー ゴ 1 

ゥ オルフ、 ゴ ー ガン 等 逝く。 


一 33 一 


小說 としての 試作 「舊 主人」 を雜 

誌 「新 小說に 寄せた が、 發寶 を禁 

止された。 ^篇 「藁荜 履」 も それ 

と 前後して 出来た 試作の 一つで あ 

る o 

この頃 は、 詩から 散文へ 移らう 

として 沈默 勝に 暮し て ゐ た當時 の 

ことで、 その ^合 梭の 佗し さは 漸 

く 家族 を 飽かせて ゐた。 

トルストイ、 イブセン、 バ ルザ ッ 

ク等を 譲み， また 谷 を 下って 川岸 

の 楊 を 見に 行った。 

有 岛生馬 小山 內薰氏 等. を 知る。 


「透 谷 全 桀」 ^文^界の 諸 友に 依 

りて 上梓 さる。 

永 井 荷 風の 「地獄の 花」 獨 歩の 「酒 

中 H 記」 鷗 外譯ァ ン デ ルゼン の 「卽 

興 詩人」 出づ。 

蒲 原 有 明の 詩集 「草 わかば」 出版 

夏 n 漱石 外遊の 途に 上る。 

正 岡 子規 逝く。 ゾラ 死す。. 

セ ザンヌ 「浴 人」 「浴 女」 の 佳作 を 

成す。  - 
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彼が 探して ゐ た質寶 な 生活 は 彼の 

周圍に 在った。 彼 は そこで 眼 を n 

いて、 斯の荒 鎏 とした 山の 上を眺 

めた。 そして こ の 高 と、 その 草木 

と、 流れ 下る 千 曲 川の 流域の 間 に 

住む 人々 から 種々 の 物 を舉ん だ。 

それが 「千 曲 川の スケッチ」 に 成 

り はじめて ゐた o 

この 年 はじめて 父と なった。 長女 

r 綠」 が 馬 i; ク 製の 家で 生れた。 


明治 三十 五 年 三十 ー歲 

(1九〇ニ) 


國 木田獨 歩の 「牛肉と 馬 ^翳」^ 謝 

野 晶子の 歌^ 「みだれ 髮」 晚翠の 

r 曉鳋」 醉 W? の 「無 弦 弓」 泣蓳の 

「行 春」 中村卷 雨の 「無花果」 ST つ。 

高山 榑 牛の r フリ ー ドリ ヒ. 一一 イチ 

ェ論」 帝 國文舉 に 出づ。 

片山 潜、 西 川 光次 郞共著 「日本 勞 

^運動」 出版 さる。 

福澤論 亩、 中 江 兆民 等 逝く。 


n 英 同盟 成立す < 


義塾での 控 業 受持は 一遇 二十 八 時 

間に 百 一る こと も 多かった。 その 以 

外は廣 い^の 庭の 土 を 耕し， また 

創作に 從 つた。 「千 曲 川 旅情の 敬」 

以下 數篇が 成った。 この 年、 此等 

を 集めた 詩集 「落 梅 集」 を 出版し 

た。 都會と 田園と 問鼯、 そこに あ 

る 生存との 問 超 等が 胸に 來た。 ダ 

ルヰン を讀み 初めた。 

三 宅氏歸 京し、 丸 山 晚霞氏 佛蘭四 

より 歸朝、 來 任す。 

三十 歳 


北 淸事變 起る。 

淸澤滿 之の 宗敎雜 誌 「精神 會」 起 

り、 又社會 民主 黨 設立 さる。 

蘆 花の 「自然と 人生」 鏡 花の 「高 野 

聖」 出づ。 ， 

大西操 山、 外 山 正 一 、 -ーィ チェ、 

ワイルド 等 逝く。 


一 30 一 


活も 過ぐ る 仙臺の 一年で いくらか 

^つく ことが 出來、 小 諸へ 行って 

から更 に 大いに 心 を 安ん や る こと 

が出來 た。 

これ も 明治 舉院に ゐた三 宅 克己 氏 

を 小 諸に 迎へ、 この 新歸朝 者と 共 

に、 、、、レエ、 コ& ォを語 り、 「雲」 

の 研究 を^る こと を樂 しんだ。 

この 年函舘 の秦冬 子と 結婚、 士族 

家 敷の 跡、 馬揚 裏に 一 家 を 持つ。 


明治 三十 三年 二十 九 歳 

(1 九00) 


て-イチ ェ の 思想 紹介 さる C 

トル ス トイの 「復活」 イブ セ ンの 

最後の 戯曲 「蘇生の 日」 成る 

土 井 晚翠の 「天地 有情」 薄 田泣堇 

の 「暮 笛桀」 德富蘆 花の r 不 如歸」 

鏡 花の 「湯^ 詣」 菊 地 幽芳の 「已 

が 罪」 鷗 外の r 窸美 綱領」 樗 牛の 

「時代精神 論」 出づ。 


一 29  ― 


明治 三十 二 年 

(1 八 九九) 


七月， 保 驕寺峠 鳥居 峠を越 へ て 木 

# 福 島の 姉の 家 高 瀨氏を 訪ね， 一 

夏 を^ 谷 の 深^ の 中に 送り 「新 湖」 

「晩春の^ 離」 「婚姻の 歌」 「ま 夫」 

その他 詩桀 「夏草」 の 諸篇を 書い 

た。 

蒲 原 有 明 氏 等 を 知る。 

二十 八 歳 

四月 舊師木 村 熊 次 氏の 招きに より 

信 濃 の 高原 淺問 山麓 の 小 諸 町 の 私 

立 小 諸 義塾 に國語 の敎師 として 赴 

住した。 動摇 して 常の なかった 生 


創刊。 福 井 準^の 「近世 社岔 主義」 

村 井 知 至の 「社會 主義，： 魯^の 「暮 

の 二十 八日」 出版 さる。 

口 ダ ン の 彫刻 「バ ルザ ッ ク」 成る。 

マ ラル メ： ンャバ ン ヌ等 逝く。 


義和 圑の變 起る。 

中央 公論 創刊 さる。 

吉 M 靜致 氏の r 哲舉 史上 第三 期の 

懐疑論」 哲舉雜 誌に 發 表され 初め 


明治 三十 一年 

二八 九 八) 


1 緒になる。 

「文 擧界」 廢刊。 仙臺で 書いた 詩、 

「生の あけぼの」 「六 人の 處女」 「林 

の 歌」 そ の 他 を 集めた 處女 詩集 「若 

菜 集」 を 春陽 堂より 出版す。 


二十 七歲 

湯， 13 の 家に て 書いた 詩 「春 や いづ 

こに」 「白磁 花瓶の 賦」 その他 及び 

散文 「木^ 谿 日記」 「利根 川 だよ 

り」 等 を 集めた 詩文 集 「 一 葉 舟」 

を 春陽 堂より 上梓。 


葉の 「金色 夜叉 ヒ 葉の 二葉 全集」 

出版 さる。 

森 田 思 軒， アル. ホン ド. -デ 逝く。 


正 岡 子規 を 中心として 雜誌 「ホト 

、ギ ス」 創刊され、 俳句の 革新 運 

動 起る。 

安部磯雄 等 によって 社會 主義 研究 

會 起る C 

「阈 民の 友」 廢刊、 雜誌 「心の 花」 


». 圍 27  • ' '讀 


明治 三十 年 - 

(I 八 九 七) 


情 詩 を 書いて は 「文 舉界」 へ 送つ 

た。 

十月 母 コ レ ラ にて 急死す。 晚秋、 

十七 年ぶりの 故鄕に 母の 遣 骨を携 

へ て歸 る。 「木 曾谿 日記」 成る。 


二十 穴 歳 

僅かに 夜が 明けた かと 思 ふ 頃 は、 

辛酸 を 共に した 母が 亡くなった。 

彼に は考 へ なければ 成らな いこと 

が 多かった。 一年の 東北 擧院 を辭 

して： 冉び 歸.； M、 長兄の 湯 島の 家に 


と感 念」 出づ。 

2 ル レ 1 ヌ、 エド モ ンド .ゴ ンク 

ル、 樋 口  I 葉 逝く。 


足 尾 鑛山鑛 毒 事件 起る。 

獨歩、 玉 花 袋、 國男 等の 詩集 

「抒情詩」 出版。 鐡幹 等に 依って 

詩歌 雜誌 「明星」 ^利 さる。 

二葉 亭譯 ツル ゲ -1 ヱフの 「浮 雲」 紅 


一 26 一 


明治 二十 九 年 

(1 八 九 六) 


身淸澄 山に 登った。 

惑った。 ます./. \ 沈默 した- 

れた。 

田 山 花 袋、 柳 田 國男氏 等 を 知る 


二十 五歲 

本鄕湯 島の 家 を * 更に 同 森 川 町に 

移し、 單身 東北 舉院 の敎師 として 

仙籙 に 赴く。 居 を 名 影 町 コ 一 浦屋 に 、 

また 廣 Si 川に 近く 友人の 家 に^き 

渐く农 の 明けた 桡な 心で 多くの 抒 


a ダンの 彫刻 「カレ ー の 市民」 成 

る o 

1 葉の 家に， 靑年 作家 等 集る。 


三 陸大 海 嘯 あり。 

雜誌 「新 聲」 創刊 「新潮」 の 前身 

なり o 

二葉 亭譯 ツル ゲ 一一 エフの 「片 戀」 

與 謝野鐵 幹の 詩集 「東 II 南北」 紅 

葉の 「多^多恨」 外 漁史の 「論 

文^」 出版。 樗 牛の 「作家の 道念 


一 25 一 


上田 敏氏等 を 知る。 


明治 二十 八 年 

(I 八 九 五) 


一一 十四 歲 

透 谷の 一 周忌 を迎へ 亡友の 爲に透 

谷桀を 編む。 

母乳 癌、 姉 脚氣を 病みて 患 ふ。 

八月、 愛人 死去。 

母と 共に 三輪 町から 本 鄕湯島 新 花 

町 (大根 畑の 家) に 移る。 専心 製作 

に從 はんとし 敎 師を辭 す。 

義姉の 房 州靜養 を 伴って、 途上 單 


口 淸戰爭 の 和議 成る。 綾いて 三國 

干涉 起る。 

國 文舉」 「太陽」 「文 藝俱樂 部」 

「文 庳」 等 創刊 さる。 

一葉の 「たけくらべ」 「十！ 二 夜」 逍 

遙の 「桐 1 紫」 眉 山の 「うらお も 

て」 小汆井 喜 美子譯 ビン デルマ ン 

の 「名 釋 夫人」 出づ。 
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めて 文擧 生涯に 入つ て 行く やうに 

成った。 「文 gi.^」 は 友人 歷 野天 知 

兄^の 手に よつ て 作られた もの 

で、 お 初 は 「女 舉 雑誌」 の 分身と 

して 發 行され たが、 ^刊 後^も な 

く獨 立した。 

五月、 透 谷 芝の 家に て 自殺す。 

夏、 始めて 英譁 ルッソ ォの 「懺悔」 

を讀 み、 深き 感銘 を受 く。 

兄の 家に 災難 あり。 家計 を 助ける 

ために 再び 明治 女舉 校に 教師と な 

る o 

愛ん 遂に 國す。 


まる。 ^怫 M 盟 成る。 

透 谷の 「ェ マルソン 傳」 お 友 社より 

出づ Q 

ケ ー ベル 博士 帝 大^^ 科の 講壇に 

立ち * ショウ ペン ハヮ ー、 ハルト 

マ ン の哲舉 思想 を 紹介す。 

小金 井 喜 獒子譯 レル モン トフの 

「浴 枭記」 出づ。 

舞 

獨 逸人 デッ トリ ッヒ によって 初め 

てべ ー トォ W ンの 曲、 紹介 さる。 

ぺ ー タ ー 殁 す。 


一 23 一 


明治 二十 七 年 

(1 八 九 四) 


それより、 銶贫の 或る 禪坊 にもの 

を 思 ひ、 又 落魄の 身 を 國府津 在 蘭 

川 村に ある 透 谷の 家に 寄す。 

この頃- 旅に 死なん として、 夜の 

海岸に 身を投 ぜんとす。 漂泊 一 年。 

晩秋 恩人 吉村 氏の 大 川端に 歸る。 

十二月、 母、 家 を 慕げ て 上京。 下 

谷 三輪 町の 兄の 新居に 移る。 


二十 一二 歲 

雜誌 「文 學界」 の 同人と して、 初 


笑 ふに 似たり o 恰も 我が 力な く 能な く 

氣な きを 罵る に 似たり o 渠は斯 くの 如 

く 我に 透徹す o 而 して 我 は 地上の I 微 

物、 渠に悟 達する ことの 甚だ 難き は 如 

何 ぞゃ。 

••: 聖 にして 熱 ある 悲慨 我が 心頭に 入 

れ り0 罵 者の 聲、 耳邊に 在る 如し o 我 

が爲 すなき と、 我が 苜 ふなき と 我が 行 

くな きと を責む o(「 1 夕概」 より) 


東舉 黨の亂 起. り、 遂に 日淸 戰爭始 


一 22 一 


り 船で 高 知に 馬場 孤蝶 氏を訪 ふ。 

旅先より 文擧界 のた め に 寄稿す。 

土^より 再び 近 江に 引返し、 石山 

の 茶 丈に 假寓 す。 刀工 堀 井 來助翁 

と 知る。 

吉 野の 旅で 初めて 煙草 をのむ こと 

を 覺 えた。 それからの 煙草 好き は 

との 旅の^に 覺ぇ 初めた 習慣から 

であった。 

夏、 北 村^の 心^に よって 旅から 

招かお、 戶 川， 平 田の 三 友と 箱 根 

に 集まる。 友の 前に、 熱い 淚 流る。 


文畢界 創刊。 悲曲 琵琶 法師 (古藤 

庵) 吉田漦 好 (禿 木) 阿佛尼 (天 

知 子) 文章の 道 (巖本 善 治) 富嶽 

の 詩 神 を 想 ふ (透 谷) 漫詩 (無 翳) を" 

仏 す 

モ ー パッ サン 自殺す。 河 竹 默阿彌 

逝く。 

□ 

透 谷の 文章 

r ある 宵、 われ 窓に あたりて 横 はる。 

ところ は 海の^、 秋 高く 天 朗らかに し 

てよ ろづの 象、 よろ づの 物、 凛 乎と し 

て 我に 迫る レ 恰も 我が 1K; 卒な り ざ る を 


一 21 ― 


明治 二十 六 年 

(1 八 九 三) 


星 野 兄弟、 それから 新しく 知った 

平 田秃木 等と 雜誌 「文 擧界」 を 起 

さう と 計畫す o 


二十 二 

人 を 愛する 事の 苦し さに 敎會 の籍 

を 返き、 恩人 吉村 氏の 家 を も 出で、 

1 月の はじめ 漂泊の 旅に 出づ。 東 

海道 を 徒歩で 熱 田に 出、 それより 

^勢に 渡り" 芭蕉の 生地^ 賀を經 

て 近 江に 入り、 更に 吉 野に 西 行の 

跡 を 訪ね。 祌戶に 立^り、 こ-よ 


浜 やどせる 花の 環 は、 

ぬれ たるま ゝに葬 リぬリ 

(「面影」 の 課より) 


內田 魯庵譯 にて ドスト イエ フス キ 

ィの 「罪と 罰」 出す。 讀寶 新聞 歷 

史小說 ^賞 募集に、 高山 樗 牛の 「瀧 

口 入道」 入選す。 

透 谷の 「蓬 萊曲」 出版 さる。 

子规 日本 新聞に 「芭^ 雜談」 を 連 

載し はじむ。 . 
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英語の 敎師 として 赴く。 同校に 勤 

めて ゐた星 野天 知 氏と 知る。 牛 込 

の 或る 塾の 離 座敷に 假寓 す。 

栗 本 鋤 雲、 ra 逡蓮 舟の 二 先生 を 知 

つたの もこの 年 だ。 芭蕉 を 追求す 

るかた^ら、 李 白、 杜子 美に. 心 を 寄 

す。 また ラスキンの 「モダ アン • 

ベ インタ ー」 を 巖本 氏の 寄 棚に 兒 

つけた。 

年の暮 、 明治 女舉 校を辭 す。 不思 

議の變 化が 靑 年の 內 部に 起って 來 

た。 その 苦し さと 惱ま しさに 行 詰 

つた 爲 であった。 


藤 森 成吉等 生る。 

ォ フエ リアの 欲。 

いづれ を 君が 戀 人と 

わきて 知る ぺ きすべ や ある 

貝の 冠と、 つく 杖と、 

はける 靴と ぞ しるしな る o 

かれは 死にけ り、 我 ひめよ- 

かれはよ みぢへ 立ちに けり- 

かしらの 方の 笞を 見よ 

あしの 方に は 石 立てり o 

柩 をお ほふき ぬの 色 は 

髙 ねの 花と^ まが ひぬ o 
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明治 二十 五 年 

(1 八 九 二) 


北 村 透 谷の 文章 を 愛し はじめた の 

も その 頃から だ。 


一一 十一 歳 

徵兵撿 茶、 乙種 國 民兵に 編入 さる 

木 村 熊^ 氏の 紹介で 駿本善 治 氏 を 

知り、 氏が 主宰す る 「女 g 雜誌」 の 

爲に 飜譯の 仕祺を 助けた。 この頃 

筆名 を 十；： 藤 庵、 また 無聲 とした。 

巖本 氏の 紹介で、 北 村 透 谷と 交る 

(當時 透 谷 は 二十 K 歳であった。) 

四月， 巖本 氏の 私立 明治 女舉 校へ 


ェの 「ツァラ トウ スト ラ」 炎る。 セ 

ザン ヌの 「ガル タ 取る 人」 成る。 腐 

津和郞 等 生る。 ゴ ン チヤ & フ 逝く。 

井上 竹 次郞 等に 依って 犬に 阈粹保 

存 主義 吧 へられ、 宗教と 敎 育との 

問題 論議 さる。 

日本 勞働 協會 成る。 . 

鷗 外の 「水 沫桀」 內田魯 庵の 「文 

舉 一 斑」 出づ。 

ワルト • ホイット マ ン、 テ 一一 スン等 

逝く。 


一 is 一 


秋、 郷里より 母 一寸 上京す ( 


明治 二十 四 年 

(I 八 九 1) 


一一 十歲 

明治 舉院 卒業。 卒業生 一 同に て 校 

庭の 一 隅に 記念樹 「楠」 を植 ふ。 

舉友 馬場 孤蝶 氏 土 佐 高 知 の ある 私 

塾に 英語 教師と して 赴く。 その 時 

吉村 氏 は 横濱に 雑 貸 店 を 開 い た。 

その 手傳 として、 しばらく 横濱の 

方に 行った、 ティンの 「英文 舉史」 

1 坜を 風呂敷に 包んで。 


成る。 

0^ ラスキン、 ゴッホ 等 逝- 


濃 尾 大地震。 

露國 皇太子 大津 にて 遭難 さる。 

國 木田獨 歩の r 武藏 野」 民 友 社よ 

り 出版。 

. 坪內 逍遙 等に よつ て 「早稻 田 文擧」 

々«? やさ Z 

齋藤綠 雨の 「油 地獄」 巖谷 小波の 

ぉ伽噺 「こがね 丸」 出づ。 正 岡 子規 

「俳句 分類」 編纂 を 企畫。 一一 ー チ 
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明治 二十 三年 

(1八九0) 


方へ、 またす つと 遠く 目 黑の方 ま 

で獨 りで 歩きに 出掛た。 そして 

屈した 胸の 苦痛 を そこに 泄 した。 


十九 歳 

湖 中編 「芭蕉 一 葉^」 西 行 「撰 集 

抄」 黃山谷 詩集 を大 川端の 家に、 ダ 

ンテ 「神曲」 バイ 口 ン 詩集， ゲ ー テ 

の 作物 等 を 寄宿 舍に 耽讀、 また 西 

鶴、 近 松の 作物に も 親しんだ。 夏期 

學校 にて 大西祝 氏の 講演に 感す， 

御殿山に て、 美しい 落日 を a た。 


薪聲社 同人 に 依りて 泰西 名 詩抄 譯 

「於 母 影」 出づ。 

菊池宽 生る。 


教育勅語 を 賜る。 

帝 國議會 第】 回 問 催さる。 

民 友 社より 「國民 新聞」 創刊。 

國文擧 の 復興 起り 國擧院 創立され 

又 日本 文學 全書 博 文 館より 出版 さ 

る。 國 民の 友 夏期 附錄 に鷗 外の 「舞 

姫」 出づ。 

アナ ト 1ル. フランスの 「タイス」 
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ら甚^ 敎の 洗禮を 受けた。 氏 は 共 

立舉校 時代に 英語の 敎師 であった 

人 だ。 

大川 端から 一 一里の 道 を 通學し た 

が、 遂に、 暫く 木 村 氏に 寄寓し， 

後、 寄宿 舍に 入り、 土曜日に 濱町 

に歸る 事に した。 ゥォ ー ズ ォス、 

バ ー ンズ 等に 心 を 寄せ、 その 傳記 

の 抄譯を 試む。 靑少 年期の 惱 みに 

遇 ひ、 漸く 擧業を 怠り はじめた 0 

そして 同 殺の 中で も 僅かの 人に し 

か 口 を 利かない 稃默し 勝に のみ 時 

を 送った。 時には 御殿山の 裏手の 


^蘭 西 民主 百年祭 行 はる。 

文部大臣 土方 久元 を會 長と して、 

「日本 演劇 協會」 設立 さる。 

ゴッ トフ リ ー ト- ケ ルレ ル、 口 1 

デ ソ. バ ッハ、 ブラウ - ン グ等 逝く。 

-ー T チ H 發 狂す。 

森 田 思 軒の 「探偵 ユウ ベル」 出す、 

ュ ー ゴ ー の反譯 なり。 紅葉の 「色 

懺悔」 露 伴の 「露 圑々」 出づ。 

森 鹧外を 主宰と して 評論 雜誌 「し 

がらみ 草紙」 政敎 社よ hN 「日本 新 

聞」 春陽 堂より 「新 小說」 共に 創刊 

さる。 


赤 煉瓦の 煙突が、 靑ぃ 芝生から 生 

えた 様に 立って ゐた。 舉生は 霜 降 

の 制服の 少し 綠色 がかった の を 着 

て、 胸の あたりに 金釦を 光らせた。 

戶川秋 骨， 馬場 孤蝶の 兩氏も そこ 

に 机 を 並べて ゐた。 

ジ ス レ イリの 政治的 生涯 を筌 想し 

政治家たら んと 思った の もこの 當 

時の ある 日の ことであった。 

十八 歳 

高輪臺 町敎會 で 牧師 木 村 熊 次 氏 か 


主義 唱道 さる。 

雜誌 r 女舉雜 誌」 「都の 花」 相次い 

！ ー槃 亭譯ッ ルゲ- 一 H フの 「あひ^ 

き」 「めぐりあ ひ」 美妙 齋の 「夏 木 

立」 等 r 國民之 友」 誌上に 出づ。 

ブランデス 一 露 西 亞 印 衆 記」 イブ 

セ ン 「海の 夫人」 成る。 

ガルシン 自殺す。 

憲法 發布 さる。 

森 有禮剌 客に 遇 ひて 横死す。 
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明治 二十 一年 

二八 八 八) 


吉村 一 家と 共に 銀座より、 日本 橋 

濱町 不動 新道に 移る。 そこ はすぐ 

大 川端であった。 山から 來た 少年 

は そこで 水 を樂 しみ、 また 兩國に 

灯 を 見に 行った。 こ k の 庭に は 古 

ぃ楓 や、 靑桐ぺ 、乙女 椿が あった。 

1 二 田英擧 校より、 神 田 共立 擧 校に 

轉 じた。 

この 年、 明治 舉院 に入學 す。 


十七 歳 

明治 擧院は 丘の 上に あった。 高い 


ブランデスの 「十九 世紀 文 學の思 

潮」 成る。 

德富蘇 峯氏等 によって 民 友 社 組 織 

され、 雜誌 「Ei 民 之 友」 創刊 さる。 

ツル ゲ 一一 エフの r ル ー ジン」 二葉 亭 

四迷譯 r 浮 雲」 として 公刊 さる。 

柴 東海 散史 の 「佳人の 奇遇」 出づ 


三 宅 雪嶺 等に 依って 政敎社 生れ、 

雜誌 「日本人」 を 創刊、 大 に國粹 
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明治 十九 年 

(1 八 八 六： 


明治 二十 年 

( 一 八 八 七) 


十 i 


で、 きまりで 左の 葛 を あげ、 すこし 首 を 

傾けながら 向 ふから お 堀端 を步 いて 來 

るので した。 —— そこで 父さん は眞似 

るつ もり もな くそ の 學生を 

眞 似て、 自 分で も 左の 肩 を 

あげたり、 すこし 首 を 傾げたり して 步 

いて 見ました が、 いつの 間に か 知らな 

い 人の 癖が 父 さ んに 移って しま ひまし 

た 0J 「藤 村讀 本」 第二 卷ょ り。 

三 田英學 校に 勉擧 す。 


十 穴 歳 


ュ ー ゴ ー 逝く o 

若山牧 水、 北 原 白 秋、 武者 小路 實 

篤 >  大杉榮 等 生る。 

末 松 謙 澄 等 主唱 演劇 改良 會 起る。 

トルストイ 「闇の 力」 成る。 

美妙 齋の 「風琴 調 一節」 出づ。 

石 川 啄木、 谷 崎 潤 1 郎等 生る。 

ォ スト 口 フス キ 1、 口 ー ゥ エル 等 

逝く。 古泉 千 樫 生る。 
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明治 十八 年 

(1 八 八 五) 


1 の r 萬國^ 」 など を讀ん だ。 父 

は洋學 が國を 傷け る もの だと 思つ 

て ゐる樣 な 人だった から * それ を 

聞いて しきりに 心配した が、 遂に 

はこれ を 許した。 

この 年、 父鄕 里に て 逝去。 


十四 歳 

『父さん は 銀座に ある 吉 村さん の 家 か 

ら舉 校^ ひ をし ましたが、 每 朝の 様に 

お 堀端で 行 逢 ふ 一人の 學 生が あ. り まし 

た 0 父さんな どより ずっと 年上の 舉生 


片 上伸 生る 

鈸座大 倉 組の 角に 白い 光の マ ー ク 

燈が、 尾 張 町角の H 々新聞社の 前 

に 花 瓦斯が つい て 珍ら し がられ 

た o 

內閣 制度 組織 さる。 

尾 崎 紅葉、 山 田 美妙 裔、 石橋 思案 

等に 依って 硯友社 成り、 次いで 「我 

樂多 文庫」 创刊 さる、 逍遙の 「小 

說 神隨」 「當生 書生 氣^」 出版。 

マ字會 起る。 


11 —— 


けて 鉛维玆 の寫生 を 始めた。 この 

頃から 鄕 里の 雨 親 へ たより を 書 い 

たが、 父からの 乎羝に 【資 様は繪 

畫を學 ぶが 好から うと 思 ふ」 とい 

ふ 意味の 言葉 もあった。 

中 村 正直 譯の 「ナボレ オン 小傳」 

を 讚んで 感激し、 熱い 淚を 流した o 

漸く 心の 變 化が 起って 來た。 

明治 十七 年 十三 歳 

( 一 八 八 四) 海軍省の 官吏 石 井其吉 氏と い ふ 人 

に 就て 英語 を學び はじめ， パ， レ 


「該攒 奇談」 兆民の 「維 氏 美學」 

出版 さる。 

力 ー ル ，マルクス、 ツル ゲ 一一 エフ、 

ヮグナ ー、 マネ ー 等 逝く。 

秋 田 雨 雀， 高 村 光太郎、 阿部次郎 

志賀直 哉、 ゲ オルグ • カイゼル 等 

生る。 


藤 田 鳴 鶴の 「文明 東漸 史」 出づ。 

新派 劇の 運動 起こる。 

「英 國フ ェ ビン ャ ン 協會」 成立す * 


少年 はまた そ こ に溫 S 心 を M つ け 

た。 それ は黑 ぃ土藏 造りの 家で あ 

つた。 

父 1 寸 上京す、 父が 「散 髮」 にし 

たの もこの 旅からで あった。 

この 時、 父と 共に 舊尾州 藩主 を訪 

ひ、 また 赤 煉瓦の 攀 校に 案內す 

十二 歳 

. 總赘に 興味 を 持ち" 分で^た ま 

、を 霰に しゃう として、 築地の 居 

^地-やまた 參謀 本部の 方 へ も 出か 


體 詩抄」 出版、 テ 一一 スン、 キング 

ス レ ー、 &ング フエ 口 ー 、ダレ， 

等 を 紹介す。 

エマ ー スン、 ロング フエ ダ 

1 ネン等 逝く。 

有 島 生 馬、 山 本 鼎、 小川 未明 等 生 

る o 

官報 發刊 始ま る。 

ブラ ン デス 「イブ セ ン論」 モウ バ 

ッ サン 「女の 一 生」 成る。 

矢 野 龍溪の 「經國 美談」 坪. 內 逍遙 
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明治 十四 年 

(1 八 八 I) 


明治 十五 年 

(1 八 八 二) 


十 歳 

高 瀨氏は 1 家 を あげて 鄕 里の 木 曾 

福 島 町に 歸 つたので、 その 愛の 手 

を 離れて 高瀨の 知人 力 丸 元 長 氏と 

いふ 人の 許に しばらく 寄寓す。 周 

圍の空 氣に對 して 自分の 少年ら し 

い 感情 を隱す 様になった。 


十二 歳 

秋、 銀座 ra:  丁目の 吉村忠 道 氏 方に 

移った。 吉村氏 は 高瀬と 同鄕 で、 

書生 を^す る、.！ b の 深い 人だった。 


露帝 ァ レキ サン ドル！ 一世 虛無黨 員 

に 試せら る。 

ドスト エフ スキ ー 、 力， I ラエル 逝 

く。 ザ イツ エフ、 バビ ュ 、 小山 內 

薰等 生る。 

中 江 兆民 「政理 叢談」 出版 


兆民に 伎って ルッソ ォの 民約論の 

反譯 約譯 解」 出づ。 外 山 正 一、 

井上 哲 I ー郞 ，矢 E 部 良 吉共譯 Q「 新 


明治 十 1 二 年 

( 一 八 八 0) 


孝經、 論語な どの 素續を 受けた" 


九 歳 

父兄に 勸 めら れて 次兄と 共に 東京 

に遊舉 す。 途次、 木會 川の 靑 いの 

を^、 中 仙 道 を^て 乘合 馬車に て 

离世嬌 に 入る。 旅 七日 o 姉 園 子の 

夫の 家 京 橋鎗驢 町に 身 を 寄せ、 泰 

明小舉 校に 通學 す。 


創始な り。 

永 井 荷 風、. 正宗 白鳥 等 生る 《 

ド J ミ ェ 逝く o 


六合 雜誌 創刊 さる。 

フ a 1 ベル、 エリオ ッ ト等 逝く。 

吉江喬 松 生る。 

その 頃の 銀座の 家 は、 灰色の 圆注 

の 並んだ 煉瓦 迭 りで、 泰明 小舉校 

も 古風な 赤 煉瓦だった。 
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明治 十二 年 

(1 八 七 九) 


多 


祌坂 村小舉 校へ 通 ひ はじめた。 

『龃 父さん は學 問の 人で したから、 「千 

字 文」 だ の 「勸 學篇」 だのと いふ もの 

を 自分で 書いて、 それ を 少年の S4- の 

やうに して 幼少な 時分の 父さん に敎へ 

て吳れ ました。 山の 中に あつ 

八 歳 

た 父さんのお 家で は 何から 何 

まで 手製でした。 手 習のお 手本まで、 

祖父さん の 手製でした。』 

「ふるさと I より 0 

尙、 父から 幼年期の 終りの 頃に は 


めて 紹介 さる o 

帝國 舉士院 設立。 中澤臨 川， 有 島 

武郞， 與謝野 晶子、 橫瀨 夜雨、 ァ 

ルツ エバ ー セフ等 生る。 ルッソ ォ 

逝く。 

トルストイ 「我が 懺悔」 イブ セ ン 

「人形の 家」 スト リンド ベルク 「赤 

い 部屋」 成る。 

ク & ボト キンの 「靑 年に 訴ふ」 瑞 

西ゼ ノアの 「革命」 誌上に 出す。 

織 田 純 1 郞に 依って リ ッ トンの 

「ァ 1 ネスト アルト ラバ ス」 の 反 

譯 「花柳 春 話」 出す、 反 譯小說 の 
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明治 九 年 

(一八 七 六) 


明治 十 年 

2 八 七 七) 


明治 十一 年 

( 一 八 七 八) 


五 歳 

『父さんの 生れた 田 舍は木 曾で も、 獒 

0 の 方 へ ^りょうと する.^ の 上に あり 

ましたから、 お 家のお 座敷から でもお 

隣り の國が 山の 向 ふの 方に 見え まし 

た o そこに は逮く 繪の樣 な 平 野 も 眺め 

られ ました o 極く お 天氣の い 

穴 歳 

、日に は、 逮ぃ近 江 の^の 伊 

吹 山まで、 かすかに 見える ことがある 

と、 祖父さん は 話して 吳れ たこと も あ 

りました o』 (「ふるさと」 より o) 

セ歳 


海老 名彈正 等に 依って 熊本バ ンド 

成る， 基督 敎弘 布の 結社な り。 

ツル ゲ |ー  エフの r 處女 地」 成る。 

パク ー 一 i ン 逝く。 潢原有 明、 近 松 

秋 江、 等 生る。 

西南の役 起る。 海外に 露 土 戰爭。 

イブセン 「社 食の 柱」 成る。 

クル J ベ ー 逝く、 

薄 £ 泣董窪 田签穗 等 生る。 

成 島 柳 北の 「花 月 新 誌」 出づ。 

服部德 に^って ルッソ ォの 思想 始 
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明治 七 年 

(1 八 七 四) 


明治 八 年 

(1 八 七 五) 


三 歳 


の はじめに 生れて 來た もの は、 文學で 

も类 術で も德川 時代の 末にす ら 比較し 

がたい ほど 見劣りの する 粗末な ものば 

かりだ。 明治維新の 资 らした もの は、 

その 1 面に 於て、 こんな 深刻 

な 影響の ある こと を 想 ひ 見ね 

ばなら ない o 封建時代の 遣 物と いふ 名 

の 下に、 あらゆる 文化が 蹂 みに じられ 

はしなかったら うか。 詩も隱 

れ、 繪畫も 潜み、 あらゆる 藝 

術 は 一 時 姿を晦 した かに 見える。： ：1 

「春 を恃ち つ 、一より 


四歲 


トルストイの 「アンナ • カレ ンナ」 

成る。 

渡^ 溫澤 「通俗 伊 蘇 普 物語」 sr つ 。 

佐賀 の亂、 臺灣 征伐 起る。 一般 兵 

役 義務 施行。 讀賫 新聞社 創刊。 

サイ 乇ンズ 「伊太利 及び ギリシャ 

紀行」 成る o 

平 田 禿 木 河 井 醉茗等 生る。 

新 島襄等 によって 同志 社 創立。 

小 栗 風 紫 野 口 米 次郞等 生る。 

ヮグナ I の r- 一  1 ベ ルン ゲン *リ1 

ド 茁づ0 
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明治 五 年 

( 一 八 七 二) 


明治 六 年 

( I 八 七 一 一一) 


誕生 

1 一 月 十七 日 信 濃 木 曾 神阪村 字馬饞 

に 父 正樹四 男と して 生る。 

父 は 故 平 田 篤 胤の 門人であった 様 

な 入で、 昔風に 髮を 束ね、 それ を 

紫の 紐で 結んで 後に 垂れて ゐた。 

靜 かな その 書院の 前に は 松、 牡丹 

などが あった。 


ニ歲 

『私達が 唯、 結果に 於て 知り 得る 樣な、 

父 の^代 を もっとよ く 知 ひたい C 明 袷 


東京 朝日 新聞 創刊。 

東京 橫濱間 初めて 鐵道 開通す。 横 

濱に 初めて 基督 敎會堂 建つ。 

樋 ロー 葉、 佐々 木 信 綱 等 生る。 

テオ フィ ー ル*ゴー チ ェ 逝く  o 

ェ ー ッ H の 「悲劇の 誕生」 成る。 


岩 倉具視 一 行、 歐 米の 視察より 歸 

朝， P  - 

綱 島 梁 川、 泉 鏡 花 等 生る。 


藤 村 年譜 


明治 四 年 

(西曆 1 八 七】) 


『私 は 少年 時代 を 振 返って 見て、 自分 

の 物心 づく 頃から、 明殆 二十 年頃まで 

の 間 は、 かなりに 暗かった 時代の 樣に 

思 ふ C 

おそらく 西^: 戰爭 以前の 十 年 前 はもつ 

と喑か つ たらう。』 

「春 を 待ち つ ゝ」 より 

△  口 シァ では 十 年 前の 六十 1 年の 

頃より 農奴解放 連動が 熾ん になつ 

てゐ た。 


廢 藩置縣 施行。 

各縣に 小舉校 設置 さる。 

橫濱 新聞 創刊、 日本 最初の 日刊 新 

聞な り， _ 

田 山 花 袋， 德出 秋聲、 髙山樗 牛、 

島 村 抱 月、 レオー 1 1 ド • アンドレ 

1" フ等 生る (^年-一 n ライ. レ II 一 

ン 生る) 

魯文著 「胡蝶 圖解」 出版 さる。 


吋の 歩める 道  >  山 崎 斌 


二十 五 歳  一二 セ 

誦 小 諸城跺 より 見た る 千 曲 川 ……  Is 

1 小 諸に 在りし日  一旮 

長女 綠大舉 病院に 死す  M 

妻 冬 子  ニー  1ー 六 

ボ オル •  a ワイ アル 1：  -5 八 

木曾賴 島に て  二八 六 

書 齋  ，  81 

楠 樹  一言 

秦慶治 氏と 神 津猛氏  靈 

装 幀  有 島 生 馬 


M  
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の 1 卷を 抱いて 再び 東京に 還る 日の こと を 思 ひつ i 、そこに は 先發. の 船の 「船の 筋」 

に 導かれる 感慨 もあって 「この 人」 のこと がまた なくなつ かしまれ る。 兎に角、 私 は 

何もの への 拜 跪と は 知れない ながら も、 その 拜 跪の 後に この 執筆 を 始めた もので は あ 

る o 

大 E 十五 年 • 伊豆 士肥 温痪 竹靑莊 にて 


ところで あらう。 それにしても、 私 は適當 でない、 これに は 他に 適任者が あるで あら 

うと 話した。 私に はた^ 先生に 對 する 深い 敬愛と 熱意と が 自らに 信じられる 丈 だ。 こ 

れ丈 では 仕方ない とも 話した。 然し、 私共 は 結 極、 では 二人の 熱意に 手 頼って、 この 

至難な 事業 を 始めて 見やう ではない かとい ふ 相談 を まとめた。 そして 溜息 をつ いた。 

II あの 漆黑に 美しかった とい ふ 先生の 髮の毛 か、 銀 白の 今日の 輝きと なる までに、 

本 常に どんな 朝と 夕と があった の だら う -—- 私 は、 まづ これ を 自らの 衷に fl 口って 見て 

常 惑 は 漸く 一 つの 煩悶に さへ なって 來 たこと を 知った。 

私の 樣に わかいもの にも、 尙十 年の 餘も 年少な 長 尾宏也 君と いふ 友人が ある。 この 若 

い 友 もまた、 ひどく 私を勵 まして くれて、 助力 を 言って 吳れ た。 また 書肆の 米 林^も 

版 を 望ね る 様であった ら 改訂 を 行っても い、 からと、 それまでに 熱意 を 見せて 吳れ た。 

遂に 力 を 得た 私は玆 に、 先生に 封す る II 「先生の 歩める 道」 を 思 ふ 私の 愚かしい ス 

タディ を發 表する ことにした。 

それにしても、 これ は 三年 4i 及ぶ 私の 靜 かな 伊豆 SI 海岸の 生活の 記念で ある。 私 はに 


これ も 先生の 心 持 を 見つけられる 「怫繭 西 だより」 Q 中の 言 紫 だ o さう だ、 生じつ か 

のこと をす るよりも、 たぐ 著書の 輟 ar だ。 さう ではない か。 そして * そこに はい- -年 

譜と でも； I！ 一口 ふ ものが あれば ぃ.-。 —— 私 は それお 米 林 君に 話した。 君 は そこに 正し. s 

出版^の 樣 であった。 そして、 私の この 言葉に も 深い 共鳴 を 見せて くれた。 そこで、 

私 は 二人の 間に、 その 意味に 於ての 先生の 五十 五 歳までの 年譜 を 作らう ではない かと 

話した。 

然も • それが また 困難で ある。 全集 第 十二 卷の卷 末に 先生 自ら 執筆され たらしい 「年 

譜」 の はじめに 私共 は >  左の やうな 言葉 を 見つける。 

『交って 見た 人、 愛讀 した 書籍， 親しみの 深かった 自然、 さう いふ もりから 形造られ 

て 行く 心の 歴史に 人の 生涯の 眼に 見えない 重要な 部分が ある。 それ を 簡單な 年譜に は 

作りが たい。 こ- - に は 僅かな 舉歷の やうな もの や 著作の 順序 なぞの 極大 體の 輪廓 をし 

るすに と 丈 める」 

眼に 見えない 重耍な 部分.. I これ は， その 人、 それ 自らの 手に よっても 書き 現し 難い 
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r この 十！ § のった ない 著作の どの 部分 を 開いて 見て 莨っても、 私が 居る。 幾度 か 挫 

折したり 落膽 したりした 私が 居る。 熱い 汙と、 冷い 汙とを 同時に 流しっ^-けて 來たゃ 

うな 私が 居る。 僅か 1 歩か 二 歩 踏み出し たの はま だ 昨日の ことの やうに 思 はれながら 

最早 髮の 臼い 私が 居る。 これが 私 だ。 II 』 

これが、 全集の 序の 霄葉 だ。 II 私 は それ を 思った。 さう だ、 先生に は 「全集」 とい 

ふ 様な こ んな. S  、自らの 肖像 も ある。 

r 巴 里の サン. ミツ セ ル q 通りに 接して ル ュ クサ ンブ ウル 公 圜內の 草地の 一角に、 昨年 

の 夏 あたり ある 毫 石の 据 付が 仕掛けて あった。 その 邊はジ ョ ォジ ュ • サンの 石像の あ 

ると ころに 近い、 誰かの 像で も あの 臺 石の 上に 置かれる のか、 と 思ったら • 出来 上つ 

たの を^る と 白い 大理石の 碑 だ。 

ス タンダ アル に獻 す。 

として、 その 下に あの 文擧 者の 生死の 年號が 彫って ある。 碑の 裘 面に は r ド 1 フムゥ 

ル」 を 始めと して、 著書の 翳目の みが 表 もてあった。 床しい 石碑 t ^つた。』 ： 
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た。 これ は 勿論^ しい 意味での 壽 像の 意味 だ。 殊に 今年 は、 先生の 思 ひ 出の 小 諸に、 

藝術 的の 意味での 「詩碑」 が 建つ とい ふで はない か。 機緣 だと 思 はない か、 正しい 機 

會 ではない かと 君 はす-めた。 

私は當 惑した。 そして 言った。 それ はい-、 勿論 島 崎 先生の 様な 人 は、 本當 の 晚年に 

達せられる これからが、 いよく 尊い 像 をな すので ある けれど、 また あれほどの 人の 

今の 像 も、 たしかに 1 つや 二つの 胸像 を 造らせても い-だら う。 然し それが 難 かしい 

の だ。 さう ではない か。 遺傳を 異にし、 還 境 を 異にした 人の 上 を 思 ふこと ほど 方途の 

つかない ものが あらう か、 殊に、 先生の 様に 「よき 白髮」 に 近い やうな 人に 於て 一 

• と 私 は 言った。 鼻に 癖 あり。 まづ、 その 一 つ 丈で も大變 ではない か。 勿論、 それほど 

に 言 ひ 放って置 けるならば それでい また 或は、 これ を 最も 正しい 描出と も 一 W はれ 

やう。 然し、 本當に そんな 調子で い \ のか。 どんな 癖 だとい ふこと に はなら ないか。 

それ だ、 殊に、 緞も 癖、 なかく 先生の 様な 人の 癖 は 難 かしい。 そして それ は 鼻ば か 

りで はない、 あの^だ、 口 だと 言って 私 は 苦笑した。 


H.  shiBazaki 日本人。 身の 丈 低し。 髮黑。 鼻に 癖 あり。 I 

これが、 あの r 戰爭の esH」 に 於て、 怫國 官憲が 作って 吳れた 「島 崎 藤 村 先生の 人相 

書 だとい ふ。 千 九 百 十 年 八月 二日、 巴 里に は あの 戰亂に 因る 戒厳令が 布 かれた。 そし 

て、 e 里 在留の ヱ トラ ンゼェ は 皆 警察署へ 出頭して その 國籍を 屆 出さなければ ならな 

かった。 その 時の ことで ある。 「書記 は 事務所 風の 机の 上に 私共の 旅行 券 を展げ なが 

ら、 じろ/ ^-と 私の 方 を 眺めて、 簡單な 人相 書 を 書いて くれました。 II 」 と 先生 は 

その 佛藺西 だよりの 中に 書いて ある。 

,1- それにしても、 私 は 何故に、 こんな こと を まづ こ、 に 書き はじめた の だら うか。 

私 は、 この間、 友人 武藤直 治 君 を 介して 未知の 人 弘文社 米 林保吉 君の 依囑を 受けた。 

島 崎 藤 村 先生の 思想と その 生活と に 就いて、 1 册の害 物 を 書いて 吳れ とい ふ 事で あつ 


大正 十五 年 七月 十日 

吉江喬 松 


さらに 一 暦の S 遍さ、 峻嚴 さ、 神秘 さに 全身のお の、 きを 感ぜす に は ゐられ なかった。 

情熱の 口 マ ン テイク、 神秘に 直面した レア リスト、 島 崎さん の 歩まれた 途に は、 一 點 の なげ 

やり もない。 ュ ング. • フラウの 頂上に 立った 者 は、 现 想と 現^、 现智 と美との 混融 共^ を n 感 

する やうに、 「新生」 に 於て 人 は 情熱と 现智 と、 藝 術と 現寳 との 一 點 ゆるぎなき 溶 合の 權 威に 打 

たる、 ので ある。 レア リズムの 究極 結晶で ある。 日本に 於け る 現實. cn 然 主義の 文藝 は、 この 「新 

生」 を 得て 初めて 晴を點 じ 得た ので ある。 

山崎斌 氏の この 書物 は 藤 村 研究者に とって、 最も 大切な 最も 正確な クロノ  a ジィ であり、 詩 

人小說 家と しての 島 崎さん の心现 經路、 藝 術發展 の忠實 なる 歷史 である。 恐らく 何人が 害 かう 

ともこれ 以上 忠實に は 書き 得られない であらう。 私 はこの 書に 序 を 付す る こと を依賴 せられて 

光榮 にも 感じ、 同時に その 資格な きもので ある こと を考へ もした。 併し、 永年の 島 崎さん の 愛 

讀 者の 一 人と して、 また 文舉 研究者の 一 人と して、 心から 悅んで この 感想 を 書き記し たので あ 

る。 この 書に とって、 この 序な ど は 何の 意味 もな す もので はない。 この 書の 價値は 殿 然として 

藝術 的に、 心理的に、 さらに 歷 史的に その 意義 を 十分に 發 ^して ゐ るので ある o 


I 步 氏の 新 計 螯に對 する 否定的の 批評であった。 それ を獨步 氏に 報告す ると， 獨步氏 は 「島 崎お 

7 見た ように、 すっかり レエ ルを 敷いて からでなければ 汽車 を 走らせない 人と、 僕の やうに 藪で 

| あらう が 野原で あらう が、 思 ひたったら 飛び だして 行く 者と は 全く 異 つて ゐ るから ね。 君」 と 

いって、 爽 かないつ もの 笑 ひ をた てた 面影 は 今でも 鮮 かに 浮んで 來る。 獨歩は 氏 主情的で も、 

熱情 的で もない。 むしろ 最初から 主智 的な、 思想 的な 閃き を 見せた 口 マ ン テイクで あり、 それ 

に 北歐の 影響 を 受け て 瞑想 分子 の 加 はった レア リスト に開轉 した けれど、 日本 の 南國人 に 獨特 

な寶 行感が 常に 伴って ゐた。 けれど 詩人の 實行感 である。 その 實際 上の 企畫 は、 島 崎さん の 重 

厚な 抑制 力から 兌れば、 いつも 危ぶまれ たにち が ひない。 

. 大正 五 年 以後 四 五 年佛ー 1 西に ゐた 間、 私 は 巴. 里に 於け る岛 崎さん の 寓居 せられた ボ オル • 卩 

ワイヤ ルの 街路 は 幾度と なく 往役 した。 「民衆 劇場」 の创設 者、 モォ リスつ ホ トシ ヱ 氏の 家で は 

島蛴 さん の^られた 中澤 君の 「トルストイ 傅」 をも兑 た。 さらに^:: S: の！ い 下^^ で、 本 

國 から 送って 來る柬 京 朝日 新聞に 速戟 せられた^ 崎さん の 「新生」 を 喰 ひ 入る やうに、 一 字 一 

句まで も 含味して 讀 みながら、 二十 幾年 以前に 初めて 柒狻」 に 接した 霧 せ を 思 ひ 出して、 


押えられ たる 情熱の ほのめき である 。厚き ゴ ブラ ンを ゆったり. とし ぼり あげたる 重厚 さで ある * 

その 襞の 中に 織り こめられ たる 人生の 委曲 は、 何人 を も 深く 魅せす にはゐ ない。 a マ ン テイク 

が レア リストに 開轉 する 時、 その 人が 熱情の 人であるなら ば、 そこに 必. f 深い 1 種の 不思議 さ， 

1 種 3 神秘性が しぼりい ださる、 ものである。 島 崎さん、 の藝 術の 魅力 はま さに それで ある。 同 

じ ロマン テイクであった にしても 島 崎さん は 決して セ ン ティ メ ン タルで はない。 飽 まで パ ッ シ 

オン ネ である。 主情的な ロマン テイクが レア リストに 轉開 すれば、 その 人の 藝術は 平面 的に 廣 

がり、 繪靈 的に 伸展す る。 熱情 的の 口 マ ン テイクが レア リストに 轉 すれば、 その 人の 藝術 は必 

す 鏤^せられ、 立體 的に なり、 その 體 面の 陰影に 人生 を 刻みいだ す。 島 崎さん は 必然的に 後者 

の途を とられた。 

島 崎さん が 小 諸 を 引き 上け て柬 京へ 来られた 頃、 明治 三十 八 九 年頃から 四十 年頃、 私 は舉校 

を 出た ばかりで、 國 木田獨 歩の 下で 毎日 はたらいて ゐ た。 その 頃、 獨 歩 氏の 川蔡を もたらして 

« 時々 島 崎さん を 御 訪ねした。 すると 島 崎さん は、 その 一 つ 一 つの^ 件に ついて よく 考 へて 下す 

_ つて、 「^ 崎が さ ういって ゐ たと 克く國 木 田 君に お 仰って 下さい」 と： 百 はれた。 それ は 大抵、 獨 
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つたば かりの H 本人が、 初めて 自^に、 思 ふま、 に 太い 呼吸 をして、 幾 世紀 胸臆に ひそめて ゐ 

た^き 返る 若い 情熱 を大 M へ 向って はきいだ した 强ぃ 律動、 それが 結晶して 藤 村 詩^と なった 

ので ある。 この 歡喜 はま さしく 若き 日本の 文藝的 新生の 歡喜 である。 この 悅びを 少年 時代に 味 

ひ 得た こと を 私 は 心から 感謝せ すに は ゐられ ない。 

口木 文明の 歩度 は 迅速で ある。 明治 二十 年代から 三十 年代へ かけての & マ ン テイクの 時代の 

末期 頃、 島 崎さん は 詩から 散文へ 轉 ぜられ た。 「水 彩聲 家」 その他 を 私たち は どんなに 熱心に 

讚み 耽った ことで あらう。 「破 戏」 と共に ^崎さん は まったく  a マ ン テイクの 域を脫 せられ 

た。 日露 戰 (者と 共に、 日本 文 藝には 現. Mini 然 主義の 時代が 來た。 この 時期が また 凡そ 十 餘年は 

耨續 した。 「春， r 「家」 なぞの 長篇、 その他の 數 多き！ g 篇に 於て、 情熱の 詩人であった^ 崎さん 

はいかに 手 固き レア リストと して、 深 酷な 觀照を 人生に 加 へられた 事で あらう。 濃き 陰影が く 

つきり と， 1? 崎さん の藝 術に は 彫み いだされ てゐ る。 日本で も何處 でも 自然主義の 作家の 藝 術に 

は、 取材に 望き を 遛 きすぎ て 表現に 粗奔 でありが ちな 傾向 を 時と すると 兒る ことがある。 けれ 

ど、 島 崎さん の藝 術に は 全く その 痕跡 すらない。 藝 術のに ほひ は飽 まで も璺 かで ある。 理知" に 


りに 自在に 用 ひ 得た の は、 まったく こ の 若い 情熱の 然 らしめ たると ころで ある。 

「若菜 桀」 はこの 意味で、 ー歷 直接に、 1 曆 端的に、 日本人の 情熱の 結晶 を、 初めて 豊富に 我 

* の 前へ 展開して 見せた のであった。 「若菜 集」 より 「1 葉 舟」、 「夏草」、 「落 梅桀」 にいた つ 

て、 11 愛の 熱情 は、 さらに 强く なり 深くな つて、 當 時の 靑 年の 廣き 地平線 を 愦れる 「海にまで 

入らで はやま じ」 の 熱意にまで 昂 まって 行った のであった。 これ は 決して^ 崎 藤 村と いふ 一個 

人に 限られた る 情熱の 披感 ではない。 また 1 詩人の 作詩 技巧の 問題で はない。 或は 技巧の 點か 

ら のみい つたならば 同じ 日本の ロマン テイク の 他の 詩人に 求むべき かも 知れぬ。 併し 島 崎さん 

の 詩 は、 當 代の 總の 若さ を 代表して ゐた。 總の 熱情 を 包括して ゐた。 むしろ 當 代の 若い 情熱の 

波が 湧き上り.、 盛り 上って、 その 全 波の 頂點 が具體 化して 生れ 出で たるの が 詩人 島崎滕 村で あ 

ると いふべき であらう。 それだけ 當 代の 若人 等 は 新生の 詩人の 重厚な、 底 深き 情熱の リズム を 

直接 胸に ひ^かせて、 眠る にも 醒る にも、 その リズム を もって 呼吸 をした のであった。 

これ だけ 際 やかに、 これ だけ 潑莉 たる 新生 歡 喜の 經驗を 味 はう 亡と は文攀 史上に もさう 度々 

„ あり 得る もので はない。 鎖國を 解き放ち、 文字の 表現 を 持つ こと を ゆるされて 以來 二三 十 年た 


一 品 もこの 政治の 波 をく ビら. f に は ゐられ なかった ので ある o 

3  I 一十三 年に 阈會は 開設せられ、 I 一十 七 八 年に は 日淸戰 役が あり、 初めて 若い 日本 は國 民と し 

| ての自 覺と自 信と を 持ち 得た のであった。 その 自覺と 自信と を 持った 當 時の 若い 人々 は、 荒 は 

しい 歐米 文化の 飜譯 だけに 屈從 して は ゐられ なくなり、 搌 返って 日本の 王朝 文擧 を推赏 し、 近 

松、 西 鶴、 芭蕉 を發 見し、 Q 國文藝 の粹を あつめて 國 外文擧 を觀 照しょう とする にいた つたの 

であった。 國の內 外の 文 藝耍素 はこの 時 その 第 一 次と して 融合す る 姿 をと つたので あった。 森 

鵡外 氏、 上 H 敏 氏の 飜譯美 はこの^ 氣の凝 化し 具體 化した 記念 像で ある。 

島 崎さん に はもち ろん この 兩 様の 要素が 本来の 詩人 的 素質に よって j 曆渾 然として 盛り上げ 

られ たのであった。 西 鶴、 近 柽の彩 華と、 芭蕉の 幽寂と、 それに 西 歐の諸 詩人の 淸 新な 芳香と 

は 1 つに とけて、 若き 日本の ロマン テイク の 愦熱を 句 ひこ ぼる、 ばかりに 盛り上げ たので あつ 

た。 あの 頃、 中澤 君が 全部 寫 して 持って ゐた 夭折した 詩人 中 野 逍遙の 漢詩 集 「逍遙 遣 稿」 なぞ 

も、 同じ 若々 しい 熱情の 所產 である。 漢詩と いふ 曰 本人に とって や k 不自然な 舊 詩形 を あれ ほ 

ど 自在に 使用し 得た の は、 日本 詩史に 於て 签 前で あり、 もちろん 絶後で あらう と 思 はる、 ばか 


それまで 私達が 手に する ことの 出來 たものに は 山^ 美妙 齋 氏の 「靑年 i? 歌^」 とか、 外 山 氏 

そ 純の 他の 外 画の 詩の 飜譯 とか、 勝 海 舟の 琵琶 歌 だと かいふ ものがないで はなかった が、 初め 

て眞な 情熱の 新ら しい 定形 詩に 接した 當 時の 少靑年 等 は、 新時代の 日本の 若々 しい 盛 上る. Ins 

な 情熱に 心から 酣醉 もし、 驚嘆 もした のであった。 

私 は その後 も たびたび、 そして 現に 今でも さう 思って ゐ るので あるが、 私達が 明治 二十 年代 

の 末 頃に 「若菜 椠」 に 接して 抱いた やうな 純 S な 驚^の 感情 を もって、 現在の 中學生 なぞが 讀 

み 耽る ことの 出來る やうな 新 詩集が 架して あるで あらう かと。 それ を 確かめて 見る こと は 全く 

困遝な ことで は ある。 けれど、 私に は、 どうも それが ありさう に は 思 はれない。 現在の 私の 心 

持から それ を 推定す るので はない が、 文舉の 歷史の 上から いって、 あの 當 時の 少靑 年が 感じた 

やうな 驚菩 はさう 屢々 與 えられる もので はない からで ある。 

日本 は 明治維新 以後、 凡そ 二十 餘年を 新 文化 建設の 準備に 费 して ゐた。 西南の役 以後、 0 

の 開設まで は、 當 時の 靑 年の 夢想 は盡く 政治の 方 商に 向けられて ゐた。 實際 二十 年までの ii に 

現 はれた 文藹 作品と て は、 多少の 程 合 ひの 相異 こそ あれ、 盡く 所謂 政治 小說 であった。 文藝作 


序に 代へ て 

j 明治 二十 七 年頃で あつたと 思 ふ、 常時 松 本 中舉の 二年生であった 私 は、 一 つ 二つ 年上の 故 中 

澤臨 川^が ゐた舉 校の 寄宿 舍 II 链 い 五：^ の 一大 主閣の 下の、 蓮の 葉の 一 面 茂って ゐる 濠に 臨ん 

だ 窓で、 「文 舉界」 とい ふ 雜誌を 開き 讀 みして ゐた。 そのな かに 島 崎さん が 書かれた 文章で、 題 

は 忘れた が、 「四. 2! の わかれ、 薆き わかれ：：」 と 教 き 出して あつたの を、 中澤！ S と 二人して 幾 

度 も 繰り返して 讀ん で、 幼ない 心に わかった やうな わからな いやうな 不思議な 心 持 をした の を 

今でも 邀 えて ゐる。 

やがて 明治 三十 年 ar 「若菜 笾」 が 出た。 たしか 中 村不折 氏の 揷繪 ではなかったら うか。 中舉 

の 上級生に なって ゐた私 建 は、 まったく 夢中に なって、 あれに 讀み 耽った ものであった。 その 

他に 「水 沬桀」 だの、 r 國民小 iiE だのと いふ もの を 同じく 愛讀 してお かなかった ものであるが、 

「若菜 集」 によって、 初めて 若々 しい 詩と いふ ものに 接した 悅び は、 私 3- ばかりでなく、 おそ 

らく 當 時の 日本の 中舉の 上級生ぐ らゐの 年輩の 少年 を盡く 魅し 去った のではなかった らう か。 
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碑 句の 燕 芭る あに 鄉故 


道る め 歩の 村 

著斌 崎 山 


版 社文弘 


最も 強い 喜びの 一 つ は 正確な 言葉 を 感得し、 それが 思想に 從 

ふ 事で ある。 新しい 木の葉の 自ら を 示す 美しい 葉脈、 私達の 

先人が 遣して 吳れ たの はこれ だ。 

—— フ ラ ン ス-ジ ヤン ムの 言葉 —— 


歳 一十 五 
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